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日 本 寄生 中 


東京 都 品 川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 内 





生ま 
ニン で を 最も 効果 的 に 配合 し 、 
最高 度 の 駆虫 系 を 腔 揮 す る …… 


多年 の 研究 と 最新 の 技術 が うん だ 駆虫 薬 マ ク 
ニン は 、 そ の 高い 駆虫 率 が 多数 の 臨床 実験 
で 実証 され 、 そ の 上 副作用 が な く 、 の みや す 
い 虫 下 し と し て 好評 を えて いま す 。 

マク ニン ぢ は 、 夜 ね る まえ か 、 ま た は 朝 お き 
て すぐ の むだ け で 、 下 剤 を の まな く て も 、 確 
実に 回 中 を と る と と が で きま す 。 


マク タニ 2 


団 件 用 お よび 学童 用 マク ニン S は 、 
集 本 : 軸 5 虹 安全 で 、 高 い 駆虫 率 を も ち 、 配布 に 
便利 な の で 集団 式 虫 に 最適 で す 。 


価格 も 特に 低 誠 な の で 、 学校 、 工場 
会 牌 等 で 非常 な 好評 を えて いま すき s 
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団体 用 2 錠 X100 (大 入 190 人 分 ) 
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検査 方 法 


我々 < は 前 報 に お いて , 沙 抹 法 , 浮 江 法 及び 培養 法 を 用 

い , 奄美 大 島 の 名 瀬 市 の 浦上 , 大 熊 両 部 落 及 び 瀬 戸 内 町 
の 阿 鉄 , 豆 鉄 両 部 落 の 計 2 千 名 あま り に つい て 検便 を 行 
つた 成績 に も と づき , 回 由 , 報 虫 , 釣 過 ( ツ ビ = 釣 取 , 
ァ アメ リカ 釣 息 ), 糞 線 昌 な どの 主要 寄生 虫 の 検査 法 別 , 年 
令 別 , 性 別 な どの 凌 学 相 の 検討 を 行っ た が , 本 報 に お い 
て は 同じ 調査 材料 に も と づい て 。 主要 腸 内 寄生 取 種 の 感 
染 に み ら れ る 相関 性 及び 家族 集積 性 の 検討 を 行い と れ 
ら 寄 生 虫 の 感染 型式 の 実際 を 知る 手がかり を うる と と に 
志 し た 


*MANABU SASA, *SHIGEO HAYASHTI, *HIROSHI 
TANAKA, ** 杯 AKIRA SUGIURA, ***YASUO A- 

BE, ****※HIROSHT UCHIYAMA, **** キ KUMAICHI 
IZUMI & る *****ISSEIT TAKIKIKU : Epidemiologi- 
cal studies on {the human parasites at Amami- 

Oshima Island. (2) Familial distributions of the 

parasites and correlations between infections of 

different parasites (*Department of Parasitology, 

Institute for Infectious Disease, University of To- 

kyo, **Department of Public Health, School of Me- 
dicine, Tokyo Medical and Dental University、** キ 
Department of Parasitology, School of Medicine, 

Kagoshima University,**** キ Department of CHinical 
Research, Institute for Infectious Disease, Univer- 

Sity of Tokyo ** ま Kagoshima Prefectural Naze 

Health Center, * は *** ま Naze Branch, Of 抽 ce of 

Kagoshima Quarantine Station) 





成 績 


1. 各 寄 生息 感染 の 家族 集積 性 

寄生 虫 感染 の 家族 集積 性 に つい て は 従来 その 調査 成績 
が 少く , その 検定 法 に つい て も 色々 な 問題 を は らん で い 
る が , 今回 の 調査 地域 の うち , 浦上 は 検査 人 上 員 が 比較 的 
多く , 各種 の 寄生 虫 の 陽性 事 も 比較 的 高い の で , と の 見 地 
か ら の 検討 に は 好適 な 材料 を 供し うる と 考え た 。 と ゝ 紀 
は 林 ら (1957) が 報告 し た 方 法 に 準じ 。 ま づ 第 1 表 に 示 
し た ょ うに 家族 の 人 数 ( 縦 軸 ) が 1.2,…・9 の それ ぞ れ 
に つい て , 陽性 者 数 ( 横 軸 ) が 0,1,2,…・… の 場合 の 銀 察 
戸数 を 各 寄 生 過 に つい て し ら べ た 。 と れ に 対し , 感染 か 
すべ て の 個人 に 平等 の 機会 で 起 る と いう 仮定 の も と と , 
全 検査 人 員 に 対す る 各 寄 生 虫 の 陽性 事 p 及 び 陰 性 素 q= 
1 一 p, の 二 項 分 布 を 使 つて 計算 し た 期待 値 と , 銀 察 値 と 
を くらべ て , その ずれ を 検定 し た 成績 が 第 1 表 の 下段 に 
示さ れ て いる 。 そ の 結果 は , 回 昌 だ サ け サ に つい て , # 多 以 
下 の 危 険 率 で 家族 集積 性 が 認め られ , 鞭 虫 , ツ ビ = 釣 東 
アメ リカ 釣 虫 及び 釣 和 虫 絵 計 に つい て は 期待 値 と 欠 察 値 に 
有意 な 差 が 見 出さ れ な か つた 。 

と > で , 我々 が 行 つ た 計算 方 法 の 1 例 を 回 由 感染 の 場 
合 に つい て 述べ ょ う 。 総 検査 人 数 661, 陽性 者 数 100, 
陽 竹 率 p=0.1518, 陰性 率 q= 1 一 p=0.8487 で あり 。 
家族 数 n の 場合 の 陽性 者 数 (r) が 0,1,2,…・・n と な る 
戸数 の 期待 値 は , - (q 十 p)" を 展開 し た 各 人 頃 , 即ち (9)-qr 
p“ に 家族 数 n 人 の 場合 の 総 戸数 を か けた も の に 相当 す 





(寄生 点 学 雑 主 ・ 第 7 巻 ・ 入 5 号 


第 1 表 奄美 大 鳥 ・ 浦 上 に お ける 各 和 寄生 昌 陽 作者 の 家族 集積 性 (検査 人 数 661 名 ) 


ヅ ゼ ビ ニテ 釣 下 アメ す リカ 多 虫 鈴 虫 , 計 
回 上 00 名 ,15.1 多 ) 総 下 (275 名 ,41.6 多 ) (30 名 , 49.9%) (262 名 , 39.6) (446 名 , 67.5 多 ) 


0123457 0 1 23456 0 1 234568 0 1 を きる 人 る ます : 全 る 4 ち 56 
20 2 15 17 10 12 11 11 14 
12 4 2 4 ・ 1 科 人 / 4 5 10 
20521 81460 5 7 7 4.15.2 3 12 12 
137100 3 6642 3 590 4 11 1 6 1 き 3 13 2 
104221 47530 まま 入 よ 0 7 6 を する 2 683 
12667000 474430 79430 の 枯 昌 ま まき は 8853 
5530000 164101 253010 ひき 3 を 209 16420 
5201001 ) 8 時 釜 合 時 り 231200 0 4 40100 04310 
0200010 0 010010 0 011001 0 1 00110 0 00021 
2 ァ *ー10.69 2 メー3.23 2Z*ー6.74 ZZ*ー3.61 2 ァ *ー6.99 
( 保 齋 者 3 以上 合計 ) ( 3 以上 合計 ) ( 5 以上 合計 ) ( 4 以上 合計 ) ( 5 以上 合計 ) 
0.01>Pr>0.001 0.20>Pr>0.10 0.20>Pr>0.10 0.50>Pr>0.30 0.20>Pr>0.10 
(有意 ) (有意 で な い ) (有意 で な い ) (有意 で な い ) (有意 で な い ) 
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る 。 と の 計算 法 で 求め た 期待 戸数 (ゴジ ッ ク 字 体 ) を 鈴 と ろ , 0.01>p.> 0.001 と な り , 1 多 以 下 の 和 危険 率 で 有 
察 戸 数 (ロマ ン 字 体 ) と 比較 し た の が 第 2 表 で ある 。 と 意 な 差 が ある と と が 示さ れ た 。 

の 場合 , 陽性 者 数 が 4 人 以上 の 家族 は 8 し か な い の で , 他 の 寄生 虫 に つい て も 同じ 方 法 の 計算 を 行 つ た が , そ 
大 性 者 8 人 以上 の 戸数 を まとめ て 計算 し た 。 の 結果 は 第 1 表 に 示し た ょ うに , 期待 値 に 有意 の 差 が な 
と の 銀 察 戸数 と 期待 戸 の ずれ が 有意 で ある か どう か く , 家族 集積 性 は 認め られ な か つた の で ある 。  . 

を 検定 する 方 法 に つい て は 色々 な 面 か ら 問 題 が ある が , な お , 回 到 に つい て 個々 の 例 を みる と , 8 人 家族 中 7 
と ゝ で は 便宜 上 陽性 者 数 が 0,1,2。 8 以上 の 4 つ に まとめ 人 , 9 人 家族 中 に 5 例 の 陽性 者 が 認め られ た も の が 1 家 
て , 銀 察 値 及 び 期 待 値 を 合計 し, それ ぞ れ の カイ 自 乗 値 族 づ つ あ り , と くに 前 者 の 場合 ,. と の 部 落 の 陽性 率 15.1 
合計 レ , 自由 度 kg 一 2 =2 に お ける 確率 キ し ら べ た と %% か ら 計 算 す る と , と の ょ うな 高度 の 陽性 数 が 現れ れる 確 
事 は 甚だ 低い も る の で あり , 上 に 述べ た 計算 法 で は 無視 さ 
れ て いる 面 に お いて も や, 回 由 感 染 の 集積 性 が 顕著 な 家族 

が ある と と が 認め られ た 。 
家族 数 実測 】 期待 実測 期待 実測 期待 実測 期待 2. 異種 寄生 息 感 染 の 相関 性 
この 観察 は 異 つ た 種類 の 寄生 虫 , た と えば 回 虫 と 鞭 和 
0.4 の 感染 が 互 に 独立 に 起 つ て いる か どう か を , それ ぞ れ の 
1.6 0.1 寄生 虫 の 陽性 者 及び 陰性 者 の 組合 の 割合 か ら 推定 し ょ 
2.1 0.2 うと し た 試み で ある 。 即 ち , 一 部 落 の 住民 の 検便 成績 か 
2.7 0.5 ら 回 虫 と 鞭 虫 の 両方 と も 陽性 の 人 数 a, 回 虫 の み 陽 性 の 
4.4 1.2 人 数 b, 鞭 虫 の み 陽 性 の 人 数 c, 両方 と も 陰性 の 人 数 q 
2.8 0.9 を し ら べ る と , も し と の 両 種 寄生 の 感染 が 全く 独立 の 
2.2 0.9 場 で 起 る と し た ら ac/a と いう 結果 が 期待 され る し , 
0.8 0.1 と の 両者 の 感染 の 機会 が 共通 面 を 多く も つて いる と し た 
ら , 混合 感染 者 の 数 a と , 両方 と も 陰性 の 人 数 d と が 
DS 0 和仁 より 大 きく 単 抹 者 ら 及 び ゃ が 少く な る た め 
151.29 カニ 237.16 プ ガー1 カニ 16.81 Ps 人 
Z*ー1.79 4.53 ァ 。 三 0.06 アニ 4.31 KEKo 洛 rh 2 
3 バ 作り , それ ぞ れ の 寄生 和 虫 間 の 組合 せ に 整理 し て , その 独 
3 メ *ー10.69,fー2 0.01>Pr>0.001 立 性 を 常 法 の カイ 自 乗 検定 かけ て みた (第 8 表 )。 と の 


第 2 表 回 虫 陽性 者 の 家族 集積 性 (浦上 部 落 ) 








20 18.7 
12 13.0 
20 17.1 9.2 
13 10.9 7.8 
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0 0.7 1.4 
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第 3 表 異種 寄生 昌 感 染 の 相関 性 
1. 阿 鉄 
計 皿 虫 釣 虫 ジ ゲ ビ = アメ リカ 
+ キ ーー キー エー 二 一 
由 上 。 ag1 40 41 62 19 49 32 35 46 
東 一 68 24 44 46 22 36 32 23 45 
計 149 64 85108 41 85 64 58 91 
カイ 自 乗 "2.44 1.05 0.58 1.00 
確 率 0.1-0.2 0.3-0.5 0.3-0.5 0.3-0.5 
ヅ グ ビ ニ テ プ メ リカ 
計 鈴虫 
は キー キー キー 
十 64 47 17 35 29 27 37 
率 一 85 61 24 50 35 34 54 
計 149 108 41 85 64 58 91 
カイ 自 乗 0.00 0.01 0.29 
確 =0.99 二 0.98 0.8-0.9 
アメ リカ 
ーーーーーーーー 計 
二 - am 
WE 0 
に 十 45 40 
が ー 13 51 る 6 
計 58 91 149 
14.1 
<0.01 
2。 嘉 鉄 
計 前 虫 釣 虫 ツ ビ ニテ プ メ 9 カー 
-。 キ ーー キー エー 一 
名 Syria 
由 」 54 12 42 34 20 26 28 15 39 
昌 一 146 23 123 106 40 80 66 47 99 
計 200 35 165 140 60 106 94 62 138 
ヵ イ 自 乗 0.74 1.32 0.79 0.18 
確 率 0.3-0.5 0.2-0.3 0.3-0.5 0.5-0.7 
虫 ツ ゼ ビニ 。 アメ リカ 
計 鈴 
キー +ー 十 一 
ーー 
十 35 2 
朱 ここ 405 305 0 本 燈 。 作 6 
計 200 140 60 106 94 62 138 
カイ 自 乗 0.05 0.03 0.00 
確 率 0.8-0.9 >0.9 >0.9 
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計 
十 っ 
6 十 40 66 106 
還 ー 22 72 94 
計 62 138 200 
4.45 
0.02-0.05 
3 靖 。 主 
計 前 虫 多 忠 ケ ゼ ma. デ : 全 区 
+ キ 一 土 一 キー 一 
回 
十 103 54 49 74 29 58 45 43 60 
東 一 567 222 345 378 189 274 293 221 346 
計 670 276 394 452 218 332 338 264 406 
ヵ イ 自 乗 5.80 0.76 0.20 0.18 
確率 0.01-0.02 0.7-0.8 0.8-0.9 0.8-0.9 
5 東 ツ ビ = ュ デオ.# す 
計 釣 カ 
+ キ 一 十 一 土 一 
十 。 279 210 66 157 119 130 146 
昌一 394 242 152 175 219 134 260 
計 670 452 218 332 338 264 406 
カイ 自 乗 15.5 9.60 12.4 
確 率 <0.0t <0.01 <0.01 
プ メ リカ 
ーーーーーーーー 計 
oe 
ツ の 二 ee DC を な テー で マト ca ーー 生 < お 
に 十 161 141 332 
ら ー 73 265 338 
計 264 406 670 
89.06 
<0.01 





さい , カイ 自 乗 値 は Z* ニ (| ad 一 bc | 一 mn/2) fm/(a 圭 ) 
(c 二 @④ (@ 填 c) ⑪ 十 @① か ら 計 算 し , 自由 慶 1 の カイ 
自 乗 値 家 か ら そ の 確率 を し らち べた も の で ある 。 なお, 鍋 
虫 は 培養 法 を 行わ な いと ツ ビ ニ と アメ リカ の 両 種 が 区 列 
され な い の で , と うい う 場 合 と の 比較 の 便 の た め , と の 
周 種 を 併せ て 単に 釣 と し て 扱 つ た 場合 も と の 表 に あげ 


た 。 


第 3 表 か ら , 1. 
を みる と , 上 段 の 回 虫 と 鞭 到 , 釣 , ツジ ビニ = ニ , アメ リカ の 組 


合せ , 及び 鞭 虫 と 釣 虫 類 と の 組合 せ の 中 で は , わ づ か に 


の 阿 鉄 に お ける 149 人 の 調査 の 場合 
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回 束 と 鞭 虫 の 場合 に カイ 自 乗 値 が か や ゝ 多き い ほ か , いづ 
れ も そ の 陽性 者 と 陰性 者 の 出現 が 全く 独立 の 事象 と し て 
起 つ て いる と と が 推定 され た が , ツジ ビニ と アメ リカ の 間 
で は カイ 自 乗 値 が 甚だ 大 きく , と の よう な 組合 せ が 独 立 
に 起り うる 確率 は 0.01 以 下 に すぎ な いと と が 示さ れ た 。 
嘉 鉄 の 場合 は 検査 数 が や > 多く , 200 人 で あつ た が , 
その 結果 は 阿 鉄 と 近似 し , ツジ ビニ と アメ リカ の 組合 せ だ 
けが 独立 事 集 と し て は 起り 難い 確率 を 示し た 。 
、 浦上 は 検査 数 が は る か に 多く て 6Y0 人 に 達し た と と や 
お そちら く 影 響 し て , カイ 自 乗 値 は 一 般 に 前 の 場合 より 大 
きく な り , 回 虫 と 釣 虫 類 の 組合 せ を 除い て は いづ れ も 有 
意 の 水準 を と える 成績 が えら れ た 。 ツ ビニ と アメ リカ の 
組合 せ が 90 を と す カ イ 自 乗 値 を みた ほか , 鞭 虫 と 区 由 類 
の 間 の 値 も 大 きく , 回 虫 と 鞭 皮 も 関連 の 深い こと が 示さ 
れ た の は 興味 深い 。 


考 春 


前 報 及 び 本 報 に の べた 碗 美 大 島 の 農 漁 村 の 寄生 峰 虫 検 
査 の 成績 を 通じ て 我々 は 色々 な 面 で 学問 的 に 興味 ある 知 
識 を えた 。 ま づ , 野外 検査 に も 濾紙 培養 法 を 実施 する こ 
と に より, 釣 虫 類 , 糞 線 昌 な どの 検出 素 を 著しく 高め た 
だ け で な く , 釣 虫 の 種別 を ぉ る 明らか に し て , その 知見 を 
著しく 豊富 に する と と が 出来 た と 信ずる 。 

と の 成績 で ま づ 注目 され る の は , て の 地方 に お ける 釣 
耳 感染 が 異常 に 高い と と で , 成人 の 90 多 以上 と いう 値 は 
驚異 的 で ある が , と れ は お そら く 南 方 諸国 に も 共通 の 現 
人 象 で あろ う 。 我 く は 事前 に は ツ ビ = 種 と アメ リカ 種 の い 
づれ が 優 占 し て いる か に 興味 を も つて いた が , と の 両 種 
と る 極度 に 感染 し て , 優劣 どこ ろ の 話 で は な いと と を 認 


。 コ 
7 こ O 


家族 集積 性 の 検討 に も 興味 深い 成績 が えら れ た 。 さき 
の 林 ら (1957) の 埼玉 県 の 調査 で は , 釣 虫 の み に 家族 集 
積 性 が 見 出さ れ , その 態 染 の 場 が 家族 単位 で か た よ つ て 
いる と と を 推定 せしめ た 。 と れ は お そちら く 本 土 の 農 村 で 
は 当然 の 結果 で あろ う 。 し か し 奄美 で は 釣 虫 の 感染 の 場 
が 甚だ 広 渦 で ある た め に , 家族 の 生態 の 差 な ど は その 感 
染 素 に さしたる 影響 を 及ぼ さ な い た め に , 家族 集積 性 が 
現れ な か つた も の と 推定 され る 。 こ れ に 反し , 回 由 に は 
集積 性 が 認め られ た の は 注目 すべ き で ある 。 こ と れ ら の 地 
方 で は , 野菜 を 詩 と し て 自家 菜園 に 依存 し , その 調理 法 
も 家族 に より 異 る と と も ゃ 原因 し て いる で あろ う 。 い づれ 
に せよ , 衝 寄 生 虫 の 家族 集積 性 は 決し て その 種類 と し て 
の 特性 に ょ よ つて の みき め ら れる も の で は な く , 局 地 的 な 
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性 格 も 強い と と が 示さ れ た 。 

2 種 の 寄生 虫 の 感染 の 相互 関係 に つい て も は じ め て 検 
討 が 行わ れ た 。 回 虫 と 鞭 皮 の よ うに , その 外界 で の 発育 
史 や 感染 経路 が 相似 し て いる も の に 相関 人 性 が ある ( 即 
ち , 混合 感染 の 率 が 高い ) と いう と と は 当然 予想 され る 
が , 回 虫 と 釣 虫 の よう と 感染 経路 の 異 る る の に つい て 
は , 全く 独立 事 介 と みな され る 成績 が えら れ た 。 し か 
し, 回虫 と 鞭 上 と は , その 感染 の 場 が 全く 一 致し て いる 
と も 考え られ な い 。 

浦上 の 例 で , 鞭 虫 と 釣 と の 間 に は 高い 相関 性 が み ら 
れ た 。 

さら に 興味 深い の は , ツ ビ ニ = ニ 釣 由 と アメ リカ 釣 昌 と が 
3 地区 と も 著しい 相関 を 示し た と と で ある 。 と れ に は 検 
査 法 の 問題 も 考慮 に 入れ る べき で ある が , と に か く 。, 混 
合 感染 者 の 割合 が 期待 値 よ り 著 し く 高 く , 全く 別個 の 感 
染 様式 を 示し て いる と は と う て い 考え られ な い 。 一 部 に 
と な えら れ て いる よ ょ うに と , 一 方 は 経口 , 一 方 は 経 皮 感 染 
を 主 と 上 す る と いう よう か 別 型 の 感染 を 行 つ て いる と は 今 
回 の 調査 地 に 関す る 限り 考え 難い 現象 で ある 。 

まとめ 


我々 は 奄美 大 島 の 農 漁 村 4 部 落 こ つい て , 沙 抹 , 浮 
濾紙 培養 の 3 検査 法 を 併 用 し , 検査 法 別 , 地域 別 , 年 
令 , 性 別 な どの 見 地 か ら み た 主要 寄生 昌 の 疫学 相 を 前 報 
と の べた 。 

さら に と , 各 寄 生 虫 の 家族 集積 性 を 浦上 地区 の 材料 で 検 
討 し た と と ろ , 回 上 に だ け そ れ が 認め られ , 鞭 虫 , 釣 
虫 , ツ ビ ニ 釣 昌 , アメ リカ 釣 昌 に つい て は 陰性 の 成績 を 
えた 。 

また 各 寄 生息 感染 の 相互 の 関係 を し ちら べ る た め , 2 種 
類 づ つの 寄生 虫 の 組合 せ で , 混合 感染 それ ぞ れ の 単独 
感染 , 両者 の 陰性 と いう 4 型 に 分 類 し て その 出現 入 数 を 
ン ら べた と と ろ , 8 地区 と も ツ ビ ニ = 釣 虫 と アメ リカ 釣 下 
の 間 に は 高度 の 相関 性 が 見 出さ れ , 独立 事象 と みな し た 
場合 の 出現 確率 は 極 受 に 低い こと が 認め られ た 。 つま 
り , 混合 感染 者 及び 両 種 と も 陽性 の 者 の 割合 が 期待 値 よ 
り ず つと 多く 発生 し , それ ぞ れ の 単独 感染 者 は 少 い と と 
が 分 つた 。 と の 両 種 釣 虫 の 感染 経路 な 全く 異 る と いう 推 
定 に は と の 地区 に 関す る 限り 香 定 的 な 成績 が えら れ た 。 

その 他 の 寄生 虫 間 の 関係 に つい て は . 3 地区 と ゃ 回 到 
と 釣 虫 と の 感染 は 概ね 独立 事象 と 解 さ れ , 一 部 に は 回 由 
と 鞭 虫 , 寺 虫 と 釣 虫 類 と の 間 に 有意 な 相関 が 認め られ 
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Sunmrmary 

Observations were made to know the familial ag- 
gregationS of the infections by the four main para- 
sites detected among the inhabitants of a restricted 
area at Amami-Oshima. In 44scgzzs, the familial 
aggregation came out to be significantIy positive, 
while the other three parasites (77zczzzZs, 42cy- 
sozzZ, Wecg の の were found to be distributed 
among the families without significant aggregation8. 
The results suggest that features of the familial 
distributions of the parasites are based partly on 
the specific ecological characters of the parasites, 
aS well as on the local environmental conditionS and 
hurman behaviorS. 

Correlations between the infections of two 中 伴 erent 
parasite SDecie8 Were observed by classifying the 


total population into the four groups。 narmnely poSitive 
for both species ( 十 十 ), positive for one of the 
species and negative for the other ( 十 一 and 一 十 ), 
and negative for both species (一 一 ). Comparisons 
were made with chi-square tests between the ob- 
Served numbers and the numbers expected from 
the hypothesis that infections of the two parasites 
occurred independentiy. The results indicate that 
infections of 4zcysZ7oyaZ and Wecg ァ are highly 
correlated and the ratio of cases with mixed infec- 
tions was found to be much higher than expected. 
In the other types of parasites'combinations, such 
aS scgs-/Vecg7 の ヶ or 77 ァ czz72s-42cyps7oyeZ, the 
infections were less correlated or almost inde<- 


pendent。 
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問 虫 卵 変 性 に 関す る 研 守 
C4) 変性 釧 豆 卵 と 遠心 分 離 処理 に つい て 










柳 沢 十 四 孝 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 下部 








細胞 質 の 遠心 処理 に 関し て は 既に 細胞 生理 学 或 は 発生 
生理 学 の 立場 より 多く の 研究 が 行わ れ て 来 た ( 山 羽 1948, 
市 川 1946) が , 細胞 質 (原形 質 ) の 変性 凝固 は 変性 の 一 
つの 提 え 方 と し て 古く より 研究 者 の 注目 を 集め て 研究 さ 
れ た 。 薬剤 に ょ る 鯛 虫 卵 の 変性 は 終局 的 に は 卵細胞 の 変 


性 を 訪 す る も の で ある 事 は 筆者 が 既に 報告 し た (柳沢 
1955) 変性 顕 虫 卵 の 形態 的 研究 に より 明らか な 所 で あ 虫 卵 の 処理 の 詳細 は 前 回 報告 (柳沢 1958 bD) の 通り で あ 匠 
る 。 細胞質 (原形 質 ) の 変性 を その 淫 固 現象 より 捉え る る 用 


方 法 の ー つ 細胞質 の 粘性 率 の 上 昇 を 遠心 力 に ょ り 測 定 
する 方 法 が ある 。 筆者 は 正常 顕 虫 卵 卵細胞 が 比較 的 弱い 
遠心 カ に より 明瞭 な 層 化 現象 が 起 る 事 を 経験 し , 此 の 顕 
虫 卵 の 層 化 現象 を 利用 し , 薬剤 処理 顕 虫 卵 の 変性 を 細胞 
質 凝 固 と 云う 点 よ り 検討 し た の で と と に だ 報告 する 。 
材料 及び 方 法 

正常 単細胞 期 華 虫 卵 の 遠心 分 離 処理 が 其 の 後 の 発生 に 
及ぼす 影 響 を 見 る 為 に 豚 顕 虫 子宮 末 部 の 受精 卵 を 採集 水 
洗 後 約 630~ こ 5,800 XG の 遠心 力 を 室温 に て 5 分 間 作用 
させ た 。 遠心 処理 後 巨 培養 法 に て 80'C, 11 日 間 培養 し 
100 コ 以 上 の 虫 卵 を 観察 し 仔 上 虫 期 卵 多 を 算定 し た 。 使用 
せる 遠心 機 は 低 遠心 力作 用 の 場合 は 水平 遠心 機 (久保 田 
製 到 一 80 型 , 半径 約 14cm) で 毎 分 8.000 回 転 及 び 4,000 
転 処理 を 行い , 5,000 回 転 8,000 回 転 処理 に は Spinco 
超 遠 心機 ((Model 上. 半径 8.1cm) を 使用 し た 。 


30C に 於 ける 単細胞 期 培 六 の 各 培 美 時 期 の 38.000 本 は 衣 明 悦 及 び 基 の 用 演 諾 観 欠き れ た 。 3 
上 。 の 中 ふ カ の 必 化 及び 共 の 後 の 化 を 見 る 信 若 美 ” 区 の 履 化 さる 邊 を 寺 定 し .oHhred 委 色 を 行っ て 見 
後 10 時 間 毎 と 40 時 間 迄 の 各 期 に 速 心 処理 を 行い , 処理 後 ”^* ポ 心 極 の 暗色 層 に 多数 の 球状 の oiLred 可 染物 所 が 識 
観察 し 。 再び 90O に て 志 培 美 を 行 つて その 後 の 飛 化 現象 爾 壮 さ れ た て 第 1 図 ) 。 送 明 居 及び 吉 心 極 の 説 悦 に は 
の 残存 消失 を 観察 記載 し た SN oilrred 可 染 性 の 物質 は 全く 認め る 事 は 出来 な か つた 。 計 

性 放 を 入る あ に 前 畔 し た 了 滑 及 び 二 生島 度 つ 症 は oirred 可 欠 和 所 を 四 到 と 胃 胞 と の 間 





TOSHIO YAMAGISAWA : Studies on denaturated 
ascariS eggs. (4) Effects of centrifugal force upon 
eggs treated with carbon disulphite and ally1 mu- 
Stard oil (Department of Parasitology, National 
Hnstitute of Health, Tokyo) 







(6 ) 





素 の 水中 各種 稀釈 液 に て 5'C, 5 日 間 の 処理 を 行い , 茶 
分 水洗 し た 後 水平 回 転 遠心 機 で 3.000 pm, 5 分 処理 を 
行 つ た 。 遠心 処理 後 直ちに 旧 卵 を 検 鏡 し 1 回 約 100 コ の 
虫 卵 の 層 化 状況 を 作 類 記載 し た 。 取 卵 の 層 化 状況 の 観察 
に 際 し て は , 帳 卵 を スラ イド 及び カバ ー グ ラス の 間 で 回 
転 せ し め る 事 な く その 位 の 状態 で 観察 し た . 薬剤 に よる 


双 虫 卵 内 リポ イド 物質 の 染色 に oil-red 染色 を 行 つ 
た 。 oilred の イソ プロ ピー ル ア ル コー ル 飽 和 液 を 使用 
前 蒸溜 水 に て 稀 息 し (飽和 液 : 水 三 6 : 4), 濾 過 後 数 時 
間 内 に 熱 固 定 せる 到 卵 を 染色 し た 。 

実験 結果 
1. 正 常 単細胞 期 虫 卵 の 遠心 分 離 処 理 

i 遠心 処理 虫 卵 の 卵細胞 内 容 の 形態 : 8.000 rpm ( 水 
平 回 転 遠 心機 , 半径 14cm) 5 分 処理 直後 に 於 ける 虫 卵 の 
卵細胞 の 層 化 分 離 状態 は 第 1 図 に 示す 如く で あつ た 。 即 
ち 遠心 機 の 軸 に 近い 求 心 極 に 暗色 の 層 . 次 に 透明 な 層 , 
軸 に 遠い 遠心 極 に 淡色 の 層 と 三 層 が 区 別 さ れ た 。 求 心 板 
の 暗色 層 は 他 の 二 層 に 比較 し て 頼 粒 性 が や ゝ 明瞭 で あり 
且つ 卵細胞 質 の 殆ど 半 依 を 占め て いた 。 遠心 極 の 淡色 層 
は 卵細胞 の 約 り 』 を 占め , 透明 層 と の 接触 面 は , 暗色 層 
の 接触 面 程 明 腰 に 見 られ な い 場 合 が 多 か つ た 。 光 輝 ある 


隙 に 放出 させ る 事 も 見 られ た 。 

品 ) 遠心 力 の 発育 に 及ぼ す 影 響 : 正常 単細胞 期 卵 を 各 
種 遠 心 力 で 5 分 間 作 用 させ た 人 後 30'C, 11 日 培養 後 の 仔 由 
期 卵 多 を 示し た も の が 第 1 表 で ある 。 即ち 1,410 XGー 
5,726.XG の 遠心 力 五 分 間 の 虫 卵 へ の 作用 は 其 の 後 の 
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卵 発育 に 殆ど 影響 は な か つた 。 
i 沿 ) 単細胞 期 各種 培養 上 卵 の 遠心 力 に よる 層 化 : 塔 養 : 
0, 10, 20, 30, 40 時 間 の 各種 培養 虫 卵 に 3.000 rpm. 5 


第 1 表 各種 心 力 処理 映 虫 卵 の 仔 虫 形成 率 
(30*C, 11 日 二 養 ) 













































< 章 心 カ 仔 下期 卵 多 分 の 遠心 処理 を 行い 観察 , 再び を 培養 レー 定時 間 毎 に 
し (rpm) 層 化 現象 の 消失 発育 状況 を 観察 し た 。 結 果 は 第 3 表 に 
員 2N し 示す 如く で あつ た 。 即ち 培養 後 10 時 間 迄 は 3,000 rpm 
中 人 Me Me 5 分 の 遠心 カ は 了 卵 細胞 質 に 明 隊 な 層 化 を 起 させ る 事 が : 
串 yt 也 と 0 観察 され た 。 培養 20 時 間 及 びそ れ 以 後 の 培 療 虫 卵 に 於 て 
EE Pa は 上 記 遠 心 力 に ょ つて は 完全 な 層 化 を 細胞 質 に も た ら す - 





ーー 事 は 出来 な か つた 。 41 時 間 培 養 了 虫 卵 は 既 分 裂 を 開始 : 
半 め 半径 0 し , 2 細胞 期 虫 卵 が 全 卵 の を 占め る 発育 段階 に あつ た 
1 14 cm. Ro = が みん 等 分 裂 卵 の 分 割 球 に 於 て も 遠心 力 に よる 層 化 現象 は 

R 全く 認め らち れ な か つた 。 層 化 さ れ た 虫 卵 々 細胞 は その 和 能 : 








第 2 表 < 単細胞 期 各種 塔 養 の 遠心 処理 と 其 の 発育 


















































実 験 群 
培養 時 間 | 観察 事項 
対照 若 A B ーッ D E 
遠心 処理 ー 3 
0 層 化 ー テー 培養 示 養 養 培養 
細胞 質 HE HE 
硝 心 処理 LAS ra 十 
10 層 化 ー E ー 養 博 養 培養 
細胞 質 HE HE 
) 当 
] 識 遠心 処理 ー ー ー 二 
20 層 化 ー ー ー 十 培養 二 養 
細胞 質 | HO HE HE HE 
遠心 処理 ー ー ー ー 圭 
」 30 層 化 ー ー ー ー 二 培養 
| 丘 細胞 質 HO HO HO HO HE 
S 遠心 処理 ーー ー ー ー ー 上 
40 発 育 D D D D D D 主 * 
1 CE: な る 全 お の 前 EC1。 全 ま 人 村谷 人 OO も:@2 の を - ら 3 
、- 識 50 [発表 D D D D D D 
CC2C4 で の る C4 C1LC& る C4 CC2C4 CO も な を で しら ま お 6 
M ヨ 和 95 98 98 98 96 97 
2 15 | 仔 東 卵 96 97 92 98 95 99 
「 識 99 95 94 93 98 98 
h 識 
_ 滞 HE : 不 均一 の 細胞 質 D : 分 裂 東 卵 C2 : 2 編 胞 期 卵 
は 5 HO : 均一 の 細胞 質 C1 : 単細胞 期 C 4 : 3 一 4 細胞 期 落 


* 単細胞 期 卵 の 層 化 不明 瞭 * 圭 培養 日 数 他 は 時 間 
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第 3 表 CS。 及び 草子 油 処 理 虫 卵 の 発育 変性 と 層 化 現象 


CS: 





半 本 、: 春 
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稀釈 倍率 


玉 玉 


異常 分 像 仔 束 期 卵 


みか け の 


観察 卵 数 
層 化 卵 多 


層 化 卵 非 層 化 物 
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250 X 39 


500X 18 
1.000X 1 
2.000X 0 
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97 
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49( 46) 290 


166 (107) 
ト よ て 3 

211 (100) 
314 (110) 


249 








0 
1 
55 
93 
95 


へ 
0( 16) 


51( 48) 
60( 52) 


283 
300 
265 (159) 198 


311 (100) 119 





素 ( ) の 内 の 数 字 は 二 層 形成 卵 


* き ** 三 層 比較 的 不明 瞭 


盆 像 を 開始 する も の で な く , 細胞 質 の 層 化 消失 後 , 即ち 
名 細 胞 質 が 均一 に な つた 後に 分 裂 期 に 入る 。 

上 記 の 如く 単細胞 期 虫 卵 の 培 養 各 時 期 で 受け た 遠心 力 
は 培養 15 日 目 の 観 察 に よ つ て 仔 虫 形成 能 に 何等 の 影響 も 
与え な か つた 。 

2. 薬 剤 処理 上 虫 卵 の 硝 心 分 離 処理 

i) 変性 虫 卵 に 見 られ る 層 化 現象 : CS。 及び 草子 油 の 
各種 濃度 の 稀釈 液 こ より 処理 され た 了 虫 卵 に 8.000 rpm, 5 
分 の 硝 心 力 を 作 さ せ 之 を 欠 察 し た 所 , 次 の 三種 の 卵細胞 
質 を 層 化 現象 より 分 類する 事 が 出来 た 。 (1 ) 3 層 形 成 
誠 (2) 2 層 形 成 卵 (3 ) 層 非 形成 卵 の 三種 で あ 
( 1 ) は 正常 卵 で 見 られ た 如く 明瞭 な る 三 層 を 形成 し た 
- 政 で . (2) は (1) で 明 腰 に 観察 きれ た 大 明 層 の 存在 
が 不明 瞭 で あつ た 卵 群 で ある 。 (8) は 明瞭 な 層 化 を 全 
く 示 さ な い 群 で ある 。 

以上 三種 の 細胞 質 の 形態 を 観察 の 指標 と し て 二 種 薬剤 
処理 直後 の 遠心 処理 虫 卵 を 夫々 薬剤 の 濃度 別に 於 て 分 類 
記載 し た も の が 第 8 表 で ある (第 2 > 6 図 )。 

一 般 に CS,, 草子 油 両 薬剤 処理 卵 と も 薬剤 濃度 の 上 昇 
紀 伴 つて 層 化 卵 は 減少 し , 成層 の 不明 瞭 さ が 加 わ つ て 来 


ラ 
や っ 。 


(8 ) 


** 30^C 培養 30 日 成 病 


ム へ 二 飛 不明 瞭 


た (第 2 6 図 )。 CS。 及び 草子 油 の 最高 温度 に 於 て は 夫 
12.6 欠 , 4.1%% の 層 化 卵 を 見 る に 過ぎ な か つた 。 宙 仔 
東 期 卵 2 と 層 化 卵 多 と の 関係 を 見 る と 。 仔 下期 卵 多 (90 

日 培養 ) は CS。-1,000 X 及 び 2,000 X 処 理 群 と 対照 群 と 
の 間 に 有 意 差 は な く , 層 化 卵 多 も 又 1.000 X 及 び 2。000 
※ 対 照 群 と 有意 の 差 は 認め られ な か つた 。 双 CS,- 500 
X 及 び 250 メ 処理 群 と 対照 群 と は 層 化 卵 多 及び 仔 虫 期 卵 
少 共 に 有意 の 差 が 2 多 以 下 の 危 険 率 を 以 て 認め られ た 。 
非 子 油 処理 卵 の 仔 虫 期 卵 久 は その 10,000X 処 理 群 と 対照 
群 の それ と の 間 に 有 意 差 は な く , 5,000 X 以 上 の 濃厚 液 
処理 群 は 両 れ も 対照 と 有意 の 差 を 認め る 事 が 出来 た 。 層 識 
化 卵 多 で 草子 油 処理 群 を 比較 する と 対照 の 層 化 卵 は 他 語 
の 実験 群 の 何れ の 層 化 卵 % と も 有意 差 が 認め られ た 。 

呈 ) 虫 卵 変性 像 と 層 化 卵 と の 関係 : 筆者 が 既に 前 報 
(柳沢 1958 b) に 於 て 詳 述 し た A 種 変性 卵 即 ち 転 位 , 大 
胞 形成 , 強度 凌 縮 , 上 粒 化 , 細胞 崩壊 等 の 諸 変性 像 を 示 
す 虫 卵 は 3,000 rpm 5 分 の 遠心 力 に よ つ て 細胞 質 の 層 化 
現象 は 殆ど 起 ら な か つた 。 即ち 第 3 表 に ょ り 両 薬剤 処 理 
群 の 等 A 種 変性 卵 多 の 高 率 に 示さ れる 実験 群 に 於 て は 
層 化 卵 % も 極め て 低 率 で あつ た (第 5, 6 図 )。 
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次 に 上 粒 化 , 大 胞 形 成 , 転位 , 強度 姜 縮 等 の 変性 卵 を 
遠心 化 失 固 定 し oi-red 染色 を 行 つ た 。 ored 可 染 物 
質 は 細胞 実質 部 に 散在 し , 胞 形 成 部 に は 全く 認め られ な 
か つた 。 又 細胞質 の 周縁 部 に 透明 な 細胞 質 が 見 られ る 変 
御 卵 に 於 て も oil-red 可 染 物質 は 透明 部 細胞 質 に は 認め 
られ ず 中 央 の 有色 細胞 質 に の み 認 め ら れ た 。 

検 討 

鍋 虫 卵 に 対す る 遠心 力 の 効果 は Beams & King(1937) 
た 依り 検討 され , 400,000 xG を 組 時 間 , 150.000 xXG を 
4 日 間 作 用 させ た が 下 卵 の 発育 に 何等 の 影響 も も た らき 
な か つた と 報告 レ た 。 今回 の 実験 結果 で も 同様 な 結果 が 
得 ら れ た の み で な く , 単細胞 培養 各 期 に 及ば す 1.,410 メ 
G の 遠心 力も 又 其 の 後 の 発生 ( 仔 貝 卵 2) に 影響 を お よ 
癒さ な か つた 。 以 上 の 如く 単細胞 期 功 虫 卵 は 相当 大 き な 
遠心 力 に 対し て 発育 の 異常 或 は 阻害 を 起 さ な い 事 が 判 つ 
た が , Huff & Boel (1936) は 馬 咽 虫 4. egg7oce の 27Z 
の 卵 に 超 遠 心 力 を 作用 させ た 所 , 虫 卵 の シア ン 感 受 性 呼 
表 が 著しく 阻害 され る 事 を 述べ い 居る 。 筆 者 (1957) 及 び 
Passey 錠 Fairbairn (1955) は 顕 虫 卵 の 発生 に は 相当 の 
酸素 が 消費 され る 事 を 観察 し た 。 豚 虫 卵 に 於 て も 馬 顕 
昌 卵 で Huff 等 が 測定 観 察し た 様 な 事 祭 が 起り 得る も の 
と 仮定 すれ ば , 遠心 処理 され た 豚 顕 虫 卵 に 於 いて も シア 
ン 感 受 性 呼吸 系 の 回 復 が 行わ れ , 其 の 後 の 呼吸 系 が 正常 
に 働い て 正常 な 発育 が 記 ら され た も の と 考え る 事 が 出来 
ょ う 。 遠心 力 に よ つ て 受け た 息 卵 細胞 の 構造 的 変化 は 卵 
細胞 質 の 層 化 現象 で ある 。 従 つて 上 叱 の 細胞 質 の 層 化 現象 
の 消失 復元 は シア ン 感 受 性 呼吸 部 の 回 復 と 審 接 な 連関 を 
有する も の と 思わ れる 。 事 実 遠心 され た 顕 虫 卵 は 分 裂 開 
始 迄 に は 層 化 現象 は 消 先 し ,。 細胞 質 は 均一 な 状態 と な つ 
て 人 後 分 裂 す る 事 が 今回 観察 され た 。 

虫 卵 培 養 開始 後 20 時 間 又 は それ 以上 経過 し た 卵 に 於 て 
は 1410XG の 遠心 力 で 層 化 が 観察 きれ 難く な る と 云う 事 
が 示さ れ た 。 之 は その 時 期 の 培 養 上 卵 の 細胞 質 粘 性 が 高 
まつ た 事 を 意味 する も の で 其 の 後に 行わ れる 細胞 族 裂 へ 
の 準備 の 為 の 変化 と 考え られ る 。 酸素 消費 量 よ り 此 の 単 
細胞 期 束 卵 を 見 る と (柳沢 1957), (Passey & Fairbairn 
1955), 発生 開始 の 第 1 回 分 裂 直前 迄 は 酸素 消費 量 は 培養 
時 間 と 共に 一 時 低下 し , 分 裂 開始 に と も な つて 酸素 の 消 
中 時 量 は 上 昇 する 。 即 ち 単 細胞 期 と み 移 期 虫 に は 夫々 
異 つた 様式 と 思わ れる 二 つ の 呼吸 が 存在 する の で は な か 
ろう か 。 一 見 不明 な 単細胞 期 虫 卵 内 の 変化 は 其 の 粘性 素 
の 増加 と 云う 面 に 於 て も 之 を 提 え る 事 が 出来 た の で あ 
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今回 使用 し た 薬剤 は 水中 に 於 ける 殺 卵 効果 の 比較 的 高 
い 薬 剤 と し て 最近 と りあ げ ら れ た も の で ある が , 之 等 薬 
剤 に ょ る 殺 卵 効果 は 顕 虫 卵 に 種々 な 形態 を も つて 変性 を 
起き しめる 事 は 既 た 筆者 が 第 1 報 (柳沢 1955) に お いて 
報告 し た 所 で ある 。 か ゝ る 事実 よ り 変性 華 虫 卵 の 細胞 質 
に 種々 の 程度 の 凝固 現象 が 認め らち れる 事 は 充分 想像 され 
る 所 で ある 。 実験 2 に 於 て 示さ れ た 如く , 薬剤 の 作用 を 
受け た 東 卵 の 遠心 力 (1410XG) に ょ る 層 化 率 は その 薬 
剤 の 効果 の 進 な に つれ て 減少 する 事 , 即ち 細胞 質 凝 固 が 
起 つ て 居る 事 が 示さ れ た 。 又 筆者 が 第 3 報 に 於 て 報 各 レ し 
た 不可 逆 的 変性 像 と 思わ れる 4 種 変性 卵 に 於 て は 全く 細 
胞 質 の 層 化 が 見 られ な か つた の で ある 。 

弁 子 油 5,000 X 処 理 昌 卵 に 於 て は 仔 貝 形成 多 は 55 守 ,。 
異常 分 裂 卵 多 は 41 多 で 処理 卵 の 96 多 が と も 角 , 作 裂 能力 
を 有 し て 居 た 。 此 の 草子 油 5,.000 X 処 理 群 の 層 化 卵 多 は 
対照 群 の それ と 2 狗 以下 の 危険 率 で 有意 の 差 を も つて 恒 
た 。 異常 分 裂 卵 は 単細胞 期 の 薬剤 処理 直後 に 於 て は 殆ど 
その 形態 と 対照 卵 の それ と 差 は 認め らち れ な い が , か ゝ る 
遠心 処理 に より 有意 の 差 を も つて 惑 る 程度 の 変性 勤 果 を 
宗 知 する 事 が 出来 た 訳 け で ある 。 

以上 の 実験 及び 考察 よ り 遠心 力 と 変性 問 虫 卵 の 関係 は 
近年 盛 に 研究 され て 来 た 殺 卵 剤 効果 の 判定 に 利用 し 得る 
事 は 容易 に 考え うる 所 で ある 。 薬剤 に ょ る 虫 卵 処理 の 条 
件 は 充分 低温 ご ある 事 が 望ま し い 。 之 は 貝 卵 発生 に 伴う 
細胞 質 粘 性 率 の 増加 と 冬季 に 於 ける 殺 卵 剤 使用 の 点 よ り 
要望 され る 事項 で ある 。 薬剤 の 虫 卵 処理 後 直ちに 9,000 
rpm (半径 14) の 遠心 力 を 作用 させ 虫 卵 細 胸 質 の 層 化 
状況 を 観察 する 。 観察 に 当 つ て は 下 卵 を 回 転 さ せ 征 ら 種 
々 の 角度 より 観察 する 繁 礁 さ を 防ぐ 為 見 か け の 剛 化 卵 
を 記載 し , 対照 郡 の それ と 比較 し て 変性 効果 の 概況 を 早 
期 に 知る 事 が 出来 る 。 こ の 様 な 簡単 な 貝 卵 処理 を 既に 筆 
者 が 報告 し た 変性 形態 像 の 分 類 或 は 従来 の 仔 由 形成 率 等 
を 俳 記し て 最終 的 効果 判定 の 材料 に する 事 が 出来 る 。 
変性 形態 の 中 で 大 型 の 胸 状 形態 を 卵細胞 表面 に 形成 す 
る 所 詩 胞 形成 変性 卵 に ol-red 染色 を 行 つ た 結果 叱 の 胸 
状 形成 物質 は 所 調 透 明 質 の 集合 し た も の で 脂肪 様 物質 で 
は な か つた の で ある 。 Goidacre(1952) は Amoebae に 対 
する 種々 の 麻酔 剤 の 作用 を 顕微 鏡 下 に 観察 し , 種々 の 細 
発 性 脂 溶 性 物質 が Amoebae の 麻酔 を 起 生 させ る 時 , 次 
の 共通 し た 形態 変化 が 細胞 に 見 ちら れ る 事 を 示し た 。 即ち 
小さ な 透明 な 胞 が 体 表 に 出現 し 之 が 尊 次 増大 し 互 と 尊 合 
し て 体 表 膜 は 外側 に 透明 質 を 介し て 折 挙 され る 。 此 の 様 
な Amoebae 麻酔 に 伴う 形態 的 変化 は 殆ど 総 て の 輝 
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性 脂 溶 剤 に より 起 生 し , 非 多 発 性 水落 性 物質 で は 観察 出 
来 な か つた と 報告 し た 。Goldacre の と の 観察 よ り 推察 し 
水 に 難 落 で あり 強い 輝 発 性 を 有する 二 硫 化 譜 素 及 び 草 子 
油 が Golqdacre の Amoebae に 於 いて 観察 し た 事象 と 酷 
似 す る 胸 形 成 を 行う 事 よ り 両 薬剤 の 殺 卵 機構 の 一 つと し 
て 卵細胞 麻酔 と 云う 要因 が 考え られ る 。 和泉 (1954) は 
alcohol 等 脂 落 剤 の 顕 虫 卵 殺 滅 効 果 を 検討 し か か る 薬剤 
に よる 卵 細胞 の 胞 状 形成 に ふれ て 居り , 又 寺 尾 (1958) 
は 輝 発 性 の 強い CH CH.L CH.B.-CH。B,, 等 が 水中 
に 於 て 強い 殺 卵 効果 を 有する 事 を 報告 し て 居る 。 又 和泉 
(1952), Fairbairn (1957) は 脂 溶 剤 の 昭 東 卵 殻 と 
対す る 透過 性 を 見 て 卵殻 性 分 の 脂肪 様 成分 を 想定 し て 居 
る が , 虫 の 殺 卵 剤 は 第 1 に と の 卵殻 を 透過 し な けれ ば 
な ら な い の で あつ て 殺 卵 剤 が 脂 溶 性 物質 で ある 事 も 当然 
の 事 と も 考え らち れる の で ある 。 婦 殺 罰 剤 が 脂 落 性 物質 で 
あれ ば 所 調 麻 酔 作 用 を 有する 物質 で ある 事 も 想像 に 難く 
な い の で ある 。 
鏡 要 

豚 顕 虫 卵 及 び 薬 剤 CCS。, 草子 油 ) 処理 豚 鍋 虫 卵 ( 処 
理 条件 5 で , 5 日 ) に 対す る 遠心 力 の 影響 を 細胞 質 の 層 
化 現象 より 研究 し , 次 の 結果 を 得 た 。 

( 1 ) 単細胞 期 受精 顕 東 卵 は 3.000 rpm (半径 14cm) 
の 硝 心 力 に より その 細胞 質 は 三 層 に 分 離さ れ た 。 求 心 極 
に 最も 近く 比較 的 多量 の 暗色 層 , 次 と 左 明 層 , 外側 の 硝 
心 極 に , 暗色 層 よ りや > ゝ 少量 の 淡色 層 の 三 層 が 認め られ 
た 。 求 心 極 の 賠 色 層 は oilLred 可 染物 質 を 多量 に 含有 す 
る 層 で ある が 他 の 二 層 に は か か る 物質 は 全く 観察 され な 
か つた 。 

( 2 ) 単細胞 期 虫 卵 を 約 1,400 て 5,.000XG の 名 種 遠心 
カカ で 5 分間 処 理 し た が 虫 卵 の 其 の 後 の 発生 ( 仔 虫 形成 ) に 
は 全く 影響 は 見 られ な か つた 。 此 の 時 遠心 力 に ょ つて 層 
化 さ れ た 細胞 質 は 分 裂 前 に 消失 し 其 の 後 分 裂 期 に 入る 。 

( 3 ) 単細胞 期 虫 卵 を 30'C で 培養 する と 培養 後 20 時 間 
後に は 1,410 XG の 遠心 力 で 層 化 され 難く な る 。 即ち 卵 
細胞 質 の 粘性 が 培養 20 時 間 後 に 増加 する 事 が 認め られ 
た , 

(4 ) 薬剤 処理 虫 卵 を 1,.410 XG の 遠心 力 で 処理 する 
と 薬剤 濃度 の 上 昇 と 共に 層 化 卵 多 は 減少 する 。 之 を 30 晶 
塔 養 後 の 仔 虫 形成 率 と 比較 し て , 薬剤 の 貝 卵 変性 効果 と 
平行 的 関係 が ある 事 が 判 つた 。 双 強度 の 変性 像 を 示す 変 
性 虫 卵 は 遠心 処理 (1.410 XG) に ょ つて 細胞 質 の 層 化 
現象 が 起 生 し な か つた 。 更に 薬剤 処理 直後 に は 和 鑑別 出来 
な い 将 来 異 常軌 裂 卵 に な る 貝 卵 も 同様 の 遠心 力 に 依 つ て 





層 化 が 起り 難い 事 も 判明 し た 。 


(5 ) 上 記 の 結果 より 条 久 剤 効果 の より 早期 に と の 陳 還 


(寄生 東 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 5 者 














要 を 推測 する 方 法 と し て 遠心 処理 法 は 利用 出来 得る も の 皿 
で あ る o 馬 


(6) 胞 形成 変性 卵 の 胞 状 物質 が 脂肪 様 物質 で な < 作 識 
明 質 で ある 事実 より 新 る 変性 形態 を 示す 薬剤 は 基 の 奏 請 計 
性 機構 の 一 原因 と し て 庵 酔 作用 を 有する 事 を 推測 討議 し 識 


た 。 


長 小 宮 博 士 に 対し 裏 心 よ り 感 謝 の 意 を 表す る 。 
廊 ・ 光 
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写 真 説 明 
第 1 図 : 遠心 処理 問 虫 卵 oil-rde 染色 卵 ( 中 央 右 卵 ) 
2 : 弁 子 油 処理 実験 対照 群 遠心 処理 卵 
弁 子 油 10,000 メ 処理 後 遠心 処理 卵 
ヶ 5,.000X ヶ ヶ 
2.500X ヶ ッ 
1, 250X し 」 














SurmnrmarY 


The effect of contrifugai force on the treated 
Dig ascaris (4. szz/Z) eggs with carbon disulphite 
and ajlyiisothianate and non-treated ones was 
studied and the results obtained were as follows : 

1) Centrifugation of non-treated eggs at 3.000 rpm 
for 5min. resulted in stratification of their cytoplam 
into fhree ayers: the first and lowest straturm, 
jight-colored Jayer, the second hyaline layer, and 
the {third and uppermost, dark-colored layer con- 
taining a great deal of oil-red stainable substance 
which was not found in other two 1ayers. 

2) Eggs at 1-cell stage could withstand high 
centrifugal force (1.400->5,000X ど ) and developed 
fuirther after cultivation at 30“C. 

3) 共 was 中 抽 cult to observe clear stratification 
in the 20-hour or more cultured eggs at 1-cell 
Stage : YiZ. increase in the viscosity of egg cyto- 
plasm was Shown at 20th hour of cultivation, 
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When centrifugation was carried out on the 
treated eggs with both chemicals, percentage of 議 
stratified eggs decreased with increasing concentra- 
tions of chemicalS used. No stratification resulted 
by centrifugal force, 1.400XG,. was found jp 
Strongly denaturated eggs (described in the author's 
previous report, Yanagisawa 1958) and jittle was 
done in the eggs which should jead to abnormal 
cleavage after cultivation. 

5) From above-mentioned results centrifugai 
technique was able to be used to elucidate the 
general effects of ovocidal activity of chemicals 
againSt asCariS eggS. 

6) Bludder-ike substance shown in denaturated 
eggs with various chemicals was not Hpoidal but 
hyaline-iike substance, which was assumed to be 
simmilar to the coalesced blister produced in the 
membrane of amoebae treated with variouS aneS- 
thetics. 
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中 部 日 本 に 於 ける 肺 吸虫 の 分 布 調査 " 







1953 年 か ら 1957 年 迄 の 成績 


吉田 幸雄 中 西 靖 郎 
宮本 正実 村井 知世 


松尾 剖 和 久男 岡野 草 
増田 陸 朗 


京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 (主任 小林 晴 治郎 博士 ) 
(昭和 33 年 2 月 10 旦 受 領 ) 


緒言 
本 邦 に お ける 肺 吸虫 の 分 布 に 関し て は 古く か ら 多 く の 
業績 が あり , 九州 , 南 四 国 の 諸 県 , 山口 ・ 岡 山 ・ 上 岐阜 ・ 
ca 新潟 等 の 諸 県 は 濃厚 な 分 布地 と し て 知ら れ , 其他 
侍 県 か ら も 報告 の 全国 的 に まだ 充分 の 調査 が 
ゆき と ゞ さい て は いな い 。 双 , 以前 濃厚 で あつ た 地区 で も 
長年 の 間 @ 和 か で 考え られ る 。 更 に 従来 , 我国 
の 肺 吸虫 は 7z7ggoX74S 2 の 6S72Z2 が 7 (Kerbert, 1878) 
Ne - ル マン 肺 吸虫, 以下 ウ 肺 吸虫 と 略 ) の み と 考 え 
られ て いた の が 最近 の 知見 に よれ ば ア gzgz Miyazaki 
199( 大 平 肺 吸 委 )。 ア pswexexss Chen, 1940 (小型 
大 疲 上 ) も 分 布 し て いる 事 が 判り 。 本 部 に お ける と 
れ ら の 分 布 は 現在 ほん の 一 部 分 が 明らか に な つた に すぎ 
ヶ 俊 の 調査 と 僕 つ 所 が 大 きい 。 
我々 は 昭和 28 年 よ り 機会 ある 毎 に 近畿 を 中 心 と し た 中 
部 日 本 の 各地 区 に お いて 肺 吸 束 の 分 布 調査 を 行い , 昭和 
92 年 の 成績 を と ヽ に まとめ て 報告 する 。 

初め に 本 調査 研究 に つい て 終始 御 指導 を いた さい た 恩 
に 人 9 人 に 厚く 御礼 申 上 げ る 。 双 御 助言 , 御 鞭 
つた 宮崎 一 郎 , 一 色 於 四郎 両 教授 , 並び に 材料 を 

ド 叩か 宗雄 教授 , 永吉 康誠 博士 に 謝意 を 表す る 。 


材料 並び に 方 法 
分 布 調査 と し て 第 2 中 間 宿 主 で ある カニ = 類 か ら 肺 吸 過 





YUKIO YOSHIDA, YASUO NAKANISHT. KIKUO 
MATUO, 氏 AORU OKANO, MASAMI MIYAMO- 
TO, ** ま TOMOYA MURAI, 多 RIKUO MASDUDA : 

Studies on the distribution of iungHukes in middle 
Japan-Results from 1953 to 1957 (Department of 
Medical Zoology, 氏 yoto Prefectural University of 
Medicine, **Toyooka Health center) 

* 肺 吸虫 の 研究 2 


メタ モル カリ ア を 検出 する 事 に 依 つ た 。 そ の 他 。 第 一 忠 
間 宿 主 久 び 終 宿主 の 調査 も 出来 る だ け 実 施し た 。 

カニ = 類 の 検査 は 著者 ら が その 棲 息 地 に お いて 採集 する 
か 或 は 人 を し て 採集 せしめ , 出来 る だ け 生 きた も の に つ 

いて その 負 , 筋 , 肝 そ の 他 の 臓器 を カテ ス 板 に は さ み 基 
Need タ セ ルカ リア を 検索 し た 。 

第 1 中 間 宿 主 と な る カイ 類 の 検査 は その 全 臓 器 特に 肝 - 
臓 を 圧 平 検 鐵 し た 。 

終 宿主 は 人 体 , 家畜 及び 獣 類 に つい て 機会 ある 毎 に 茎 
見 し 成虫 の 検索 を 行 つた 。 


成績 と 考 葵 


1. 中 部 裏 日 本 地区 (兵庫 県 北部 , 京都 府 , 福 非 県 
島根 県 隠岐 島 ) (第 1 表 参 照 ) 
a. 兵庫 県 北部 円 山川 流域 


本 地区 に つい て は 特に 細か く 調 査 を 実施 する 事 が 出 
来 , 既に 昭和 29 年 度 迄 の 成績 を 一 部 報告 し た が と ゝ を 総 : 
括 する Neowercor に 関し て は 最近 迄 不明 : 
で あつ , 藤戸 (1953) が 臓 胸 を 併 移 し た 3 例 の 肺 吸 . 
Me ュー 
タモ セル カリ ア を 見 出し , 更に 10 名 の 患者 を 確認 し , 野 大 か 
ら も 15.4 多 に 成虫 を 見 出し た 。 現在 返 の 第 2 中 間 宿 圭 
中 , ウ 肺 吸虫 メタ セル カリ ア の 寄生 率 の 検査 経過 さ は 表示. 
の 通り で ある が , 総計 する と モク ズ ガ ニ =15.7 劉 (9 の ), 
サワ ガニ = は 陰性 で あつ た 。 又 我々 は と の 円 山川 流域 に 大 
平 肺 吸虫 が 分 布 する 事 を 初め て て 明らか に し 既報 し た 
が , その 人 後 , 第 2 中 間 宿 主 で ある クロ ベン ケイ を 円 山 用 
流域 各地 で 採集 検査 し た 。 カ = の 大 き さ は 大 小竹 種 の 
も の で あり , 合計 する と クロ ベン ケイ 中, メタ セル カリ 
アァ 寄 生 事 は 12.8 2 <) で あつ た 。 その 後 , 富村 
(1957) は と の 円 山川 の 下流 城崎 大 橋 東 岸 で 採集 きれ た : 
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第 1 表 裏 日 本 各地 区 の 肺 吸 虫 調査 成績 


[寄生 虫 学 雑 葉 ・ 第 7 巻 ・ 人 第 5 号 





第 2 中 間 和 宿主 の 調査 成 灯 
(メタ セル ヵ カリ アプ 寄生 状態 ) 








調 査 地 名 調 査 年 月 カニ の 陽性 数 胃 陣 作 の Oz 肺 吸虫 終 宿 主 の 調査 成績 
種 類 検査 数 (名) 最高 , 平均 の 種類 
兵庫 県 北部 円 山川 流 城 ・ 1953。 11 E.j. 10/83 11.9 19 4.7 P.w. 5 科 要 括 和 生 
7 / の 語 住 0 た チチ お 頭 に 陽性 (15.4 多 ) 
/ 1954, 10>11 E.j. 22/11219.6 28 5.7 P.w. 
/ / 11 S.d. 3/27 11.1 121 40.0 P.o. 1954,12, 豚 3 頭 検査 , 陰 尾 
/ / / S.h. 0/50 0 
7/ 1955, 10 S.d. 3/15 20.0 人 K 二 暗 
7/ / の Sn: 02 0 
/ 1956, 8~9 S.d. 21/92 22.8 34 3.7 P.o. 1956,2, 家 碑 15 頭 検査 , 陰 性 
77 / / S.d、 0/25 0 1 
/ 1957。 1 E.j. 0/8 0 本 
/ 1957, 12>1958, 1  S.d. 7/61 11.5 9 3.4 P.o 
兵庫 県 北部 矢田 川 流域 1954。 10 E.j. 0/20 0 
京都 府 北部 由良 川 流域 / 12 人 二 人 1.0 Piw. 
京都 府 北部 綱 野 / 6 E.). 2/16 12.5 6 5.0 P.w. 患者 12 名 存在 
福井 県 三方 町 附近 1954, 12 所 .: 5753 9.4 9 1.8 Pw. 
/ 1955, 5 E.j. 0 の 40 0 
島根 県 隠岐 鳥島 後 / 11 E.j. 1/5 20.0 3 3.0 P.w. 患者 1 名 存在 は 
京 者 市 。 1956-1957 タチ 2 頭 , 検 
京 都 市 北 音 1957 土着 の 愚者 1 名 確認 
( 主 ) MC・……‥ メ タ セ ルカ リア ,  E.j.‥‥ モ クズ ガ が =,  P.d.…… サ ワ ガ ニ S.d…・ ク ロ ベ ジ ケイ , 
S.h.…・… ア カテ ガニ =, P.w.…‥… ウ ェ ス テル マン 肺 吸 虫 。 … 大 平 肺 吸 虫 


ーー SD 
寄生 素 は 86.7 多 の 高 率 で ある 事 を 報告 し た 。 我 の 銀 穴 
で は 同じ 円 山川 に お いて も ゃ 採集 地区 に よ ょ つ て 寄生 事 の 差 
著しく , その 精細 は 別に 報告 する 予定 で ある 。 

ダ 終 宿主 と 考え られ る 家 上 渦 , 野 肖 , 豚 等 も 検査 し た が 
少数 で あり 現在 迄 の 所 陰性 で ある 。 

b. 兵庫 県 北部 矢田 川 流域 

当地 域 の 検査 成績 は 従来 見 当ら な い 。 昭和 29 年 10 月 モ 
クズ ガ = 20 匹 を 検査 し た が メタ セル カリ ア は 陰性 で あ 
つた 。 

c. 京都 府 北部 由良 川 流域 

当地 区 の 調査 も 従来 行わ れ た と と が な い 模 様 で ある 。 
昭和 29 年 12 月 , 60 匹 の モク ズ ガ = を 検査 し た 所 わずか 1 
下 に ウ 肺 吸虫 メタ セル カリ ア を 検出 し , と の 由良 川 流域 
も 低 率 〈 1.7%) 征 ら ウ 肺 吸虫 の 分 布 す る 事 が 判明 し 
て 。 


d. 京都 府 北部 網野 地区 

当地 の 肺 吸虫 定 に 関し て は 岡田 (1954) が 8 例 の 肺 吸 
東 症 に つい て 症例 報告 を し て を り , 怒 荒 木 C1951) の 記載 

も ある が , 我々 は 当地 の 福田 川 , 新庄 川 に 棲 島 する モク 
ズ ガ = に つい て 昭和 29 年 6 月 検査 し た 結果 12.5% (<) 
に ウ 肺 吸 昌 メタ セル カリ ア を 検出 し た 。 駐 当 地 か ら の 報 
告 に よる と 現在 迄 に 認め た 愚 者 は 12 名 と の 事 で それ ぁゃ 年 
少 者 に 多い と の 事 で ある 。 当地 も 小区 域 な が ら 肺 吸 豆 の 
流行 地 と 考え られ る 。 

e. 京都 市 附近 

京都 市 内 の 人 に し て 肺 吸虫 に 感染 する と すれ ば 殆 ん ど 
他 地方 か ら 移 入 し た モク ズ ガ ニ の 生食 に よる と 考え られ 
る 。 若 し 土着 の 肺 吸虫 あり と すれ ば 野犬 見 出さ れる で 

ろう と 考え , 昭和 381 年 より 32 年 迄 , 255 頭 の 野犬 及び 2 

5 が と が 肺 吸虫 は 検出 され な か つた 。 一 
方 , 京都 市 か ら 北方 約 5 里 の 山間 地 周山 町 に お いて 他 地 
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昭和 33 年 10 月 958)} 
第 2 表 瀬戸 内 海 側 地区 の 肺 吸 由 調 査 成績 
第 2 中 主 の 調査 成 

(メタ セル カリ 『 ア 寄生 状態 ) 














いこ 0 衝 ここ 
た 種類 検査 数 ( 外 ) 最高 , 平 均 の 種類 
油 兵庫 県 南部 提 保 川 1955。 11 E.j. 0/19 0 
放 兵庫 県 中 部 社 町 附近 1956, 11 Pd. 0716 0 
8 の 1957, 5 P.d. 0/84 0 1957,5, カ ワニ テ ナ 70 個 検査 , 陰 條 
兵庫 県 南部 加古 川 1956, 11 E.j. 0/47・ 0 
兵庫 県 南部 千種 川 1956, 12 E.j. 0/28 0 
ト 兵庫 県 南部 猫 名 有川 1957。 7 カッ ニナ , 196 個 , 検査 , 陰性 
攻 愛媛 県 今治 市 附近 ~”" 1957, 2 E.j. 41/67 61.1 28 3.9 Pw 
< 大 阪 市 新 淀 川 1957, 7 人 1.7 まえ も 





( 知 ) MC・…‥… メ タ セ ルカ リア 。 EEj.・…… モ クズ ガニ =,  P.d・…… サ ワ ガ =。  S.d…… ク ロロ ベジ ケイ , 
P.w.…・ ウ ェ ス テル マン 和 肺 骸 下 。 Pi 小型 大 平 肺 吸 昌 


- 行 つた 事 が な いと いう 愚者 1 名 を 確認 し て いる 。 来 調査 成績 が な い 。 我々 は 兵庫 県 の 瀬戸 内 海岸 に 流入 す 
福井 県 三方 町 附近 る 千種 川 , 提 保 川 , 加 古川 等 に 産 す る モク ズ ガ = 計 94 下 に 
福井 県 下 に お ける と の 種 肺 吸虫 に 関す る 調査 は 現在 迄 つい て 検査 を 行 つ た が メタ セル カリ ア は 陰性 で あつ た 。 


報告 が か ない 様 で ある 。 我々 は 若狭 渡 の 東 に 位 する 三方 町 加川 の 』 流 に 位 す る 社 町 際 近 の サワ ガ = * 計 100 匹 の 
附近 の モク ズ ガ = に つい て 昭和 29 年 度 , 昭和 380 年 度 の 2 検査 を し た が 陰性 で あつ た 。 佐 し 著者 の 一 人 増田 は 数 百 
回 調査 を 行 つた 所 , 29 年 に は .9.4 』』) に ウ 肺 吸 昌 メ 叱 の サワ ガ = を 犬 に 試食 させ し め 一 現 の み 肺 吸 昌 成虫 を 得 


タ セ ルカ リア を 見 出し た 。 併 し 80 年 度 に は 陰性 て り 4) で て いる の で 皆無 ご で は な い 様 で ある が , 兵庫 県 南部 の 肺 吸 
あつ た 。 従 つて 当地 域 も 低 率 年 ら 肺 吸虫 の 分 布地 で あ 由 分 布 は 極め て 低 濃度 の 様 に 考え られ る 。 叉 大 阪 府 と の 
ら 事 が 確認 きれ た 。 境 に 位 す る 神崎 川 の 上 流 , 猪名川 に きい て カワ = ニナ を 検 
g. 島根 県 了 寺 島 査 し た が ウ 肺 明 虫 幼虫 は 見 出さ れ な か つた 。 
属 岐 島 の 肺 吸虫 症 に 関し て は 亀井 て 1940) が 隠岐 島 島 b. 大 阪 市 新 淀川 
後 の 都 万 , 五箇 両 村 に 8 名 の 肺 吸 虫 患 者 の 存在 する 事 を 旧 く 大 阪 市 淀川 河口 姫島 ( 旧 種 島 ) に お いて 人 体 に 肺 吸 


報じ た 。 我 くさ は 昭和 30 年 11 月 隠岐 に 渡島 する 機会 を 得 , 虫 が 濃厚 に 感染 し た と い うぅ 川村 等 (1907) の 報告 が あり 。 
タ 数 て こ ご は ある が モク ズ ガ = の 2022 で) に ウ 肺 吸虫 の メ その 後 , 宮崎 , 一 色 等 の 調査 に より 当地 の クロ ベン ケイ に 
タ セ ルカ リア の 存在 する 事 を 確 め た 。 尚 在 村 の 医師 は 現 小型 大 平 肺 吸虫 が か な り 濃 厚 に 分 布 す る 事 を 認め , 宮崎 


在 沿 1 名 の 患者 が 居る 事 を 我々 < に 告げ た 。 は 上 記入 島 の 人 体 寄生 例 が 小型 大 平 肺 吸虫 の 感染 で は 
2. 瀬戸 内 海 沿岸 地区 (兵庫 県 , 大 阪 府 , 愛媛 県 ) (第 な か つた か と の 疑問 を 表明 し て いる 。 我 < も 少数 例年 ち 
2 表 参 照 ) 昭和 82 年 月 当地 の クロ ベン ケイ 61 匹 を 検 し , 11.5% に 
瀬戸 内 海 沿岸 地域 に お いて , 従来 岡山 県 , 広島 県 及び 小型 大 平 肺 骸 虫 の メタ セル カリ ア を 検出 し た 。 
大 阪 府 淀川 河口 等 に お いて 肺 吸 虫 症 が 濃厚 で あつ た 事 が c. 愛媛 県 今治 市 附近 
告 さ れ て いる が , 最近 の 状況 は 不明 で ある 。 一 方 山口 愛媛 県 に お ける 肺 吸 虫 の 調査 は 従来 盛 で あつ た が , そ 
間 華 県 に お いて 細川 ら , 大 分 県 は 宮崎 ら の 最近 の 調査 が あり れ ら の 殆 ん ど は 大 平 洋 に そ ゝ ぐ 河 川 流域 に 就 て で あり 瀬 
計 濃厚 に 分 布 する 事 が 知ら れ て いる 。 著 者 等 は 瀬戸 内 海 に . 戸 内 海 に そ ゝ ぐ 川 に つい て は 細川 1954) 及び 高橋 (1954) 
沿う 次 の 諸 地 域 を 調査 し 下 記 の 成績 を 得 た 。 の 央 川上 流 の 調査 が あり, モク ズ ガ = 中 に ゥ ウ 肺 吸 え タ 
a. 兵庫 県 中 部 及び 南部 地区 セル カリ ア を 見 出し て いる が , 高橋 て 1954) に よれ ば 愛 


岡山 県 の 吉井 , 旭 , 高 還 川 流域 は 以前 か な り 濃厚 な 分 媛 県 衛生 研究 所 は 東子 の 重信 川 流域 松山 市 及び 上 浮 穴 郡 
布地 で あつ た 様 で ある が , その 東 に 接続 する 当地 方 は 従 久 万 地区 を 調査 し 陰性 で あつ た と の 記載 を し て いる が 精 





( 15 ) 
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細 は 不明 で ある 。 我々 は 昭和 32 年 2 月 今治 市 附近 に 産 す 
る モク ズ ガ 67 匹 を 検査 し , その 61.1 多 に 肺 吸 上 の メ 
タ セ ルカ リア を 検出 し , 当地 区 が 濃厚 な 流行 地 で ある 事 


を 認め た 。 
8. 其他 の 地区 (宮崎 県 , 高知 県 , 静岡 県 ) (第 3 表 
参照 ) 


第 3 表 太平 洋 側 地区 の 肺 吸 虫 調査 成績 


第 2 中 間 宿 主 の 調査 成 病 。 
(メタ モル カリ ア 寄 生 状 能 ) 








種類 栓 数 ⑳ 最高 , 平 均 類 








宮 崎 県 1953. 4 Ej. 20/36 55.5 206 28.6 P.w. 


/ 1954, 5 EE). 39 8.2 P.w。 


28/37 62.1 


12/24 50.0 5 2.4 P.w. 


/ 1955,。 5 Ej. 


高 知 県 os。 ]1Egj og/i1 sg2.0 39540.0Pw 





は 
董 野川 "56, 2 Ej 9/15 60.0 30 7.6 P.w. 
( 話 ) MC・‥‥… メ タ セ ルカ リア 。 Ej…‥・ モ クズ が ガ が 


co P.w ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 


調査 研究 が 行わ れ 高 率 に ウ 肺 
る が , 我 ベ も 若干 


と れ ら の 地区 eo 
表 取 の 分 布 が 認め られ て いる 地域 で あ 
検査 する 機会 を 得 た の で 追加 する 。 

a. 宮崎 県 

永吉 康祐 博士 の 好意 に より 昭和 28 年 か ら 3 ヶ年 に 理 り 
モク ズ ガ ニ の 提供 を うけ 検査 する 事 が 出来 た 。 そ の 成績 
は 第 3 表 の 如く で メタ セル カリ ア 寄 生 率 は 50 て 62 多 と 高 
率 で あつ た 。 

b.. 高知 県 四万十 川 流域 

細川 て (1954) は 本 河川 流域 の モク ズ ガ = を し ら ベ ウ 肺 
吸 メ タ セ ルカ リア 寄生 率 59.4ー81.2 を 報告 し て い 
る 。 我々 も 少数 生 ら 11 匹 の モク ズ ガ = 中 9 匹 C81.8 多 ) 
た 肺 吸 虫 メ タ セ ルカ リア を 語 め 1 匹 最高 えき タ セル カリ 
アプ 数 895 個 の 多き を 示し た 。 

c.。 静岡 県 狩野 川 流域 

当地 区 も 古く か ら 肺 吸虫 流行 地 と し て 知ら れ 双 最近 横 
川 等 の 精細 な 調 家 が ある が , 昭和 81 年 2 月 , 横川 宗雄 孝 
授 の 好意 に より モク ズ ガ ェ = を 検査 し 得 た 。 ウ 肺 吸虫 メ タ 
光 カ リア 寄生 率 は 602 (9』。) で あつ た 。 
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1。 我々 は 中 部 日 本 地域 に お ける 肺 吸 虫 分 布 調 査 の 一 
部 と し て 昭和 28 年 より 昭和 82 年 迄 の 聞 に 調査 し 得 た 成績 
を 報告 し た 。 調査 地区 は 福井 県 , 京都 府 , 兵庫 県 , 島根 
県 , 大 阪 府 , 愛媛 県 , 宮崎 県 , 高知 県 , 静岡 県 等 で あ 


2。 中 部 裏 日 本 側 に 位 す る 福井 県 三方 地方 , 京都 府 北 
部 , 兵庫 県 円 山川 流域 , 島根 県 隠岐 島 等 の モク ズ ガ = か 
ら ウ エス テル マン 肺 吸 虫 の メタ セル カリ ア が 検出 され 


あ = 
/ こ て o 


38. 瀬戸 内 海 側 に 位 する 兵庫 県 南部 地方 は ウエ ステ ル 
マン 肺 吸虫 の 分 布 濃度 は 極め て 低 事 で あつ た 。 双 愛 媛 県 
の 瀬戸 内 海 に 面 する 今治 地方 に は ウェ ステ ルマン 肪 吸 昌 
が 濃厚 に 分 布 し て いる 事 が 判明 し た 。 

4。 兵庫 県 北部 円 山川 流域 は 濃厚 な 大 平 肺 吸 虫 の 分 布 
地 で あり , 第 2 中 間 宿 主 及 び 終 宿主 に 関す る 調査 成績 を 
示し た 。 

5。 その 他 , 宮崎 県 , 高知 県 , 静岡 県 の モク ズ ガ = か 
と Pe こ 一 致し て 高 率 に ウェ ステ ルマン 肺 吸 束 メ 
タ セ ルカ リア を 見 出し , 双 大 阪 新 淀川 河口 の クロ ベン ケ 
イ か ら や 本 大 平 肺 吸 昌 メタ セル カリ ア を 検出 し た 
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SurmnnrmnarY 


Studies on the distribution of Inungfukes in middle 
Japan were carried out from 1953 to 1957. 

Metacercariae of zzZ の 77724S の 6S7 と 7 の 22 (IKer- 
bert, 1878) were found in 万 ygc/e7 7 の の 2CzzS 
which were collected from following districts ? Fukui, 
Kyoto, Hyogo and Shimane Prefecture (side of the 
Sea of Japan) : Hyogo and Ehime Prefecture (side 
of the Iniandsea) : Miyazaki, Kochi and Shizuoka 
Prefecture (side of the Pacific Ocean)、 

On the other hand we found metacercariae Of 
7Z7ZgO22224S の 077727 IMiyazaki。 1939 in Sesgz み の 
の eZZ77 which were collected from Maruyama River 
in north part of 耳 yogo Prefecture. 

























狭 野 


は し が き 
釣 虫 (Mecgpz の Xe7zcg74eS, 4cy/OS7 の が 2Z の eode/ ) 
の 寄生 に ょ つて , その 宿主 で ある 人 体 が 受け る 障害 は , 
< つて , 次 第 に 明らか に され て き て い 


Sa 1951 : 小宮 , 1956)。 
れ ら の 障害 の うち で , 最も 顕著 こみ られ る 古 状 は , 
和 動 翌 , 息切れ , 2 PS ゎぁ る 。 そし て と れ ち らち 
の 症状 は , 釣 虫 寄生 に よ つ て 起き た の た 


ある と と は 。 寺家 の 雪 々 か 

一 方 に お いて , 最近 釣 下 の 軽 感染 者 で , 自覚 症状 も 少 
な く ,。 医師 の 診 穴 も 受け な い 人 達 に 2 の 研究 が 報告 
きれ て いる (小宮 , 1953 : 柳沢 , 1954 : 富士 田 , 1955 : 
石崎 , 1957) 。 

わが 国 で は , 農村 は 釣 虫 感染 者 の 多い 地区 で ある 。【 
か も その 中 の 大 部 分 は 軽 感染 者 で 小宮, 1953) 自 覚 症状 


の 乏 し い , た め 。 久 貝 感染 者 て で さあ る 5 ど を 認識 せ すず 日 常 の 
業務 に 従事 し で いる 。 こ の 様 な 軽 染 者 は 。 大 部 分 いわ 


ゆる 釣 虫 Carrier と 呼ば れる も の で , それ ちら を 詳細 に 調 
査 す る と , 種々 の 症状 が 見 出さ れる 。 と の 釣 虫 Carrier 
の 臨床 的 症状 に つい て は , 柳沢 (1955), 石崎 ら (1954 
ーー 6): 大 堆 Me 等 に より , 詳細 に 研究 され て いる 


で こ < で 私 は , < れ と ら 医 師 の 診療 を - 受 を 衣 こい な い 釣 下 軽 
感染 者 は , 4 e こも 重 要 な 問題 を 含ん で いる と 
と と 注目 し , 釣 虫 寄生 に よる 発現 症状 の うち , 農村 に ま 


ける 錦 血 に 関す る 問題 : 取上げ た 。 

上 記 の 女 献 等 に よれ ば , 農村 に お いて 。 釣 息 軽 感染 者 
で あり な が ら , 著しい 紹 血 を 呈し て いる も の ゃ 展 え 見 出 
され れる (鈴木 , 1955)。 今 迄 こう し た た 場合. 多才 


YOSHIO OGINO : The relation between anemie 
and ancyiostomiasis in the rural area (1) On Hb- 
concentration and its distribution of hookworm 
carriers and of non-infected cases (Department of 
Parasitology, National Institute of Health, Tokyo 
and the Honjo Health Center, Saitama Prefec- 
ture) 





農村 に お ける 各 血 と 釧 症 と の 関係 
1) 物 和 威 菜 者 及び 非 威 菜 者 の 血色 素 量 と その 分 布 状 態 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 東部 埼玉 県 本 庄 保健 所 
(昭和 33 年 2 月 12 日 受領 ) 
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源 郎 





ある 限り , 釣 下 と の 関連 の み で 委 血 を 考え る 傾向 が あつ 
。 逢 血 と いう と と を 主 に し て 考え る な ら ぼ ば 。, 
み と は 考え られ な い 。 


し て いる と いう RW 


人 店 の 原 因 は , 銘 虫 感染 の 
感染 者 で も , es 半 ab 呈 
する た め に と? 

し な けれ ば な ら な い 。 た と えば, 農民 の 血便 が 。 釣 
不感 以 前 に 既 に 低下 し て いる の で は な か ろ (まあ 
説 も 考え そ と で と の 問題 の 解明 を 目的 と し て , 
剛 地 区 作 民 の 。 人 玉 の 大介 に つい て 半 


を 行 つ た 。 





調査 対象 な よび 方 法 
1。 調査 対象 
調査 の 対象 は , 農村 で ほとん ど 全 部 が 純粋 こ 農 業 に 従 
事 し て いる 人 達 で ある 。 対象 の 大 部 分 は 自覚 症状 の 少な 
い 人 達 で ある が , な か に は すぐ 治療 を 要する 人 ぁゃ 含ま れ 


て いる 。 猫 調査 は 地区 検診 の 形式 で 行 つた の で , 調査 


対象 は , その 地区 ( 母 集団 ) か ら の 無 作為 抽 出 標本 と 考 
ええ で よ い と 皿 う o 調査 地区 , 期 日 お よ び 対 象 者 数 を 示 レ 
が 第 1 表 で ある 。 
第 1 表 調査 地区 , 期日, 対象 数 








釣 虫 釣 東 
調 査 地 区 調査 期日 - 坦 感 栄 者 染 感 者 
年 月 男子 女子 男子 女子 
埼玉 県 本 庄 市 仁 手 32, 12 173 197 34 75 
導 都 南 多 摩 郡中 生 3」 ぉ 7 1s9 195 96 gl 
群馬 県 邑楽 郡 板倉 31, 11 ェ - 一 76 76 
埼玉 県 大 里 郡 妻沼 町 32, 5 ー 34 2 . 71 





2。 調査 項目 お よび 方 法 


1) 検便 厚生 省 衛 生 検 査 指 針 に も と づい て , 直接 塗 請 


抹 標 本 3 枚 お よび 念 和食 塩水 浮遊 法 標本 1 枚 に つい て , 
釣 息 卵 検出 を 行 つた 。 

2) 碧 色素 量 測定 Sahli 法 に 準じ た 比 色 を , 光電 浪 
度 計 を 使用 し て 行 つ た 。 す な わ ち 検定 済み 血色 素 測定 用 
メラ ン ヂ ュー ル を 用 いて 耳 某 採取 し た 血液 0.02 cc を , 


(知生 中学 雑誌 ・ 征 7 着 * 委 5 


釣 虫 軽 請 縛 
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9.1 規定 塩酸 1.0 cc 加え て 塩酸 Haematin と し , と 
れ と 検診 地 か ら 研究 蜜 に 持ち 帰り , 蒸 溜 水 を 加え て て 全 
量 5.0cc に し た 。 と れ を Coleman お よび 日 立 光電 光度 
計 の 波長 400m 470m 500m 550mx, 600ma の 各 
ぇ で 測定 し : 470mz の 波長 に よる 計測 が 最も 
適当 で あつ た 。 記 の 方 活 に ょ つて 得 ち れ た 結果 は , 従 
来 広 く 行 われ て いる Standard Haemometer に よる 方 
法 と 同様 の 値 が 得 ら れ た 。 よ つて と の 方 法 を 用 いで 血色 
素 量 の 測定 を 行 つ た 。 猪 血 色素 量 は すべ て gd1 で 示し 


か > 


が ae 








467 


値 の 差 の 検定 で (高橋 ・ 土 肥 。 1956), 0.1%% 以 下 の 短 険 
事 で 有意 差 が 認め られ る (⑪⑮。=3.90)。 多 90 才 台 と 9 才 来 
満 と は 平均 値 の 差 の 検定 で , 0.1% 以 下 の 危 険 率 で 有意 
差 が 認め られ eee あら で 生ま せ 
と を 除い た 10 才 以上 Y0 才 未満 を , 一 応 箇 色 素 量 に 関す る 
限り 等 質 化 され て いる と みて , 一 括 し て 箇 色 素 量 の 分 布 
状態 を み る < 本 上 

女子 で は , 血色 素 量 の 平均 値 は , 60 地 台 が 最高 で , 40 
才 台 が 最低 で あつ た 。 し か し PRSAOMnws 行 つ で 
有意 の 危険 事 を みる と 。 60 才 台 と 50 才 台 と は (= 
1.53) 10 多 以 上 , 50 地 台 と 40 才 人 台 と は 20 以上 (= 


妃 ! あー 
ーー ルン / こ の 








成績 1.13), 40 人 台 と 80 人 台 と は 30 多 以上 (=0.99) と な っ 
釣 虫 定 で は , 碧 色素 量 の 低下 すなわち 綿 血 が 重要 衣 状 ”" てい て, いづ れる 有意 差 が か ある と は いえ な い 。 そ と で 3: 
5。 釣 東 感 染 以外 に 血色 素 量 に 影響 え 及 ばす と 考え 子 の 場合 も 男子 の 場合 と 同様 と , 10 才 以上 70 才 未満 を , 
られ る 各種 の 条件 , た と え ぜ ば 摂 食 状況 , 
EN び 講 計上 感 の 人 穫 科 度 生 は と 
各地 区 に よ ょ 半 が ある の で は な いか と アプ 
考え られ る 。 そ と で 。, 統計 の 対象 は ま づ 5 、 
第 一 条件 と し て , 同一 地区 内 の 住民 毎 に ga も 
し ら べ な けれ ば な ら な い 。 と の 考 訣 の も ダ 
に に , 各地 区 毎 に 血色 毒 量 の 分 布 状態 を 。 まい 
1. 仁 手 地区 2 
1) 銘 形 非 感 染 者 の 画 色 素 量 | 9 62、 が 
釣 虫 非 感染 者 を , 性 別 。 年 信 別 て 10 ず 語 | “< ご 
時 洲 ) に て 各々 の 色 系 尽 の 平 給 に 
値 を ふた 。 その 成績 を 示す と 第 3 表 に 
な る 。 とれ を みる と , 男子 で は , 血色 素 9 8 5 9 ji 3 5 3 


量 C の 王 析 de 30 才 台 が 最高 , 70 才 以上 











が 最低 , つい で 9 才 未 満 の 小児 が 低い 値 
と 示 ホレ し た 。 と の 30 才 台 と 70 才 人 台 と は 平均 
第 2 表 欠 昌 非 感染 者 の 年 齢 別 血色 素 量 
(@g/) ( 仁 手 ) 
協 字 女 ず 
H ヾ /- デア ゼ 。 

Pa 平均 値 S.D. 恐 平均 値 S.D. 
0 9 42 12.09 主 1.41 42 .12.03 主 1.15 
10>19 51 12.53 主 1.78 52 12.15 生 1.48 
20>29 19 13.14 主 1.31 20 12.44 主 1.25 
30>39 16 13.85 王 0.94 11.96 士 1.31 
40>49 15 12.44 主 1.22 19 11.63 圭 0.75 
50>59 18 12.66 主 1.75 11.96 土 1.00 
60<69 6 12.53 二 1.83 12 12.45 士 1.00 
70<79 6 11.90 主 0.95 4 12.42 164 
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ーー 血 る 素 硬 


一 応 血色 素 量 に 関す る 限り 等 錦 化 され て いる と みて 。 一 
括 し て 砲 色素 量 の 分 布 状態 を みる こと に し た 。 

分 布 状 態 血色 素 量 に つい て , その 階級 を 1.0g/ で 
PR 
に 記入 し て みる と 。 男子 女子 共に ほぼ 一 直線 に な る と ぶ 
が 認め 2 1 図 イ )。 と れ は 別 な 観点 から すれ ば 。 
上 記 の 年 合 の 農民 の 箇 色 素 量 は , 一 定 の 分 布 形式 に 従 つ 
て 散在 し て いる と と を 確認 し た と と に だ な る 。 従 つて , 画 負 
素 量 を 個人 に つい て 論ずる か わり に , 集団 と し て 論じ らち ・ 
れ , より 明らか な 現象 分 析 が 可能 な と と を 知 つ た 。 男子 
に つい て , 上 記 の 年 齢 の 簡 囲 で 血色 素 量 の 分 布 状 態 が 正 
規 型 で ある と 想定 し て , と の 不適 合 度 の 検定 を 行 つ て 有 み 
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る と , 正規 型 ご な いと する 和 危険 率 は 602% と 50 多 と の 間 と 

な り ( ざ (n-f) 7n ニ 2.014 ), 正 規 型 で ある と の 想定 は す て 
られ な い 。 次 に 男女 の 血色 素 量 果 積 度数 分 布 直線 を 比較 
し て みる と , 両 直線 は 全く 平行 し て お り , 婦 布 往 囲 が 同 
じす な わ ち 両者 の 標準 偏差 が な ほ ゞ 同じ で ある こと が わか 
。 とれ は 計算 に よれ ば , 男子 平均 値 12.86g/ql, 標準 
偏差 52 gl で , 女子 平均 値 12.19g/, 標準 偏差 1.23 


〆 
< ン 


ラ * 
る 示 タ 


ン 


gg で あつ た 。 io ょ り 高 
を 軸 着 の 間 に は 平均 値 の 差 の 検定 0.12% 以 下 の 危 
険 率 で 有意 差 が 認め られ る (t。=3.97)。 

2) 銘 虫 感染 者 の 血色 素 量 

非 感染 者 の 血色 素 量 分 布 を し らち ら べ た 際 に , 10 才 以上 Y0 
才 未 満 を 一 応 血 色素 量 に 関し ~ 6 みた だ 。 と の と と か 


1 ャ マデ 
し て 時 


ら , 非 感染 者 を Control と 者 みる 場合 に , 

矢 張 り 上 記 の 血 囲 パ 内 ご しらべ な いと , 釣 虫 の 影響 も を より 
純粋 に で き な い 。 そ と で 男女 の 感染 者 を 上 記 
の 範囲 内 に と り , 飽和 食塩 水 浮 流 法 で の み 発 見 出来 る 感 
染 者 を 軽 感染 者 。 直接 塗 抹 法 で 発見 出来 る 感染 者 の う 


ち , HP 査 指針 に よ の 会 失 野中 約 康 夫 細 愉 由 


& る と と は 


の を 中 感染 者 。 と れ 以上 を 重 感染 者 と し て , 感染 に 
ae 久 た 。 但 し 当地 区 の 対象 者 は , 殆 ん ど 軽 感染 
者 で あ つた の で 。 と れ に つい て の みみ し ら べ る と と に し 


分 布 状 態 男子 女子 の 各 。 非 感染 者 の 場合 
と 同様 に 血色 素 量 の 累積 度 人 Nos 正規 確率 
紙 と 。 男子 で は ほ ゞ 一 直線 に な る と と が 褒 


て 。 ぅ 


に 記 入 す る 
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め ら れ た 。 女子 で は , 比較 稚 血色 素 量 の 高い 部 分 は ほ ゞ 
一 直線 に な る が , それ 以下 の 低い 部 分 で は その 分 布 状 能 
が 乱れ て いた (第 2 図 イ )。 と れ は , Control で ある 非 成 識 
染 者 群 の 血色 素 量 が ほ さ 正しく 正規 分 布 す る と と か ら 考 請 議 
えて , 感染 者 群 で も 大 半 が 正規 分 布 を 守り , 委 血 側 で そ 
れ が 月 れ た の だ と 判定 する と と が で きる 。 次 に 男子 と 女 
子 の 比較 的 碧 色素 全高 い 部 分 で の 点 色 補 最 県 生 度 角 
布 直線 を 比較 し て みる と , 両 直線 は 全く 平行 し て いる 
Se 利用 し て , みお ゆ 49 和仁 析 
, 男子 で は , 非 感染 者 12.5g/ 器 , 感染 者 12.4 
gdl で , し 半 ご は , 非 感 染 者 , 感染 者 共 11.7 g/』 で あ 
つて , 男子 女子 共 非 感染 者 , 感染 者 の 間 に 差 異 が ある と 
mee と れ は 云い か えれ ば, 紹 血 側 の 崩れ を 考え 
0 L ば , 集団 と し て は 釣 虫 に と よ つ て 筆 血 が 起 る と は い 
えな いと と に な る 。 
忠生 地区 
1) 銘 息 非 感染 者 
性 別 , 年 令 別 に 疾 色素 人 








だ し 


し たこ こう 














と 2 た い 。 






2 


と 






量 の 平均 値 を 示す と 第 3 表 に な 









る 。 こ と れ を みる と , 男子 で は , 血色 素 量 の 平均 値 は 20 請 識 
才 台 が 最高 で , 9 以下 の 小児 が 最低 で あつ た 。 そ ど で 請 計 
9 子 以下 と 10 地 台 と を 比べ る と , と の 両者 の 平均 値 の 差 識 
の 検定 で , 0.1 以下 の 危険 率 で 有意 差 が 認め られ る 
(ts=5.52)。 し か し 10 才 以 下 の 階 級 を 除い て , 互 と 横 胃 
隣 る 年 令 階 級 問 の 血色 素 量 を 比較 する と 。 平均 代 の 差 の 
検定 で , 有意 差 の 危険 率 は 何れ も 5 以下 と は な ら な 庄 
い 。 よ ょ つて 10 才 以上 は , 血色 素 量 に 関す る 限り 一 応 等 錦 議 
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第 3 表 鈴虫 非 感染 者 の 年 齢 別 血色 素 量 
























(@g/) (忠生 ) 
男 子 女 子 
1 和 移 馬 要 ギー キャ ーーー ニー ーー 
導 数 均 値 S.D. あ 平均 値 S.D. 
壮 0 9 5 11.94 主 1.96 7 13.08 主 1.05 
和 10~19 12 13.70 土 1.01 14 13.10 土 1.73 
半 20-29 25 -_14.02 主 1.11 35 12.01 王 1.34 
抽 30<39 45 13.78 主 1.54 36 11.80 土 1.26 
40-49 14 13.26 士 1.34 42 11.72 主 1.54 
50<59 23 12.52 土 1.24 32 12.41 土 1.51 
に 60<69 24 12.77 土 1.38 21 12.23 土 1.31 
記 70<79 11 13.21 主 2.76 8 12.60 士 3.01 
- 滑 と みな し て , 一 括 し て 血色 素 量 の 分 布 状 態 を みる と と に 
、 議 し た 。 た ゞ し 70 才 以上 は , 仕手 地区 の 場合 に 等 質 と みな 


- 識 の 両者 は 平均 値 の 差 の 検定 で , 
) 兵員 半 差 が 認め られ る (《⑯。 三 2.92)。 し か し 20 才 台 以 上 で は , 

に 相 暗 : と 年 人 机 間 の 血色 素 民 を 比較 する と , 平均 値 

の 差 の 検定 で , 有意 差 の 危険 率 は 何れ も 5 以下 と は な 

) - 拓 識 らち な い 。 よ つて 20 才 以上 は , 血色 素 量 に 関す る 限り 一 応 

往 | 53 みて , 一 括 し て 血色 素 量 の 分 布 状 態 を みる と と に 





さなか > た の で 忠生 地区 の 場合 て る 除く を と に 胡 を っ 女 
子 で は , 血色 素 量 の 平均 値 は , 
最低 で あつ た 。 そ と で 10 了 人 と 20 合 と を 比べ 


10 才 台 が 最高 で , 40 才 台 


さる と 。 


5 以下 の 危険 率 で 有 










分 布 状 態 血色 素 量 の 累積 度数 分 布 を 百分率 に な お 
レ 。 正規 確率 紙上 に 記入 し て みる と , 男子 女子 共に ほ ざ 
一 直線 で , 且 両 直線 は 平行 し て いる と と が 認め られ た 
(第 1 図 ロ )。 

と れ は 計算 に よれ ば , 男子 は 平均 値 13.46 g/ql, 標準 
偏差 1.18 gl, 女子 は 平均 値 12.08 g/ 品 , 標準 偏差 1.48 
gdl で あつ た 。 血色 素 量 の 平均 値 は 男子 は 女子 より 高 
く , 両者 の 間 に は 平均 値 の 差 の 検定 で , 0.1 旬 以下 の 人 危 
険 率 で 有意 差 が 認め られ る (ts=8.08)。 

2) 釣 息 感染 者 の 血色 素 量 

当地 区 の 釣 虫 非 感染 の 血色 素 量 の 分 布 を し ら べ た 際 

, 男子 は 10 才 以上 69 才 まで を , 女子 は 20 才 以上 69 才 ま 
4: 呈し て きとう た 。 と の と と か 
>, 感染 者 に つい て も 上 記 の 範囲 内 で し らち べた 。 

Ns 男子 で は 軽 感染 者 お よび 中 ・ 重 感染 者 別に , 
血色 素 量 昧 積 度数 分 布 を 作 つ て , 正規 確率 紙上 に 記入 す 
る と , 比較 的 血色 素 量 の 高い 部 分 で は , 軽 感染 者 お ょ よび 
中 ・ 重 感染 者 共 夫 々 ほ ゞ 一 直線 上 に の る と と が 認め られ 
た 。 又 比 較 的 血色 素 量 の 低い 部 分 で は , その 分 布 状態 が 
乱れ , し か も 中 ・ 重 感染 者 は 軽 感染 者 より る 乱れ が 広 衝 
囲 に 認め られ た (第 2 図 ロ )。 と の 分 布 表 を 利用 し て 分 布 
の 中 心 (50 ) の 血色 素 量 を 求め る と , 非 感 染 者 18。0 
gdl, 軽 感染 者 18.1 g/ql, 中 ・ 重 感染 者 18.2gl で あつ 











と ただし, 70 才 以上 は 男子 の 場合 と 同じ 考慮 の 下 に て 三 者 の 間 に 差 異 が ある と は 云え な い 。 
除く と と に し た 。 女子 に つい て も 同じ と と を 行 つ て みた 。 と の 場合 中 * 
と - っ * 埋 屋 梁 ー・ 非 感 染 
> ーー* 中 重 民 梁 ーー…* 牡 民 光 ー~ 埋 当 
3 と -* 中 各 感 染 っ 
ン My 
90 4 の グ 
* ン の 4 
50 224 0 
ン 4 ぞ 5 グ 
クー ッ ^ 4 
グ ク 
* 0 ore クア 。 アー 
ま > 誠 一 2 0 K 5 
横 | 9  ) 
日 
信 
束 
> 5 3 8 5 9 I 8 5 志 
8 ーー 血色 素 曹 。 
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重 感染 者 が 少な く , 統計 の 対象 に な ら な か つた 。 軽 感染 
者 は 正規 確率 紙 で て ほ ぶ ゞ 一 直線 に 分 布 し て 居 て , 非 感染 者 
と 同じ 分 布 が み ら れ た (第 2 図 へ )。 と の 分 布 表 を 利用 
し て , 作 布 の 中 心 を 求め る と , 非 感 染 者 11.7g/l, 軽 感 
染 者 11.Yg/ 昌 で あつ て , 両者 の 間 に 差異 が ある と は 云え 
な い 。 

3。 板倉 地区 

当地 区 は , 釣 貝 感染 者 の を 調査 し た 。 た だ し 当地 区 
は , 肝 吸 虫 の 澤 浸 地区 な の で , 肝 吸 虫 と 釣 昌 と の 混合 感 
染 者 は 除外 し た 。 又 , と の 地区 も 男子 は 10 才 以上 69 才 ま 
で , 女子 は 20 才 以上 69 才 まで の 範囲 で , 血色 素 量 分 布 状 
普 を し らち べ た 。 

分 布 状 態 上 記 の 記述 と 同様 に , 血色 素 量 昧 積 度数 分 
布 を 百分率 に な お し , と れ を 正規 確率 紙上 に 記入 し た 。 
男子 の 軽 感染 者 は ほ ゞ 一 直線 上 に の り , 中 ・ 重 感染 者 は 比 
載 的 血色 素 量 の 高い 部 分 で ほぼ 一 線 線 上 に の る が , 低い 
部 分 で は 崩れ て いる (第 8 図 イ )。 と の 分 布 表 を 利用 し て , 
牙 布 中 央 (50%%) の 血色 素 量 を みる と , 軽 感染 者 18.6 
gd, 中 ・ 重 感染 者 18.8g/dl で , 両者 の 間 に 差 が ある と 
は 云え な い 。 

同様 の こと を 女子 で みる と , 軽 感染 者 は ほ ゞ 一 直線 上 
に の る 。 中 重 感染 者 は 血色 素 量 の 高い 部 分 で は ほ ゞ 一 直 
線上 に の る が , 貧血 側 ご は 崩れ て いる (第 3 図 ロ )。 点 の 
分散 が 大 きい の は 例 数 が 少 い た めで ある 。 と の 分 布 表 を 
利用 し て , 分 布 中 央 (502%) の 血色 素 量 を みる と , 軽 感 
染 者 は 12.7 g/, 中 ・ 重 感染 者 は 12.5g/ 本 で , 両者 の 財 
に 差 が ある と は 云え な い 。 

4。 妻沼 地区 


当地 区 は 女子 の み に つい て 20 以上 69 ず まで の 和 攻囲 
を 一 括 し て , 血色 素 量 分 布 を し ら べ た 。 

1) 釣 昌 非 感染 者 

今 迄 と 同様 に , 血色 素 量 泉 積 度数 分 布 を 百分率 に な お 


し , 正規 確率 紙 に 記入 し て みる と , ほ ゞ 一 直線 上 に の り 
正規 分 布 型 を な すこ と と が 認め られ た (第 3 図 へ )。 

2) 釣 虫 感染 者 

軽 感 染 者 だ け に つい て し ら べ た 。 血 色素 量 の 高い 部 分 
PSNR の り , 
し て いた 。 と の 分 布 表 を 利用 し 
- て ,。 分 布 の 中 心 (80 中 の 血色 素 旦 を みる と , 非 感染 者 
11.4g/, 感染 者 11.8g/dl で , 両者 の 間 に 差 が ある と は 
到 科 な い 。 

考 拉 と 総括 
我が国 の 農村 に お ける 釣 虫 感染 率 は 非常 に 高く , し か 


は , 自覚 症状 が 乏 
調査 し て みる 


o/ (てこ タ 


い が 。 


出 き れる 。 そし て と 


虫 感染 の み が 原 因 と は 考え られ な い 。 


も 感染 者 の 大 部 分 は 軽 感染 者 で ある 。 こと れ ち 寺 感 染 者 
し いた め , 殆 ん ど 医 師 の 診療 を 受け な 
高度 の 貧血 状態 に ある も の が 見 
場合 に み ら れ る 高度 の 紹 箇 は , 釣 





(寄生 中 学 雑誌 ・ 集 7 巻 * 策 5 ぉ 靖 





そこ と で, 農耕 地区 


住民 は , 釣 虫 感染 以前 に 既に 面 色素 量 か 低下 し て いる の 
と の 問題 を 究明 する た め 
に , 農耕 地区 住民 の 季 色 素 量 の 分 布 状態 を し らち べた 。 

釣 昌 非 感染 者 は , 


で あろ うと いう 仮説 を 


ーー 紀 』 ェ ーー プ 一 
志 が レ て いる と 


区 に ょ り 多 少 の 相違 は ある が , 


男子 
は , 正 色素 量 に 関す る 限り , 


と を で 


7 こ に * 


女子 共に , 


ある 年 含 の 間 で 


一 応 等 質 化 さき れ て いる と みみ 
られ , こと の 範囲 内 で は , 男女 共 血 色素 量 は 正規 分 布 型 を 


と が 認め られ た 。 し か も その 平均 値 は , 地 
健康 成人 の 血色 素 量 の 平 


均 値 と いわ れ て いる 値 , すなわち 男子 90~ 110 % (16 














gdl を 1002 と する と 14.4 て 17。6g/ID, す 生 1002 
3 寺 に 1 12.8~16.0 gl) (小宮 悦 。 1955) より る 低 か 
っ た (第 4 表 )。 
第 4 表 各地 区 に ける 釣 束 非 感染 者 の 
血色 素 量 平均 値 (g/qd⑪) 
子 女 子 
地 区 
例 数 平均 値 例 数 平均 値 
仁 - 手 125 12.8 150 12.0 
皿 生 83 13.8 62 12.1 
妻 沼 ーー ーー 21 12.0 
多 釣 虫 非 感染 者 の 貧血 発現 頼 度 を みる と , 男子 で は 


12.5g/dl 以下 の も の が 13.3ー44.722, 女子 で は 11.5g/ 


以下 の も の が 29.0 一 88.0% も あ 
次 夫 人 は 半 に 半 半 二 滞 人 ある 


民 に は , 


1 ・ ー 
ン て いる と と が 


り , 


今回 調査 し た 地区 住 
も の が 存在 


> 明らか に た 認め られ た (第 5 表 )。 
釣 虫 非 感染 者 を Control 
素 量 の 高い 部 分 で は , 軽 感 染 者 お よび 中 ・ 重 感染 者 と る 


し ^ 


て 感染 者 を みる と , 血色 


第 5 表 各地 区 に 38 ける 外 血 発現 率 () 
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: 男子 は 12.5g/l, 女子 は 11.5g/ 以下 を 貧 箇 と 
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正規 分 布 型 を 示し , Control と の 間 に 差 異 が ある と は い 
えな い 。 と れ に よ ょ つて , 平常 か ら 下 色素 量 の 比較 的 高い 
人 達 は , 釣 虫 に 感染 し て も 貧 功 を お と し に くい と 云え る 。 
そし て とれ ら の 人 達 が , いわ め ゆる 釣 貝 Carrier と 呼ば 
れる 人 達 で ある 。 魚 和 虫 非 感染 者 と 感染 者 と の 間 に , 碧 色 
素 量 の 差 が 認め られ な か つた と 云う 報告 て 泉山 。 1955) 
も る, その 場合 の 釣 虫 感染 者 が 大 部 分 釣 昌 Carrier で あ 
つた 点 か ら み て 当然 の こと と 球 え る 。 血 反 素 量 の 比較 的 
低い 部 分 で は , 釣 東 感染 者 に 分 布 の 衣 れ が み ら れ た 。 勿 
論 今 回 の 調査 は , 時 間 的 観 点 よ りみ れ ば , 横断 的 に みた 
も の で , 対象 者 を 釣 和 感 染 以前 か ら 釣 虫 感染 , 更に 筆 血 
招来 と いう 経過 を 追跡 し た も の で は な い 。 し か し , 釣 由 
感染 濃度 に 関し て は , 同一 条件 下 で 比較 し て 居り , 双 釣 
東 寄生 期間 と , 宿主 で ある 人 体 に 対す る 害 作 用 の 関係 に 
つい て は , 多 虫 の 側 か ら み た 毒 〈 害 ) 作用 は , 寄生 息 数 
を 比例 し て 一 定 で ある と 概念 的 に 考え る と と が が で きる 
と 云う 報告 (小宮 ・ 石崎 ち 。 1956), お よび 殿 内 束 卵 数 ょ 
り 集 団 全体 の 寄生 濃度 を 推定 する こと は 可能 で ある と 去 
われ て いる 点 (柳沢 。 1957) か ら み て , 同一 感染 濃度 の 群 
で 血色 素 量 の 比較 的 低い 人 達 は , 釣 虫 以外 の 原因 で , 同 
- 群 の 他 の 人 達 よ り 箇 色素 量 が 低下 し て いる も の と 考え らち 
れる 。 双 血色 素 量 と 網状 赤血球 数 と の 間 に 密 な 相関 が あ 
つた と の 報告 (小宮 ・ 石崎 ら 。 1956) か ら み て , 造血 状態 
の 指標 と し て 網状 赤血球 数 を 考え る な ら ば , 上 記 の 血色 
素 量 の 低い 人 達 は 造血 状態 の 低下 し て いる 人 達 が 多い と 
云え る 。 従 つて , と れ 等 血色 素 量 の 低い 人 達 は 同 群 の 他 
の 人 達 に 比べ て , 銘 下 感染 に より 委 血 を 起 し 易い と 云う 
と と は 容易 に 推論 で きる 。 と の 様 に し て 貧血 と な つた 人 
達 が 釣 虫 症 患 者 と な る わけ で ある 。 そ し て 狗 由 感 染 者 の 
分 布 が 月 れ た の は , 釣 虫 Carrier に 上 記 の 釣 虫 症 患者 が 
加わ つた た め と 考え る 。 中 ・ 重 感染 者 は , 軽 感染 者 より 
も 血色 素 量 分 布 の 崩れ の 簡 囲 が 広 か つ た 。 と れ は , 平常 
血色 素 量 が や ゝ 低く , し た が つて 網状 赤血球 数 が や ゝ 少 
\> 云い 変え れ ば 造血 状態 の や ゝ 低下 し て いる 人 達 が , 
軽 感染 に よる 仙 沼 血 生 用 と 造血 状態 と の 抵抗 が 均 衝 を 保 
ち 得 た が , 中 重 感染 に よ つ て その 抗 が 均 衝 の 範囲 を 越 
えた 結果 , 貧 面 を 忠 し て 来 て , 軽 感染 の み に て 貧血 を 来 
し た 人 達 に 加わ つた た め と 考え られ る 。 と の 場合 , 軽 惑 
染 者 ゃ 中 ・ 重 感染 者 も 同一 地区 民 で あり , 性 別に わけ らち 
れ て 居り , 且 無 作為 に 抽出 し た も の で ある の で , 夫々 を 群 
こし て 比較 する 場合 , 釣 東 感染 濃度 以外 の 外部 ょ り 導 入 
され 得る 貧血 惹起 に 関す る 諸 条 件 (た と えば 鉄 摂取 量 な 
ど ) に 関し て は , 同一 条件 下 に ある も の と 考え て よい と 
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思 ろ 。 鉄 摂取 後 の 利用 度 , 造血 能力 の 個人 差 等 は , い 
づれ も その 群 の 中 で 相 尊 され 得る と 考え られ る 。 し た が 
つて 上 記 の 考え 方 は , 造 画 機能 の 充 い 人 が , 生理 的 捕 抗 
力 の 不 均衡 の 結果 委 碧 を 起す る と いう 説 (石崎 , 1957) に 
一 致す る 。 従 来 農耕 地区 住民 の 健康 状態 を みる 場合 肺 
炎 , 肺結核 等 の 他 に いわ ゆる 農夫 症 と し て リウ マチ 。, 寄 
生息 症 ( 主 に 握 虫 症 お よび 釣 遇 症 ), ビタミン 了 B 欠 乏 症 等 
が 多い と 到 わ れ て いる (日 本 農村 医学 会 ,1955)。 し か し 衝 
種 の 疾病 と し て 発症 し て くる 以前 に , 農村 に お いて は , 
諸 疾病 に 対し て 個体 の 有力 な 抵抗 性 の 一 要素 と も 云 5 
べき 面 色素 量 が 低下 し て いる 人 達 が 可 成り 多く 存在 する 
と いう と と 自体 が , 農村 公衆 衛生 上 か ら み て 大 き な 問 是 
で ある 。 以 上 の 結果 を 要約 すれ ば ,。 次 の 如く な る 。 

1) 少く と も 今回 調査 し た 農耕 地区 住民 に は , 釣 息 感 
染 以 前 に 既に 血色 素 量 の 低下 し て いる 人 達 が 存在 する こと 
と が 明らか で ある 。 

2) その 血色 素 量 の 低下 し て いる 状態 に , 釣 虫 感染 と 
いう 要素 が 加わ る と と に ょ つて , 血色 素 量 が より 低下 
し, 遂に は 紹 血 状態 と な り 釣 虫 症 患 者 と な る 。 

3) し た が つて 今後 農耕 地区 住民 を 対象 と し て 釣 取 性 
委 血 を 論ずる 場合 に は , その 地区 住民 ( 母 集団 ) に , 釣 
早 染 以外 の 貧血 が どの 程度 存在 する か と いう と と を , 
常に 考慮 し て 行 は な けれ ば な ら な い 。 

むす びび 

農村 地区 住民 の 血色 素 量 の 分 布 に つい て , 次 の と と が 
云 える 。 

1) 釣 虫 非 感 染 者 の 血色 素 量 分 布 は , 一 定 の 年 令 の 範 
囲 内 で は , 男子 , 女子 共 , 正規 分 布 型 を と る 。 

2) 少く と も 今回 調査 し た 仕手 地区 , 忠生 地区 , 妻沼 
地区 住民 は , 釣 虫 感染 以前 に 既に 血色 素 量 の 低下 が み と 
め ら れる 。 板倉 地区 住民 も , 釣 虫 感染 者 の 分 布 状 態 か ら 
推察 し て , 同様 の と と が 推論 ご で きる 。 

3) 釣 虫 感染 者 は , 血色 素 量 の 高い 部 分 は , 上 記 対 上 
群 と 殆ど 一 致し た と 考え られ る 分 布 を 示し た が 血色 素 量 
の 低い 部 分 は 対照 郡 と は 一 致 き ず , 分 布 が 操 血 側 に 偏 す 
る 。 と の と と は , 分 布 の 上 で 欠 非 感染 者 と の 相 暴 を 現 
わし て いる と と に な る 。 

4) し た が つて 農村 住民 に は , 釣 虫 感染 以前 に 既に 血 
色素 量 の 低下 が あり , 釣 東 感染 に よ つ て 血色 素 量 が 更に 
低下 し て ゆく も の と 思わ れる 。 

5) 瑞 に 今後 農村 住民 を 対象 と し て 釣 了 性 貧血 を 論 ず - 
る 場合 に は , 常に その 地区 住民 ( 母 集団 ) の 釣 下 感染 以 
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前 の 血色 素 量 の 低下 の 存在 を 考慮 に 入れ る 必要 が ある 。 

6) か < く の 如 く 一 般 に 農村 住民 に お いて , 可 成り の 程 
度 ご 委 箇 症状 が 認め ち れ る と いう と と 自体 が , 農村 信 衆 
衛生 上 の 重要 な 問題 で ある 。 

稿 を 終る に 了 臨み , 御 指導 御 校 関 頂 いた 予 研 寄生 虫 部 々 
長 小宮 義孝 博士 お よび 石崎 達 博士 に 深 席 する と 共に, 終 
始 御 還 擁 頂い た 久 津 見 晴彦 氏 外 予 研 寄生 虫 部 の 諸兄 に 感 
謝 致 し ます . 
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Summary 


Present survey waSs conducted to elucidate the 
relationship among hemoglobin concentrations, hook- 
worm and its infection density on inhabitants in 
rural areaS of Kanto District. Results obtained 
were Summerized aS follows : 

1) In both male and female of non-infected cases 
ranging from 10 to 69 years old, their distribution 
of Hb-concentration showed normal distribution 
CuTVG. 

2) Some of non-infected cases were found to be 
already in anemia before they would be infected 
with hookworms. 

3) The distribution of Hb-concentration in infented 
case with hookworm was similar to that in non- 
infected ones at the range of higher Hb-concen< 
frations (> 11 gd, while at the range of jower 
concentration (<10g/ql) no similarities as mentioned 
above were recognized: viz. percentages Of infe- 
cted cases Showing low Hb-concentration were higher 
than that of non-infected ones. 

4) Percentage of heavy-infected cases showing a 


jow Hb-concentration were also hgher than that 


of jightly and non-infected ones. 
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虫 卵 の 経 気 道 感染 に 関す る 研究 


(2) 銅 虫 卵 と 土壌 と の 関係 に つい て 


中 山 ク 
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国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 33 年 2 月 14 日 受領 ) 


まえ が き 
私 (1956) は 顕 虫 卵 が 気 脱 質 (aerosoD) と し て 
の 性 状 よ も うど を 電 。 その 水中 沈降 速度 の 面 か ら 論 じ た 
が , ト 失 に いえ ば , 上 虫 卵 は 物理 的 に 塵 頑 の よう 


dE り 得 る 。 と いう と と で ある 。 と の 理論 的 帰結 
だ け に 止 ら ず , 実地 上 か ら も , 西村 (1982), 今 園 1953), 
小林 (1955) ら に こよ つて , 土壌 や 座 頑 中 に 名 虫 卵 の 存在 
する 事実 示さ れ て いる 。 し か し 顕 由 卵 が 土壌 粒子 と ど 
の ょ うに 附 着 す る も の か , また 附 着 す る と と な く 単 と 混 
在 す る も の か , と いう ょ うな 分 布 の 具体 的 状態 に 至 つ て 
は , まだ 明らか に され て お ら な い 。 い づれ に し て も と の 
問題 に つい て 調べ て お く と と は , と れ ら の 上 由 罪 が 風 座 
と し て 飛 散 す る 場合 を 論ずる と き , ひい て は その 風塵 感 
染 の 有無 を 論ずる と き に , 欠か す と と の で き な い 資料 を 
与え る る の で あろ う 。 と の よ うな 目的 か ら , 私 は 功 虫 卵 
と 土壌 の 附 ro く , 各種 粒 径 の 土 
壊 粒子 と 映 虫 卵 を 一 定率 に > 相互 の 附 着 状 況 を 検 
討 し て みた の で , oe AP 告 する 。 
実験 材料 お よび 方 法 

実験 材料 

a. 貞 虫 卵 に つい て 

糞便 中 の 人 頭 虫 卵 を 長野 (1954) の 方 法 に より 採集 レ 
て 使用 し た 。 ま た 豚 頭 虫 子宮 卵 は 私 (1958) の 方 法 に よ 
つて 処理 する と , 形態 的 に も 物理 的 に も , 糞便 中 の 島 
虫 卵 に 酷似 し た 状態 の も の に する と と が で きる の で , 佐 
用 し て 成績 を た 比較 し た 。 と れ ら 顕 虫 卵 は , いづ れ も 一 定 
濃度 の 浮遊 液 に し て 使用 し た 。 





KUNIKO NAKAYAMA : Studies on experimental 
ascaris infection through respiratory tract、(2) On 
the relationship between ascariS eggs and soil 
Department of Parasitology, National Institute of 
Health, Tokyo) ・ 


b. 土壌 粒子 に つい て 

Scooto サー 
より 偽 与 され た , 岩手 県 胆 択 郡 金 ヶ 崎 古田 沢 産 の 六 原 A。 
お よ ( 人 呈 の ここ 種 を 使用 し た 。 六 原 A」 は 壌 土質 で 5 > 
六 原 B。 は 粘土 質 で 31 一 51ecm の 深き 
た も の で ある 。 と の 二 種 の も の 


7 Cm の 深 さ か ちら, 


か ら , いづ れる も 採取 され . 


を 和信 別 法 お よび 沈 激 法 ご で つぎ の ょ うな 均一 粒 径 の も の に 
選別 レ た 。 
- 夫 原 A。 1.0 一 0.5 mm 


0.5 - 0.25 

0.25ー 0.1 mm 

1.0 一 0.5 mm 

0.5 ~ 0.25 

0.25ー 0.1 mm 

0.1 一 0.02 mm 

0.02 mml よる 。 
< 0.002 mm 

c。 ビニ ー ル 球 に つい て 

直径 平均 80 ミ クロ ン , 比重 1.190 


lgcse る 


太原 B: 
| 館 別 法 に よ る o 


ある 。 公 象 衛生 院 


寄生 昌 部 で , Ko と し て 実験 的 に 経口 投与 する 
た め に 試作 され た まき 一 部 を 分 与 し て も ら つ た 。 
実験 方 法 


附 着実 験 を 大 別して つぎ の ょ うに , 鯛 虫 卵 出 か ら み た 
場合 と 土壌 側 か ら み た 場合 と の 二 群 に 分 けた 。 

8 坪 あ され た 京 麻 剛 か らぶ さそ の 義貴 績 
に 附 着 し , 幾 % が 附 着せ ず 土 壌 粒子 問 に 単独 に 介在 する 
か 杭 索 する 。- その 方 潜 . と し ホ 生 シャ ー シ :( 二 
2.0cm, 深 さ 1.2cm) に 土壌 粒子 を 満 し , と の 表面 と 
昌 卵 浮 洪 液 を 均等 に 搬 布 し て 5 日 間 実 験 室内 に 放置 後 , 
シヤ ー レ の 中 央 部 内 容 を 静か に スラ イド グラ ス 上 に 移し 
て , 解剖 顕微 鏡 下 に 虫 卵 を 任意 に 100 ヶ 観察 し , 土壌 に 
附 着 し て いる も の と 附 着 し て いな いも の と の 数 和 を 調べ 


b. 土壌 側 か ら み て , 一 定数 の 土壌 粒子 を 任意 に 観察 
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レ 。 て れれ ぞ れ の 土壌 粒子 に 附 着 し て いる 東 卵 数 の ヒス ト 






















グラ ム を 作 つ て みる 。 その 方 法 と し て , 中 型 シャ ー レ の 
(直径 5.5cm 深 さ 1.6cm) に 土壌 粒子 を 2 g, 虫 卵 液 0 
2 cc。 よく 均等 に 混合 し て 拡げ , 5 日 間 実 験 室内 に 放置 ap 内 
後 , この シヤ ー レ を 解剖 頭 微 鍵 下 に お いて 任意 の 圭 壊 粒 1 ーー 5 05-02ma 2 前 
子 100 ヶ を 観察 し , それ ぞ れ の 土壌 粒子 に 附 着 し て いる 7 ーー-BJ0-05 mm ] 2 土 細 N 子 c 
虫 卵 数 を 調べ る 。 1 0 2 










実験 な よび 結果 
(1) 前 記 の 実験 方 法 4 により, 土 壊 粒子 に 撤 布 し 0 
た 虫 卵 の うち 幾多 が 土壌 粒子 に 附 着 す る か , を 調べ た の 40 






が 第 』 表 で ある 。 と の 結果 に ょ れ ば , 土壌 の 質 及 び 粒 径 
策 1 表 土壌 粒子 に 撤 布 し た 遇 虫 卵 の 土壌 
粒子 に 対す る 附 着 率 














土壌 に 土 蒙 に 























幼 上 天 を 拓 布 し た 圭 枯 附 薄 し 用 落し 
羊 虫 卵 の 種類 -- すき 了 い ここ っ 
義和 半 宰 . 拍 に て w 和 F で っ ( 環 隊 間 生 8e 3 2 
の ec 生計 第 1 図 土壌 側 か ら みた 壮 便 中 催 虫 卵 * よ び 肖 演 





奏 便 中 人 昌 。 .。。 液 処理 豚 虫 卵 の 土壌 粒子 に 対す る 附 着 状態 
卵 (1.100 個 / プ ヽ 原 B。 1.0 一 0.5 91 9 は 。 8 2 
横 軸 は 1 個 の 土壌 粒子 に 附 着 し た 虫 卵 数 , 縦 軸 は 土 


we (粘土 質 ) 0.5<0.25 88 12 壌 粒子 の 数 













































浸 潰 液 で 処理 大原 4 1.0<0.5 96 4 
し た 豚 敵 昌 卵 ag, 
(1.500 個 /cc ' 半 土 質 ) 0.5<0.25 94 6 0 
浮 漠 液 と し て 六 原 B。 1.0<0.5 94 6 
使用 ) (粘土 質 ) 0.5<0.25 91 9 00 
2 上 交 子 に 有 附 着 し た 上 上 久 は 全 畑 上 妙 の 大 約 60 に Pr ee 
を 占め て を と の と と か ら み て , 顕 虫 卵 は 土壌 粒 | < で で 05-025mm 
いや Lt られ る 。 ん の 場 会 704 : *-o-o 1 全 有 5 Cr に 
と 靖 基 し の と 考 ぁ 2 ( 島 虫 卵 の 場合 1 5500 が Moerohs ビー ニール 開 
に , ha 附 着実 験 の 結果 が 表示 され て いな い 60 届 
が , と れ は 人 鯛 昌 卵 と 基 原 A。 の 粒子 と が 同じ ょ うな 色調 | 
で 区 別 し に くい た め に , 確実 な 結果 が 得 ら れ な か つた た 人 
の で ある 。 ) また と の 附 着 率 の 上 か ら 人 貝 卵 と 浸漬 液 40 【 
処理 豚 虫 卵 と の 間 に 有 意 差 は られ な い 。 さ ち に と の ノ 
点 を 明らか に する た め に , つぎ の 実験 を 行 つ た 。 30 
(2) 実験 方 法 b に より , 土壌 側 か ら み た 人 斑 虫 卵 20 
お よ が 浸 漬 液 処 理 虫 卵 の 土壌 粒子 に 対す る 附 着 状 態 
実験 ! で の る 。 の 王 了 は つて る ぁゃ 。 両 10 
問 東 卵 の 間 に 有 意 差 は み ら れ な い 。 し た が つて と の ょ う 3 Ep: 
| 半 0 





な 附 着実 験 に お いて ぁゃ , 私 の 方 法 に ょ つて 処理 し た 豚 遇 3 


東子 宮内 族 は ,“ 芝 便 中 の 信 取 罰 の 代り に 充分 使用 で き 上 Me 3 
る も の と 考え られ る 。 よ つて 以下 の 実験 に お いて は , す べ が つの ca 導 


横 二 は 1 個 の 土壌 粒子 に 附 落 し た 躍 氏 た 数 , 縦 軸 は 天 








て こと の 浸 潰 液 処 理 虫 卵 を 単独 に 使用 し た 。 一 つ に は 材料 更 卵 を 附 落し た 土壌 粒子 の 数 , 映 虫 卵 # よ び ビ ニー 
入手 の 合 官 上 か ら , 二 つ に は 観察 に 具合 が ょ いか ら で も ル 球 の 浮 漠 流 濃度 は 共に 約 15,000 個 /cc 
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め る 。 

(3) 顕 東 久 対 土壌 粒子 の 附 着 に お いて , 斑 昌 卵 自 
身 の 附 着力 より も な しろ 土壌 粒子 の 吸着 力 の 方 が 主役 を 
果して いる の で は な いか , と の 見 方 も 一応 成り立つ と と 
nk 
た な い ビ ニー ル 球 を 使用 し て , 実験 方 法 
5 に より 同じ く 示 0 に 対す る 附 着実 験 を 試み , 顕 虫 
卵 を 使用 し た 場合 の 成績 と 対比 し た の が , 第 3 図 で あ 
る 。 と の 結果 に よれ ば , 顕 虫 卵 は ビニ =ー ル 球 の Y >10 倍 

も の 附 着 状況 た 示 し て いる 。 即ち 騙 昌 卵 が 土壌 粒子 に 
着 す る 際 に は , 土壌 粒子 の 吸着 力 よ り も , 昭 虫 卵 自 身 の 
附 着 カカ が つよ く 働 く と 考え られ る 。 環 貝 卵 側 か らち みた 附 
着 率 に 対し , 土 譲 粒 子 の 粒 径 お よび 質 は ほとん ど 影 響 し 
な い , と いう 実験 (1) の 結果 も ぁ , と の と と を 裏づけ る 
あの で あろ う 。 

(4) 実験 (1) に お いて , 土壌 粒子 の 質 は , 名 虫 
卵 出 か ら み た 附 着 率 に 影響 し な か つた が , と れ を 土壌 側 
か ら み る と どう で あろ うか 。 実験 方 法 b に よ つ て と の 点 
を 調べ て みる と , 第 8 図 の ょ うな 結果 に な る 。 即 ちと の 
成績 に よ つ て も , 壌 土質 か 粘土 質 に よる 差 は みみ られ な 
い 。 な お と の 実験 に お いて , 顕 虫 卵 浮 灘 液 の 濃度 が 異 る 
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第 3 図 土 雷 側 か らち みた 六 原 Ar( 壌 土質 ) よび 
六 原 B。 (粘土 質 ) 区 対す る 銅 忠 卵 附 藩 伏 態 の 比較 


横 軸 は 1 個 の 土壌 粒子 に 附 落し た 昌 卵 数 , 縦 軸 は 映 
是 卵 を 附 着 し た 土壌 粒子 の 数 , 撤 布 し た 遇 虫 卵 は 浸 
潰 液 処 理 昌 卵 を 使用 












場合 を 比較 し て みた が , 濃度 の 高い も の の 方 が , 土壌 迷 
子 1 個 当 り の 附 着 数 が 多い 。 こ とれ は 附 着 の チャ ンス の 賠 
題 で あり , 当然 の 結果 と 考え られ る 。 

(5) 実験 (1) に お いて , 土壌 粒子 の 粒 径 も , 句 
虫 卵 昌 か ら み た 附 着 率 に 影響 し な か つた が , と れ を 土壌 
側 か ら み た 成績 は 第 2 図 に 示さ れ て いる 。 即ち 粒 径 の 大 
きい 方 が , 土壌 蘭子 1 個 当 り の 附 着 数 が 多い と いう 結果 
を 示し て いる 。 と れ も ま た チ ヤ ンス の 問題 と し て 当然 考 
えら れる と と ろ で あろ う 。 

(6) 顕 由 卵 よ り 小 さい 灯 径 の 土壌 粒子 の 和 昌 卵 に 対 
する 態 度 を , 実験 方 法 b に より し ら べ た と と ろ , と これら 
の 土壌 粒子 は , 貝 卵 の 全 表 面 に 塗布 され た よら に 密集 し 
て いた 。 

考 投 

以上 の 実験 結果 を 和 合 し て 考察 し て みる と , つぎ の ょ 
うな 結論 に 到達 する 

i。 覆土 析 子 に - よ く 附 着 す る 

呈 . これ は 具 自身 の 月 着力 に よる も の で ある 。 

毅 . と の 顕 昌 卵 の 附 着力 に 併せ て , 土壌 粒子 と の 接触 
問 度 が 附 着 の 多少 に 影響 する 。 

な お と の 附 着力 の 本 体 に つい て は , 上 虫 卵 午 白 膜 の 騰 
な 物理 性 状 に 由来 する も の と 考え られ る 。 実際 上 

に お いて , 例え ば 耕作 地 に 加 由 卵 を 含ん だ 人 糞 肥 料 が 撤 
市 き れ た 場合 な と ど で は , 土壌 と 銀 虫 卵 の 関係 を , と の 実 
験 の よう な 規格 的 な 要因 で 解析 する と と は 勿 葵 で き な い 
わけ で , 複 雑 な 諸 条 件 が 当然 介入 し て くる で あろ う 。 と 
れ ら の 諸 条 件 に つい て は , 改め て と > に 列挙 し て みる ま 
で も ある まい 。 し か し な が ら と れ ち の 場合 に お いて も 。 

上 記 の 実験 的 結果 は 基本 的 に 満足 され る も の と 考え て 
さしつかえ な いで あろ う 。 さらに 重要 な 問題 は , 土 嬢 粒 
子 を rd た 鯛 昌 卵 が , その ま ゝ 風塵 に な り 得 る か どう 
みか, また は 容易 に 離 れ て 単独 に 行動 きせ られ る も の か ど 
NR と と で あろ う 。 と の 問題 を 解決 する た め に 所 
は , 顕 貝 卵 の 土壌 粒子 に 対す る 附 着力 の 強 き を 知る と と 
が 必要 と な つて くる 。 と の と と に に ついては, . 稿 を 改め て 


論 及 する つも り で ある 。 
要 約 
実験 的 に みて , Pear ト く 附 着 す る 。 と 
れ は 軌 虫 卵 自 身 の 附 着 カカ に よる も の で ある 。 


PaworHos ま さか 
きま し た 予 研 符 生 虫 部 長 小宮 博士 に 心から の 感謝 を 捧げ 
ます と 共に , 土壌 を 分 与 頂き まし た 共 林 省 農 業 技術 研究 
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東洋 毛 様 線 虫 Morevetesrs4 oz2e72 が s) の 宿主 に 

及ぼ す 影 響 は 第 一 に 胃腸 症状 が ぁ を る 。 と れ は 大 く 
は 近藤 (1918, 1986) の 報告 が か あり, hate 
財津 (1957), 浅利 (1958) ら の 報告 が ある 。 双 別に 宮川 
(1954 a, b) は 質疑 応答 の 記事 で 経験 を 述べ て いる が , 
同様 に 胃腸 症状 が 起り 易い と と を 述べ て いる 。 

と の 外 に 血液 系 え の 影響 に つい て Craig 和 Faust* 
(1951) が その 著書 で 77zzos み oxgys 属 の 吸血 及び 毒 
作用 を 述べ く て おり, その 根拠 は Lie (1947) ちの 報告 に 

一 方 東洋 毛 様 線 虫 の 寄生 に ょ り 委 血 が 起 る 
か に つい て , 宮川 は 多数 寄生 者 で は 釣 虫 症 に 似 た 症 
を 呈す る と いい , 清 利 ら (1958) の 報告 で は 軽度 な が 

ら 矢 張り 貧血 が 起 る と いつ で いる 。 

私 達 は 機会 " 但 て 東洋 所 様 線 貞 単 独 害 生 者 を 多数 調査 
た 。 私 達 の 調査 で は 
如何 な る 寄生 躍 卵 も 発見 出来 な い 所 調 非 寄生 者 を 同時 に 
多数 調査 し て 症状 分 析 の 対照 と し た 。 但 し 両 群 共 問 診 
び 臨 床 検査 か ら 認 む べき 他 種 疾患 の な いも る の の み を 取扱 


9 た 。 


「 ー テ ea ) ロロ A に こ か プー うこ 
し た の で , と ゝ 生 す る と と に し 


ーー すう る こと 


調査 対象 と 調査 方 法 


調査 対象 : 昭和 80 年 8 月 上 旬 , 山形 県 酒田 市 北平 田地 
区 の 農業 専従 者 より 男性 , 20<70 才 , 342 名 を 任意 抽出 
法 に より 選び 出し て 調査 し た 。 被 検 者 は 同一 家族 より 1 
名 で , 全く 例外 的 に 2 名 の 家族 が 数 組 発見 され た 程度 な 
の で , 感染 の 家族 集積 性 及び 症状 に 及ぼ す 素 因 の 影響 等 


*TATSUSHI ISHIZAKI, * HARUHIKO KUTSUMIL 
*SUMIKO YASUDA 鐘 禁 TATSUO SANO: Ciji- 
nical studies on irichostrongyliasis *Department 
of Parasitology、 National Institute of Health、To- 
kyo ** Institute for Labour Science, Tokyo) 


は 一 応 考慮 外 に お いて よい と 思わ れる 。 

ト 上 記 の 対象 の 検便 は 厚生 省 寄 生 和 虫 検査 指針 (1955) に 
ぶり 直接 塗 抹 3 枚 法 及 び 飽 和食 塩水 浮 灘 法 で 検査 し た 。 
結果 は 東洋 毛 様 線 到 卵 陽性 174 例 (512) で , その 内 単 
独 寄生 者 69 名 を 得 た 。 又 如何 な る 取 卵 も 発見 出来 な か つ 
た 下 卵 陰性 者 は ふ 70 名 て か ら た 。 

私 達 の 研究 の 対象 は と の 東洋 毛 様 線 虫 単独 寄生 者 69 名 
と 。 と れ の 対照 と し て 如何 な る 東 卵 き 陰性 の 男性 70 名 で 
ー 群 と 略記 す ) で ある 。 な お 東洋 毛 様 線 昌 寄 生 者 は 直接 
沙 抹 法 及 び 飽和 食 信 水 浮 流 法 共に 虫 卵 陽性 者 を 濃厚 感染 
者 群 ( 填 群 と 略記 ), 藩 抹 法 で は 陰性 で ある が 浮 灘 法 で の 
人 の 者 を 軽 感染 者 群 和書 に 分 類 し て 比較 し 
た 。 壮 群 は 31 名 。 十 群 は 88 名 で ある 。 

臨床 検査 事項 : 自覚 症状 と し て 肝 量 , 動 翌 又は 息 切 
れ , 腹痛 , 他 覚 症状 と し て 浮腫 ( 礎 骨 上 ), 尿 中 ウロ ビリ 
クー ゲン 反応 CEhrlich 試薬 )、 尿 蛋 白 反 応 (ズル フォ ・ 
サリ チル 酸 反応 ), 血液 比重 (硫酸 銅 法 ), 赤血球 沈降 束 
度 1 時 間 平 均 値 , 好 酸 球 数 名 ( 塗 抹 標 本 , ギー ム サ 染 色 
), 網状 赤血球 数 % 〈 塗 抹 標 本 , プリ ラン ト ・ ク レジ ー ル 
ブラ ウ 和 染色, ギー ム サ 後 染色 ), 最大 血圧 及び 最小 血圧 
(mmHg) を と りあ げ , と れ ら の 事項 を 調査 し た 。 と れ 
ら の 事項 は 一 応 身体 諸 機能 に 関連 の ある も の で ある 。 


調査 成績 


1. 自覚 症状 各 群 別 (一群 , 十 群 , 革 群 ) に 成績 を 
集計 する と 第 1 表 上 欄 の 通り で ある 

肘 時 ・ 六 現 事 は 3 群 共 星 く 同 事 差 が な い 。 対照 で あ 

る 一 群 で すでに 高 率 (原因 は 追求 し て な い ) な の で 正 間 
に は 寄生 と の 関係 を 調べ られ な い 。 

明 4 eo 元 来 分 け て 考え る べき で ある が 問診 

徹底 を 欠い た と と と 循環 系 不安 定 症状 と 認め 得る と 

の た め に 一 括 し た 。 と の 人 鞭 現 事 は 一 群 と 寸 群 で は 差 が 




















あり 寺 群 が 多く な つて いる 。 と れ を カイ 2 乗 検定 で 調べ 
る と その 有意 性 の 危険 率 は 5 以下 で あつ た 。 レ か し 一 
群 と 十 群 と の 間 の 差違 は 僅か で 検定 し て 2 
NO そ と で 濃厚 感染 者 ( 填 群 ) だ 
け に 増加 が 認め られ る と 言い 得 よ う 。 

腹痛 : Ch で ある が 問診 を 主 と 上 した の で 
明確 を 欠く 場合 も ある た め に 腹痛 で 一 括 し た 。 と の 発現 
率 は 一 群 に 比較 し て 十 群 も 症 群 も 共に 増加 し て いる 。 そ 
し て と の 場合 は 十 群 と 填 群 間 の 差違 は 僅少 で , カイ 2 乗 
検定 を し て も ゃ も 差 の 有意 性 の 危険 率 は 10% 以 上 に な り 有 意 
と は 言い 難い 。 そ と で 両 群 を 併合 し て 虫 卵 陽性 群 と する 
と , と の 場合 虫 卵 陽 性 群 と 和 卵 陰性 群 (一 群 ) の 症状 発 
現 率 の 差違 は 上 記 の よ うに 検定 し て 5 旬 以 下 の 危 険 率 で 
有意 ご ある 。 

2。 他 覚 所 見 集計 し た 成績 は 第 1 表 中 欄 の 通り で あ 
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第 1 表 東洋 毛 様 線 虫 に ょ る 症状 発現 率 








8 陰性 十 症 
寺 こ ん 数 70 38 31 





調 

実 数 25 12 10 
SO ke 百分比 36 刀 32 33 多 
区 実 数 10 7 7 * 
症 tocioe 百分比 15 多 18 23 多 
実 数 19 15* 12* 
Eh 百分比 27 40 38 狐 

















り 9 フ ノー ゲン 碧 分 比 3 多め 5 多 3 
氷 徐 自 実 数 4 4 2 
見 百分比 6 10 7 
の に 坪 1 
他 百分比 3 多 0 3 多 
血 血液 比重 平均 値 1.053 1.054 1.054 
液 赤 索 値 平均 値 mm 提 7.8 6.4 1.054 
所 好 酸 球 平 均 値 々 2.2 2.0.。 -2.6* 
見 綱 状 赤血球 平均 値 多 3.5 4.3 4.9* 
血 


最大 0 歳 以上 mm/Hg 146 142 137* 
炉 圧 440 拓 ド / 146 128 124 

最小 /49 歳 以 上 mm/Hg 89 90 91 
圧 碧 圧 Mo 歳 以 下 / 78 78 77 





証 陰性 は 各種 虫 卵 全部 陰性 。 十 は 浮 洪 法 陽性 , 
廿 は 塗 抹 ・ 浮 渡 両 方 陽性 
* は 差異 が 認め らち れ た 項目 








尿 所 見 : タロ ビリ ノー ゲン 反応 陽性 者 は 少数 で 3 群 間 
と 有意 差 を 論ずる 程度 に 至ら な い 。 硝 蛋白 反応 は 前 者 よ 
りや ゝ 高い 出現 事 で ある が 3 群 間 に 差 條 が 認め られ な い 
(カイ 2 乗 検定 , 危険 率 102 以 上 )。 

浮腫 : 十 群 に な く , 一 群 と 填 群 に 見 ちら れ た が 少数 で あ 
つて 3 群 間 の 有意 性 を 論ずる 程度 に 至ら な い 。 

血液 比重 : 各 群 の 平均 値 が 同一 で 差 が な 

赤面 球 沈降 速度 1 時 間 平 均 値 : 各 群 で の 平均 は か えっ 
て 一 群 に 高く 出 た が , と の 分 布 型 は 指数 型 を と る た め 量 
検定 (北川 ・ 増 山 。1952) を 利用 し て 調べ る と 3 群 間 の 
差違 は 有意 で は な い (危険 率 202% 以 上 )。 

好 酸 球 多 : 平均 値 は 填 群 に や ゝ 多い 。 そ と で 横 軸 に 好 
酸 球 数 を と り 縦 軸 に 頻度 多 % を と つて 十 群 の 分 布 を 同一 
SG こ 両 群 に 殆ど 差 が 
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第 1 図 好 酸 球 数 及び 綱 状 赤血球 数 の 出現 疾 度 
〇 印 は 廿 群 , メ 印 は 対 脱 群 


綱 状 赤血球 数 % : 平均 値 は 十 群 , 寺 群 共に 一 群 に 比較 詳 
し て 増加 し て いる 。 そ と で 一 群 と 填 群 に つき 第 1 図 ( 下 計 
の ょ うに し て 鎖 度 分 布 図 キ 作 つ て みる と , 填 群 は 増加 痢 寺 
た 含む 率 か 多い よう に 見 える 。 上 記 好 酸 球 数 も 綱 状 赤 画 議 


球 数 も 推計 学 的 検討 は し な か つた 。 


3. 最大 正 圧 第 1 表 に に ふる と 最大 血圧 の 交 作 は 0 軸 
以上 の 群 で 感染 江 度 に 比例 し て 低下 し て いる 。 と れ 結 語 


( 害 生 中 学術 馬入 7 券 ・ 策 5 すす 
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果して 東洋 毛 様 線 虫 の 影響 に よる も の で あろ うか 。 と 
れ を 検定 する 為 に は 複雑 な 因子 を 考慮 し は けれ ば な ら な 
い 。 最大 血圧 は 年 令 と 共に 増加 する 傾向 が ある 。 し か し 
平尾 (1957) は 年 令 を 一 定 に し た 場合 は 近似 的 取扱 を すれ 
ば , その 分 布 は 対数 正規 型 を と る と と を 認め て いる ( 正 
確 に は 正常 血圧 群 と 高血圧 群 の 混合 し た も の )。 そ と で 
年 令 Wo , 最大 血圧 の 対数 を 横 軸 に と る と , 測定 値 
の 分 布 は 年 合 の 若い と と ろ を 要 と し た 扇状 分 布 と な る 

達 の で も と の 相関 図 は 扇状 CX 印 ) を 呈し た (第 
2 図 )。 最大 血圧 分 市 は と の ょ うか な 法則 で 変化 する の で , 
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喜 大 血圧 (対数 値 ) 

第 2 図 東洋 毛 様 線 虫 感染 と 最大 血圧 (対数 値 ) 
メ 印 は 対 妥 群 , 代 印 は 廿 群 


年 合 と 最大 血圧 の 相関 図 に お いて 回 帰 直線 を 考え て みる 
避 帰 直線 を 決定 する に 先立ち , 私 達 の 測定 成績 で ま づ 
寺 と 年 令 間 の 相関 係数 を 調べ な けれ ば な ら な い 。 
そこ で 測定 値 を 年 令 は 5 才 間隔 10 階 級 . 血圧 対数 値 は 
0.030 間隔 11 階 級 に 分 け て 相関 係数 ( r ), 相 関 比 (3) 
を 計算 し た て 高橋 ・ 土 肥 , 1959)。 

ェ ー 0.441, ュー70, 9?。 ェ 王 0.265, F。 王 2.128, 
(0.05) =1.97, 即ち 両者 間 の 相関 ほ 52 2 以下 の 外 険 
で 有意 で ある 。 

次 に 上 記 の 成績 か ら 回 帰 直 線 を 考え て よい が どう か を 


調べ る と 。 ーー で 。 NRN-K 
凍 べ る と 。 エーーー ・ 表 2 0・『281( 但 し 表 は 血 


圧 分 類 の 階級 数 ),F%0.05) 2.01 F。>F% で 直線 性 
を 否定 出来 な い 。 そ と で 次 に 4 マ , の z。 の ヶ を 求め , * ど 
れ よ り y の x に 対す る 回 帰 直線 を 求め る と 回 帰 方 程 式 


は 





y ニ 0.00255 x 填 2.018 
る 。 と れ は 第 2 図 に 画 入 れ た 回 喝 直 線 で ある 。 こ と れ 
小 自 乗法 の 理論 で 測定 値 の 分 布 を 等 分 する 箸 で あり 
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実際 も る その 通り で あつ た 。 

次 に 問題 の 廿 群 の 最大 血圧 を 対数 値 に こし て 第 2 図 ( 信 
印 ) に 記入 する と 一 群 で の 回 帰 直線 の 右側 に 16, 左側 に 
15 で 同等 の 分 布 し て いる 。 と の と と は 一 群 で の 回 帰 直線 
が 填 群 に も 妥当 で ある こと と を 示す 。 一群 の 回 帰 直線 と 填 
群 の 回 帰 直線 が 一 致す る こと は 両 群 の 最大 圧 分 布 が 同 
ーー で ある と と を 証明 する 。 即ち 第 1 表 で の 差異 は 見 か け 
上 の も の で あつ た と と が わか つた 。 即ち 東洋 毛 様 線 昌 感 
染 は 血圧 に 影響 が な い 。 

最小 血圧 : これ は 矢 張り 3 群 間 に 全く 差異 が 認め られ 
な か つた 。 


考 投 

臨床 症状 を 云々 する 場合 に , 殊 に ある 病気 に 特有 な 症 
状 で な く 一 般 的 に 発現 する 症状 を 分 析 す る 場合 に は , 目 
的 と する 病気 を も つて いる 患者 だ け の 症状 分 析 で は 受 当 

を 欠く 場合 が 多い 。 東洋 毛 様 線 虫 に ょ る 臨床 症状 の 分 析 
te ーー 
性 者 70 名 を 選び 出し , これ を 東洋 毛 様 線 東 感 染 者 に 対す 
る 対照 群 と し て , と れ に る 全く 同様 の 調査 を 行う こと に 
より 症状 発現 束 の 差 暴 を 検討 し た 。 今 衝 の 報告 で も 対照 
群 に つい て 調べ て いる が その 数 が 極め て 少数 で ある (《 例 
数 名, 浅利 ) 。 そ と で は 充分 な 比較 を 行う こと は 困難 
で ある 。 

と の 様 に し て 対照 群 と 東洋 毛 様 線 東 感染 者 群 で の 症状 
発現 事 を 比較 し た 結果 , 自覚 症状 で は 動 翌 又は 息切れ , 
腹痛 が 増加 する 事実 を 認め た 。 好 酸 球 数 は 殆ど 差 が な く 
綱 状 球 数 増加 は 軽微 ご あつ て 検定 の 対象 と は 不 売 人 
で あり , 増加 傾向 を 有する や 否や の 疑問 を 抱く に 止ま つ 
た 。 一 見 券 の ある 如く 思わ れ た 最大 血圧 の 低下 は 分 析 の 
結果 で 基 の な いと と が 判明 し た 。 

と の よ うに みて くる と 一 見 東洋 毛 様 線 虫 に よる と 思わ 
れる 症状 も 否定 され て くる 場合 が ある 。 し か し どの よう 
に し て 得 た 結果 か ら 推 察する と 東洋 毛 様 線 虫 寄生 に より 
私 達 の し らち べた 限り で も ゃ 二 三 の 症状 が 発現 する と と が 実 
誕 さ れ , 私 達 は 先 人 諸家 の 報告 を 再 確認 する と と に な つ 


た 。 
要 約 


昭和 380 年 8 月 上 旬 , 山形 県 酒田 市 北平 田地 区 農民 男性 
842 名 を 検便 し , 如何 な る 上 息 卵 も 陰性 者 (一群 ) 70 
名 , 東洋 毛 様 線 虫 単独 感染 者 69 名 を 得 た 。 こ とれ ら に 自覚 
症状 ( 動 怪 肥 は 息切れ , 睦 基 腹痛 ), 他 覚 定 状 (浮腫 
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硝 蛋 白 反応 。 尿 ウロ ビリ ノー ゲン 反応 , 血液 比重 , 赤面 
球 沈降 速度 , 血 中 好 酸 球 及 び 網 状 赤血球 数 , 最大 血圧 , 
最小 区 圧 ) を 調査 し た 結果 , 対照 群 と 比較 し て 動 怪 肥 は 
息切れ , 腹痛 の み が 有 意 な 差 が 認め られ た も の で 好 酸 球 
数 と 網状 赤血球 数 は 分 布 型式 を みる と 寄生 群 で は 増加 者 
が 対照 より 多い ょ うに 思わ れ た 。 

最大 血圧 は 見 掛 上 低下 の 傾向 が あつ た が , 分 析 の 結果 
否定 され た 。 3 

終り に 臨み 御 校 開 を 賜 つ た 予 研 寄生 躍 部 長 小宮 義孝 博 
士 に 深 謀 する と 共に , 御 援助 御 助言 を いた ゞ いた 東大 物 
療 内 科大 島 教 授 , 労 研 楠 博士 , 大 島 博 士 そ の 他 に 感謝 い 
た し ます . 本 論文 は 昭和 32 年 9 月 第 17 回 日 本 寄生 虫 学 
会 東日本 支部 大 会 に 発表 した. 
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Sunmmary 

Sixty-nine cases of 77zcZos/Z の gkS 07267277s 
carriers and 70 cases of non-carriers Were detected 
by several fecal examinations on randomized 342 
DersonS in an area of Yamagata Prefecture. 

On this survey, the subjective complaints such as 
palpitation, stomachache, and digginess, and the 
physiological findings such as protein and urobilinogen 
test in urine, edema, Specific gravity of blood, eosino- 
phyjic cell, reticulocyte and blood pressure were 
reSerched. 

Palpitation and stomachache were observed to be 
increased in the Trichostrongylus carrier, aS COm- 
pared with the non-carrier. 

In the carrier eosinophyHic cell and reticulocyte 
were observed to be slightly increased. 

Means of the maximum blood pressure of the Tri- 
chostrongylus carrier were lower than that of non- 
carrier, The difference above mentiontioned, how- 
ever, iS not significant statisticallY. 
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水田 中 に 殿 尿 と と も に 撤 布 きれ た 顕 虫 卵 の 


命 に 関す る 研究 






相 崎 徳 治 郎 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 忠 部 埼玉 県 庁 衛生 部 医務 課 
(昭和 33 年 2 月 15 日 受領 ) 


虫 の 感染 経路 に 関す る 研究 に 関し て は , 従来 多く の 
業績 が あり , こと れ に 関連 し て 土壌 中 の 上 虫 卵 の 運命 に 関 
し て も ゃ 多く の 研究 が ある 。 

し か し と れ ら は 主として 実験 的 に 土壌 上 に 撤 布 され , 
な いし は 畑 土 中 に お ける それ の 消長 に 関す る も る の で あつ 
て , 水田 中 に 撤 布 され た 虫 卵 の 運命 に 関す る 文献 は き 
わ め て 少 い 。 

一 方 本 邦 に お いて は , 地域 に より 水田 中 に 下 肥 と し て 
人 尿 尿 を 搬 布 す る 風習 の ある と と ろ が あり , か か る 毅 虫 
族 の 運命 加 全 は 。 疲 学 才 上 ゆる が せ に で き な い 問題 で あ 

よ ょ つて 私 は , 水田 中 に 下 肥 を 搬 布 す る 状態 に つい 
て , いさ さか 調査 を 行う と 同時 に , 実験 的 に 水田 中 に 人 
と と も に 顕 虫 卵 を 搬 布 し , 年 余 に わた つて その 運命 
自 跡 し て みた 。 以下 それ ら の 調査 研究 の 結果 を 報告 す 
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水田 に 対す る 人 礎 尿 の 搬 布 に つい て 
埼玉 県 の 東部 地方 , すなわち 北 埼玉 郡 , 南 埼玉 郡 , 北 
葛飾 郡 地 方 は 低 田地 帯 で 水田 が 極め て 多く , イネ 作 の 肥 
料 と し て 人 必 尿 を 水田 に 施す 習慣 が ある 。 い まそ の 歴史 
を 遡 つて 調べ て みる と , 昭和 10 年 前 後 , 当時 東京 市 に お 
いて は , その 急増 する 人 口 と 伴う 人 尿 の 処分 の 一 方 策 
て , その 農村 恒 元 を 計画 的 と 遂行 する 計画 を た て た 
ある 。 す な わ ち 東京 市 を 中 心 と し て , 半径 約 10 里 の 
』 を 相 定 ! と の 円 内 に お いて , 市 の 人 必 尿 を 受入 れる 
Cc 震え し ミ の 上 に ー を の 
本 助 金 ケ え , と れ が 完成 し た 地域 に は 計画 的 に 市 の 殿 
TOKOT IRO AIZAKT : Studies on the fate of ascariS 
ova distributed into the rice paddies with the night- 
Soil (Department of Parasitology, National Ins- 
titute of Health, Tokyo 錠 the Medical Affairs Se- 


ction, Public Health Department, Saitarmna Prefectu- 
Tal Government) 
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尿 を 連続 的 に 供給 する 計画 を た て た 。 当 時 か ょ うな 市 の 
対策 に 呼 広 し た の は , 主として 埼玉 県 の 南部 , 神奈 川 の 
北部 ,。 お よび 千葉 県 の 西北 部 の 諸 地 域 で ある が , 特に 埼 
玉 県 南部 地域 に お いて は , 市 と の 間 に 江 戸川, 中 川 を 通 
じ て の 舟運 の 便 の ある と と ろか ら , か よ ょ うな 共同 貯溜 醒 
の 建設 は 全域 的 に 行わ れ た も の の 如く で ある 。 

いま か か る 1, 2 の 地区 に お ける 殿 尿 の 電 給 状況 を 見 
る に , た と えば 神奈川 県 川崎 市 登戸 地区 に お いて は 今 
な お 当時 設立 し た 殿 尿 貯溜 槽 が 各所 に 保存 運営 され つつ 
あり , て の 地方 で 用 いる 肥料 の 大 半 は 之 を 東京 都 お ょ 
び ぴ 川 崎 市 より 搬出 され る 尿 に 頼 つ て いる 現状 で ある 。 
当地 域 に あつ て は , か つて は 主として 世 田 ヶ 谷 区 , 目 暴 
区 方 面 の 尿 尿 を 手 車 , 牛車 等 に ょ つて 運搬 し て いた が , 


現在 で は 主 と ! MD トラ ッ ク で 之 が 運搬 に 
を SS 搬入 きれ た et 畑地 , 梨 , 桃 な どの 
に tre し る が , 又 水田 え も 施肥 され る 。 水 


田 え の 施肥 は も つば ぱら 水田 耕 半 後 , 一 監 に 水田 に 撤 布 き 
れ , その 後に 田植 を 行う の が 当地 方 の 習慣 と な つて いる 。 

また 例え ば 埼玉 県 の 江戸 用 , 中 川 の 流域 に 位 す る 北 葛 
飾 , 南 埼玉 の 各 郷 村 に は , ほとん ども れ な く か か る 共同 
貯溜 槽 が 設置 され て お り , 東京 都 よ り の 民 尿 の 運搬 は , 
と の 地区 で は 専ら 以上 の 衝 河 川 を 通じ て の 舟運 に よ つ て 
いる 。 す な わ ち 船 は 特別 の 尿 尿 運搬 船 が あり , 之 に より 
尿 尿 は 主として 早朝 時 と れ ら の 地区 に 運ば れる 。 運 ば れ 
た 殿 尿 は 河岸 の 筆 泊 地 よ り 農 民 の 手 に より , 主として すり 
アー ・ カ ー レ よっ て 時 潤 模 まで 運ば れ 。 一 日 と と と 肝 基 
され た 後 , 各種 作物 の 下 肥 と し て 施さ れる 。 水田 に 対す 
る 施肥 と し て は , や は り 主 と し て 田 稚 前 , 森田 を 耕 起 , 
水 入 れ 以後 の 時 期 で ある が , また し ば し ば 田植 後に も 直 
接 搬 布 が 行わ れる 。 また 当地 方 に お いて は 水田 の 裏 作 
と し て ムギ 。 バレ イシ ョ , ナタ ネ 等 を 栽培 す る と と ろ 
も あり , か か る 作物 に も 必要 に 応じ て 下 肥 は 施肥 きれ 
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実験 的 に 水田 に 撤 布 さ れ た 床 尿 中 の 
銀 虫 卵 の 時 間 的 観察 

実験 方 法 

1) 実験 田 と 殿 尿 の 搬 布 

実験 田 : 実験 田 は 埼玉 県 行田 市 郊外 で 周囲 に は 畑地 が 
な く 水 田 の み の と と ろ で ある 。 水田 の 中 に 更に 1 坪 程 度 
の 広 さ を 鞭 を も つて 囲ん だ 。 そ し て と の 中 に 尿 を 提 布 
し た 。 対照 と し て 尿 を 搬 布 し な い 対照 水田 を 近接 し て 
同様 に 設け た 

撤 布 尿 尿 : 撤 布 尿 尿 と し て は , 了 予め 糞便 検査 た より そ 
の 家族 の 大 多数 が 照 虫 卵 を 保有 し て いる 一 農夫 家族 の 排 
准 尿 を 用 いた 。 な お 搬 布 尿 尿 は 撤 布 に 先立つ て 之 を 検 
し , その 中 に 多数 の 顕 虫 卵 を 含有 せる 事 を 確認 し た 。 

拉 布 前 後 の 水田 の 一 般 状況 : 実験 田 は 他 の 水田 と 同様 
6 月 28 日 イネ の 植付け を 行い , 7 月 6 日 及び 7 月 20 晶 
に 除草 を 行 つ た 。 同 21 日 , 実験 的 尿 尿 搬 布 に 先立つ て , 
実験 田 の 土壌 70g (乾燥 約 86 g) を 検査 し た と と ろ , 仔 
虫 包 蔵 罰 2 , 桑 実 期 卵 1, 変性 仔 虫 卵 1 を 認め , と れ ら 
- は 過去 に お いて 搬 布 され た 齋 尿 内 の 由 卵 が 残存 せる も の 
と 考え られ た 。 そ と で , 以後 の 試験 に お いて は 対 脱 水 田 
の 土壌 を も 併せ て 検査 する こと と と し た 。 

7 月 29 日 対照 水田 は その まま と し , 実験 田 の み に 顕 虫 
卵 を 有する 家族 の 5 日 間 の 殿 尿 混合 物 約 $ 貫 え を 充分 に 
携 振 し て 撤 布 し た が , 可 成 り 大 き な 糞 塊 も 認め られ た 。 
な お 撤 布 尿 の 一 部 を 採り 検査 行 つ た が 何れ も 限 卵 は 
単細胞 の も の で あつ た 。 

10 月 27 日 イネ 旬 り を 行 つ た 。 翌年 4 月 18 日 荒 起 し , 6 
月 15 日 耕 奈 , 6 月 28 日 再び イネ を 植付け た 

農耕 は 全て 一 般 水田 1 に 行 つた が , 作業 に より 邊 
罪 が 他 ょ り 持 ちと まれ た り , 又は 他 に 持ち と まな いよ ょ 2 う 
に 注意 し た 。 

2) 観察 の 期間 及び その 頻度 

ーー ジー 0RcD LSW 
で , 銀 察 の 頻度 は , 最初 の 問 は 艇 ね 1 週間 , 未 期 に は 概 
ね 1 カ月 内 外 の 間隔 と し た 

8) 上 幸 採 取 の 方 法 及び 採取 土壌 量 

の お 人 さ し た が 。 
凍結 , 四 柱 等 の あつ た 時 及び 荒 起 し 以後 の 採取 に あつ て 
は 出来 る 夫 け 注意 し て 旧 土 表 履 の 採 取 に 心 か け た が と 

の 場合 に は 必ず し ゃ 表層 部 の 土壌 の み と は 云い が た く , 
ある 程度 深部 土壌 の 混入 は 防ぎ 得 な か つた 。 

採取 及び 検査 土壌 量 : 1 回 に 採取 し た 土壌 量 は , 実験 
田 に あつ て は 大 約 10 8, 対照 水田 て は 大 約 808 で あつ 
た 。 検査 土壌 の 重量 は 採取 土壌 の 一 部 を 遠心 沈 激 後 その 


乾燥 量 と し て , とれ を 表示 し た 。 即 ち 乾燥 器 で 乾燥 後 
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を 笠 量 し , その 重量 よ ょ り 乾 燥 量 を 換算 し た 。 

4) 虫 卵 の 募集 : 土壌 中 の 虫 卵 の 慕 集 検出 は , 従来 は 
重 ク ロム 酸 ソ ツー ダ , 硫酸 亜鉛 , 硫酸 マグ ネ シ ウ ム な どの 
高 比重 液 を 用 いて の 浮 灘 法 が 用 いら れ て いる が , 私 は 同 
時 に 蛋白 膜 の 汚染 を 除く 目的 も あつ て , 次 の 方 法 を 行っ 
た 。 

すなわち 採取 し た 土壌 中 の 粗大 な 次 雑 物 を と り の ぞ き 
5 多 サ ラテ シ 粉 液 の 上 澄 液 を 10 倍 以上 加え , 蛋白 被膜 が 漂 
白 さ れる よう 充分 に 携 振 し, 約 2 mm の メス の 人 金 綱 で 濾 
過 , と れ を 毎 分 2500 廻 転 で 約 5 分 間 速 心 沈 油 し た 。 こ の 
サラ シ 粉 液 で 処理 遠心 沈 油 し た も の の 上 湯 液 を 捨て , 
沈 注 の 竹 所 より 小型 ビー カー 2 g を 採り 。 スピ ッッ グ 
テス 2 本 分 に 相当 する チオ 硫酸 ソー ダ 液 を 加え 。 ガラ ス 
棒 を 用 いて 携 振 し , と れ を スピッツ グラ ス に 移し 毎 基 
2500 句 転 で 約 5 分 間 遠 心 沈 滅 を 行い , 毛細 ピペット で 深 
液 を 追加 し , 40 分 以上 放置 し た 後 デ ッ キ グラ ス に 由 卵 を 
捕捉 し 検 鏡 し た 。 ビ ー カ ー, ガラ テス 棒 に 残留 叉 は 附 着 し 
て いる 束 卵 を な る べく 少く する た め , ビー カー に スピ ッ 
ツ ッ グ ラス 1 本 分 に 相当 する 落 液 を 加え 上 記 の 操作 を 繰 所 


> 
/ こ の O 


本 実験 に お いて 以上 の 操作 に お ける が 如く , ま づ サテ 
シ 粉 液 を 用 いて 一 旦 彼 白 被膜 を 漂白 し た 上 で , 高 比重 液 
に 浮 済 せしめ る と いう 集 卵 法 を 用 いた 理由 は 次 の 如く で 
ある 。 即ち 便 溜 に 一 旦 貯蔵 され , ある い は 水田 中 に 搬 布 
され た 細 反 天 の 大 部 分 は その 押 邊 が 6 
OR その 内 容 が 判別 し えな い 。 従来 は その 内 容 を 判 克 
する た め 2 に 枝 > の ン 用 いて 彼 白 膜 を 除去 

する 方 法 が と ! いた 。 し か る に 私 の 経験 に よれ ば 
ee 上 卵 の 集 卵 法 を 行 つた 場合 に お いて 
と り も け 研 夏 の 侯 に は , 一 見 箇 自 論 去 し た 央 放 
きわ め て 紛らわしい 下 卵 が し ば し ば 出現 する 。 と の 下 誹 
は その 卵細胞 の 卵 割 の 様相 お よび 融 虫 卵 帝 中 の 最 内 層 に 
相当 する 薄 層 部 を 仔細 に 観察 する と き は , 無 息 白 膜 器 皮 
卵 と の 区 別 は 可能 で は ある が , と の 場合 に お いて と れ を 
確実 に 区 別 す る た め と は , 油 浸 装置 を 用 いる 程度 の 強 倍 
率 を 必要 と する 。 ょ つて 私 は か か る 炉 雑 な 操作 を ま ぬ か 
れる た め 。 和 蛋白 膜 の 有無 に ょ つて 取 卵 の 区 分 を 容易 な ら 
し め ,。 か つと れ を 透明 化す る と と に よ ょ つて, その 卵細胞 

の 発育 程度 を 知り 得る た め に 上 記 の 方 法 を 考案 使用 し た 
の で ある 。 

5) 死 卵 の 判定 基準 
虫 卵 内 容 の 変性 の 度合 が ある 程度 まで 明か な も の を 灰 











ルー て > 


察 す 





女 和 33 年 10 月 (1958)]〕 


て 死 卵 と し た 。 具 体 的 に は i. 虫 卵 内 部 に 腸 肪 位 題 粒 の 
形成 され た も の の , . 内 容 が 崩壊 し て 繊維 謙 の 透明 な 物質 
と な つた も の 。 后 . 卵 細胞 の 収縮 が 著しく , か つ そ の 不 
定 の 部 位 で 陥 流 が 明らか と 認め られ た も の , ijy、 仔 由 期 
の も の に あつ て は 栄養 題 粒 の 消 矢 が 著しく , 不動 か つ 姜 
縮 な いし 透明 化し た も の , 又は その 体内 部 に か な り 大 形 
の 胞 形 成 が 認め らち れる も の 等 を 死 罰 と 判定 し た 。 

実験 成績 

実験 田 お よび 対照 水田 土壌 の 状況 は ほぼ 同様 で あつ 


ルケ 
に 0O 


人 ae 
め , お お むね 9 月 頃 ま で は, 土 表 は 水 で お お われ て お 
・ も の 貫 当 に 坦 ポ し 評 イネ の 生長 に と も な い 
は お お むね 日 陰 と な つて いた の で , 10 月 27 日 イ ネ を 
る まで は , 土 の 表 面 が 乾燥 し た と と は 一 度 も な か 
越え て 11 月 , 12 月 は 降雨 量 が 少な か つた た め 土 の 表面 
本 は 48 
土 表 が 凍結 し , 又は そ と と 算 柱 を 見 た と と も あつ た が , 
有 天 の 時 は とれ ら は 職 放 し 。 土 は は 大 体 に お いて 湿潤 し 
ぉ り , 乾燥 状態 を 示し た と と は な か つた 。 8 月 以後 は 
北幸 8 的 際 二 量 も 多く , 圭 表 上 に し ば 1 し ば 水 の 灘 溜 す る の 
を 見 た が , 反対 に 乾燥 を 認め た 時 期 は 全く な か つた 。 
以上 の 一 般 的 状況 は , 北 埼玉 郡 地方 に 通 有 の 半 
に お いて 人 大 多数 の ふつ う の 水 田 に 共通 する 
記 て 良い で あろ う 。 
D 対 尿 1 の 成績 
照 水田 土壌 の 検査 は ,。 スピッツ グラ ス 1 本 に 適量 の 
地 を と ち : 和議 
拘ら ず , 実験 田 の 土 嬢 検査 と 並行 し て , 検 鏡 し た 。 

と の 結果 は 第 1 表 に 示す ど ご と く で あり , 23 回 検査 を 行 
と の 9 回 に お いて , 顕 虫 卵 が 検出 され た が , 何れ も 
人 

, 仔 虫 期 5 個 ご あつ た 。 検査 成績 か ら 判断 し て , 耕 
\ に ょ り 新た に 他 処 か ら 取 誠 が 持ち と 
つた か っ た と 判断 され る 。 

2) 実験 田 の 成績 

3. 必 尿 搬 布 後 各 時 期 に お ける 下 卵 の 消長 

実験 田 に お ける 急 卵 の 消長 に 関す る 成績 は 第 2 表 の 

如く で あつ た が , いま と れ を 殿 尿 搬 布 後に お ける 客 時 期 
に お いて 忠 卵 の 発育 段階 別 お よび 死 卵 別 に その 消長 を 録 
察する と 次 の 如く で ある 。 

すなわち 殿 尿 搬 布 後 6 日 目 の 検査 ご で は, 全 検 出 卵 の 約 
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第 1 表 対照 水田 に お ける 検出 開 虫 卵 
の 性 状 と その 消長 





土 震 
重量 


観 宗 即 過 単発 育 卵 


細 
"を 年 - 
9 


ド 、 
形 


に 交 : 拓 いい 


時 
時 
期 


半 


月 日 日数 





実 
B 期 期 
1 


ト 5 
ー 


9 1 39.2 





8. 4 
8.11 
8.18 20 
8.25 27 


9 』 34 
9、8 41 
9.16 49 
9.22 55 


10。1 64 
10. 6 69 
10.13 76 
10.20 83 
10.27 90 
11.12 106 
11.26 120 


12.27 151 


1.5 160 
1.23 178 
1.34 186 


2.10 196 
2.25 211 14.0 


4.14 260 14.3 


21 .1 
15.6 
15.6 
11.0 


17.1 
16.2 
16.5 
18.0 


15.0 
13.5 
17.4 
15.0 
16.5 


16.5 
15.7 


15.7 


15.0 
15.0 
16.5 


15.3 
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まれ た と と ば は 先 


5.14 290 1 15.6 
* 搬 布 前 の 状況 





40 多 強 は 多 細 胞 期 まで 発育 し , 18 日 を 経過 し た 検査 時 に 
は わずか な が ら ( 約 8%) 仔 躍 期 に まで 発育 し た も の の 
未だ その 大 部 分 ( 約 90%) は 多 細 胞 期 な いし 魚 麗 期 の 間 
に 止 つ て いた 。 その 後 例 検 出 久 中 仔 虫 期 卵 の 占め る 割合 
は 次 第 に 増加 し , 展 尿 撤 布 後 20 日 目 の も の で 約 152, 327 
MR 

。 55 日 経過 後 ( 9 月 22 日 ) に お いて は , 全 検 出 和 獲 
cf 率 は 50% を 越し て いる 。10 月 1 
日 より 27 日 まで の 間 は , 殿 尿 撤 布 より 64 日 目 な いし 90 晶 
目 に 相当 する が , と の 間 に お ける 仔 東 期 卵 の 総 検出 息 卵 
に 対す る 検出 率 は 最高 79.8% か ら 最低 36.0% の 間 を 往来 
レ , 多 細胞 期 以 下 の 発育 段階 に と ど ま る 貝 卵 は 総数 の 概 








第 2 表 実験 田 に お ける 全 和 観察 期間 中 の 検出 虫 卵 の 性 状 と その 消長 
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観 宗 経過 育 卵 土 震 
単細胞 卵 仔 虫 期 卵 死 卵 合計 重量 
月 日 月 数 分 裂 期 柔 実 期 昭 時 期 g 

7.29 0 128(100.0) 128 
8. 4 6 72( 58.5) 51(41.5) 123 
8.11 13 3( 2.6) 34(29.6) 44(38.3) 24(20.9) 9( 7.8) 1( 0.9) 115 
8.18 20 2( 1.7) 35(30.2) 23Q9.8) 36(31,0) 18 (15.6) 2( 1.7) 116 
8.25 27 5( 4.4) 22(19.5) 29(25.7) 33(29.2) 24 (21 .2) 0 113 
9。 1 34 8( 6.7) 35(29.2) 33(27.5) 19(15.8) 24 (20.0) 1( 0.8) 120 
人 9。 お 41 15( 12.8) 28(23.9) 20(17.1) 28(23.9) 26 (22.2) 0 117 
9.16 49 7( 6.0) 7( 6.0) 19(16.4) 32(27.6) 50 (43.1) 1( 0.9) 116 
9.22 55 0 7( 5.8) 8( 6.7) 34(28.3) 68 (56.7) 3( 2.5) 120 
10.1 64 4( 3.4 9( 7.7) 18G15.4 32 (27.4) 52 (44 .4) 2( 1.7) 117 
10. 6 69 8( 6.6) 21(17.2) 21(17.2) 28(23.0) 40 (36.0) 0 122 
10.13 76 3( 2.4) 11( 8.9) 9( 7.3) 20(16.1) 86 (64.5) 1( 0.8) 124 
10.20 83 0 5( 4.0) 2( 1.6) 17(13.7) 99 (79.8) 1( 0.8) 124 
10.27 90 3( 2.4) 17Gd3.8) 1713.8 34 (27.6) 50 (40.7) 2( 1.6) 123 
7 101 0 5( 4.0) 1915.3) 24(19.3) 71 (57.3) 5( 4.0) 124 
11 .12 106 10( 8.1) 11(8.9) 13(10.5 42 (33.9) 46 (37 .1) 2( 1.6) 124 
11 .18 112 2( 5) 5( 3.8) 8( 6.2) 2216.9) 92 (70.8) 1( 0.8) 130 

7( 3.9) ( 37 (20.7) 130(72.6) 1( 0.6) 179 0.9 



































































12. 4 128 1( 0.5) 7( 3.3) 5( 2.4) 49(23.3) 147,70.0) 1( 0.5) 210 1.0 
12.10 134 2( 1.0) 17(8.4) 16(7.9) 56(27.6) 106(52.2) 6( 3.0) 203 
12.15 139 2( 1.9 8( 7.5) 4( 3.7) 21(19.6) 70 (65.4) 2( 1.9) 107 

12.27 151 3( 2.9) 5( 4.8) 3( 2.9) 18(17.1) 74 (70.5) 2( 1.9) 105 

1。 5 160 1( 0.8) 10( 8.3) 1310.7) 43(35.5) 46 (38.0) 8( 6.6) 121 

1.10 165 6( 3.1) 11( 5.6) 21(10.7) 45(23.1) 102(52.3) 10( 5.1) 195 

1.16 171 5( 2.0) 15(6.0) 23(9.1) 66(26.2) 133(52.8) 10( 4.0) 252 1.0 
1.23 178 5( 4.0) 7( 5.6) 9( 7.2) 32(25.6) 71 (56.8) 1( 0.8) 125 

1.31 186 1( 0.5) 12(5.4) 21(9.5) 53(24.0) 125(56.6) 9( 4.1) 221 

2.10 196 2( 0.8) 12( 4.7) 15( 5.9) 67(26.4) 153(60.2) 5( 2.0) 254 > 
2.14 200 0 6( 5.7) 2( 2.0) 35(33.3) 59 (56.2) 3( 2.9) 105 

2.25 211 1( 0.8) 21(15.8) 23(7.3) 33(24.8 47 (35.3) 8( 6.0) 133 1.0 
3。5 220 5( 1.3) 21( 5.3) 28( 7.1) 64(16.2) 271(68.6) 6( 1.5) 395 1.0 
3.15 230 8( 4.2) 27(14.3) 17( 9.0) 72(38.1) 63 (33.3) 2( 1.1) 189 3 
4. 7 253 4( 0.8) 62(12.9) 49(10.2) 167(34.9) 175(36.5) 22( 4.6) 479 0.9 
4.14 260 1( 0.4) 11( 4.7) 6( 2.6) 69(29.5) 135(57.7) 12( 5.1) 234 3.0 
5,27 290 3( 1.9) 3( 1.9 2( 1.2) 28(17.4) 120(74.5) 5( 3.1) 161 1.0 
7 ユ 338 2( 1.3) 2( 1.3 8( 5.4) 13(8.7) 108(72.5) 16 (10.7) 149 1.0 




















欄 内 の 数 字 は 虫 卵 数 を 示し ( ) 内 は 分 比 











く な く , 1 多 内 外 を 上 下 し て いた 。 

次 に 11 月 初め より 12 月 末 に いた る 時 期 , すなわち 殿 尿 
撤 布 後 101 日 より 151 日 に いた る 期間 に あつ て は , 総 
検出 貝 卵 数 に 対す る 仔 了 虫 期 卵 の 占め る 割合 は 。 1 2 の 
例外 を 除い て , ほぼ ば 65 て 75 多 を 示し て お り , その 他 の 下 


ね 5 380 多 以 内 に 止ま つて いた 。 

死罪 は 殿 尿 搬 布 後 69 日 経過 後 の 10 月 6 日 の 検査 時 まで 
は 1 個 も 発見 され な い 時 も あつ た が , それ 以後 毎回 10 月 
の 終り に いた る まで (90 日 経過 後 ) 検出 され る と 至 つ 
た 。 但 し その 総 検出 虫 卵 数 に 対す る 比率 は 必ず し も 大 き 


















昭和 33 年 10 月 (1958)} 
卵 も 大 部 分 (大 約 20 て 80%) は 時 遇 期 に まで 発育 し て い 

た 。 な お と の 間 に お ける 総 検出 虫 卵 に 対す る 死 卵 の 比率 
は 10 月 期 に お ける と 大 差 は な か つた 。 

厳 科 期 た る 1 月 , 2 月 は , 必 尿 搬 布 後 160 日 な いし 2 
11 日 に 該当 し て いる が , と の 期間 に お いて も 仔 下期 卵 の 
総 検出 息 卵 中 に 占め る 比率 は ほぼ 11>12 月 期 と 同様 ご で あ 
る 。 た だ と の 期間 に あつ て は 死 卵 の 占め る 比率 が , それ 
以前 の 検出 時 に 比 し て や や 高く 〈 最 高 約 Y %) な つて い 
る と と が 注目 され る 。 

次 で 温 艶 期 た る 3 月 , 4 月 。 すなわち 殿 尿 搬 布 後 220 
^ 260 日 に お ける 仔 了 虫 期 卵 の 総 虫 卵 数 に 対す る 比率 は , 
お お な ね 1~< 2 月 期 と 大 差 な まく , その 少 い 時 で 88 多 , 多 
い 場合 で 682% を 示し て いた 。 ま た 発育 期 ( 多 細 胞 期 ー 明 
時 期 卵 ), お よび 死 卵 の 比率 も る し た が つて 前 1 2 月 期 と 
さしたる 相 異 は 認め られ な か つた 。 た だ 展 尿 搬 布 後 220 
日 以上 を 経過 し た 本 時 期 に あつ て も , な お きわ め て 少数 
で は ある が 単細胞 期 の まま に 止ま る 由 卵 の 存在 が 認め ら 
れる と と は 注目 に 値する 。 

その 後 の 昌 卵 の 消長 に 関し て は 5 月 27 日 ( 尿 尿 搬 布 後 
290 日 ) お よび 7 月 1 日 ( 同 838 日 ) の 両 回 と れ を 検査 
し た の で ある が , と の 両 期 の 検査 の 結果 は , 全 貝 卵 数 に 
対す る 仔 由 期 卵 の 比率 が 増大 し 。 お お な ね その 70 以 上 
を 示し て いる と と が 注目 され る 。 思う に それ まで 仔 虫 期 
まで に 発育 し な か つた 生 卵 中 , 気候 の 温暖 化 と と も に 仔 
虫 期 に まで 発育 し た も の が 増加 し た た めで あろ 2。 欠 死 
卵 の 比率 は 7 月 に お いて は , いま まで の 検査 成績 中 の 最 
高 を 示し 。 約 10% に 達し て いた 。 

b. 検出 虫 卵 の 定量 的 観察 
実験 開始 当初 に お いて は , 乾燥 1 g の 土壌 中 に は 無数 
の 虫 卵 が 検出 され , と の 算定 が 困難 な 程 で あつ た が , 
その 後 下 卵 の 検出 密度 は 特に 8 月 より 9 月 に か け て 次 第 
に 減少 する 傾向 が 認め られ た の で , 11 月 以降 に あつ て 
は , 随時 その 定量 的 観察 を 試み みこ と と に し た 。 定量 的 観 
祭 を 試み た 時 期 と その 虫 卵 数 は 第 3 表 の 如く で ある 。 
いま と の 表 に ょ り 1 g 当 り の 下 卵 数 を 見 る と , 4 月 Y 
日 ( 尿 尿 搬 布 後 253 日 経過 ) の 検査 に お いて は 1 g 当 り 
532 個 が 検出 され 最高 を 示し , その 後 4 月 14 日 ( 同 260 
日 ) の 78 個 が 最低 値 を 示し て いる 。 ま た 6 月 28 日 イネ を 
植付け た 後 の Y 月 1 日 ( 同 888 日 ) の 最終 検査 に お いて 
は 1 g 当 り の 検出 虫 雅 数 は 149 個 と な つて いる 。 
いま 以上 の 結果 を 概 観 する と , 検出 土壌 1 8 当り の 含 
有 上 虫 卵 数 に は , か な り の 変動 が か ある ( 約 80~ 540) が 。 
と の 検査 期間 を 通じ て , 硝 尿 搬 布 後に お ける 下 卵 数 が 時 
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第 3 表 実験 田 に お ける 土壌 1g 当り の 
月 別 検出 虫 卵 数 


観察 経過 検査 
土壌 卵 
月 日 g 
11.26 120 0.9 
12。4 1.0 210 
1.16 1.0 252 
2.25 1.0 133 
3。 5 220 1.0 395 
4.7 253 0.9 479 シ 平均 
4.17 260 3.0 234 78) 305 
5.27 290 1.0 161 161 
に : 浅 338 1.0 149 149 











間 の 経過 と と も に 次 第 に 減少 し て いる と は 云え な い 。 換 
言 すれ ば 11 月 以降 に お ける 土壌 中 の 密度 は , 実際 に お い 
て は さしたる 変動 を 示し て いな い だ ろ うと と が 推定 され 
4) 気象 状況 
第 4 表 は 実験 地 よ り 約 8km 距 れ た 衣 谷 測候所 の 次 料 
で ある が , 各 月 の 平均 気温 の 最高 は 8 月 で 26。2 度 , 最低 
は 2 月 の 1.8 度 で あつ た 。 


第 4 表 実験 期間 中 の 気象 条件 
気 温 ("C) 地表 面 温度 (*C) 湿度 了 
最高 最低 平均 最高 最低 平均 多 mm 








年 月 





26. 7 34.9 13.5 23.8 45.4 16.6 27.2 85.7 203.0 
8 36.0 19.4 26.2 53.3 22.8 32.1 82.8 90.3 
9 31.1 9.1 19.6 38.8 13.1 22.7 81.3 135.2 
10 28.3 6.5 16.5 31.6 10.1 18.7 80.0 117.8 
11 22.2 一 2.0 9.8 22.4′ 0.6 11.0 70.4 49.6 
12 18.9 一 2.9 6.3 16.9 一 6.4 6.1 62.3 10.6 
27、1 16.8 一 4.9 3.5 15.3 一 0.8 3.8 51.2 54.0 
2 12.5 一 5.4 1.8 15.2 一 0.9 3.8 66.4 46.0 
3 18.6 一 3.1 6.5 29.7 一 0.2 8.7 65.5 112.0 
4 25.9 一 0.3 11.8 36.2 , 1.2 14.7 73.5 146.0 - 
5 28.2 5.816.8 46.5 9.3 21.4 70.3 79.6 
6 30.3 9.9 20.8 41.7 11.9 23.7 80.6 315.8 
7 33.4 18.2 24.2 42.8 21.5 28.2 84.8 128.1 





(実験 地 ょ り 約 8km 離れ た 熊谷 測候所 衰 料 に よる ) 


降雨 量 は 6 月 の 315.8 mm が 最高 で , 12 月 は 僅か に 
10.6mm で 最低 を 示し , 11 月 , 12 月 , 1 月 , 2 月 の 冬期 
間 は 降雨 量 が 少な か つた 。 湿度 は 夏期 に 高く , 何れ も 80 
を 越し , 冬期 は 低く 1 月 は 51.2% で 最低 を 示 し た 。 













考 投 


1。 文献 的 考察 

土壌 に 搬 布 され た 上 虫 卵 の 消長 に 関し て は 外国 で は 早 
く は Brown (1927) の 報告 が ある が , 本 邦 に お いて は , 
古く は 越智 (1982) の 報告 が か ある 。 す な わ ち 越智 は 普通 
の 野菜 畑 で , 日 当り 良好 地質 肥 浜 な 土地 に お いて 行 つ た 
実験 で は , 全く 自然 の 状態 で 行 つ た と と は 云い 難い が , 
土壌 が 適当 な 水分 を 含有 する 間 は 極寒 極 暑 と 難 も 死滅 せ 
2 さい きん 角 
(1953) は 植木 鉢 を 用 い , その まま の 場合 と , 圧 で 蔽 つ 
PO の eo 
に よれ ば <ー8 月 の 候 は 直射 日 光 を 受け た 場合 速 に 乾燥 
レ , 同時 に 土 の 温 度 は 甚 し く 高 温 に な る た め , と れ ら の 
影響 に よ つ て 下 卵 は 速 に 死滅 する 。 た だ し 乾燥 状態 に お 
か れ た 場合 で も , 気温 の 低い 時 に は 長く 生存 する 。 ま た 
土 表 を 圧 で 蔽 つた 場合 に は 屋外 に お いて 多数 の 仔 虫 が 2 
カ年 以上 生存 し て いる と と を 認め て いる 。 更に 同氏 は 畑 
地 に , 受精 卵 を 多数 含む 人 糞 よ ょ り 集 卵 し た 虫 卵 を 深き 3 
cm, 9cm, 15cm の 土 中 に 撤 布 し , 了 虫 卵 の 発育 , 生存 を 
自然 陣 境 の 下 で 実験 し て お り , 鯛 虫 卵 が 地上 に 搬 布 され 
た 場合 それ が 地表 に 止ま る の と , お AP 
は その 運命 に いち ぢ る し い 相 異 を 生ずる と と を 報告 し 
で セト Otabfbhnttwdes 
く 生 存する が , 気温 の 高い 季節 に は 速 に 死 減 す る 。 た と 
えば 8 月 下旬 に 拉 布 され た も の は よく 直 年 し て 245 日 に 
か NATaco 
34 日間 生 存 し た に すぎ な か つた 。 と れ に 反し 地 中 に 埋没 
衣 和 に 年 余 を 経 
た 今日 な お 生存 し つづ け て いる 。 と 結論 し て いる 。 

また 小林 (1955) は 砂 質 壌 土質 地 に , 糞便 内 卵 を 常 水 
で 稀 息 し , 上 層 (0 ~ 0.5cm), 中 層 (5cm 内 外 ), 下 
層 (10cm 内 外 ) の 3 層 に 搬 布 し , 一 方 は 自然 の まま と し 一 
方 は 日 除け を 設け て 実験 を 行い , 直射 日 光 下 の 日 向 土壌 
内 卵 は 日 陰 よ りゃ も 発育 が 促進 され , 1 カ年 程度 の 長期 観 
宗 に お いて その 変性 卵 比 率 は 日 向 土壌 上 層 部 0 25%%, 
日 陰 土 壌 上層 部 は 0 ~17.922 で , 日 向 土壌 内 卵 中 の 変性 
卵 数 は 日 陰 土 壌 内 卵 中 の それ に 比 し て や や 高 率 を 示す 如 
き 傾 向 が 見 られ た と と を 報じ て いる 

小宮 ・ 和 泉 ・ ・ 藤 (1955) は 寺 幸 内 幼 皮 誠 の 起 和 お よ 
び 生 存 状況 た ボット 内 及び 土 丁 内 土壌 で 実験 を 行い 次 
の 如く 報じ て いる 。 即 ち 169 日 経過 後 の 夏 季 採 取 の 土壌 
中 で は 大 部 分 が すでに 運動 を 認め うる 仔 虫 包 有 卵 ま で 発 
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育 し , その うち ポッ ト 内 乾燥 地区 土壌 に お いて は すでに 
名 虫 卵 の 過半 数 が お お むね 死滅 し て いる の が 認め られ 
た 。 ポット 内 瀧 水 土壌 中 顕 虫 卵 に 関し て は 夏季 を 通じ て 

あま り 変 動 は みち られ な か つた が 終 回 検査 ( 857 日 目 ) に 
お いて は 仔 虫 包 有 卵 の ある も の は 死滅 し て いる と 思わ れれ 
る も の が 認め られ た 。 な お 504 日 目 に 控 取 せる 木 杉内 王 
壌 で も 生存 し て いる 仔 虫 包 有 駄 を か な り 認 め た 。 

一 方 顕 昌 卵 が 水中 に お いて 生存 し , 発育 する と と は よ ょ 


く 知 られ て いる 。 す な わ ち 越智 (1932) は 卵 を 大 量 の 水 識 


中 に 貯蔵 し て お いて も と れ ら は よく 生存 , 発育 し て 仔 則 
を 形成 し , 12 ヵ 月 より 16 カ 月 間 に 及 ぶ と と を 観 祭 し , 魔 
敗 レ し た 水中 で も 酵 酵 の 著しく な いと きせ は 下 卵 の よく 発育 
する と と を 認め て いる 。 叉 自然 界 の 溝 水中 に 置い た 卵 も 
発育 し て 仔 虫 を 形成 する と と を 認め て いる 。 

以上 諸家 の 自然 本 境 下 に お と な われ た 野外 モデ ル 試 験 
又は と れ に 類似 し た 実験 成績 を 統合 すれ ば , 土 表 な いし 
土壌 内 顕 虫 卵 は , 適当 な る 温度 と 水分 又は 湿度 の ある 場 
合 は よく 発育 し レ 双 かなり の 長期 間 に わ た つて 生存 する と 
いう と と に な る 。 し か し , 以上 諸家 の 観察 な いし 実 肝 
は , 実際 問題 と し て は , 畑 土 に 搬 布 し た 昌 卵 の 消長 に 
すべ きゃ も の で , 土 表 上 一 定期 間 水 を 張り , その 人 後 落水 せ 
し め る 水田 に お ける 状態 と は 可 成 り 事態 が 異 つ て いる の 
で , と れ を 以 て 直ちに 水田 中 に お ける 普 虫 卵 の 運命 を 類 
推す る と と は 危険 で ある 。 で , 私 は と と で , 以下 私 の 行 
つた 以上 の 試験 結果 を 基 と し て , 之 れ を 如 上 の 諸家 の 成 
績 と 対比 し つつ , と れ ら の 諸点 に 関し て 若干 の 解析 を 試 
みた い 。 

2. 水田 中 の 鯛 虫 卵 検出 に 関す る 問題 

土壌 中 の 顕 虫 卵 は 既 述 の よう に , その 衝 白 被膜 が 黒 変 
し レ て, 透過 光線 を 区 り , その まま で は 卵 内 容 の 発育 程度 
が 全く 不明 の 場合 が 少く な い 。 卵 内 容 を 明 視 する た め , 
従来 の 諸家 は , ま づ と れ を 予め アン チ フ ォ ル ミン を 以 て 
処理 , 蛋白 膜 を 剥離 , 除去 し た 後 , 例え ば 高 比重 の 硫 若 
水落 液 を 用 いて , 虫 卵 を 浮 渡 , 昔 集 する 方 法 を と つて い 
る 。 し か る に 水田 中 の 土壌 内 に は , 衝 白 膜 を 剥離 し た 顕 
昌 卵 に きわ め て 紛らわしい 下 卵 が 混在 し て , し ば し ば ぱ 真 
集 さ れる と と は , と れ 又 前 に の べた と お り で ある 。 と の 
鯛 虫 卵 類似 虫 卵 は , お お むね 6 月 より 8 月 の 候 に か け て 
多く 出現 する も の で ある が , その 出現 状況 を 見 る に , あ 
る 一 定時 期 に は 急激 に 多数 の 出現 を 見 る が , その 後 し ば 
し ば 突然 と し て 消滅 する 経過 を と る も の の ょ う で ある 。 
と れ が 果して 如何 な る 種類 の 虫 卵 で や る か は 不明 で ある 


が 。 内 谷 は 。 ほとん ど その 大 多数 は 多 級 基 の る の 議 
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つて , 多 細 胞 期 の 銅 由 卵 と 甚だ 紛らわしい も の で あ 
る 。 


Money を 検 鏡 す る と き 

, 卵殻 の 最 内 層 の 攻 層 部 に 該当 する 部 分 の 微細 構造 

, 虫 卵 と や や 異 る の で , その 相互 鑑別 は 可能 な も の 
の , と の 鑑別 の た め に は , 一 々 各 由 久 を 油 浸 装置 に か け 
て 精査 する 必要 が あり , 大 量 的 鈴 察 を 必要 と する 場合 に 
な は その 炉 に た えな い 。 

そ と で 私 は , その 煽 し さき を さけ る た め と , 雅 集 虫 卵 を 
予め サラ シ 粉 を 用 いて その 矯 白 膜 を 漂白 す る と いう 方 法 
を 考案 し , と の 方 法 を 採用 し た 。 と の 方 法 に よれ ば 罰 下 
卵 は と の 和 蛋白 膜 を 附 着 し た まま 検出 され , か つ 和 蛋 自 膜 の 
存在 に より その 第 別 が 容易 で あり , 第 二 に その 透明 化 の 
故に 卵 の 区 育 程度 も 容易 に 判別 し うる 。 よ つて 私 は , か 
ょ うな 類似 東 卵 の 混入 の お それ が ある ょ うな 場合 に は , 
私 の 考案 し た サラ シ 粉 に よる 和 蛋白 膜 を 予め 漂白 する と い 
う 検 査 方 法 は , その 操作 中 に お いて 多 表 の ガス 小 泡 を 生 
ずる と いう 欠点 は ある が , 一 般 に 利用 し うべ きも の と 考 
えら れる 。 6 
39. 水田 中 に お ける 鯛 虫 卵 の 分 散 密度 に つい て 

私 の 実験 田 に お いて は , 7 月 29 日 虫 卵 を 含む 展 尿 を 
撤 布 し て 以来 11 月 まで , 採取 土壌 の 適量 を 検 し , お お お 
ねむ 検出 全 昌 卵 数 が 110> 120 個 に 達する まで 検査 し つつ 
あつ た の で ある が , その 間 9 月 頃 ま で に 次 第 に 減ずる 傾 
向 が あつ た の で , 11 月 下旬 ょ り 随 時 昌 卵 の 定量 的 鈴 察 を 
行う こと と し た 。 そ の 結果 は すでに 第 3 表 に か か げた 如 
く で ある が ,。 い まま づ 11 月 に いた る まで の 土壌 中 の 貝 卵 
密度 の 減少 に つい て 若干 の 考察 を 試み る と と と する 。 

すでに 記し た よう に 。 私 の 実験 田 に あつ て は , 四 周 を 
秋 で 充分 囲み , 降雨 等 に 際 し て も 到 卵 が 外部 に 流出 する 
と と な きょう を 配慮 し て あり , 水田 に 張 つ た 水 が 自然 に 
泊 少 し た 人 の で 落水 せしめ る た め 幅 の 一 部 を 外す と と 
を し な か つた の で , と の 次 間 に お ける 東 卵 の 減少 が その 
実験 田 外 部 え の 流出 た ある と は 考え られ な い 。 一 方 展 尿 
撤 布 より 8 月 一 杯 は 丁度 田 章 取り の 時 期 に 当り , 水田 に 
立入 り 除 章 を 行い > 又 10 月 27 日 に は イネ 旬 り を 行 つ て い 

る の で , 当初 地表 に 撤 布 され た 卵 は , か か る 操作 に よ 
り 少 く と も 深き 5cm 内 外 の 土壌 中 に 分 散 せ し め ら れる 
と と に な り , お 8 そら く , 主として か か る 条件 が 到 卵 の 密 
度 を 低下 せしめ た 原因 と な つて いる の で あろ う 。 

か つて 松林 お よび 角 (1951) は 水稲 植 付 後 の 水田 に 殿 
氷上 紗 の 調査 を 行い 。 9 月 以降 と れ が 消失 し た と 
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と を 報告 し て いる が , お そら く と の 場合 に は , その 後 の 
農耕 , 落水 作業 に より , 虫 卵 の 密度 が 小 に な つた た め 検 
出し えな か つた の で は な いか , と いう と と を その 原因 と 

し て 考え うる 。 る 

いづ れ に も せよ 私 の 実験 の 場合 に お いて は , 取 卵 密度 
は か く 一 旦 稀 薄 化し た 傾向 か ある に ゃ 拘ら ず , その 後 引 
きつ づい て 翌年 の Y 月 に 至る まで , 多数 の 仔 東 卵 を 含め 
て 継続 的 に 認め られ て いる 。 

次 に 11 月 以降 翌年 Y 月 まで に いた る 時 期 に , その 間 数 
次 の 虫 卵 密度 の 定量 的 観察 を 行 つ た 結果 に よれ ば ぱ ば, その 
間 1 8 土壌 内 の 密度 は 約 2 ~- 3 倍 の 変動 を 示し て いる や 
の の , と れ が 深 月 的 に 減少 し て いる と いう と と は 認め らち 
れ な い 。 た と えば 4 月 検査 の 貝 卵 数 1 8 当り 133 個 に 対 
し て 。 同 5, 7 月 の 検査 の 数 字 は な し ろ 高 率 を 示し て い 
る 。 思う に と の 間 に お ける 土壌 1 & 内 虫 因 の か よう な 変 
動 結果 は , 既 記 の 操作 に ょ り 正 卵 が 土壌 中 に 一 応 分 散 化 
し た と は 云 え , な お 局所 的 に は その 分 布 密度 の 減 淡 が 
存在 し て いる た め と 基く も の と 考え た 方 が 妥当 で あろ 

4。 各 期 虫 卵 の 月 別 推移 

水田 土 表 お よび 土壌 中 に 混在 せる 東 卵 の 消長 に 関係 を 
電電 で し て 信二 気 湿 , 降雨 等 な 
ど が 一 応 考 えら れる が , 土 表 お よび 土壌 が 一 応 湿潤 し て 
いる 限り , 気温 お よび 降雨 量 の 直接 的 な 影響 は さして 考 
えら れ な い 。 を むし ろ 温 度 が その 発育 な いし 変性 と 特に 影 
響 を 与え る と 考え られ る が , 温度 の うち で も 特に と れ に 
直接 の 影響 を 与え る の は 地表 温 で あろ う 。 第 1 図 は 実験 
中 の 久 昌 卵 中 , と り わ び 感 染 に 直接 関係 の ある 仔 取 期 
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と 死 卵 の 月 別 推移 を 地表 温 の それ と 対比 き し め た も の で 
ある 。 

いま こと の 図 を 見 る と , 全 検 出 虫 卵 に 対す る 仔 虫 期 卵 の 
比率 は , 8 月 より 潤 次 上 昇 し て 11>12 月 の 時 期 に あつ て 
は 一 応 最高 と な り , 平均 し て 全 虫 卵 数 の 60 多 内 外 を 示す 
に いた る が , その 後 反対 に 尊 減 の 傾向 を 辿 つ て 4 月 に い 
た る 。 い ま と の 間 に お ける 地表 温 の 推移 を 見 る に , 平均 
地表 温 は 8 月 期 約 82?C ょ り 潤 次 低下 し , 11 月 に いた つて 
約 11 で C と な つて いる 。 元 来 上 昌 卵 の 発育 は 恒温 に お いて 
は 大 体 14ー15C か ら 発育 を 開始 する も の と 云わ れ て いる 
が , 平均 気温 111C の 11 月 に あつ て も ゃ 最高 地表 温 は 80C に 
達し て いる の で , と の 場合 実験 田地 表 温 は , な お イネ の 
附 選 な つて いる 関係 上 これ より 多少 低 目 と みて も , と の 
間 わ ず か で は ある が 発育 は 促進 され て いる と 認め る と と 
が で きる 。 か くし て 8 月 ょ り 11 月 に いた る 地表 温 の 下降 
に 比例 し て , 仔 貝 期 に まで 発育 する も の の 累積 比率 は 
全体 と し て 上 昇 線 を 示し な が ら ゃ も , その 上 昇 速 度 は 滞 次 
緩慢 と な り , つい に 12 月 に 至 つて 一 応 の ピー ク 人 達する 
も の と 思わ れる 。 

1 月 期 より 4 月 期 ま で の 仔 下 期 比率 の 緩慢 な る 下降 傾 
向 が 生じ て いる が , と れ は 12 月 ょ り 8 月 に いた る まで の 
低下 率 (平均 温 5 C 〇 な いし 0 で 以下 ) に し た が つて 卵 の 
発育 は 概ね 停止 し , と の 期間 中 に 新 に 仔 虫 期 に まで 到達 
する も の な き 反 面 , 仔 虫 期 卵 お も 含む 死 卵 率 の 緩慢 な る 
増加 が 生じ た た め に か か る 仔 貝 期 比率 の 弧 合 的 低下 が 生 
> た る も の と 解 し えら れる 。 

5 月 期 に いた れ ば 仔 虫 期 卵 比 率 は 急速 に 増加 し て いる 
が , Y 月 に は と の 比率 は むし ろ 多 少 低下 傾向 を 示し て い 
る 。 と れ は 恐らく , 4 月 期 以降 平均 地表 温か その 発育 限 
界 の 15'C な いし それ 以上 (最高 位 は 約 85C) た 達する た 
め 。, 未だ 仔 虫 期 に 達し な か つた 躍 卵 の 仔 虫 期 に まで 発育 
する も の の 比率 が 急激 に 増加 し た た め と 解 し えら れる 。 
一 方 5 月 ょ り 7 月 期 に か け て の 死 卵 率 の 増加 が , その 内 
の 仔 上下 期 卵 率 の 騰 勢 を 鈍ら せ て いる も の と 考え られ る 。 

な お 8, 9 月 の 最高 地表 温 が 50'C 以 上 に 達し て いる に 
も 拘 は ら ず , と の 期間 に お ける 死 卵 率 が 案外 少 い の は , 
。 当時 は 丁度 イ ネ の 成長 期 に 当る た め , 大 部 分 の 水面 お よ 
び 地 表 は 直射 日 光 を さえ ぎら れ , 事実 上 は 以上 の 温度 を 
か な り 下 廻 つ て いる た めで あろ うと 推定 され る 。 

5. 水田 搬 布 虫 卵 の 感染 上 に お ける 意義 

以上 私 は , 水田 中 に 搬 布 され た 久 虫 卵 の 時 期 的 推移 に 
考察 を 加え つつ 観察 し た の で ある が , その 結果 を 線 合 す 
れ ば , 水田 中 に お ける 顕 虫 卵 は その 抵抗 力 意外 に 強く , 
習慣 的 に その 搬 布 が 行わ れる 夏期 に 速 に 発育 し て 9 月 に 
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は すでに その 約 402% は 仔 虫 期 と な る が , か か る 総 下 卵 数 
に 対す る 仔 息 期 卵 比率 は , その 後 増大 る と も いき さか 
の 減少 を 示さ ず し て , 年 余 に わた つて その 存在 を つづ 砂 
る と いう と と が 明らか と な つた 。 い ま 。 か か る 状況 を 煙 
な いし 直接 土壌 上 に 搬 布 され た 顕 良 卵 の 消長 と 比較 す 和 
ば , 後者 に 比 し て 前 者 の 方 が むし ろ そ の 死滅 素 が 低く , 
し た か つて, より 長期 に わた り , し か も より 多数 直接 眠 請 
染 可 能 な る 仔 虫 期 卵 と し て 存 迷 を っ づけ て いる も の と 壮 還 議 
えら れる 。 

か か る 事実 は , 多数 の 仔 下 期 卵 の 長期 に わた る 存 焼 と 博 計 
いう 意味, すなわち 感染 源 の 温存 と いう 意味 に お いて ほ 請 議 
環 由 感染 の 隆 防 上 は , た し か に 不利 で ある 。 

レ か し 一 方 , 水田 に は 畑 に お ける が 如く 直接 と れ ら が 
ら 虫 卵 を 媒介 レ て , その 径 口 的 侵入 の 原因 と な る が どき 
き 野 菜 類 の 栽培 は 極め て 少な く , と の 限り に お いて は 者 詞 
の 媒介 ルー ト は 存在 せ ざ る も の の ご ど ご と く で ある 。 ま た 未 
田中 の 息 卵 は , と れ か ら 手 指 を 媒介 物 と し て 口 と 侵入 球 較 計 
る 確率 も 畑 土 中 の 虫 卵 に 比 し て ,。 は る か に 小 で ある と と 開 識 
が 推定 され る 。 さ ら に と れ ら の 息 卵 が 虫 感染 の 第 9 の 
ルー ト , すなわち 層 塵 と な つて 撤 布 され る 程度 を 考え で 請 議 
みる と , と れ 巡 畠 土 中 の それ に 比 し て , その 飛 卒 搬 布 の 
確率 は 。 は る か に 小さ いと 考え た られ る 。 も つと ゃ 乾 田 , 折 計 
2 毛 作 地帯 に お いて は 。 早春 の 候 須 天 が 連続 し た 場合 に 議 
お いて は , 有 風 時 に は そ と ょ り 多 少 の 飛 頑 を 生ずる と 古 議 
は 考え られ る が , 湿 田 お よび 半 湿 田 に お いて は , 年 間 を 記 
通じ て と れ ら が 飛 卒 を 媒介 と し て の 感染 ルー ト に な り 得 還 
る 可能 性 は 至 つ て 少な いも の と 解せ られ る 。 之 を 要 呈 議 
る 水田 中 に 搬 布 され た 昭 虫 卵 は 。 それ 自体 と し て は 極 還 
め て 有力 な 感染 源 た りう る も の で は ある が , その 人 体 艇 議 
入 の 感染 ルー ト の 大 部 分 が 社会 生態 学 的 に 遊 灯 され て い 請 
る の で , と れ が 人 体感 染 え の 実際 的 な 意義 は , なし ろ 煙 議 
土 上 に 搬 布 され た 場合 に 比 し て は 少な いも の と 考え ら 家 請 還 
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要 約 2 
私 は 特に 関東 地方 に いて 水田 民 尿 を 搬 布 し て 耕 催 
する 風習 の ある と と を 知り , と れ が 実体 調査 を 行い 便 詞 
せ て 鯛 由 卵 含 有 尿 尿 を 水田 に モデ ル 試 験 的 に 搬 布 し て , 
約 1 カ年 間 の 観察 を 行 つた 。 その 結果 は 次 の 如く で あ 
る 。 
1) 水田 中 の 素 卵 の 検査 お よび その 発育 程度 の 銀 代 計 
に は , 予め 臣 集 虫 卵 を サラ シ 粉 で その 彼 白 膜 を 透明 化 議 
て お ヾ と と が 便利 で ある 。 盾 
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2) 夏期 水田 中 に 搬 布 さ きれ た 上 虫 卵 は 速 に 仔 東 期 まで 
の 発育 を と げ る 。 か か る 仔 取 期 卵 の 全 東 卵 数 に 対す る 比 
率 は 年 間 を 通じ て か な り 大 き な 程 度 に お いて で 存在 し , か 
つか か る 比率 に お いて 年 間 を 通じ て 生存 し て いる 。 

8) し た が つて 顕 虫 感染 源 の 温存 と いう 意味 に お いて 
は , 水田 中 の 虫 卵 は , その 死滅 が な し ろ 速 な 傾向 の あ 
る 畑 土 中 の それ より も その 意義 が 大 で ある 。 た だ し 奉 会 
生態 学 的 に 見 れ ば その 感染 ルー ト の 大 部 分 が ある 程度 ま 
ret 
度合 は , 畑 土 に 搬 布 され た それ と 比 し て 少 い と 考え られ 





汚染 虫 卵 サラ シ 粉 で 漂白 し た 顕 虫 卵 


稿 を 終る に あ た つ て 御 指導 , 御 校 関 を た まわ つた 予 研 
寄生 下 部 長 小宮 義孝 博士 に 深 席 す る と と ゃ に 。 有益 な 御 
援助 を いた だ いた 予 研 寄 生 昌 部 及び 埼玉 県 行田 保健 所 試 
胸 室 の 諸 民 に 厚く 感謝 の 意 を 表し ます . 
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Summmary 


The author made a survey on the custom of 
distributed human nightsoil into the rice paddies 
aS a fertilizer. In the nightsoil a gross number 
of ascariS ova are contained usually。 In order to 
know the fate of ascariS ova in the rice paddies 
thus distributed with the nightsoil the author dist- 
ributed ascariS ova into the model rice paddies 
and made the observation of their fate and the 
result was aS follows. 

1. On examining the developmental Stage of 
ascaris ova from the rice paddies the author consi- 
ders it more convenient to treat them previouSly 
before the microscopic observation.、 When thus. 
treated the color of the protein rmembrane of ova 
became transparent, which enables the observation 
of the embryo more eaSily. 

2. AscariS ova distributed in the rice Date j 折 
surmnmer were found to develop to those of jarval 
stage rather rapidly. he ratio of such Hiving ova 
to the total number recovered was found to be 
considerably high throughout the year。. 

3. From the practical point of view ascariS ova 
distributed into the rice paddies should be evaluated 
to be less significant as a Souroe of infection, becauSe, 
as compared with those distributed in the field, - they 
seldom have chance to attach to vegetables and 
hands through which they are only infective to 
human being. 











































負 虫 の 非 固 有 宿 主体 内 に 於 ける 発育 
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山 半 赤 血球 を 頻 回 静 注 し た 家 兎 に 人 多 虫 完 示 
他 是 を 威 染 せしめ る 実験 
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新 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 教授 ) 
(昭和 32 年 2 月 17 日 受領 ) 


釣 虫 に は 種類 に ょ り 夫々 固有 宿主 が あり , - 非 固有 宿主 
尊 内 に お いて は , 自然 の ま ゝ で は その 発育 を 完 う し 得 な 
い の が 原則 で ある 。 此 の 事実 に 対し て , 非 固有 宿主 体 
稚 に 於 て の 発育 を 実現 せしめ ょ うと し て 或 は 宿主 体 と , 
或 は 仔 虫 に 種々 の 操作 を 加え る と と に よ ょ つて 尊 多 の 研 
究 実 験 が 行わ れ て 来 た 。 そし て 先 に 神子 (1939), 江崎 
<1942), 鈴木 (1943) 等 は 犬 血液 を 頻 回 家 束 耳 静 脈 内 に 
往 入 し , 之 に 経口 授与 し た 犬 釣 了 虫 仔 虫 が 腸管 内 に お いて 
母 虫 に まで 発育 し , 寄生 状態 呈す る を 認め , 固有 宿主 
の 液 が 仔 虫 と 発育 能 を 凡 与 する も の と 結論 し た 。 

の 問題 は 寄生 貝 界 の 宿主 一 寄生 中 特異 関係 の 本 態 究 
明 に 関連 し て 極め て 重要 な 意義 を 有 し , 商 種 々 の 鈴 点 か 
ら 検討 きる べき 多く の 課題 を 残し て いる 。 余 は 之 が 究明 
の 一 歩 を 進め ん と し て , 種々 な る 観点 か ら 実 験 を 進め つ 
> ある 。 面 し て , 先 に 神子 等 の 実験 に 準じ て , 人 鉛 虫 
( ツ ビ = 釣 虫 一 A.d. と 略す ) と 人 血液 を 用 いて 実験 し , 
成虫 を 得る まで に は 至ら な か つた が 。, 僅少 数 な が ら 策 著 
明 な 発育 を 示す も の を 認め , その 結果 を 既に 発表 し た 。 
し か し と の 結果 は 先 に 神子 等 が 犬 釣 虫 に お いて 得 た も の 
に は 造 か に 遠い 。 若 し 当該 血液 (実験 に 用 いる 釣 虫 の 自 
然 宿 主 の 血液 ) を 頻 回 注入 する と と が 遇 体 の 成熟 に 関連 
する 唯一 の 理由 で ある と すれ ば , と の 両 結果 の 開き を 如 
何 に 説明 すれ ば よい で あろ うか 。 神子 等 は 非常 な 苦心 を 
し た と 云う が , 余 も 赤 ほ ゞ 同様 の 方 法 で 実験 を 行 つた 
で ある 。 只 両 実験 に お いて 異 る 所 は , 氏 ら は 犬 釣 虫 と 犬 
血液 を 用 い , 余 は 人 釣 虫 と 人 血液 を 用 いた 点 で , とれ が 
結果 に 差異 を た 生じ た 理由 で ある か も し レ し れ な い 。 と の と と 
は 更に 確か め て みる 必要 が ある と 加わ れる が , か ゝ る 材 
料 並び に 結果 の 差 は あつ て も , 余 の 実験 に お いて も , と 

ARATA SAKODA : Experimental studies on the 

development of hookworm larvae in unsuitable hosts、 


(2) (Department of Parasitology, Research Institute 
or Microbial Diseases, Osaka University) 








も か く 対 照 に 比 し 良好 な 結果 と な つて お り , それ に は 箇 
液 注入 が 一 定 の 要因 に な つて いる と と は 間違い な い 。 

然 ら ば 注入 され た 血液 は と の 場合 如何 な る 方 法 で 関 基 
する の で あろ うか が 問題 と な る 。 神子 ら の 見 解 は 明確 に 
述べ られ て ゐ な い が , 当該 血液 の 頻 回 注入 は 栄養 と し で : 
虫 体 の 発育 に 有利 に 作用 する た め と する に ある よ ょ う で 
ある 。 

し か し 一 方 異種 血液 の 頻 回 注入 は , その 動物 に 過敏 性 
を 凡 与 し , 自然 抵抗 を 不安 定 な 状態 に 置く こと と が 考え ら 


れる 。 後者 の 場合 , 虫 体 の 生存 は 長 び ぴき , 又 ー 定 の 発育 


を 遂げ 得る ど と は な いで あろ うか 。 と の よう な 考え が 成 
り 立 つも の と すれ ば , そ 江 は 注入 する 血液 の 種類 に 拘ら 
ず , 一 定 貝 体 の 生存 又は 発育 に 良好 に 作用 する 稀 で ある 。 
と の 推論 を 確か め る た め , 感染 に 用 いる 正体 の 自然 窒 
主 と は 異質 の 血 液 ( 非 当該 血液 ) を 注入 する と と に より , 
虫 体 の 状態 に つい て 観察 し て みる 必要 が ある 。 

本 報告 は と の 意味 で 実施 され た 試験 の 結果 に つい て 述 


実験 材料 及び 方 法 

実験 材料 と し て 動物 は 体重 1kg 内 外 の 比較 的 効 若 な 
家 兎 を 選び 感染 に 有利 な よう に と 考慮 し た 。 感 染 に 用 い 
た 釣 虫 仔 限 は , 同一 患者 より 得 た 糞 便 を 宇佐 美 氏 炭 末 培 
養 法 に より Y 日 間 塔 養 し た 後 寒天 法 に より 抄 集 し , 流水 
に より 3 回 洗 削 し た A. d. 完熟 仔 虫 で ある 。 出 羊 血 液 は 
採血 後 直 に 脱 織 維 を 行 つて 凝固 溶血 を 防ぎ , 遠心 沈 肖 の 
上 , 赤血球 層 を 残し , 等 量 の 生理 食塩 水 を 加え て 注射 用 
と し た 。 

実験 方 法 と し て 前 記 生理 食塩 水 2 倍 稀釈 山羊 赤血球 を 
毎日 1 て 2 回, 1 回 5cc 宛 家 兎 耳 静 脈 肉 に 注入 し , 注射 


開始 後 5 日 目 に 前 記 の 法 に ょ り 薬 集 し た 釣 貝 仔 取 の 約 上 


3,000 隻 を ピペット に より 食道 内 に 注入 摂取 せしめ た 。 
投与 後 の 仔 点 の 検出 に は , 仔 貝 投与 後 第 5 日 ・ 第 10・ 日 第 
15 日 ・ 第 90 日 及び 第 28 日 目 に 家 兎 を 居 殺 し , 各 臓 器 を 分 離 
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し た 後 , 腸管 は 特に 縦 切 を 加え て 内 璧 を 拡大 鏡 を 以 て 検 
索 発 育 仔 取 の 有無 を 調べ た 修 , 各 臓 器 毎 に 較 で 畑 捧 し て 
組織 中 の 仔 虫 を 水中 に 洪 出 せしめ . 之 を 集め て 検 午 し た 。 


実験 成績 


(1) 家 兎 の 状態 

Ne 本 aa か Io 
を 進め た が , 案 に 相違 し て 大 き な 障 旭 を 示さ な か つた 。 
eShahoweahyaamra の 
体重 増加 状況 共に 実験 群 と 対照 群 の 間 に 著 し い 差 異 か 認 
め ら れず , 殊 に 前 群 に 認 む べき 季 血 症状 すら 来 さ な か つ 
た の は 意外 で あつ た 。 然 し 実験 群 と 備 好 酸性 球 の 増加 ・ 
滞 巴 球 の 減少 を 来 し , その 比率 の 逆転 し た の が 注目 され 
(2) 仔 昌 の 公 育 状況 

炊い で 仔 昌 の 発育 状態 を 観 察する と , 第 2 > 9 表 に 掲 
げ る 如く で 
即ち 実験 家 兎 第 1 例 〈 仔 束 授与 後 第 5 日 ) より 検出 し 

た 仔 貝 散 は 271 隻 で , 投与 仔 由 数 に 対す る 比 9.08% (〈 以 
下 括弧 内 に 記す ) に 相当 し , 之 を 各 臓 器 列 に 見 る と 肺 臓 
102 隻 (8.40%), 気管 789 隻 (2.43%), 食道 68 隻 (2.27%% 

胃 10 隻 (0.88%), 胃 内 容 2 隻 (0.072), 小腸 2 隻 (0. 


か 、 
@ の や oc 







人 策 2 表 投与 前 完 熱 仔 取 の 大 き 


全 革 体 幅 食道 胡 
最 大 0.7159 0.0237 0.1816 
最 小 0.6233 0.0206 0.1687 
平 均 0.6712 0.0213 0.1744 





食道 
祭 帳 要項 





0.0159 0.0134 
0.0139 0.0080 
0.0141 0.0112 





め ), 小腸 内 容 16 隻 (0.47%) で 他 臓 器 より は 発見 され な 
か つた 。 そ の 発育 程度 を 観察 する と , 食道 より 得 た も の 
が 最大 で 体長 0.7292mm, 体 巾 0.0224mm で あつ た が , 
原始 口 胡 は 認め られ ず , 僅か に 体内 構造 の 複雑 化 傾向 が 
玉生 

。 此 を 対 虹 (第 4 表 ) と 比較 する 発見 仔 虫 数 
1 ( 10.80 多 ) と 対照 の 方 が 多く , 発育 最大 食道 よ 
り の も の 体長 0.7292mm, 体 巾 0.0196mm で 略 等 し い 。 
投 与 前 の 仔 虫 (第 2 表 ) と 比較 する と 僅 に 自然 の 発育 
を 示し て いる よう で ある 。 

第 2 例 ( 仔 虫 投与 後 第 10 日 ) に お いて は 第 5 表 の 如く 
で , 検出 仔 虫 数 50 隻 (1.67%), そ の 内 訳 肺 臓 1 隻 (0.03: 
2%), 気管 27 隻 (0.90%), 食道 11 隻 (0.37 多 ), 胃 2 隻 
(0.07%), 胃 内 容 8 隻 (0.272), 小腸 1 隻 (0.08% 
で , 最大 仔 虫 は 食道 は り の も の 体長 0.7097 mm 体 貼 


、/ デ 
G つ 一 * 


第 1 表 家 兎 の 血液 所 見 及び 体重 











自 血 球 像 
家電 基 す 体重 @ 増減 
酸 巴 ジン 拝 基 
0 | 4,500 59 半生 22 辻 S 2 1.000 十 85 
実 L250X10* 5,100 50 2 沈 的 守 近 入 .20 和 8 8 ad 1.085 十 85 
(0 6,900 65 > 、 So ch 2 1.100 
” Lao0x10* 5,400 63 /。 RES 2822 た 5 3 1,250 十 150 
So (9 9,100 50 し Ro 900 
200X10* 6,100 53 ec 2 SR SW 2 1,250 十 350 
。 om) BS10X107 9,100 63 本 ※ の 7 0 1.150 
” も 290x10* 7,800 60 RY | 0 1 6 1,500 十 350 
和 290X10* 9,200 58 ” 320 0 き 20 0 200008 RA 1.100 
こん Se 7,200 52 "MS 2 Ra PO 1.200 十 100 
290X10* 5,600 60 1 お 7 1,150 は 
対 竹生 58 「 基 2 『t 1PSY 1.250 十 100 
290X10* 8,700 62 し 生前 1,150 
肥 年 2 6,200 60 96...57 2 、、 全 0 きま 2 
270X10* 9,700 60 2 0 5 1,100 
群 3 (23 有 7 ae 8.300 63 0 電 2 隊 潜 3 1.250 十 150 






























策 3 表 実験 第 1 例 (5 日 目 ) の 仔 の 大 さ 
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第 4 表 対照 第 1 例 (5 日 目 ) の 仔 虫 の 大 き 





職 三品 数 
aa ( 対 投与 











9 体長 体 幅 食道 長 会 半 頭頂 邊 

最大 0.7194 0.0216 0.1932 0.0142 0.0132 

肺 0 最小 0.6417 0.0186 0.1748 0.0112 0.0118 

平均 0.6822 0.0199 0.1843 0.0131 0.0123 

最大 0.7097 0.0196 0.1848 0.0132 0.0115 

に 0 最小 0.6514 0.0186 0.1808 0.0115 0.0112 

平均 0.6872 0.0198 0.1847 0.0122 0.0117 

最大 0.7292 0.0224 0.1904 0.0140 0.0132 

人 2.2 の 最小 0.6824 0.0182 0.1736 0.0115 0.0115 

平均 0.7103 0.0198 0.1848 0.0127 0.0124 

最大 0.7292 0.0196 0.1904 0.0140 0.0132 

胃 0 最小 0.6611 0.0186 0.1848 0.0132 0.0115 

平均 0.6928 0.0191 0.1885 0.0147 0.0126 

胃 最大 0.7100 0.0196 0.1852 0.0140 0.0126 

内 2 0 最小 0.6903 0.0186 0.1736 0.0126 0.0132 

容 平均 0.7002 0.0191 0.1794 0.0133 0.0129 

最大 0.7000 0.0224 0.1904 0.0140 0.0126 

は ek 最小 0.6903 0.0196 0.1820 0.0126 0.0118 

~ 平均 0.6952 0.0210 0.1862 0.0133 0.0122 

小 最大 0.7194 0.0196 0.1848 0.0140 0.0118 

ー 2 最小 0.6805 0.0182 0.1904 0.0112 0.0115 

容 平均 0.6967 0.0189 0.1857 0.0128 0.0120 
計 0 0 





0.0216mm で 原始 口 裏 認 め ず , 発育 の 認 む べき も の は な 
か つた 。 

第 8 例 ( 仔 虫 投与 後 第 15 日 ) に あつ て は , 検出 仔 虫 数 
149 隻 ( 4.9662), その 内 訳 肺 臓 2 隻 (0.07 多 ), 気管 
30 隻 (1.00%), 食道 18 隻 (0.602), 胃 85 隻 (2.88%), 
小腸 14 隻 (0.47 の ) と な つて お り , 他 の 例 と 異 り 胃 ・ 小 
腸 よ り 約 7 の 仔 虫 を 得 , 最大 仔 虫 も 朋 ょ り の も の で , 体 
長 0.7486 mm, 体 巾 0.0218 mm で あつ た が 原始 口 裏 な 
く 著しい 発育 は 誠 め られ な か つた 。 

第 4 例 ( 仔 取 投与 後 第 20 日 ) に お いて は , 検出 仔 虫 数 
155 隻 (5.17) で , その 内 訳 気 管 112 隻 (3.73%), 食 
道 34 隻 (1.18), 胃 9 隻 (0.8022) と 検出 臓器 が 少く . 
肪 臓 ・ 小 腸 よ り 仔 虫 を 検出 し な か つた が , 仔 貝 数 は 第 2 
・ 3 例 よ りゃ も 苑 ろ て 多い 。 然し 此 の 例 に お いて ぁ る 発育 の 
著しい も の は 一 隻 も 認め られ ず , 対 賠 例 と 比較 し て も 発 
育 に 大 差 を 認め な い が , 平均 し て 大 き な 仔 虫 の 多い 傾向 
が 認め られ る 。 但し 仔 虫 数 に は 対 照 (第 8 表 ) と の 間 に 
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「 最大 0.7194 0.0216 0.1820 0.0126 0.0118 
肺 は 7 最小 0.6514 0.0196 0.1560 0.0118 0.0118 
平均 0.6824 0.0185 0.1626 0.0118 0.0120 

最大 0.7000 0.0190 0.1904 0.0140 0.0112 

和 の 最小 0.5571 0.0182 0.1808 0.0112 0.0118 
平均 0.6911 0.0184 0.1848 0.0132 0.0118 

最大 0.7292 0.0196 0.1904 0.0140 0.0132 

(6.8 の 最小 0.6611 0.0186 0.1820 0.0126 0.0126 
平均 0.6870 0.0193 0.1857 0.0135 0.0133 

最大 0.7292 0.0186 0.1904 0.0140 0.0132 

胃  (O 40) 胡 小 0.6514 0.0196 0.1736 0.0118 0.0112 
平均 0.6930 0.0191 0.1825 0.0120 0.0121 

最大 0.7000 0.0224 0.1848 0.0140 0.0112 

小 。 4 、 最小 0.6805 0.0196 0.1808 0.0112 0.0112 


腸 (0,13) 
平均 0.6953 0.0210 0.1829 0.0126 0.0113 


忌 沙 








計 324 
時 (10,80) 





第 5 表 実験 第 2 例 (10 日 目 ) の 仔 昌 の 大 き 








「 
仔 数 人道 
ma ( 玩 投 な %) . 価 長 全会 半 胡 入団 
1 
訪 /) 03) 0.70970.0210 0.1852 0.0140 0.0126 


最大 0.7097 0.0196 0.1848 0.0140 0.0112 





的 790) 長 小 0.6514 0.0196 0.1782 0.0126 0.0112 
平均 0.6895 0.0201 0.1798 0.0129 0.0117 
最大 0.7292 0.0216 0.1932 0.0140 0.0115 
人 (0 37) 胡 小 0.7194 0.0196 0.1820 0.0118 0.0112 
平均 0.7193 0.0198 0.1877 0.0128 0.0121 
最大 0.7149 0.0224 0.1820 0.0140 0.0115 
骨 ) 07) 屋 小 0.6417 0.0224 0.1F.8 0.0140 0.0112 
平均 0.6783 0.0224 0.1694 0.0140 0.0113 
胃 最大 0.7194 0.0216 0.1904 0.0143.0.0115 
内 /) 27) 薩 小 0.6600 0.0126 0.1748 0.0120 0.0112 
容 平均 0.6897 0.0171 0.1826 0.0132 0.0114 
か 0.7000 0.0199 0.1764 0.0115 0.0126 
計 Q.67 









食道 
体長 体 相 食 導 長 会 壮大 












立 瞳 
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策 6 表 実験 第 3 例 15 日 目 ) の 仔 東 の 大 き 







第 8 表 対照 第 2 例 (20 日 目 ) の 仔 虫 の 大 き 














隊 行 呈 数 


回 ( 対 投 与 多 ) 







体長 体 幅 食道 長 


食道 


祭 統 天頂 幅 





入 


嘩 流 


記 が 2 





る 
フ 


最大 0.6805 0.0213 0. 
最小 0.6711 0.0224 0. 
平均 0.6758 0.0219 0. 
最大 0.7149 0.0224 0. 
最小 0.6611 0.0224 0. 
平均 0.6906 0.0216 0. 
最大 0.7292 0.0230 0. 
最小 0.6600 0.0193 0. 
平均 0.7198 0.0207 0. 
最大 0.7486 0.0218 0. 
最小 0.7292 0.0202 0. 
平均 0.7393 0.0200 0. 
最大 0.7292 0.0224 0. 
最小 0.6708 0.0216 0。 
平均 0.7148 0.0211 0. 


(0,07) 


_30 
(1.00) 


18 
0,60) 


85 
(2.83) 


14 
0.47) 


1792 0.0118 0.0112 
1876 0.0118 0.0126 
1834 0.0119 0.0119 
1960 0.0140 0.0140 
1820 0.0134 0.0118 
1848 0.0138 0.0126 
1988 0.0149 0.0140 
1820 0.0126 0.0118 
1864 0.0121 0.0123 
1988 0.0140 0.0140 
1960 0.0129 0.0126 
1956 0.0126 0.0132 
1820 0.0152 0.0140 
1792 0.0129 0.0140 
1801 0.0134 0.9136 





に コ 


4 .966) 


149 





第 7 表 実験 第 4 例 


(20 日 目 ) 


の 仔 虫 の 大 き 





須 


55 ( 対 投 与 久 
g 叶 


仔 虫 数 


体長 体 幅 食道 長 


人道 


球 幅 根 頂 幅 





最大 0.7778 0.0280 0.2072 0.0224 0.0224 





釜 (o 7g) 革 小 0.6903 0.0196 0.1736 0.0137 0.0112 
平均 0.7195 0.0225 0.1876 0.0168 0.0150 
最大 0.7100 0.0215 0.2072 0.0140 0.0210 

汗 (19) 薩 小 0.6805 0.0196 0.1904 0.0115 0.0126 
平均 0.6936 0.0207 0.1960 0.0132 0.0154 
最大 0.7000 0.0210 0.1960 0.0140 0.0140 

胃 0 3) 長 小 0.5571 0.0193 0.1848 0.0112 0.0112 
平均 0.6890 0.0204 0.1888 0.0131 0.0126 

。。 155 

" (5,17) 

著しい 相違 が ある 。 


第 5 例 ( 仔 虫 授与 後 第 28 日 ) に あつ 


38 隻 (1.272), その 内 訳 肺 臓 1 隻 (0.082), 気管 24 隻 


デ ) 寺 


に パタ * 


検出 仔 虫 数 


(0.80), 食道 2 隻 (0.07 多 ), 胃 9 隻 (0.30), 小腸 
1 隻 (0.082), 小腸 内 容 1 隻 (0.08%) で , 此 赤 著しい 


発育 は 朗 うと られ な か つた 。 然し 1 隻 を * 


発見 され な か つ 


た 対 央 と 比較 する と , 仔 取 の 生存 に 有利 な 状態 に あつ た 


( 45 ) 


食道 


体長 体 幅 食道 長 会 放 


頭頂 幅 
最大 ( 0. ).7194 0. 0.0215 0.1736 0. o126 0.0126 

松生 最小 0.6125 0.0196 0.1540 0.0126 0.0132 
平均 0.6709 0.0206 0.1788 0.0128 0.0129 

最大 0.7000 0.9210 0.1960 0.0140 0.0126 

胃 0. の 最小 0.6611 0.0224 0.1876 0.0140 0.0134 
平均 0.6806 0.0217 0.1918 0.0140 0.0130 _ 





噌 江 











6 
計 0.20) 
第 9 表 実験 第 5 例 (23 日 目 ) の 仔 の 大 き 
隊 三 生 数 に 00 が 
 ( 対 投与 史 ) 体長 体 幅 食道 長 会 語頭 頂 幅 





肺 0.7145 0.0182 0.1958 0.0134 0.0140 


1 
(0,03) 
最大 0.7292 0.0207 0.2072 0.0140 0.0140 
最小 0.7098 0.0210 0.1960 0.0134 0.0132 
平均 0.7126 0.0205 0.1958 0.0138 0.0136 
最大 0.7163 0.0210 0.1960 0.0165 0.0156 
最小 0.6572 0.0186 0.1862 0.0126 0.0112 
平均 0.6868 0.0198 0.1911 0.0166 0.0134 
最大 0.7292 0.0207 0.2044 0.0126 0.0120 
最小 0.6983 0.0196 0.1665 0.0115 0.0132 
平均 0.7196 0.0210 0.1975 0.0126 0.0118 

0 

0 


気 24 
管 (9.80) 


食 2 
道 (0.07) 


9 
骨 (0.30) 


小腸 () 0) 0.70000.0224 0.1960-0.0140 0.0140 
小 肉 1 


腸 容 (0.03) 9.6741 


.0224 0.1650 0.0140 0.0112 





38 
計 nz の 





も の と 考え られ る 。 

以上 全 例 を 通じ て 発育 閉 明 な 仔 昌 は 1 隻 を る 見 出し 得 
な か つた が , 実験 例 と 対照 例 を 比較 する と , 前 者 に 体長 
大 の 仔 了 を 多く 発見 し 僅 に 体長 の 増大 傾向 を 認め , 且つ 
検出 仔 下 数 の 上 で は , 短期 間 で は 大 差 な い が 時 日 を 経 れ 
ば 明か に 著しい 相違 を 認 


考 投 


以上 の 成績 に つい て 考察 する た め に と は, 仔 昌 の 発育 状 
態 と 共に 実験 動物 の 状態 に つい て も 考え て みる 必要 が あ 
る 。 然るに 従来 行わ れ て 来 た と の 種 の 実験 に あつ て は 。 
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前 者 の 争 察 に 終始 し , 後者 に 言及 し た も の は 殆ど な い 。 
レ か し 前 言 で も 述べ た 如く , と の 点 は 極め て 重要 で ある 
の で , 余 は 前 回 以来 その 観察 を 併せ 行 つ て 来 た 。 然 る に 
前 実験 で は 血液 頻 回 注入 の 結果 , 貧血 , 体重 の 減少 が 著 
し いと と を 見 た が 今回 の 実験 で は と の 点 に 余り 著しい 変 
化 の な か つた と と は 意外 で あり 用 いた 血球 の 種類 に 関係 
する も の と 考え られ る 。 し か し 白血球 像 に お いて , 偽 好 
酸性 球 と 汐 巴 球 と の 比率 が 逆転 の 傾向 を 示し た の は 矢 張 
り 暴 種 血 球 問 回 往 入 の 影響 を 示す も の で , 動物 体内 に 異 
。 状 の 起 つ た と と が 認め られ る 。 具 第 1 例 で は 検出 仔 了 数 
es 財 二 233 を < 
の 影響 が 未だ 充分 現われ な か つた と と に 因 る の で は な 

か と 思わ れる 。 

然るに 著しい 成長 を 示し た 上 由 体 を 見 な か つた 
か 。 本 実験 で だ 用 いた の は 当該 血球 で な か つた が , と の と 
と が それ に 関係 ある か 否 か は 簡単 に は 云え な い 。 し か し 
威 長 を 遂げ る に は 腸 に 復帰 する と と が 先 づ 要 求 せ られ る 
と と は 云う まで も な い 。 一 般 に 非 固 有 宿 主 で は 移行 途上 
殺さ れる る の が 多く その 結果 腸 に 径 達する も の が 少な い 
と 考え られ る が , これ は 細胞 的 及び 体液 的 の 先天 性 免疫 
ki 
は 低下 せしめ 得る な ら ば , 腸 内 復帰 の 仔 虫 は る と 
と が 予想 せら れる 。 本 実験 で は "ny 
り と れ を 企 て を た の で あつ て , その 結果 対照 に 比 し 仔 虫 の 
腸 復 帰 の 傾向 が 多 か つ た 。 と れ か ら 判 肪 すれ ば , 異種 血 
束 の 注 入 が その 方 向 に 作用 し た も の と 考え られ る が , そ 
の 具体 的 の 機 褒 に つい て は 上 尚 不明 で ある 。 只 腸 復帰 後 の 
- PWR 
Si 3 が る と と が 必要 で ある 

。 本 実験 で は それ Si て いな い 。 

ーー で NchvSaacedpWd 本 3 
固有 宿主 た る 家 兎 に お いて , 人 釣 虫 て A.q.) の 仔 虫 が 対 
賠 無 処置 家 各 に お ける ょ り は 長く 生存 し , 且つ 腸 内 復帰 
の 傾向 を 高め 得 た の で あつ て , と の 場合 の 血球 の 作用 
は 。 宿主 の 先天 的 免 商 を 低下 せしめ る と と に あつ た も の 
と 考え られ , と れ に 依り 非 固 有 宿 主 に お ける 釣 虫 発育 の 
第 一 階段 を 人 工 的 に 或 程 度 助長 せしめ 得る と し て 良い と 
考え る 。 

と の ょ うな 動物 に 感染 せしめ た 仔 虫 の 運命 に つい て 
は , 仔 虫 の 発育 ほお いて , 体長 を 僅か に 増大 し , 体内 構 
造 に も いく mienkr clordhaanes 
特に 著しい 変化 は 見 られ ず , 発育 に 関す る 限り 大 な る 
枚 が あつ た と は 云い 難い 。 remwtoeoah 


は 何故 
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(寄生 東 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 5 生 






と , 一 般 に 実験 群 に お いて 造 か に 多く , 且つ 仔 由 の 生 

存 も 赤 長 期間 に 及 ん だ 。 と の と と は 前 実験 と も 考え 合わ 
せ , 血球 問 回 注入 の 処置 に よる 結果 で ある と と は 間違い 
な いし , 本 実験 で は 非 当該 血球 (感染 せしめ た 釣 下 の 自 
然 宿主 の 血球 と 異 る る も の) を 用 いた の で ある か ら , その 
作用 の 主要 な 点 は , 動物 に 過敏 性 を 弁 与 し , 先天 性 免 壮 
(自然 抵抗 ) を 低下 せしめ る に あつ た と 考え られ な いで 
は な い 、。 従 つて 異種 動物 血球 の 頻 回 注入 を 受け た 非 固 春 
宿主 に お ける 釣 仔 虫 の 態度 の うち , 少く と も 生存 期間 放 
び 数 に 対し て は 上 述 の 作用 が 関与 し て いる も の と さき され, 

と の と と は 血球 と 釣 虫 の 種類 と の 関係 如何 に 拘 ち な いあ 


の と 思考 せら れる 。 
結 論 


山羊 赤血球 を 家 兎 に 頻 回 静 注 し て , 之 と 4.dq. 完 部 合 
虫 を 経口 投与 し た 場合 , 次 の 結果 を 得 た 。 

(1) 家 兎 へ の 影響 は 比較 的 少く , 体重 の 増加 ・ 血 村 
数 ・ 血 色素 量 に は 大 な る 影響 を 与 えな い が , 白血球 像 に 
お いて , 偽 好 酸性 球 と 光 巴 球 と の 比率 逆転 の 傾向 を 認め 
(2) 処置 家 各 に お いて は , 仔 由 体長 の 増大 , 体内 構 
造 複雑 化 の 傾向 を 僅か に 感 ぜ し め る が , 著しい 発育 は 認 
め ら れ な い 。 

5 然し 対照 に 比 し , 処置 家 各 に お ける 仔 虫 の 生存 
は 延長 し , 且つ そ と の 数 も 明か に 多く , 双 腸 復帰 傾向 も 多 
い 。 

(4) と れ ら の と と か ら , 本 処置 が 仔 虫 の 生存 に 一 定 
の 好 条 件 を 与え を た と と は 間違い な い 。 頁 し て それ は 宿主 
の 先天 性 免 商 の 低下 を 来たし た に 因 る も の と 解せ らち れ 
る 。 し か し 著しい 成長 の 見 られ な か つた の は 非 固有 宿 志 
と し て の 条件 に 因 る も の で あり , と の 処置 の み で は 容易 
に その 状態 に 変更 を 来たし 得 た な い の で あり , それ と は 列 
途 の 考慮 が 必要 と 考え る 。 

稿 を 終る に 臨み , 終始 御 指導 を 賜わり , 校 関 を 秦 ク レ 
た 森下 教授 に 深 甚 の 謝意 を 表す る . 

本 論文 の 要旨 は 昭和 27 年 11 月 日 本 寄生 中 学会 近畿 支 
部 第 7 回 例会 に 於 て 発表 し た . 
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1) 佐古 田 新 (1954) : 釣 虫 の 非 固有 宿主 体内 に 於 ける 
発育 に 関す る 実験 的 研究 , 大 阪 大 学 医学 雑誌 。 6(4) 。- 
291-305. 

( 稚 余 の 文献 は 次 報 に 併せ 掲載 する ) 
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Summary 


In the previous paper (Report 1) the author reDor<- 
ted that the repeated intravenous injection with 
human blood or red corpuscles may have rendered 
the rabbits more Suitable for Surviving and groWwing 
of human hookworm larvae (A.d.) given peroralHy. 
The present experiment was performed to explaint 
he role of red corpuscles (or blood) in such treat- 
ment of rabbits, using the goat red corpuscles and 
human hookworm larvae, and the results obtained 
are aS follows. 

(1) The larvae in the treated rabbits showed a 
tendency of increase in length, although no notable 
change of body structure waSs observed. 

(2) The larvae in the freated rabbits lived 1onger 
for time and mmore in number than in untreated 
animals, and furthermore, more larvae reached 


the intestine in the former than in the latter. 

(3) The rabbits, although they were repeatedly 
injected with red corpuscles, did show no remarkable 
physical change, but a reverse took place in ratio of 
pseudoeosinophilic and ]ymphatic cells, thus revealing 
a certain inffuence of the injection upon the anirmals. 

(4) From the results mentioned above, it should 
be concluded that the treatment with goat red 
corpuscles may have brought some good condition 
for surviving and activity of human hookworm 
larvae even in unsuitable host such as rabbit, and 
as to the mechanisrmn of the action of red corpuscles, 
it seems probable that the natural resistance of the 
host animal may be lowered by that treatment, 
and this may be true regardless to the kind of the 
red corpuscles applied. 









に 関す る 実験 的 研究 (第 3 報 ) 
犬 血 赤血球 を 頻 回 静 注 し た 家 兎 に 人 多 東 ( ヅ ビ = 移 東 ) 


完 薬 仔 虫 を 経 肥 交 に 感染 せしめ る 実験 
佐 古 田 





新 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 教授 ) 
(昭和 33 年 3 月 10 日 受領 ) 


前 言 


余 は 先 に 宿主 一 寄生 虫 特異 関係 の 本 態 究 明 の 一 方 法 と 
し て , 非 固 有 宿 主 の 意義 に つい て 考察 し , その 先天 的 抵 
抗 を 打破 する た め 異 種 血 液 又 は 血球 を 注入 する と と を 試 
みて 得 た 成績 に つい て 報告 し た 。 と の 着想 は か つて 神子 
ら (1989, 42, 43) が , 家 束 に 犬 血液 を 頻 回 注入 し て 大 
釣 虫 を 感染 せしめ , 成虫 に 迄 発育 せしめ 得 た 成績 に 発し 
て 居り , 余 は 同様 の 実験 を 人 血球 及び 人 釣 虫 ( ツ ビ = 釣 
虫 ) を 以 て 行い , 神子 ら の 成績 に 比 す れ ば 一 般 に 低 度 で 
ある が , 対照 ( 無 処置 ) に 比 し 感染 虫 数 は 多く , か つ 少 
数 生 ら 原始 口 裏 を 発達 は し め 得 た (第 1 報 )) と れ ら の 
場合 血液 丸 は 血球 の 作用 方 法 に つい て は , 神子 ら は それ 
を 明らか に 述べ て いな い が 栄 養 の 点 に 重き を 置い て いる 
よう に 解せ られ る 。 し か し 異種 衝 白 の 頻 回 注入 が その 動 
物体 の 機能 に 一 定 の 影響 を 与え る と と は 充分 推察 し 得る 
所 で , それ が 先天 的 な 感染 抵抗 に お いて 一 定 の 低下 を も 
た ら す で あろ うと 考え る と と は あな が ち 和 無謀 で な いと 思 
われ る の で , 上 述 余 の 成績 に お いて , 〈 又 神子 ら の 成績 
に お いて 少く ぁ ぉ ぁ 一 部 は ) と の 作用 が 働い て いる と 思考 し 
た の で ある 。 莉 し 然 れ ば , 当該 動物 (使用 し た 釣 虫 の 種 
類 の 固有 宿主 ) 以外 の 動物 の 血液 (又は 血球 ) を 用 いて 
も 局 様 の 結果 を 得る の で は な いか と の 想定 の 下 に , 家 兎 
- た 山羊 血球 を 頻 回 注入 し つつ 人 釣 虫 を 感染 せしめ る 実験 
を 行い , 大 体 予 想 の 如き 結果 を 得 た 。 即 ち 発見 仔 虫 散 に 
お いて も 生存 時 間 に お いて も 対照 無 処置 家 各 に お ける よ 
り は 明らか に 良好 な 成績 ご ぐ あつ た (第 2 報 )。 こ れ ら か 
ら 暴 種 動物 の 血液 又は 血球 の 頻 回 注入 は , 非 固有 宿主 の 
先天 的 抵抗 を 低下 せしめ , 非 固有 釣 上 虫 種 の 感染 及び 生存 
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に 或 程度 好適 な 状態 を 与え る も の と 考え て よい と の 結論 
に 大 し た 。 

然るに 神子 等 は 先 に 同様 の 実験 で 非 固 有 宿 主たる 家 各 
に 犬 血液 を 頻 回 注入 する と と に ょ り , 犬 釣 皮 の 成 最 に 達 
する も の を 見 た に 対し , 余 が 人 血液 を 用 いて 人 釣 虫 を 感 
染 せ し め た も の で は , 遂に 成虫 に 達せ し め 得 な か つた の 
は 如何 に 解す べき か 。 両者 に お ける 釣 良 の 種類 は 異 る が 
用 いた 血液 は 当該 動物 の も の で ある 点 に お いて 同様 で あ 
る に 拘ら ず と の 結果 の 相違 は 何故 で あろ う か 。 先 づ 考 え 
られ る と と は (1) 犬 釣 虫 は 人 釣 虫 に 比 し , 感染 性 が 強い 
の で は な いか と 云う と と で あり , 次 に (2) 犬 碧 液 の 異 
種 動 物 に お ける 先天 的 抵抗 を 低下 せしめ る 作用 が 強い の 
で は な いか と 云う と と で ある 。 仮り た 注入 せら れ た 当該 
血液 が 釣 虫 の 発育 上 栄養 的 に 有効 に 作用 する と すれ ば !, 
犬 の 血液 と 犬 釣 虫 の 場合 と 同様 人 の 血液 と 人 釣 束 と の 間 
に ゃ 同様 の と と が あつ て , 釣 虫 は も つと 発育 せわ ね ば な ら 
な い の に , 結果 は 左 様 ご で は な か つた 点 か ら , 上 述 の 如く 
犬 血液 又は 犬 釣 取 の 特異 性 が 考え られ て 来る の で ある 。 
と の 点 を 確か め る た め , 犬 血液 を 以 て 処置 し た 家 兎 に 人 
釣 虫 を 感染 せしめ る 実験 を 実施 し た 。 

尚 宿主 体 の 抵抗 性 殊 に 先天 的 抵抗 の 影響 は , 経口 , 経 
皮 何 れ の 経路 に お いて ょ り 多 く 受 ける か は 簡単 に 云え な 
い が , 経口 的 投与 で は 糞便 と 共に 排 注 さ れる も の が 多い 
と と が 予想 され る の で 今回 の 実験 で は , 従来 の 場合 に 展 
し , 経 皮 的 方 法 に ょ り 感染 せしめ た 。 本 報告 に お いて は 
それ ら の 結果 に つい て 述べ る 。 

実験 方 法 

動物 は 体重 1 kg 内 外 の 比較 的 幼 若 な 家 兎 を 選び , 倍 
昌 は 同一 患者 より 得 た 糞便 宇佐美 氏 炭 末 培 養 法 で 1 周 
間 培 養 し た 後 , 寒天 重層 法 に ょ り 楽 集 し , 流水 を 以 て き # 
回 以上 洗 敬 し た 運動 活 湊 な 人 釣 ( ツ ビ = 釣 虫 一 以下 A. 
d. と 略す ) 完 部 仔 由 を 用 いて 感染 に 有利 な よう に 考 護 
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。 赤血球 は 仔犬 より 採取 し た 血液 より 赤血球 を 分 離 


し と 4 により 3 人 と し て 拉 
た 。 仔 犬 よ り の 採血 は 感染 に 有利 な 様 に 図 つた 為 


ちる 。 一 方 対 周 と し て 人 血球 を 同 培 に 注入 し た 家 兎 に 
ぉ ける 感染 を 並行 し て 行 つた 。 人 の 場合 子供 より の 採血 
は 困難 で あり 20 才 代 の 成人 を 選び 老人 は 避け た 。 同時 に 
対照 と し て 無 処置 の 家 兎 に お ける 感染 を 行 つ た こと と は 去 
う 迄 も な い 
方 法 と し て は , 仔 虫 投与 前 4 一 5 日 より 必殺 に 至る 迄 
毎日 pro. kg.5cc の 前 記 赤 血球 を 家 各 耳 静 脈 内 に 注入 
し , 仔 虫 投与 後 第 15, 18 及 び 21 日 目 に 家 兎 を 居 殺 , 各 臓 
器 ょ り 仔 を 簿 集 検索 する と 共に 家 兎 の 状態 を 観察 し 
た 。 和泉 集 し た 仔 下 は 純 ア ルコ ー ル で 固定 の 上 計測 し た 。 


C 


仔 取 投与 に は 投 近日 前 記 の 法 で 業 集 し た Ad. 完 替 他 
取 8,000 隻 を 剃 毛 し た 家 兎 腹部 に 滴下 し 宰 入 し 終る を 
確か め た 。 


尚 肝 機能 検査 は 血清 高田 氏 反 応 及 び 尿 中 ウロ ビリ ン ・ 
ウロ ビリ ノー ゲン 反応 に 依 つ た 。 
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注入 群 (B 群 ) の 血球 注入 例 は 対照 無 処置 家 兎 CC) を 
比 し て 僅か に 貧 析 の 傾向 を 思わ せ , 正 血 球 数 は 変動 種々 
で 一 定 の 変化 傾向 を 定め 難い が , 白血球 像 ざ で は A, B 群 
共に 偽 好 酸性 球 増 多 , 汐 巴 球 減少 の 像 が 頭 著 で あり , そ 
acer が ir 
あり , 又 A 群 で は 好 酸 球 増 多 を 示し た が , で は 一 定 
の 傾向 を 示さ な か つた 。 ne 
群 共 に 障 旭 を 認め 明か に C と 相違 し , 赤血球 注入 に よる 
影響 を 示し て いる が , A 群 に お いて は B 群 に お ける より 
障 旭 が より 高度 の 様 で ある 。 体重 の 増加 の 点 で も 血球 注 
入 の 影響 が 多少 現われ , 大 体 C で より B 群 。 B 群 より A 群 
と 増加 の 度 が 低く な つて いる 。 
以上 の 成績 か ら 赤 血球 注入 が 家 束 に 相当 の 影響 を 与え 
と は 否定 出来 ず . し か も その 影響 は 犬 赤血球 注入 の 
場合 の 方 が 人 赤血球 注入 の 場合 より も 大 きい 様 で ある 
(2) 検出 仔 由 数 (第 2 表 ) 
次 に 各 例 ょ り の 臓器 別 検 出 仔 虫 数 を 観る と 第 2 表 の 如 
く で ある 。 即ち A 群 か ら は B 群 に 比 し 造 か に 多数 の 仔 県 

















を 検出 し , 特に 仔 虫 の 発育 臓器 た る 腸管 復帰 の 仔 虫 数 に 

成 二 お いて も A> B の 関係 に ある と と は 注目 され る 。 然し 対 

(1) 家 兎 の 状態 〈 第 1 表 ) 照 例 に お いて も B 群 は C よ り も 和輝 か に 多数 の 生存 仔 昌 を 

先 づ 家 束 の 血液 所 見 に つい て 鈴 る と , 赤血球 数 。 血色 得 , 血球 注入 に よる 影響 を 物語 り , 第 1。 2 報 の 成績 ま 

素 量 で は 実験 犬 赤血球 注入 群 (A 群 ) 及び 対照 人 赤血球 り 論じ た 意義 を 再 認 さ れ た も の と 思う 。 更に 又 無 処置 察 

第 1 表 家 兎 の 血液 所 見 及び 肝 機 能 検 査 並 に 体重 
白 重信 自 画 球 像 功 高 尿 ウ 展 す 体 
還 例 検査 時 期 ” 赤 箇 球 数 世 台 1 る る 人 
球 素 し 

数 量 ご = 巴 清 応 中 シソ ゼン  (g) 

大 1 処置 前 345X10* 9600 68 を 2770 1 0 2 一 一 一 3960 
赤 (第 15 日 ) 属 殺 時 "330x10* 6500 67 多 46 47 4 0 3 寸 一 主 1100 
rm 2 処置 前 330x10' 9000 63 を 29 67 2 0 2 一 一 一 1020 
寺 (第 18 日 ) 必殺 時 "310x10* 9100 60 包 45 42 9 1 3 土 士 十 1125 
Pt 3 処置 前 "335x10* 8100 63 史 24 71 2 0 3 一 一 一 1100 
群 型 (第 21H) 必殺 時 310X10' 5900 660 61 29 7 0 3 填 填 二 1200 
人 1 処置 前 300X10* 6700 56 多 41 53 3 0 3 一 一 一 Hi50 
赤 (第 15 日 ) 屋 殺 時 "310x10* 9100 59 錠 46 45 6 0 3 士 一 主 1255 
ee 2 処置 前 340x10' 8600 65 刀 23 69 4 0 4 - 一 一 990 
は (第 18 日 ) 必殺 時 310X10* 7200 57 し 紅 輸 届 字 十 ー 十 1150 
大 3 処置 前 340X10* 7900 69 26 68 4 0 2 一 一 一 896 
群 芝 .( 第 21 日 ) 必殺 時 "300X10* 11000 63 を 44 50 2 1 3 周 王 主 1915 
っ 1 処 是 前 310x10* 9300 63 多 32 65 0 0 3 一 一 一 1100 
置 - (第 21H) 必殺 時 "340x10' 9000 69 多 39 59 0 0O 2 王 一 一 19300 
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第 2 表 検出 任 昌 数 


3 入 和 ーーーー ボ ーー あか 
食道 月 小腸 作 且 大腸 
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。 (0.20) (4.33) (12.00) (14.00) (0.77) (0.97) (0.43) (0.37) (33.07) | 
CN 0 0 83 290 360 9 29 10 6 787 | 750.67 
(2.77) ( 9.67) (12.00) (0.30) (0.97) (0.33) (0.20) (26.23) | (25.02) 
0 0 1 82 260 103 4 人 0 473 






(0.03) (2.73) (8.67) ( 3.43) (0.13) (0.43) (0.33) (15.77) 
846 

















16 





3 2 5 190 






















(0.10) (0.07) (0.17) (6.33) (13.00) ( 7.00) (0.23) (0.77) (0.53) (28.20) 
4 0 1 0 31 160 93 2 10 6 1 304 450.67 
(0.03) (1.03) ( 5.33) ( 3.10) (0.07) (0.33) (0.20) (0.03) (10.13) | (15.02) 

りり 0 0 31 83 69 5 8 4 2 202 


(0.07) (6.73) , 





(0.13) 










(1.03) 















13 19 29 3 2 0 0 67 
(0.43) ( 2.23) 


1 
(0.03) 















( 括 包 は 対 投与 仔 昌 昌 ) 











兎 C に お いて を 従来 の 実験 例 に 比較 する と 得 ら れ た 仔 下 まり 第 3 期末 に ある も の と 考え られ , 成長 期 の 一 段階 を 
数 は 多く , 経口 と 経度 と の 仔 取 投与 法 の 相違 に よる も の 更 進 す る と aaele を 思わ し め る と 同時 に 今 一 歩 て 第 





人 






と 考え られ , SRA た 。 4 期 幼虫 に 発育 する と と の 可能 性 を も 感 ぜ だ しめる 。 
以上 検出 仔 虫 数 の 結果 ょ り 見 る 犬 赤血球 の 注入 は 以上 全 成 績 ょ り し て , 家 兎 の 状態 。 検出 仔 帳 及 び 位 







人 赤血球 注入 の 場合 より も 仔 皮 の 生存 を 有利 に する も の Pi を 見 て も , 犬 赤血球 の 頻 回 注入 は 人 
と 考え られ る 。 0 ょ り も , 家 F 仔 虫 の 感染 に 有利 な 状 


(3) 仔 取 の 発育 状態 (第 3,4,5, 6 表 ) 態 に 導く も の と 考え 8 られ る 。 
考 投 






第 3 表 投与 前 完熟 仔 昌 の 大 ミ き (mm) 

。 食道 生殖 異種 動物 の 赤血球 注入 が 非 固有 宿主 に お ける 先天 性 万 

6 和 球 幅 原 基 更 中間 染 抵抗 を 減 主 せしめ る と と は , 前 回 の 成績 並び に 本 報告 
最大 0.7163 0.0210 0.1960 0.015910006 0.0132 の 結果 か ら 大 体 間違い な い 所 の ょ う で ある 。 し か し か か 
る 処置 を 行い つつ 釣 虫 仔 を 感染 せしめ る 実験 に お いで 


最小 0.6136 0.0200 0.1605 0 .n200・ ーー 仁和 N 入門 区 び 名 上 の 種類 と 依 て その 交 果 が 
平均 0.6612 0.0201 0.1681 0.014210.005s 0.0108 る 。 神子 ら が 犬 血液 と 犬 釣 昌 と を 用 いて 行 つた 実験 で ほ 
高度 の 発育 を た 示 し た に 対し , 余 の 人 血球 及び 人 釣 到 を 用 請 記 
仔 取 の 発育 に 関し て は , 感染 仔 虫 は 体長 , 体 巾 等 形態 いた 実験 で ご は, 対 照 に 比 し 明か に 差 は あつ た が 高度 の 落 計 調 
的 に その 大 さ を 増 し , 体内 構造 は 複雑 化 L し , 明か に 軽度 育 は 示さ な か つた の は , 人 釣 虫 より 犬 釣 虫 に 家 兎 に 対し 識 
な が ら 発育 を 認め , 旦 そ れ に は A>B>O の 傾向 が 見 らち 強い 適応 性 が ある た めか と も 思わ れる が , 一 方 犬 箇 球 が 還 還 
れ た が , 全 例 葬 通 じ て 原 始 口 胡 を 形成 せる も の な く , 著 家 束 の 先 天 的 抵抗 性 を 低下 せしめ る 力 に お いて 人 血球 結 識 
し い 発育 は 認め られ な か つた 。 然し 仔 投 与 後 第 21 日 目 勝る も の が ある の で は な いか と の 考え で 行っ た 本 実験 垢 識 
の 操作 例 で は A, B 群 共に 原始 口 裏 の 形成 が 見 られ て 人 然 は 大 体 予 想 の 如き 結果 と な つた 。 NSR 和 
る べき 程度 に 迄 形態 の 増大 が 認め られ る も の が あり , つ 数 で は , 血球 2 栓 は に 近 二 り 洛 か に 多 人 






































( 50 ) 










昭和 33 年 10 月 958)} 


第 4 表 無 処置 家 兎 ょ り 得 た 仔 昌 の 大 き ( 第 21 日 目 ) 





隊 食道 生 症 
虹 体長 体 幅 食道 長 球 幅 原 基 頂 頂 幅 





oe 


肺 ) 最小 0.6643 0.0218 0.1812 0.0124 で で で 0.0118 


半生 0.0159 
| 平均 0.6958 0.0236 0.1885 0.012510.0952 0.0128 





( 0.0168 
気 | 最大 0.7286 0.0243 0.1894 0.01320'9964 0.0126 


2 0.0157 
最小 0.6852 0.0218 0.1868 0.011816'ooee 0-0124 


管 | 平均 0.6974 0.0224 0.1876 0.012410.0684 0.0126 





食 最大 0.7771 0.0253 0.2079 0.013210'0096 0.0132 


| 
最小 0.6643 0.0214 0.1685 0.012400.0658 0.0118 


説 2 0.0158 
均 0.7021 0.0227 0.1812 0.012010'00es 0・0129 








| 最大 0.7568 0.0253 0.2079 0.0138) 0.0132 


が 0.0132 
| 最小 0.6742 0.0200 0.1738 0.012816.0053 0.0118 


齋 e の に 0.0154 
| 平均 0.7054 0.0223 0.1895 0.0128'0o6z 0-0124 





小 | 最大 0.7828 0.0253 0.2079 0.0138、 0.0132 


| に 
) 最小 0.6742 0.0214 0.1738 0.0124 0'9964 0.0118 


ゼ 本 に 0.0163 
腸 | 平均 0.7285 0.0224 0.1909 0.0131000085 0.0125 


は 犬 血球 群 に お いて 人 血球 群 よ り 著しく 多く , 
ら の 検出 敷 に も 同様 の 関係 が 見 られ た 。 し か し 
壮 し た も の が 多い に 拘ら ず , 発育 の 著しく 進ん だ 
も の は 見 られ ず 。 只 体長 の 増大 は 実験 群 に お いて 勝つ て 
と の うち 犬 血 球 群 に お いて , 人 血球 群 よ り そ の 傾 
同 が 僅か な が ら 大 で あつ た 。 

一 方 家 兎 の 状態 に ちあ つて は , 処置 群 で は 赤血球 数 ・ 箇 
色素 量 共 著しい 変化 は な く , 無 処置 例 に 比 し 幾 分 貧血 の 
傾向 か 認め られ る が , 白血球 像 で は 偽 好 酸性 球 及び 汐 包 
球 の 比率 の 逆転 を 示し て いる 。 丸 肝 機 能 障 得 が 両 処置 群 
に 見 られ た が , その 程度 は 犬 血 球 群 に 依 て 策 強 い 傾向 が 
ちり , 体重 の 増加 る 赤 無 処置 例 よ ょ り 処置 例 に お いて 少 
い 。 こ と れ ら が 血球 注入 に 因 る と と は 疑 な く 。 又 そ の 影響 
は 犬 血球 群 に お いて より 著 明 に 現われ て いる と と は 。 検 
出 仔 点数 及び その 発育 と 関連 し て 興味 が ある 。 


第 5 表 処置 家 兎 A 群 第 3 例 よ り 得 た 
仔 虫 の 大 き (第 21 日 目 ) 





臓 も 食道 生殖 
器 体長 体 幅 食道 長寺 四 原 基 頭頂 幅 


0.0162 
最大 0.7859 0.0253 0.2079 0.0138100079 0.0132 


0.0158 
0.0079 0.0118 


0.0159 


肺 、 最小 0.6954 0.0214 0.1738 0.0124) 
| 
| 平均 0.6984 0.0232 0.2018 0.013100・0059 0.0124 





ンー の 0.0181 。。 
気 「 最大 0.8524 0.0286 0.216 0.014510.0079 0.0151 


0.0158 。 on24 


| 最小 0.6852 0.0218 0.1868 0.0124 0'0069 


| 
トマ 0.0168 
管 | 平均 0.7326 0.0243 0.2104 0.0138.'oo7o 0.0132 





食 | 最大 0.8772 0.0293 0.2218 0.015100.0079 0.0154 


| 最小 0.6954 0.0214 0.1822 0.012410'0069 0.0118 


道 | 平均 0.7263 0.0246 0.1947 0.013716'007 0.0128 








最大 0.7771 0.0253 0.2079 0.01321 0.0132 


た 0.0132 
胃 、 最小 0.6750 0.0200 0.1738 0.0118 0.0054 0.0118 





1 に 0.0148 。 
平均 0.7248 0.0234 0.1924 0.013010'0063 0.0124 


小 | 最大 0.8420 0.0273 0.2113 0.0145 0.0151 


最小 0.6954 0.0218 0.1789 0.0128 ペー 0.0128 


0. 
0 
0.0168 
0.0072 0.0134 





腸 | 平均 0.7721 0.0247 .0.2102 0.0189) 
『 


小 | 最大 0.8936 0.0288 0.2257 0.015) 0.0154 
最小 0.7012 0.0223 0.1892 0.012810・00eg 0・9128 


\| 平均 0.7433 0.0249 0.2106 0.014200.0074 0.0143 





と れ ら の 点 か ら , 犬 血球 は , 人 血球 C 並 びに 恐らく 山 
羊 血球 ) ふり 非 固有 宿主 に お ける 先天 的 抵抗 性 を 低下 せ 
し め る 作用 が 強い も の と 判断 さら れる 。 神 子 等 が 犬 血球 
の 頻 回 注入 に より 犬 釣 虫 を 著しく 発育 を き しめ 得 た の は ,。 
栄養 的 な 意義 は 別 と し て , か ゝ る 人 用 が 相当 有力 に 与 つ 
て いる と 考え られ る の で ある 。 

次 に 余 が 従来 行 つて 来 た 実験 で は 一 般 に 仔 眼 の 検出 事 
が 低 か つ た 。 丈 に 釣 虫 の 発育 臓器 た る 小腸 より の 検出 が 
極め て 少 か つた の は 寧ろ 異 と する 所 で ある 。 し か し と 区 
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策 6 表 処置 家 兎 B 群 第 3 例 よ り 得 た 
仔 下 の 大 き (第 21 日 目 ) 


較 食道 生 芝 
トコ 体長 体 幅 食道 長 全 誠 仁 党 頭頂 幅 








| 最大 0.8380 0.0273 0.2113 0.014719.007g 0.0151 


0.0175 


抽 最大 0.8263 0.0255 0.2108 0.014510・06g 0-0147 


最小 0.6954 0.0200 0.1895 0.013719.005 0.0124 


最小 0.6954 0.0218 0.1737 0.011810'005 0.0124 


E 0.0165 
平均 0.7178 0.0238 0.2016 0.013210'00y2 0.0131 


ン 





人 





| 最大 0.7859 0.0253 0.2079 0.013819 9969 0.0132 


0.0158 
< 最小 0.6852 0.0218 0.1868 0.013710'0066 0.0118 


0.0160 。 5s 


平均 0.6996 0.0226 0.1934 0.0137 0.0065 





0.0158 。 os 


に 0.0162 
最大 0.7568 0.0253 0.2046 0.013810.0066 0.0132 
最小 0.6643 0.0218 0.1812 0.012410'0069 


de R 0.0157 
平均 0.7258 0.0237 0.1894 0.013716'0063 0.0132 





最大 0.8135 0.0263 0.1948 0.01401 0.0151 


| 最小 0.6954 0.0214 0.1738 0.013200-0966 0.0118 


0.0163 


腸 | 平均 0.7524 0.0246 0.1950 0.013810 006 0.0137 





小 | 最大 0.9121 0.0298 0.2363 0.01451 0.0151 


腸 な 
最小 0.6954 0.0218 0.1789 0.012816'0966 0.0126 
| 


平 失 0.0162 
平均 0.7253 0:0243 0.2046 0.014100'0064 0.0128 





迄 の 実験 で は 擬 く 経口 感染 に 依 つ て 居り , これ が 或 程度 
関係 し て いる の で は な いか と 思わ れる 。 白井 (1926) は 
固有 宿主 ( 犬 ) に お いて も, 犬 釣 東 仔 虫 は 経口 感染 に お 
いて 成虫 と 成り 得る 率 は 経 皮 感染 に 比 し 甚だ 劣る と と を 
ズ ズ い , 白 肖 に お いて 人 並 に 犬 釣 昌 仔 虫 の 経口 感染 を 行う 
合 , 大 多数 包 糞 硬 と 共に 排出 され る と は Looe(1911), 
横川 ・ 大 磯 (1925) も 云 つ て いる 所 で ある 。 と れ に 対し 
経 皮 感染 の 場合 は , 仔 虫 の 体内 に 残留 する も の が 多い こ 
と が 予想 せら れる の で , 本 実験 で は 経 皮 的 方 法 を と つた 
結果 , 一 般 に 経口 的 方 法 に 偽る より 仔 東 検 出 事 は 高 か つ 
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た 。 し か も , それ に 犬 血 球 群 ・ 人 血球 群 ・ 無 処置 例 の 遥 還 記 


位 が 明瞭 に 認め られ た の で ある 。 

要する に 経 皮 的 経路 に 依る 釣 虫 の 感染 に 於 て , 非 固 診 
宿主 を 異種 動物 血球 で 処置 すみ る と, その 抵抗 性 が 弱 下 
し 他 種 釣 虫 の 感染 に 対し , 一 定 の 好 状 況 と もち 来たす 
も の の 如く で ある 。 と の 場合 犬 血球 を 以 て 処置 し た 家 兎 
の 総 検出 仔 虫 数 並び に 腸 内 検出 数 は 人 血球 処置 の 場合 ょ 
り 明 ら か に 多く , 犬 血球 の 非 固有 宿主 に 於 ける 先天 的 振 
抗 性 低下 作用 は , 人 , 山羊 な どの 血球 より 強い と 云い 得 


5 に 3 こ 
ト 2 ン 
る よう て め る 。 


結 論 
犬 血 赤血球 を 頻 回 静 注 し た 家 兎 に A.q. 完 部 仔 貝 を 
経 友 的 に 感染 せしめ る と 共に , 対 と し て 人 血 赤血球 を 


頻 回 静 注 し た 家 兎 並 に 無 処置 家 乏 に A.dq. 完 熱 仔 虫 を 経 
皮 的 に 感染 せしめ て , 家 兎 の 状態 並 に 仔 虫 の 感染 発育 の 
状況 を 観察 し た 。 そ の 結果 は 次 の 如く で ある 。 

(1) 家 兎 の 状態 で は , 血球 処置 の 両 群 共 白血球 像 に 
偽 好 酸 性 球 増 多 , 汐 巴 球 減少 を 示し , その 比率 の 逆転 を 
来たす る と 共に , 肝 機 能 障 各 を 呈す る が , 障 旭 の 程度 は 奏 
血球 注入 群 に 於 て 人 血球 注入 群 に 於 ける より 大 で ある 。 
(2) 処置 及び 無 処置 家 兎 を 通じ , 一 般 に 経 皮 的 に 
与 さ れ た 仔 虫 は 経口 的 投与 の 場合 に 比 し 長く 生存 する も 
の が 多く , 且つ 小腸 内 に 到 填 停滞 する も の が 多い 。 
(8) 処置 家 兎 内 に 於 て は 無 処置 家 兎 に 於 ける より 季 
存 仔 貝 数 は 進 か に 多く , 且つ 犬 血球 注入 群 は 人 血球 注入 
群 より 知 か に 仔 虫 の 生存 を 有利 に し , 叉 小腸 内 到達 停 藻 
数 も 多い 。 6 

(4) 仔 貝 体 は 体長 , 体 巾 等 形態 的 に 大 さき は 増大 し , 修 
内 構造 複雑 化 等 の 発育 傾向 を 示す が , その 傾向 は 無 衝 軒 
群 より 処置 群 に 於 て 著しく , 更 ら に 後者 で は 人 面 球 注 丸 
群 より 犬 血球 注入 群 に 於 て 僅か 年 ら 大 で ある 。 し か し ゆめ 
づれ の 場合 に も 原始 口 裏 を 形成 せしめ る 所 迄 は 行か 大 
か っ た 。 

C5) 以上 の こと か ら , 血球 注入 処置 は 家 兎 の 如き 非 
固有 宿主 に 於 て A.qd. に 対す る 先天 的 抵抗 性 を 低下 せ レ 
め る と と を 更 ら に 確認 する と 共に , その 作用 は 犬 血球 引 
於 て , 人 血球 (及び 山羊 血球 ) より 強い と と を 明らか 妖 
レ た 。 

稿 を 終る に 臨み 終始 御 指導 を 賜わり 校 闘 を 系 う し た 醒 
下 教授 に 深 甚 の 謝意 を 表す る . 

本 論文 の 要旨 は 昭和 31 年 4 月 第 25 回 日 本 寄生 束 学会 
総会 に 於 て 発表 し た . 
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SunmmarY 


While Kamiko (1937. "2 "43) succeeded to make 
the dog hookworm larvae mature in the intestine 
of the rabbits injected repeatediy with red cells 
of dog blood, the author's experirnent8。 uSing red 
cells of human blood and human hookworm 1arvae 
(A. d.), resulted negative concerning the maturity 
of the jatter. This contrary result inspite of sinnilar 
procedure in both experiments which were Derfor- 
med with hookworrn species of dog or man and 
red cells of blood from the corresponding natural 
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Host .respectively,has raised questions: (1) Whe- 
ther or not the dog hookworm may have higher 
adaptability to the rabbit than human species : (2) 
Whether or not the red cells of dog blood may 
mnore markediy render {he rabbit suitable for in- 
fection of any hookworm than human blood red 
cells do, when they are repeatedly injected to the 
anirmals. 

To solve this question, the author attempted the 
preSsent experiment, injecting repeatedly the dog 
blood red cells into the rabbits and infecting per- 
cutaneously with human hookworm larvae to the 
jatter. The result showed that in the rabbits 
treated with red cells of dog blood the 1arvae were 
found more not only in the total number but also 
in {the number of those which reached and settled 
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in the intestine of the host than in animals treated 
with red cells of human blood. It ijS not necce- 
sary to say {hat in untreated rabbits both num- 
bers were smaller than in above cases. Further- 
more, the disturbance of liver fujiction was also 
marked in the rabbits treated with red cells of 
dog blood than in those treated with red cells of 
human blood. 

From these results it appears to be reasonable to 
assume that the red cells of dog blood may act 
more strongly upon the rabbits in lowering their 
natural resistance against the infection of human 
hookworm, the fact which may be reSpopSible at 
least in certain degree for the different results jn 
both experiments (of Kamiko et al. and of the 
author) as mentioned above. 
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人 音 が 肺 吸 虫 に 感染 し て いる か 否 か を 診断 する 方 法 と 
し て , 路 検 査 法 (主として 人 ), 糞便 検査 法 (人 畜 う , 
皮 内 反応 な ど が 普通 に 用 いら れ , ある い は 将来 用 いら れ 
ょ うと し て いる 。 後者 は 成熟 虫 体 保有 宿主 は 勿論 , 未 排 
卵 虫 体 保有 宿主 を 検索 する の に 意味 が あり , 路 療 ・ 糞 便 
の 両 検査 法 は 卵 を 証明 し て 宿主 が 成 部 豆 体 を 保有 する と 
と を 確認 す る 最良 の 手段 で ある と と は 論ずる まで も な 
い 。 

し か し 従来 , 肺 吸虫 に 感染 し て いる 動物 の 排卵 状況 と 
肺 臓 に お ける 下 認 の 発生 分布 , あるいは 寄生 虫 数 と の 関 
係 な ど を 詳細 に 妃 宛 し た 成績 が 見 当 ち な い 。 こ れ ら ちの 問 
題 は , 虫 体 の 生物 学 的 性 質 を 知 甘 す る 上 だ , 宿主 の 感染 
程度 を 把握 し て 本 症 の 経過 を 祭 知 し , 更に 治療 効果 を 
判定 する 上 に , 極め て 重要 な 意味 を も つも の で ある と 思 
み 。 
文献 に 従え ば , 横川 ( 定 ) ・ 虜 (1939) は 「 肺 吸虫 上 
染 犬 の 糞便 内 由 卵 数 か ら , その 感染 程度 , あ る い は 治療 
薬品 の 効果 を 判定 する と と は 困難 で ある 」 と 述べ 。 ま 
た , 横川 ( 宗 ) て 1955) は ケリ コッ ト 肺 吸 貼 Zzzgoxz- 
S ん e/zco 太 感染 猫 に つき メタ セル カリ ア 試食 後 約 3 
ヵ月 目 か ら 23 日 間 に 古 り , 糞便 の E.P.G. 及び EE&P.D. 
を 検査 し た 結果 , 「 排 出さ れる 由 卵 の 変動 は 相当 に 激 し 
く , 連続 的 に 検定 を 試み て も , その 変動 に 一 定 の 傾向 が 
ある と は 認め られ な い 」 と 報告 し て いる 。 

今回 , 筆者 ら は 大 平 肺 吸虫 7wgozzyxes の zz Mi- 
yazaki 1989。 小型 大 平 肺 吸虫 Zszezexszs Chen, 





TAMOTSU TOMIMURA, TADASUKE ONO 錠 
AKIRA ARAKAWA : Studies on the daily egg DrO- 
duction of zzggo2244S の 7 の 7 in the experirment2l- 
]jy infected dog (Department of Veterinary Sci- 
ence, College of Agriculture, University of Osaka 
Prefecture, Sakai, Osaka, Japan) 
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1940。 ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 用 es7g7 Kerbert, 
1878。 の メタ セル カリ ア を 投与 し , 夫々 の 肺 骸 虫 に 感染 
せしめ た 犬 , 計 ? 頭 ( 他 に 対照 と し て 猫 1 頭 ) を 作り 。 主 
と し て 排卵 開始 後 1 ヵ月 間 に お ける 排卵 状況 を E.P.G, 
及び E.P.D. 検査 に よ つ て 検討 し , 併せ て 宿主 を 剤 検 し 
て 肺 臓 に お ける 虫 井 の 発生 分 布 , 虫 裏 の 性 質 (気管 支 と 
の 変 通 性 及び 非 交通 性 ) を 検索 し, それ ら の 相互 関係 を 
追 宛 し た 結果 , 糞便 内 排卵 数 は か な り の 変動 を 示す が , そ 
の 変動 に も 略 一 定 し た 週 期 性 の ある と と が 認め られ , 且 
つ , 排卵 数 と 肺 臓 に お ける 由 要 数 , 虫 数 な ら び に 貝 埋 の 
性 質 な どの 間 に も 2, 3 の 興味 あ る 知見 が 得 ら れ た の 
で , その 成績 の 概要 を 報告 する 。 な お 長期 間 に 理 る 検査 
は 算 日 。 改め て 行い た いと 思 つ て いる 。 


材料 と 方 法 


実験 に 供し た 肺 吸 虫 は ア ggzgz( 以 下 Po. と 略記 ), 
ア 2 の Azszexe の 4S2S (以下 ア 7. と 略記 ) お よび 邦 zese た 
2 (以下 戸 w. と 略記 ) の 3 種 ど ある 。 ア の. の メタ 
セル カリ ア (以下 mc と 略記 ) は 兵庫 県 円 山川 産 の クロ 
ベン ケイ , 戸 ヵ の mc は 大阪 府 新 淀川 産 の クロ ベン ケ 
イ ,。 ど w. の mc は 高知 県 四万十 川 産 の モク ズ カ = ニ か ら 
得 た も の を 用 いた 。 ア o. と ア ょ ヵ の mc は 好 寄 生 部 位 で 
ある 肝臓 か ら , アア w. の mc は 負 か ら 夫々 法 の 如く 分 離 
し 生理 的 食塩 水中 に 入れ , その 一 定数 を 乳頭 付 毛細 ピ ペ 
ッ ト を 用 い 実 験 動物 の 口腔 内 に 奥深 く 注 入 し た 。 な お , 
ア ょ ヵ 犬 の 1 頭 に お いて は 肝臓 ど と 試食 せ し め た 。 

用 いた 動物 は ア o. 犬 3 頭 , 同 猫 1 頭 , ア 7. 犬 2 頭 , 
P%. 犬 1 頭 の 計 8 頭 で あ る 。 試食 動物 の 便 は 毎日 そ 
の 全量 を 採取 し , 笠 量 し た 。 

E.P.G. の 算定 に は 主として Stoll 氏 の 変 法 を 用 い , 
時 に の ぞ み 更に 長野 氏 顕 虫 卵 集 卵 法 を 併用 し た 。 後者 は 
排卵 の 有無 の 発見 と Stoll 氏 の 変 法 に よる E.P.G. 検査 
が 困難 (排卵 の 初期 ) で も ある と き に 用 いた 。 
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長野 氏 の 功 卵 集 卵 法 は , 2 g の 糞便 を 試験 管 に と り 
約 50cc の 水 を 加え て 泥 状 と な し 細目 の 金網 に て 濾過 し た 
後 , 濾液 は 硝子 円 坦 に 受け , 数 回 水洗 沈 滅 を 行 つた 。 つ 
いで 沈 湾 を 時 計 血 (直径 18 cm) に 移し , ピペット を 用 
いて よく 水洗 し た 後 , 最後 の 沈 溶 を 少量 の 水 と 共に 載 物 
硝子 上 に 取り , 善 硝子 を か け て 鏡 検 し 全 視 野 の 躍 卵 数 を 
計算 し た 。 そ う し て , それ を 1 g に 換算 し ELP.G. と し 
て 表 は し た 。 

Stoll 氏 の 変 法 は 糞便 を 2 g 科 量 し , 水 を 加え 細目 の 
金 綱 に て 濾過 し , て の 濾液 を 沈 激 管 に 受け 遠心 沈 激 (1 
分 間 1,000 一 1.500 回 転 3 分 ) を 行い , 沈 溶 を 大 試験 管 
と 移し , 飽和 食塩 水 を 加え て 全量 を 50cc と な し た 後 , ゴ 
ム 棒 を 施 し て 約 100 回 振 納 し た 。 か くし て 後 , た だ ち に 
乳頭 付 ピ ペッ ト で 試験 管 の 中 心 部 か ら 食 塩水 0.5cc を 吸 
引 し, 5 枚 の 載 物 砂子 上 に その 0.1cc 宛 を 滴下 し , 蓋 硝 
子 (24x24 mm) で 覆い , 鏡 下 に 全 視 野 の 虫 卵 数 を 計算 
レ た 。 と の 操作 を 3 回 繰返し , 平均 値 を 求め . それ を 50 
倍 し て E.P.G. と し た 。 

糞便 検査 は 従来 の 知見 並び に 筆者 ら の 経験 に 基 い て 試 
験 動物 の 糞 便 内 排卵 開始 前 10 日 目 頃 より 行い , E.P.G. 
検査 は 排卵 開始 日 か ら 1 ヵ 月 間 に 理 つて 行 つ た 。 し か し 
な が ら , 万 z 犬 No. 2 (前 記 1 ヵ月 間 の 検査 を 行わ ず ) 
及び P%w. 犬 No.1 に お いて は 更に 第 2 回 目 の 検査 を 行 
つた 。 そ の 検査 期間 は , 前 者 は mc 試食 後 240 日 目 か ら 
80 日間, 後者 は 同じ く 173 日 目 か ら 16 日 間 で ある 。 

試験 動物 中 , 本 症 特有 の 重 父 な 症状 を 示 し て 名 死 し た 
も の は 鑑 死 後 た さち に , その 他 の も の は 検査 終了 後 , ク 
ロロ ホル ム 麻 酔 に て 致死 剤 和 検 し た 。 臓 器 は すべ て 原液 10 
倍 稀 釈 の ホル マリ ン 水 で 固定 し た 。 

肺 騰 に お ける 虫 衰 の 観察 に 際 し て は , 各 葉 に お ける 下 


要 数 及び 各 貝 要 内 の 虫 数 , 気管 支 と の 交通 性 内 数 お よ 





第 1 表 実験 動物 と 実験 経過 
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び 含 有 邊 数 な ど を 調べ た 。 気管 支 と の 交通 性 ある い は 非 
交通 性 に つい て の 判定 に は 虫 衣 を 切開 し, 論 中 の 貝 体 を 
取り 出し , 先ず 肉眼 的 に 虫 府内 長 を 詳細 に 観察 し , 更に 
虫 裏 周囲 の 組織 を 安全 剃刀 で 厚 さ 1 一 2 mm に 細 切 し 
て 。 気管 族 と の 交通 状況 を 検査 し た 。 か く て 相 気 管 支 を 
見 出し た 場合 に は 気管 支 内 に 組 い 鉄 線 を 通し て 骨 と の 
交通 状況 を 追 し た 。 


検査 成績 


本 観察 に 用 いた 肺 吸虫 の 種類 , 実験 動物 , 試 食 mc 数 , 
mc 試食 後 の 排卵 開始 日 数 , mc 試食 後 削 検 まで の 日 数 , 
虫 体 の 介在 部 位 お よび 感染 比率 な ど を 一 括 し て 示せ ば 第 
1 表 の 通り で ある 。 

(1 ) 排卵 開始 日 数 な ら び に 1 週間 以内 に お ける 排卵 
状況 

排卵 開始 日 数 : 第 1 表 に 示す よう に mc 試食 後 開 便 内 
に 最初 に 卵 が 認め られ た 日 は Po. 犬 No.1 一 4 に お い 
て 35 で 88 日 目 , 同 猫 No.1 , 41 日 目 , ア z. 犬 No. 1, 89 
日 目 お よび ア z. 犬 No. 1, 68 日 目 で あつ た 。 

1 週間 以内 に お ける 排卵 状況 : 各 動 物 に お ける 排卵 開 
始 日 より 7 日 目 に 至る EEP.G. と EEP.D. の 値 は 第 2 表 
に 示す 通り で あり , 増減 を 示し つつ 潤 増 し て いる 。 

( 2 ) 排卵 開始 後 1 ヵ月 間 に お ける 排卵 状況 

各 動物 の 排卵 開始 後 1 ヵ月 間 に お ける 排卵 状況 を 名 重 
物 別 に 概観 すれ ば 第 1 図 及び 第 2 図 の 通り で ある 。 

i) 各 動 物 に お ける E.P.G. の 消長 

Po. 犬 NNo.1 で は その E.P.G. (第 1 図 の 1 ) が 排卵 
開始 後 1 12 日 の 期間 に は 2,000 以下 で あり , 概して 少 
い が , 13 日 目 か ら や ゝ 目立つ て 多く な り 約 6,000 に 達し 




















和 物 mc の 誠信 試 人 後 排 試食 後 内 の 席 
昌 の 種 年 齢 興和 死 時 の 。 卵 開始 ま 剖検 まで 一 ーーー 
番 号 人 性 \ 品種 ヵ 。、 試食 年 月 日 mc 数 で の 日 数 の 日 数 肺 その 他 ( あ ) 
( 歳 体重 (kg) 
Po. 大 No.1 ? 1.5 ( 雑 ) 6.0 1956.5. 9 100 38 64 92 5 97 
Po. 犬 No.2 8 2.0 (/) 5.7 / 9.17 100 35 81 64 2 66 
ア Po. 大 No.3 8 成 犬 (/) 9.7 1957 .6.28 50 ` 36 120 41 0 82 
Po. 大 No.4 7 (の /) 7.9 / 6.27 100 35 96 62 1 63 
Po. 猫 No.1 8 2.0 (/) 1.8 1956.8.10 125 41 99 39 0 31 
Pz. 犬 eNo.1 ? 成夫 ( ヶ ) 5.6 1957 .5.29 12 39 120 0 17 
まま 、 犬 NN03 人 生か (が か) る 5 1956.1.14 一 一 343 11 0 ーー 
アア. 大 No.1 る ゐ 8 / (の /) 3.9 人 27 63 267 6 2 30 
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第 2 表 排卵 開始 後 7 日 目 ま で の 排卵 数 


経過 9. 犬 NNo.1 ア o. 犬 No.2 o. 犬 NNo.3 九 g. 犬 No.4 所 9. 獲 No.1 万 2. 犬 No.1 ど %. 犬 No:1 
日 数 EEPG. E.P.D. E.P.G. E.P.D. E.P.G. E.P.D. E.P.G. E.P.D. F.P.G. E.P.D. E.P.G. E.P.D. E.P.G. E.P.D. 











1 50 2000 50 8300  ⑫ (194) (⑤) (450) 33 1716 (⑥) 264 15 1935 
0 2 65 13900 85 9690 (24) 488) 一 一 100 5300 (3) 138 15 765 
3 100 12000 115 7933 "33 1683 100 18000 33 891 (8) 1392 15 2925 
2 4 80 17200 230 9660 SO 3300 50 3700 134 9910 (5) 470 30 49080 
5 350 36750 65 一 135 .1881 100 9700 100 4000 35 2100 50 4800 
6 300 .54000 135 一 250 2450 一 一 167 23714 85 3910 15 2520 
学 


650 65000 200 28600 215 3645 50 6400 150 9300 85 5100 50 4100 
) は 長野 氏 法 に よる 
た 。 そ し て その 後 減少 し, つい で 16 日 目 に は 同 じ 値 に する 日 数 (曲線 に お いて 谷 か ら 山頂 を と えて 次 の 谷 に 至 
まで 増加 し た 。 図 で 見 られ る 通り 値 の 増減 は 激しく , 特 る 日 数 ) は 4, 5 日 (第 1 図 の 1 に お ける 記号 XーX) 
に 21 日 目 に は 著しく 増加 し 以後 更に 激しい 増減 を 繰返し で あり , 略 一 定 し た 週 期 性 を 示し て いる 。 筆者 ちら は と > 
1 た 。 な お og. 犬 No.1 の E.P.G. の 消長 は や ゝ 目立つ に お いて と れ を 「 排 卵 の 週 期 性 ] と 仮称 し , 以下 云う と 
て 値 が 増加 し は じ め た 18 日 目 か ら 以 後 , 1 回 の 増減 に 要 と ろ の 週 期 性 と は か > ゝ る と と を 意味 する 。 
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ET て LT Tr 秩 人 本 信 人 の ae 
第 1 図 排卵 開始 後 1 ヵ月 間 の E.P.G. の 消長 
1. o. 犬 No.1 の EL.P.G. 2. ア o. 犬 No.2 よび アア o. 猫 No.1 の ELPG. 


3. 万 o. 犬 No.3 お よび 万 o. 犬 No.4 の EP.G. 4。 ア z 犬 No.1 お よび 万 %. 犬 No.1 の E.P.G. 
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Po. 犬 No.2, ア o. 猫 No.1 の E.P.G.( 第 1 図 の 2 ) 
の 消長 は 図 の 通り で あり , 両者 に お いて その 傾向 が 極め 
て ょ く 似 て いる 。 即ち , 共に E.P.G. は 排卵 開始 12 日 目 
頃 ま で は 潤 次 増加 し 以後 両者 共 多少 の 動揺 を 示し て 消 
長 レ ,18 日 目 か ら や > 目立つ て 値 の 増加 が 始ま つて いる 。 
そう し て , 上 述 し た Po. 犬 No.1 と 同様 , 21 日 目 に は 
著しく 値 が 増加 し 以後 激しい 増減 を 繰返し て いる 。 18 日 
目 以後 の 値 の 増減 の 週 期 は 3, 4 日 で ある 。 

Po. 犬 No.3 の EE.P.G. (第 1 図 の 3 ) は 12 日 目 ま で 
池 増 し , 以後 増減 に 著 変 た く , つい で 17 日 目 ,21 日 目 , 23 
日 目 に は 3, 4 日 を 週 期 と する 増減 を 示し , 特に 28 日 目 
の 増加 が 著 し い 。24 日 目 以後 数 日 間 は 値 に 著 変 が な く , 
31 日 目 に は それ まで の 最高 値 の 7 倍 に 達し て いる 。 

Po. 犬 No.4 の E.P.G.( 同 図 ) . は 18 日 目 ま で 壮 増 し , 
以後 数 日 間 は 著 変 な く 経過 し た 。 つ いで 28 日 目 に 目立つ 
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た 値 の 増加 を 示し , 以後 は 5 日 間 を 週 期 と する 増 式 を 繰 
返し た 。 

Pz. 犬 No.1 の E.P.G. (第 1 図 の 4 ) は 18 日 目 ま で 
著 変 た く 経過 し 15 日 目 に は 目立つ た 値 の 増加 が あり , つ 
いで 920 日 目 か ら は 高い 値 を 維持 し つ ゝ 増減 を 繰返し た 。 

P%. 犬 No.1 の EP.G. ( 同 図 ) は 9 日 目 ま で 閉 変 な 
く 経過 し , 10 日 目 か ら 以 後 は 4, 5 日 の 週 期 を も つて 増 
減 を 繰返し た 。 その 間 , 20 日 目 の 増加 が 特に 大 き か つ 
た 。 な お , 27 日 目 に は 0 で あつ た が 長野 氏 法 を 行 つ た と 
と ろ 少 数 の 卵 が 証明 され た 。 

以上 各 例 に お ける E.P.G. の 消長 を 通 覧 比較 する と, 
Po. 犬 と Po. 猫 で は 大 体 12 日 目 頃 , 17 日 目 頃 に 夫々 目 
立つ た 値 の 増加 が あり , つい で 21 日 目 あ る い は 28 日 目 に 
値 の 激増 が み ら れ , 以後 3,4, 5 日 の 週 期 を も つて 増減 
を 繰返し て いる 。 又 , ア z 犬 と %. 犬 で は 3 週間 目 頃 
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第 2 図 排卵 開始 後 1 ヵ月 間 の EE.P.D. の 消長 


5。 ア o, 大 No.1 の EPJD, 
7。 どど o. 大 NNo.4 お よび ア o. 猫 No.1 の EL.P.D. 


6.。 ア Po. 犬 No.2 よび ア o. 犬 No.3 の E.P.D. 
8. アア,. 大 No.1 8 よび ア w. 大 No.1 の E.P.D, 
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まで に , や は り 1, 2 回 の 増加 が あり , 3 週間 目 に 至り 
両者 共 値 の 増加 を 示し て いる 。 し か し 以後 玉 w. 犬 で は 
Pz. 犬 ヒ 比 し て 高い 値 が 保 た れ て いな い 傾 向 が ある 。 

結局 , 各 例 に お ける 著しい 共通 点 は , 8 週間 目 に 至 
つて 目立つ た 値 の 増加 が みみ られ る と いう と と と 。 排卵 に 
週 期 性 が ある と いう と と で ある 。 し か も , と の と と は 試 
食 mc 数 の 多少 と は 関係 が な いよ う で ある 。 

ii) 各 動 物 に お ける E.P.D. の 消長 

E.P.D. の 値 の 消長 は Po. 犬 No.1 (第 2 図 の 5) で 
は 10 日 目 に や ゝ 目立つ た 増加 を 示し , つい で 蔵 少 し た 。 
その 後 17 日 目 ま で 瀬 増 し , 21 日 目 か ら の 4 日 間 以 外 は 著 
し い 増 減 を 繰返し た 。 本 例 は 後述 する 各 例 と は 異 つ た 消 
長 を 示し て いる 。 

Po. 犬 No.2, 3( 第 2 図 の 6), Po. 犬 No.4, 同 
猫 No.1 (第 2 図 の 7 ) の 各 例 で は , 何れ も 3 週間 目 頃 
まで は 途中 1, 2 回 の や ゝ 目立つ た 増加 が あり , 3 週間 
目 に 至る と 極め て 著 し い 値 の 増加 を 示す 傾向 が み ら れ 
る 。 そう し て , それ 以後 , E.P.G. の 場合 と 同様 8.4 一 
4,5 日 の 週 期 を 以 つ て 増 滅 を 示 し て いる 。 

Pz 犬 No.1, ア w. 犬 No.1 (第 2 図 の 8 ) に お い 
て も , ち o. 犬 No.1 を 除く 各 例 と 略 同様 の 傾向 が み ら 
れ た 。 な お , ア o. 犬 No. 2 (第 1 図 の 2 お よび 第 2 図 の 
6 ) で は 検査 の 不備 (糞便 の 量 の 不明 ) こ より 呈 P.D. の 
わか ら な い 日 が 6 日 ( 図 に お いて 依 印 ), 排 便 の な い 日 が 
1 日 ( 図 に お いて 〇 印 ) あつ た 。 双 Po. 犬 No.4 (第 
1 図 の 3 及び 第 2 図 の 7 ) で は 排便 の な い 日 が 7 日 ( 図 
に お いて 〇 印 ) あつ た 。 E.P.D. の 不明 な 日 は と も か く 
と し て , 排便 の な い 日 の 翌日 ば EP.D の 値 が 増す と と 
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は 当然 で あら う 。 

(3) mec 試食 後 173 日 及び 240 日 を 経 通 し た 九 %, 
犬 と Pz 犬 の ELP.G. な ら び に EE.P.D, の 消長 

前 回 の 実験 で は E.P.G. と E.P.D. の 消長 の 観察 が 何 
れ も 1 ヵ 月 で 終 ご て お り , 貢 後 の 消長 が わか ら な い の で 
mc 試食 後 排卵 し , 更に 長期 間 を 経た w. 犬 No.1 と 
Pz. 犬 No. 2 の 2 例 に つき , 参考 の た め 筆 者 ら の 重視 す 
る 週 期 性 の 有無 を 観 窪 し た 。 

図 に 示す よう に , 各 例 に お ける E.P.G. (第 3 図 の 9 ) 
と 呈 P.D. (第 3 図 の 10) は 共に 略 一 定 し た 3, 4 て 4, 
5 日 の 週 期 を 示す 値 の 増加 が 認め られ る 。 Po. 犬 ヒ つ 
いて の 成績 を 欠く が , 恐らく Po. 犬 に お いて も ゃ 同様 の 
傾向 を 示す も の と 推定 され る 。 な お , 第 3 図 の 9 及び 10 
に お いて 〇 印 は 便 の な い 日 を 示 し て いる 。 

(4 ) 肺 臓 に お ける 由井 の 分 布 な ら び に 了 虫 衣 内 数 と 
気管 支 交 通 性 虫 胡 と の 関係 

各 実 験 例 に お ける E.P.G. と E.P.D. の 消長 を 論ずる 
に 当り , それ と 関連 し た 重要 事項 は 肺 臓 に お ける 到 概 
の 食 布 , 了 虫 裏 の 性 質 即 ち 気管 支 変 通 性 で ある か, 気管支 
非 交 通 性 で ある か と いう 問題 で やる 。 か ゝ る 意味 か ちと 
ゝ に 本 問題 に つい て の 観察 を 行 つ た 。 

i) 肺 臓 に お ける 由 要 の 分 布 と 虫 数 
肺 臓 に お ける 息 衣 の 分 布 と 虫 数 を 観察 し た 成績 は 第 3 
表 に 示す 通り で ある 。 表示 の 通り ア Po. 犬 No.1 4 で 
は 虫 理 数 24~48, 貝 数 4192, ア o. 猫 No.! で は 虫 揚 
数 20, 耳 数 399, ア z. 犬 No.1, 2 で は 取 要 数 1 一 8, 
虫 数 2 こ 11, ア . 犬 No. 1 で は 正論 数 5, 虫 数 6 で あ 
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第 3 図 mc 試食 後 173 日 お よび 240 日 を 経過 し た 所 %. 犬 と 2 犬 の EEP.G. な ら び に EP.D. の 消長 


9. ア z. 犬 No.2 お よび ア %. 大 No.1 の EiPG. 


10. アア 2. 犬 NNo.2 ね よび ど w. 犬 NNo.2 の EEPD。. 
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5 5 232 先 13 9 8 6 
ア Po. 犬 No.2 人 計 9 。 兵 0 8 5 11 10 9 35 56 40 64 
Po. 大 No.3 0 まい の の 8 すっ 代 。 き - 0 33 24 41 
Po. 大 No.4 「 衣 0 人 9 14 を まだ 映 48 30 62 
小 計 8 8 13 29 55 27 27 25 34 113 204 142 259 
Po. 猫 No.1 の 電 : 16 が 本 RSS、 寺 09 23 20 39 
ア z. 大 No.1 信和 疹 0 3 欄 ま い 2 1 2 
ア Pz. 犬 No.2 すま お 5 し | 2 6 8 11 
ア %. 犬 No.1 まま の e: 4 1 0 、 沿 穫 の 2 5 6 
総 計 12 9 25 46 80 31 30 33 36 130 237 176 317 
右 肺 に ね ける 中 間 葉 は 横隔膜 葉 に 附属 する 葉 で ある 
以上 の 所 見 を 通 覧 する と 貝 有 数 が 多い 程 , 虫 孝 の 多い の 虫 斉 才 は や ゝ > 多 か つ た が , 穴 葉 ・ 心 葉 の 昌 斉 数 は 共に 
傾向 か ある 。 つ ぎ に 各 例 の 左右 の 肺 葉 別 に 虫 谷 の 分 布 状 少な か つた 。 
況 を 見 る と 第 3 表 及び 第 4 図 で み ら れ る 通り , Po. 犬 で ij) 気管 支 交 通 性 虫 論 の 数 


は 何れ も 了 貝 衰 は 左 肺 に 比 し 右 肺 に 多い 。 そ と で 各 例 を 通 
算 し これ を 百分比 で 表わす と , 右 肺 の 虫 裏 数 が 平均 79.6 
多 , 左 肺 の 虫 裏 数 が 平均 20.42% で あり , 右 肺 は 肺 臓 に お 
ける 取 裏 中 8 割 の 虫 衰 を ま 有 し て いる と と が 認め られ る 。 
駐 ち o. 猫 で も 右 肺 602, 左 肺 40% で あり , 右 肺 に 虫 井 
が 多 か つ た 。 ア 。z 犬 及 び Pz. 犬 で は 虫 裏 数 が 少 い の で 
左右 の 葉 別 の 貝 裏 数 を 百分比 ご なく , 個数 で 以 つ て 表 は 
せ ば , ア z. 犬 で は No. 1 に お いて 右 肺 に 1, 左 肺 に 0 
アア ょ 犬 No. 2 に お いて 右 肺 $, 左 肺 5, ア w. 犬 に お い 
て 右 肺 1 , 左 肺 4 で あり , ア z. 犬 No.2, ア . 犬 No. 
1 で は 右 肺 に 比 し て 左 肺 の 虫 衰 雪 が 多 か つた 。 

以上 , 肺 吸 虫 感染 動物 の 8 例 中 6 例 に お いて 右 肺 に 貝 
論 数 が 多 か つ た 。 と の ょ う な 傾向 が み ら れ る 理由 と し 
て , 犬 及 び 猫 で は 右 肺 が 4 葉 , 左 肺 が 3 葉 で ある と と が 
一 応 考 えら れる 。 し か し 右 肺 に 虫 級 が 多 か つ た 症例 に お 
いて , 中 間 葉 の 虫 裏 数 を 除外 し て も , ア o. 犬 右 肺 Y0.8 

, 左 肺 29.2, 刀 o. 猫 右 肺 57.9%, 左 肺 42.12 と な 
RE 
右 肺 は 左 肺 の 2 倍 以上 の 東 裏 を 有 し て いる 。 

つぎ に 欠 葉 ・ 心 葉 ・ 横 隔 膜 葉 ・ 中 間 葉 の 各 葉 別 の 虫 斉 
の 多 宴 を 例 数 の 多い Po. 犬 に つい て みる と , 第 3 表 及 
び 第 4 図 に 示す ょ うに , 中 間 葉 の 虫 裏 数 が 最も 多く , 左 
入 の 各 葉 の 全 虫 裏 数 より も 多い 。 右 肺 で は 中 間 葉 以外 の 
各 葉 の 虫 裏 数 は 略 同じ で ある 。 つ ぎ に と 左 肺 で は 横隔膜 葉 
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従来 , 肺 吸虫 の 寄生 に より , 肺 臓 に 形成 され る 虫 細 の 
性 質 は その 組織 所 見 に 基 い て , 気管 支 拡張 性 と 軟化 裏 性 
と に 2 大 別 さ れ て いる 。 と ゝ に お いて は , 固定 臓器 に 認 
め ら れ た 個々 の 虫 衰 を 研究 方 法 の 条 下 で 述べ た よう に と , 
肉眼 的 に 取 裏 の 気管 文 と の 交通 性 の 有無 を 出来 得る 限り 
注意 深く 観察 し , その 性 質 を 仮り に 「 気 管 支 交通 性 虫 誤 」 
と 「 非 気管 支 交 通 性 虫 裏 ]」 の 2 型 に わけ て 観察 し た 。 本 
性 質 の 追 素 は EE.P.D. の 値 を 虫 数 と 共に 論じ , 更に 排卵 
数 に より 感染 程度 を 推 知 する の 重要 で ある と と は 論 ず 
る まで も な い 。 

気管 支 交 通 性 虫 裏 : 肉眼 的 に 虫 と 気管 支 と の 交通 性 
が 確認 され た も の で , 生前 卵 が 気管 支 内 に 排出 され て い 
た と みる べき 性 質 の も の を さす 。 

非 気管 支 交 通 性 虫 衰 : 肉眼 的 に 虫 衰 と 気管 支 と の 交通 
が 確認 で き な か つた も の で , 生前 卵 が 気管 支 内 へ 排出 さ 
れ な いか , ある い は 仮 令 排 出さ れ て いた と し て も , 極め 
て 少 か つた と 認め られ る も の を 意味 する 。 

第 4 図 は 肺 臓 各 葉 に お ける 虫 庫 の 発生 分 布 と 気管 支 交 
通 性 虫 衰 な ら び に 非 気管 支 交 通 性 虫 級 と の 関係 を 示 し た 
も の で ある 。 第 4 図 に お いて , 気管 支 交 通 性 東 級 の 占め 
る 比率 は Po. 犬 No.1 で は 41.7 旬 , Po. 犬 No.2 40 名 , 
Po. 犬 No.3 41.7 昧 , Po. 犬 No.4 83.3 多 , Po. 獲 
No.1 40 錠 , ぢ z. 犬 No.1 100 多 , ア z. 犬 No.2 50% 
P%. 犬 No.1 20% で ある 。 即ち Po. 感染 動物 で は 犬 
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還 間 是 症 昌 気管 さ 交 拓 性 中 錠 ーー 提 気 管 ま 六 入 性 表 葛 
AL。 突 革 CL,/ 埋 DL。 林 呈 林 表 工 し 中 間 坦 
第 4 図 肺 騰 に お ける 躍 懇 の 分 布 と 気管 支 と 
の 交通 状況 
No.4 を 除く 他 の 4 例 は , 気管 支 交 通 性 虫 組 が 夫々 の 肺 
臓 に み ら れ る 虫 槍 の 40 て 42 多 を 占め て いる 。 
一 方 。 ア Pz 犬 No.1,。 2 お よび ア %. 犬 NNo.1 で は 
夫々 の 比率 に 差 が み ら れ る が , と れ は 眼 斉 数 が 少 い と と 
に も よ ょ る の で あら う 。 
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つぎ に , 失業 ・ 心 葉 ・ 横 隔 膜 葉 ・ 中 間 葉 の 各 葉 別に 気 
管 支 交通 性 虫 衣 の 分 布 を 例 数 の 多い Po. 犬 に つい て 見 
る と, 矢 葉 に 17 ( 右 13, 左 4 ), 心 葉 に 12 ( 右 9, 左 3 ), 
横隔膜 葉 に 18 ( 右 15, 左 3 ), 中 間 葉 に 9 で ある 。 そ と で 
虫 衣 中 , 気管 支 交 通 性 虫 辻 の 占め る 比率 を 百分率 で 表 は 
す と , 失 葉 で は 48.6% ( 右 47 多 , 左 50%), 心 葉 で は 84.3 
% ( 右 39.8 多 , 左 37.5 多 ), 横隔膜 茶 で は 47.6%( 右 60 多 , 
左 28.1%), 中 間 葉 で は 26.5% と な り , 穴 葉 と 横隔膜 葉 で 
は 気管 支 交 通 性 虫 衰 の 占め る 比率 が 略 同じ で あり , 最も 
高い 。 な お , 中 間 葉 は 前 項 で 述べ た よう に と 各 葉 中 , 最も 
貝 庫 数 が 多 か つ た が , 気管 支 交 通 性 虫 栓 の 占め る 比率 は 
最も ひく か つた 。 
沿 ) 貝 坦 内 虫 数 と 気管 支 交 通 性 虫 糞 と の 関係 


第 4 表 に 示す 通り , 虫 内 虫 数 は 各 例 共 1 論 内 2 虫 が 
最も 多く , つい で 1 義 内 1 虫 , 1 論 内 3 虫 , 1 斉 内 0 東 
1 衰 内 4 虫 の 順 で あつ た 。 

今 , 例 数 の 多い Po. 犬 に つい て , 1 府内 虫 数 と 気管 
支 交通 性 虫 級 と の 関係 を みる と , 1 衰 内 0 虫 の 虫 旨 は 5 
コ あ つて , その 中 , 気管 支 交 通 性 虫 奏 は 3 (以下 括 剖 内 
は 気管 支 交 通 性 虫 の 数 を 意味 する ), 1 計 内 1 虫 は 27 
13), 1 論 内 2 虫 は 99 (86 ), 1 衰 内 3 虫 は 10 (3), 1 技 
内 4 虫 は 1 (1) で あり , 了 由衣 中 , 気管 支 交 通 性 東 級 の 
占め る 比率 は 0 虫 の 虫 裏 に お いて 60, 1 虫 の 虫 裏 に お 
いて 48.1%, 2 虫 の 了 虫 奏で 36.4 多 , 3 虫 の 虫 衣 で 83.3%%。 
4 虫 の 虫 衣 で 100% と な り , 1 論 内 4 虫 の 虫 衰 を 除く と , 
1 王 内 の 虫 数 が 少 い 虫 裏 程 , 気管 支 交 通 性 東 栓 の 多い 傾 
向 が 床 め られ る 。 


第 4 表 躍 論 内 虫 数 と 気管 支 交 通 性 束 論 と の 関係 




















動 物 0 虫 1 中 2 虫 3 虫 4 息 ーーーーーーー 
2 
Po. 犬 No.1 ーー 12 22 ーー る 20 28 
Po. 犬 No.2 3 1 5 4 8 18 0 1 16 24 
Po. 犬 No.3 0 1 0 6 10 6 0 1 10 14 
Po. 犬 No.4 IO ( 寺 。 人 な 10 20 
小 計 3 13 14 36 63  。 ) 56 86 
Po. 猫 No.1 生 6 11 8: 3 
Pz。 犬 No。1 の いい 
Pz。 犬 No.2 1 0 二 ト 肖 畑 村 和 3 
ア 。 犬 No. 1 0 2 1 2 1 4 
総 計 4 4 15 17 47 77 3 8 1 0 70 106 

十 : 気管 支 交 通 性 虫 褒 ー : 非 気管 支 交 通 性 虫 栓 





( @1 ) 
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(5 ) 試食 mc 数 及び 肺 職 に お ける 虫 数 と 排卵 数 と の 


関係 

本 項 に お いて は , 表記 の 問題 に つい て 述べ , 更に 肺 吸 

に 感染 し た 動物 の 糞便 内 の 卵 数 に より , その 感染 程度 
が 推定 出来 る か 否 か を 考察 し て みた いと 思う 。 

i) ア o. 感染 犬 

8 ERPG., E.P.D. の 値 と 試食 mc 数 と の 関係 

E.P.G. の 平均 値 (以下 , 値 は 何れ も 検査 期間 即ち 排卵 
開始 第 1 日 目 か ら 1 ヵ 月 間 の 平均 値 で ある 。) は 第 5 表 
の 通り , Po. 犬 No.2 て 4 で は 659 一 956 で ある が , 
Po. 犬 No.1 で は 著しく 高く 4,118 で ある 。 双 到 P.D. 
の 値 は EE.P.G. の 場合 と 同様 に Po. 犬 No. 1 で は 著しく 
高く 449,754 に 達し て いる 。 し か し , 他 の 3 例 は 80,702 
ー 90,420 で ある 。 つ ぎ に と EP.G. 及び EE.P.D. の 値 と 
試食 me 数 と の 関係 を みる と 第 5 表 の 通り , ア o. 犬 No. 
3 は 試食 mc 数 が 他 の 3 例 の り 。 で ある に も か > ゝ わら ず 
EE.P.G. 及び E.P.D. の 値 は Po. 犬 No.1 を 除く 他 の 2 
例 と 殆 ん ど 同 等 で あつ て , 試食 mc 数 と 排卵 数 と の 間 に 
は 必ず し ゃ 平行 関係 が か みち れ な い 。 

b EP.D. の 値 と 肺 臓 に お ける 虫 数 と の 関係 

第 5 表 の 通り , 肺 臓 に お ける 数 は ア Po. 犬 に お いて 
41-92 で ある 。 下 体 1 令 当 り の E.P.D. の 値 は go. 犬 
No. 1 に お いて 4,889 で あつ た が , 他 の 3 例 に お いて は 
1.507 っ 2,.071 で あつ た 。 な お , ア o. 犬 No.1 は E.P. 
D. の 値 が 著しく 高 か つ た が , と の 理由 に 関し て は 不明 で 
ある 。 し か し と れ に は 季節 (検査 期間 が 夏 で も 特に 暑い 
時 期 で あつ た )), 寄生 虫 数 (極め て 多い ) が 関係 する か も 
知れ な い 。 

つぎ に , 肺 臓 に お ける 息 数 の 中 , 気管 支 交 通 性 虫 胡 内 
の 虫 数 は ア Po. 犬 No.!1 に お いて 86 で あつ た が , 他 の 3 
例 は 20, 21 で あり , と の .3 例 は 殆 ん ど 同 数 で ある 。 と の 
虫 体 1 令 当 り の EPD の 値 は ア Po. 犬 No.1 で は 著しく 
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高く 12.498 で あつ た が 他 の 3 例 は 。 3,848 4,806 で 
ある 。 

な お , 『E.P.G. の 値 に つい て も 上 述 の 検索 を な すべ き 
で ある が , 値 が 小さ く 意 義 が 薄い の で 省略 する 。 つ ぎ に 
肺 臓 に お ける 虫 要 中 , 気管 支 交 通 性 虫 庫 の 比率 は 第 5 表 
の 通り ,g. 犬 No. 4 を 除い て 大 体 41% で あつ た 。 し か 
し , 肺 臓 に お ける 息 体 中 , 気管 支 と 交通 し た 取 栓 内 の 
数 は 33 一 4922 で あつ て , 由 裏 の 比率 と 差 が か み ら れ る が , 
と れ は 了 虫 坦 内 の 虫 数 が 種々 で ある た めで ある 。 

io. 感染 猫 ,P7 感染 犬 お よび ぢ ye. 感染 犬 , 万 
猫 , 7. 犬 お よび ア %w. 犬 は 各 症 例 が 1 例 づ つ で あり , 
双 虫 体 の 種類 も る 違う の で 相互 に 比較 を 試み ろ る に は や ゝ 意 
義 が 薄い 。 し か し , 以下 第 5 表 に つい て E.P.D. の 値 と 
肺 臓 に お ける 虫 数 と の 関係 を 調べ , 更に 前 述 の 九 o. 犬 
と 比較 する と と に よ ょ つて 種々 な 考察 を 試み た 。 

E.P.G. の 値 は 表 に 示す 通り , 試食 mc 数 の 違い を 才 
慮 し て も , 3 例 の 間 に は か な り 差 が みち られ る 。 つぎ に 
E.P.D. の 値 は Pe. 猫 で は 64.717 で ある が , 7. 犬 お 
よび と z. 犬 で は 8,410 8.550 で あつ た 。 な お , ア ぇ 
犬 お よび Pz. 犬 の 両者 の 値 は Po. 犬 No.1 を 除く 仙 
の 3 例 の Po. 犬 の 約 り 』。 で ある 。 

肺 臓 に お ける 了 虫 数 は 第 5 表 の 通り , Po. 猫 99, ア ヵ 犬 
2, ア . 犬 6 で ある 。 下 体 1 隻 当 り の E.P.D. の 値 は 
Po. 猫 で は 1,659, ア 7 犬 は 4,205, ア w. 犬 は 1,.425 で 
あり , z. 犬 No.1 で は 他 の 2 例 6 と 比 し 著しく 値 が 高く 

と れ を 更に Po. 犬 と 比較 し て も ア o. 犬 No.1 を 除く 
他 の 3 例 に 比 し 著しく 高い 。 つ ぎ に 肺 臓 に お ける 了 虫 数 の 
中 , 気管 支 交 通 性 虫 衰 内 の 虫 数 は , Pz 犬 No.1 及び 
ア %. 犬 No. { の 両者 は 夫々 2 で あり , ア o. 猫 で は 14 で 
ある 。 と の 下 体 1 令 当 り の EE.P.D. の 値 は 第 5 表 の 通り , 
Po. 猫 , P 犬 及び P. 犬 に お いて 4,205 4,622 
で あつ て 大 体 よく 位 と れ を 更に Po. 犬 と 比較 


ン 4 て お り , 


第 5 表 肺 騰 に お おけ る 下 論 ・ 虫 数 と 壮 便 内 排卵 数 と の 関係 





試食 東 要 数 


東 体 数 


感 了 率 PF.P.G. 馬 : 義 の 








ュ =, 気管 支 
交通 性 を 


気管 支 
交通 性 


検出 虫 体 気管 支 交 通 企 


を 。 ( 多 ) 半 均 均 生き 9 琶 体 1 衝 当 9 








20 41。 7 92 36 
16 40.0 64 21 
10 41.7 41 20 
30 _ 33.3 21 


4,889 12,493 
1.507 3,843 
2,071 4 ,241 
1.507 4,306 


39.1 2 118 449,754 
32.8 934 80,720 
48.7 84 ,925 
33.8 90,420 





8 40.0 14 
1 100.0 
1 20.0 


2 100.0 


1.659 4.622 
4,205 4,205 
1,425 


35.8 64,717 
8,410 
8,550 














の 。 


> fy 吸 





昭和 33 年 10 月 (1958)} 





し て も , ア go. 犬 No. 1 を 除く 他 の 3 例 の 戸 o. 犬 と か 
な り よ ょ く 一 致し て いる 。 

か し な が ちら, 以上 の 値 の 比較 は 個々 の 由 体 が 同じ 排 
卵 数 を 示す も の と 仮定 し た も の で あり , し か を 実際 に は 
組織 内 沈着 卵 も ある の で , 数 値 の 正 確 さき を 期し 得 な い 。 
し か し 一 応 。 肺 臓 に お ける 自体 1 隻 当 り の EE.P.D. の 値 

は 各 例 聞 に か な り の 差 が みち られ る が , 肺 臓 に お ける 気管 
ーッ の 値 に 換算 する と , その 
\ は ア o. 犬 No.1 を 除 * 6 例 に お いて 大 差 が み ら れ な 
な る 。 し か も と の 6 例 の 中 ,. 犬 No. 1 は 肺 の 虫 胡 
s 1 コ で あり , 排卵 は その 含む 2 隻 の 虫 体 に よる と と が 
推定 され る の で , 「 虫 体 1 袋 当 り の Eg.P.D.」 と し て の 意 
義 は 大 きい 。 し か し , と と で 排卵 数 は 何れ の 種類 の 肺 吸 
で る 同一 か どう か が 問題 で あや る 。 と の 点 に つい て は , 
更に 多く の 実験 を 重ね , 特に 軽 感染 の ち o. 犬 と 濃 感染 
の z. 犬 及 び Pz. 犬 に つい て の 検討 を 試み る 必要 が 
ある 。 し か し な が ら 第 1 図 及 び 第 2 図 に 示 し た 排卵 数 の 
消長 か ら み る と , その 産卵 傾向 は 大 体 同 じ で あり , 従 つ 
て , 排卵 開始 後 少く 共 1 ヵ月 間 は 何れ の 肺 吸虫 で も 排卵 
er な いも の と 思 は れる 。 
, 今回 の 実験 で は , 感染 動物 の 割 検 は 糞便 検査 終 


1 ち ( 人 虫 斉 内 
取 数 な どか ら , 糞便 検査 終了 と 剤 検 ま で の 日 時 内 
に お キジ で ある 。 

論 議 


(1) mec 感染 率 と 工 便 内 へ の 排卵 開始 日 数 
mc 感染 率 と は , 実験 動物 に 投与 し た mc 数 に 対す る 
寄生 虫 数 の 百分率 を いう 。 今回 の 実験 で は , 動物 の mc 
感染 率 は ア Po. 犬 の :4 頭 で は 68~97% (平均 77) の 高 
率 で あり , 同じ く 猫 で は 81 多 で あつ た 。 犬 に お ける 4 頭 
の 中 , 1 頭 は 試食 me 数 が 他 の 3 例 Cmc 100) の り : に 
も か ゝ わら ず ず , その 感染 率 は 高 率 で あり * 試食 mc 数 が 
50 コ 程度 に て も , 100 コ 程度 に て も , その 間 に 殆 ん ど 差 
が み ら れ な か つた 。 つぎ ア ど %. 犬 と ア z 犬 の mc 感 
EE つた 。 し か し 試食 
mc 数 が 少 い た め , 前 記 go. 犬 と 十分 な 比較 を 行う と 
EE と れ ら の 点 に つい て は 更に 検討 の 余地 が 
ある , 
mc 試食 後 , 糞便 内 に 初め て 卵 が 認め ち れ る まで の 日 
OR 
, 猫 で は 犬 に 比 し て 数 日 の 遅延 が 認め られ た 。 と 
作 は 宮 『 寺 (1940) の 実験 に ょ る ぢ o. 犬 37。 38 日 目 , 同 
猪 41 日 目 の 成績 と 殆 ん ど 一 致し て いる 。 
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つぎ に , ア z 犬 で は 39 日 目 に 初め て 壮 便 内 に 卵 が 認め 
られ た が , とれ は ア Po. 犬 と 大 体 一 致し て いる 。 一 方 , ち g. 
犬 で は 68 日 目 で あり , ア o. 犬 , 同 猫 お よび ちょ 犬 と 比べ 

て 3 4 週間 遅い 。 横川 ( 宗 ) (1955) は 猫 (Pw.) に 
つい て の 実験 を 行い , Y0 日 前 後 で あつ た と 報告 し て いる 。 

(2) EP.G. 及び EEP.D. の 消長 

肺 吸虫 は 釣 虫 ・ 遇 虫 の よう な 腸管 内 寄生 虫 と は 異な 
り , 普通 肺 騰 の 虫 衰 内 に 寄生 し , 虫 体 が 産み 出し た 卵 は 
一 応 貝 褒 内 に と さま る も の と 思 は れる 。 そ うし て ,。 先ず 
考え ら る と と は , 正 卵 が 容易 に 体外 へ 排出 され る の は 気 
管 支 拡張 性 の 虫 級 , ある い は 気管 支 簡 と の 変 通 の よい 軸 
化 裏 性 の 虫 衣 で ある 。 誤 益 は 人 類 と 異な り , 忠 療 を 忠 出 
する と と な く 距 下 し , 従 つて 卵 は 糞便 と 共に 体外 に 排出 
され る の が 普通 で ある 。 即 ち そ と の ルー ト は 「 虫 斉一 気管 
支 っ 気管 一 喉頭 ・ 咽 喜一 食道 一 胃 一 腸 一 糞 と 共に 排出 」 
と いう ょ うな と と に な る 。 か よう 気管支 と 交通 し た 虫 
窒 内 の 卵 が , 糞便 に 排出 され る まで の 機構 は これ を 人 肺 
吸 昌 症 に 比べ る と 甚だ 複雑 で ある 。 

本 論 に 述べ く た よ うに , 排卵 に は 略 一 定 し た 週 期 性 が み 
られ た が , こと れ と 関連 し て 注目 すべ き と と は , (1) 到 
P.G. と EE.P.D. の 値 は , 寄生 虫 数 の 多少 に か ゝ わら ず 排 
卵 開始 3 週間 後に 至 つて 増加 し , 特に 濃 感 染 (以下 Po. 
感染 動物 を 意味 す ) し た も の で は それ が 顕著 ご で ある 。 そ 

て , それ 以後 増減 の 激しい 略 一 定 し た 週 期 性 を 示す と 
と , (32 ) 値 の 消長 か ら み て , 当然 値 が 増加 すべ き 時 に 
増加 が み ら れ な い 場 合 , その 後に 値 の 著 し い 増加 が ある 
こと 、 ($) 浅 成 当 で は EKPG が PD. より も 。 回 
感染 (以下 Pz 及び ア %. 犬 を 意味 す ) で は EP.D, 
が E.P.G. より ゃ も , 夫々 週 期 性 に 規則 正しい 傾向 が み ら 
れる と と な ど で あ つた 。 

か か る 週 期 性 が お こと る 理由 を 究明 する と と は な か な か 
難し い 。 し か し , 以下 得 ち れ た 実験 成績 に 基き , 本 問題 
に つい て の 考察 を 試み た い 。 週 期 性 に 影響 を 及ぼす 因子 
と し て , 先 づ 正体 の 排卵 に 週 期 性 の 有無 が 考え られ る 。 

か し 由 体 の 排卵 と 周期 性 が ある か 否 か を 確認 する と と 
は な か な か 難し い 。 そ れ に は E.P.G., E.P.D. の 山 と 谷 
に お ける 虫 の 子宮 内 卵 の 多少 。 そ れ と 関連 づけ て 和正 要 内 
卵 の 量 的 関係 な ど を 検討 する 必要 が ある 。 

つぎ に 週 期 性 に 影響 を 及ぼ す 重 要 な 因子 と し て , 取 
内 に 著 積 され た 卵 の 排出 され る 機 度 が 問題 と な る 。 と > 
に お いて , と の 機 序 の 問題 を 考え る に , 卵 , 虫 体 , 曳 体 
の 新陳代謝 産物 な どの 刺 戦 に ょ る 気管 支 粘膜 の 炎症 及び 
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腫 有 上, それ に よる 気管 支 の 狭 冠 , 更に それ に ょ つて 肺 実 
質 に 惹起 され る 諸 変化 は 咳 碑 反射 を 招来 し , 遂に 虫 栓 よ 
り の 排卵 が 行 は れる も の と 考え られ る 。 結局 , 凍 内 卵 
数 に 増 滅 が あり , それ に 週 期 性 が みち られ る の は 一 日 到 要 
内 に 著 積 し た 卵 が 週 期 的 に 排出 され る と と に よる も の で 
あろ うと と は 想 穴 し 得る と と ろ で ある 。 し か し , 虫 論 内 
著 卵 の 排出 に 週 期 性 の 有無 を 確か め る た め に は , E.P.G. 
ある い は E.P.D. の 消長 の 山頂 , 谷 あ る い は 中 腹 に お ける 
それ ちら の 値 と , 剤 検 に よる 了 虫 論 内 の 善 卵 状況 と を 比較 せ 
ね ば な ら な い 。 こ と れ ら の 証明 は 後日 改め て 行い た いと 軸 
つて いる 。 馬 , 上 述 し た 通り 濃 感染 で は , E.P.G. が EE.P. 
D. より も , 軽 感染 で は E.P.G. が E.P.D. より や, 夫々 週 
期 性 に お いて 規則 正 し い 傾向 が られ た 。 し か し , 前 者 
は ア o. を 用 いて の 結果 で あり , 後者 は ww. と ア Z. と を 
用 いて の 結果 で ある か ら , 各種 肺 吸 虫 に つき , 更に 観察 
"を 重ねる 必要 が ある 。 し か し か ゝ る 傾向 の みち られ る 一 つ 
の 理由 は , 恐らく 了 虫 衰 か ら 排出 され る 卵 数 の 多少 に よる 
も の で あら う 。 即ち 軽 感 染 で は 卵 数 が 少 い た め , E.P.G. 
の 値 が 糞便 の 量 , 性 状 な どの 影響 を 受け や すく , 従 つ て と 
の 場合 は E.P.D. の 値 の 方 が 実際 問題 と し て 意義 ある 結 
果 と な る 。 一 方 , 濃 感 染 で は 卵 数 が 多い の で , E.P.G. 
の 値 は , 仮 合 糞 便 の 量 , 性 状 な ど に よ ょ つて 影響 を 受け て 
ゃ も , その 影響 の 程度 が 軽 感染 の 場合 に 比べ る と 比較 的 軽 
いも の と 推察 きま れる 。 し か し な が ら , 何故 に E.P.G. の 
値 が E.P.D. の 値 よ りゃ 週 期 性 に お いて 一 層 規 則 正 しい 
傾向 を 示す か と いう と と は むむ づ か し い 問 題 で あり , 更に 
検索 を 重 わ る 必要 が ある 。 な お , E.P.G. お よび E.P.D. 
の 値 は 排卵 開始 3 週間 後に 著しく 増加 し た が , と れ は 寄 
生 昌 数 の 多少 に か > わら ずみ られ た 現象 で や あつ て, お そ 
らく 虫 体 の 排卵 数 の 増加 に 起因 する も の と 思 は れる 。 そ 
う し て 濃 感 染 例 で は 値 の 増加 が 著 し かつ た が , とれ も 恐 
らく 咳 蹴 反射 , 虫 裏 内 へ の 卵 の 蓄積 な どの と と が 関係 し 
て いる ゃ も の と 息 仁 さ れる 。 

($) 卵 数 に より 感染 虫 数 が 推定 出来 る か 否 か の 問題 

観察 成績 に 従え ば , 肺 吸 虫 感染 動物 の 糞便 内 に 認め ら 
れる 卵 数 は , 気管 支 交 通 性 虫 衰 と 密接 な 関連 が あり , 殊 
に それ が 昌義 の 虫 数 に よ つ て 左右 され る と と が 明か と な 
つた 。 

し か し 実際 に は , 他 に 気管 支 肝 ち 糞 便 内 に 卵 を 余り 排 
出し な いと 認め る べき 非 気管 支 交 通 性 和 虫 衣 内 に 介在 する 
虫 体 ( 虫 数 ) が ある 。 

故に E.P.D. の 値 に よ つ て , 気管 支 変 通 性 虫 裏 内 の 虫 
数 の 概略 は 推定 出来 て も , それ に より 肺 臓 全体 の 虫 数 を 
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推定 する と と は 困難 で ある 。 
一 方 , 思う に 気管 支 交 通 性 虫 衰 内 の 虫 数 も 個体 に より 
排卵 機能 が 各 同 様 で も る か 否 か と いう 疑問 も ある 。 双 , 
虫 合 に よる 排卵 数 の 相違 と いう と と も 考え らち れる 。 そ れ 
故 , 実際 に は E.P.D. の 値 に よ つ て 気管 支 交 通 性 由 論 内 
の 虫 体 に て も その 正確 な 数 を 推定 する と と は 困難 で ある 
と 思わ れる 。 し か し 排卵 数 は 3,4 - 4,5 日 の 略 一 定 し 
た 週 期 性 を も つて 増 滅 を 示す の で , と の と と を 考慮 に 入 
れ て 一 定期 間 (少く と も 10 日 間 ) の 検索 を 行い 。 そ の 凍 
均 値 を 求め れ ば , 感染 程度 の 比較 的 正 し い 推定 が 出来 る 
可能 性 が ある と 思う 。 


総 括 


結局 。 本 実験 は と の 種 の 研究 の 最初 の 試み で あつ て , 
材料 と 方 法 に 未だ 不備 な ととろ が ある が , 今回 得 ら れ た 
成績 の 概要 を 一 括 し て 述べ る と 次 の 通り で ある 。 

C1) E.P.G. お よび E.P.D. の 値 は 8.4 ~ 4,5 日 の 
週 期 を も つて 増減 する 。 

(2) 排卵 の 週 期 性 は 軽 感染 ( ア w., 用) で は EE.P.D. 
が E.P.G. より も や, 濃 感 染 (o.) で は E.P.G. が E.P.D. 
ょ りゃ, 夫々 規則 正しい 傾向 を 示す 。 

(3 ) EE.P.G. 及び E.P.D. の 値 は , 排卵 開始 3 週間 
後に 目立つ て 増加 し , 特に それ が アア o. を 濃 感 染 さ せ だ | 
動物 に お いて 著しい 傾向 が か み ら れ る 。 

(4) 肺 吸 虫 感染 動物 に お ける 肺 臓 の 虫 衣 は , 5 例 の 
Po. 感染 動物 に お いて 右 肺 に 著しく 多く , その 比率 は 人 金 
由 論 の 約 80 多 に 達し た 。 

C5) 肉眼 的 に みて , 虫 衰 に は 大 体 気管 支 交 通 性 の も 
の と , 非 交通 性 の も の と が あり , Po. 感染 動物 で は 1 例 
を 除い て 前 者 の 比率 が 全体 の 40 て 42 多 を 示 し た 。 一 方 , 
ア : 犬 お よび 九 %. 犬 で は 肺 の 貝 褒 数 が 少く , 前 記 万 o, 
感染 動物 と 比較 出来 な い が , その 比率 は P ょ ヵ 犬 50~ 
100 錠 , 刀 %. 犬 20% で あり 各 例 間 に 大 差 が 見 られ た 。 

(6) 肺 吸虫 感染 動物 の 間 便 内 に 認め られ る 卵 数 は 気 
管 支 交通 性 虫 衰 内 の 虫 数 の 多 朗 に 左右 され る も の の よう 
で ある 。 

(7 ) 貝 裏 内 の 了 虫 数 は 1 坦 内 2 取 が 最も 多く , つい で 
1 虫 。 8 虫 , 0 虫 , 4 虫 の 順 で あつ た 。 

(8) mc 試食 後 糞 便 内 に 初め て 卵 が 認め られ た 日 数 
は , Po. 犬 で は 8538 日 目 , 同 猫 41 日 目 , 7. 犬 39 日 症 
目 , %. 犬 68 日 目 で あつ て , その 日 数 は 従来 に お ける 
知見 と 殆 ん ど 同じ で あつ た 。 送 
(9) mc 感染 率 は Po. 犬 で は 68~97% (平均 Y7% 
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同 獲 31 多 。 ア z. 犬 17 多 。 ア %w. 犬 830 な る 結果 が 得 ら れ 
た 。 
結 論 


以上 の 所 見 か ら 大 体 つ ぎ の よう な と と が いえ る 。 

(1) 肺 吸 虫 感染 動物 に お いて , 糞便 の E.P.G. 及び 
E.P.D. の 値 は 3,4 4,5 日 の 略 一 定 し た 週 期 性 を も つ 
て 相当 に 激しく 増 浅 す る 。 

(2 ) 故に 感染 動物 の 排卵 数 の 多妻 の 真相 を 知ら ん が 
た め に は 少く と も , 10 日 間 の 連続 検便 が 必要 で ある 。 

(3) 糞便 内 に 排出 され る 卵 は . その 多く が 気管 支 変 
通 性 眼 衣 内 の 虫 体 に 由来 する も る の と 起 は れる 。 故に 。 卵 
数 に より た と え 気 管 支 交通 性 虫 衣 内 の 虫 数 の 概略 は 推 知 
出来 て も , 肺 臓 全体 に お ける 正体 の 感染 程度 を 推定 する 
と と は 困難 で ある 。 

終り に 臨み , 御 指 導 と 校 関 の 労 を 瘍 つた 一 色 於 欧 四 朗 
教授 , 種々 御 教 示 に 与 つた 野田 亮二 助教 授 , 御 援助 下 き 
つた 亀崎 孝次 郎 氏 に 護 ん で 感謝 の 意 を 捧げ る. 
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SunmmmarY 

The present experiments have been designed 
primarily to investigate E.PG. and E.P.D. produced 
by experimentally infected dogs and cats with meta- 
cercariae of the lung-fiukes, zzZgo27474S の 277、 
Metacercariae of a given number were administered 
orally to eight dogs and cats and daily egg produc- 
tion in feces were counted quantitatively. Results 
obtained were aS folloWS : 

1) A marked increase in number o 鐘 eggs found 
in feces at the third week after they initialIy ap- 
peared in feces, was followed by the deviation in 
their numbers with a nearly constant periodicity 
for 4 to 5 dayS. 

2) Successive fecal examinations for at least 10 
days were required for the studies on the egg 
production of the fkes because of arge deviaiion 
in E.PG. and E.P.D. values. 

3) Of all worm bladder presenting in botb right 
and left lungs of the hosts, dogs and cats, 80 
was found in the rijght. 

4) Number of eggs found in feces were dependent 
on that of worms in the bladder which were opening 
to the tracheal lumen of the hosts. It jiS 1ikely to 
d 后 cultiy caluculate the total number Of WorrmS Oc- 
curring in lungs of hosts from the counting eggs in 
feces. 
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コト ン ラ ツ ト 系 状 申 7 の 592 の es c2722227 に 
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ラリ ア の 形態 と イエ 


東京 大 学 伝染 病 研 究 所 寄生 虫 研究 部 (指導 佐々 学 助教 授 ) 


まえ が き 


さき に , コト ン ラ テッ ト 系 状 虫 の 実験 室内 に お ける 昌 代 
感染 法 太 び 感 染 経過 と , 感染 テト ン テ ラット の 病変 に つい 
て 報告 し た (第 1 報 , 第 2 報 ) が , と ゝ で は 系 状 虫 成虫 
及び ミク ロフ ィ ラ リア の 形態 と 。 その 媒介 者 で ある イェ 
ダ ェ = 体内 で の 幼虫 の 発育 に つい て 報告 する 。 成虫 の 形態 
に つい て は 遇 に 詳細 な 報告 が ある が ミク ロフ ィ ラ リア に 
つい て は 殆ど 詳細 な も の は な く , また イエ ダニ 体内 の 発 
SEA 

o 著者 は 特に ミク ロフ ィ ラ リア (以下 MEf と 略す ) に 
N レ zo が 72 772y と の 比較 に お いて 種々 の 染色 
法 を 試み , 若干 の 成績 を 得 た 。 更に イエ ダニ = 体内 で の 幼 
Mo 点 を お き 追 求 し た 。 
実験 材料 及び 方 法 

使用 コト ン テ ッ ト は , 実験 動物 中 央 研究 所 , 武田 薬品 
か ら 作 譲 さ れ た も の 及び これ 等 を 獣 疫 研究 部 , 当 研 究 部 
で 繁殖 させ た も の で ある 。 と れ ら に 1953 年 8 月 Texas 
大 学 の J. A. Scott 教授 より 送ら れ た 糸状 虫 幼虫 感染 イ 
エダ = を 附 着 さ せ て 昌代 感染 を 行 つた 。 

成虫 の 形態 は 死亡 コト シン テット の 胸腔 , 腹 肝 か ら と り 
出 し た 虫 体 を 生鮮 また は フォ ル マ リ ン 固 定 標本 に し , 時 
し ほこ と これ を グリ セリ ンジ ェ リ ー に 封入 し て 鈴 察 し た 。 計測 
は フォ ル マ リ ン 固 定 標本 に よ つ た 。 ミク ロ フィ ラリ ア 
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は , コト ン ラ テッ ト 選 敵 宰 素 に より 沙 抹 標本 を 作製 し , 多 
多 メ タフ ノール で 溶血 後 同じ く メ タ ノ ー ル で 固定 し Gie- 
msa 染色 を 施し て 計測 し た 。 


体 染 色 標 本 を 用 いた 。 また 生鮮 ミク ロフ ィ ラ リア の 位相 
差 顕微 鏡 観 察 を 併 は せ て 行 つ た 。 

結 果 
成虫 の 形態 


率 状 の 細い 長い 虫 体 で 頭 端 は 鈍 に 終り , 尾部 は 洒 次 幼 


まる 。 雌雄 異体 で , 雌 虫 の 尾部 は 真直 で ある が 雄 昌 は 8 
万 至 4 回 腹面 に 巻 込ん で いる 。 
雄 : 体長 は 17.2mm 一 24.1mm, 平均 19 .7mm で , 体 証 


は 食道 下端 で 0.07 mm-0.12 mm, 平均 0.1 mm で あ 


る 。 ク チク ラ は 比較 的 うす く な め ら か で あり , 極め て ま 
く 発達 し た 口腔 を 有する 。 口唇 は な い 。 開口 都 の まわ り 。 
亜 正中 部 に 夫々 1 コ づ つ 計 4 コ の 頭 部 乳頭 を 認め る が 健 計 


面 の 2 コ は 明らか に は 認め 得 な い 。 口腔 の 長き は 19 で | 議 
21 ん 平均 20 4 で 厚い クチ クラ か ら な る 円 筒 を な し , ロー 証 


ト 状 に 開口 し て いる 。 後部 /。 は 食道 前 端 に 崩 入 し て \ 
る 。 食道 は 520g~ て 640 ム 平均 590g で 体長 の 約 3 2 
すぎ な い 。 前 か ら 後 に 及ぶ に 従 つ て どく 僅か に 太く な り , 
か な り 明 瞭 な 境界 を も つて 更に 巾 の 広い 璧 の うす い 腸 徐 
えと 移行 する 。 口腔 の 側 部 か ら 食道 に わた つて 約 50~6 休 請 
g の 腺 様 組織 が み ら れ る 。 神経 輸 は 頭 か ら 約 120 4 で 放 
食道 を 取 巻 いて 存する 。 腸管 は 体内 を 貫通 し 策 < 巾 の 狭 箇 0 
い 直 腸 えと 移行 し 肛門 は 尾 端 か ら 170 て 240 ヵ 平坦 議 
200 4 に ひら く 。 変 接 要 栓 は な い 。 慣 韻 『 居 面 に は 1 万 本 
Now 存在 する 。 肛門 前 に は 乳頭 が 認め られ 類 計 
。 率 丸 は 1 こ て 棚 部 に は じ ま り 腸管 と 平行 し て 体腔 
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観察 に は , その 他 Wright 詳 
染色 。 Methylgreen-pyronin 染色 , Haematoxylin-Eosin 1 
染色 な どの 固定 染色 及び Azur II-Neutral red に よる 生 
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下り 直腸 近く で 策 々 くびれ て 輸 精 管 と な り 射 精 管 に つ な 
が る 。 交接 刺 は と も に よく キチ ン 化 され , 著しく 不同 で 
鐘 状 に 腹面 に 向 つ て 比 曲 し 先端 は 光る 。 右側 は 短 か く て 
76-91 ム , 平均 85 ヵ 左側 は 長 く て 240~810 ム 平均 
271 。 で , 基部 は 細長 い 中 空 の 円 筒 状 , 後部 2 分 の 1 は 
細く な り 鞭 状 を 呈す る 。 

雌 : 体長 は 56.8 mm~96.1 mm, 平均 70.5 mm で 奴 
の 約 3.5 倍 で ある 。 食道 下 半 に お ける 体 巾 は 0.074 一 
0.121 mm, 平均 0.098mm で 雄 の 約 1.5 何 で ある 。 口 
膝 は 長き 2028 ム , 平均 28 4 で 雄 と 殆ど 同じ で あり 。 よ 
く キ チン 化 さ れ て いる 。 食道 は 長 さ 510 一 820 。 平均 
710 > で 体長 の 約 1 を 占め る 。 神経 輪 は 頭 端 よ り 225 
z に 位置 し 食道 を 取 巻 いて いる 。 腸 管 は 体腔 を 由 ひ ろく 
伸び て 直腸 と な り , 尾 端 か ら 310~510 ム 平均 390 4 の 
と と ろ で 生々 隆起 し た 肛門 に 開い て いる 。 陰 門 は 頭 端 か 
ら 1070~1640 ム 平均 1880 4 の 位置 , す な は ち 食 道 終末 
部 より 平均 670 z 後 方 の 腹面 に ひら いて いる 。 隊 は 有 管 
及び 射 卵 器 管 と か ら な り 子 宮 に 結び つい て いる 。 子宮 肥 
び 卵 巣 は 対 を な し , 子宮 は は じ め 後 方 に 少し 走り 前 後に 
分 れ , や が て 夫々 糸状 の 卵巣 に つなが る 。 卵巣 子宮 は 夫 
ィ 辻 曲 旋 回 し な が ら 体内 を 走る 。 子宮 は 無数 の 卵 を 包 臓 
し 肝 に 近い 部 分 は ME を 臓 する 。 排卵 管 は よく 発達 し た 


第 1 表 7ozzosogs gg の 成 下 計 測 値 








(単位 , 炒 mm) 

* 雄 (6 例 ) 商 (17 例 ) 

計測 部 位 最大 一 平均 一 最小 最大 一 平均 一 最小 
価 長 24.1- 19.7-17.2 96.1- 76.8- 56.8 
食道 下端 に 

ける 体 幅 0・021-0.067-0.063 0.121-0.098-0.074 
口腔 の 長き 0.021-0.020-0.019 0.028-0.023-0.020 
食道 の 長き 0.64- 0.59- 0.52 0.82- 0.71- 0.51 
頭 端 一 陰 門 ーー 1.64- 1.38- 1.07 
尾 端 一 肛門 0.24- 0.20-0.17 0.51- 0.39- 0.31 


0.091-0.085-0.076 Ps 
交接 和 人 -0.271-0.24 確 





筋 質 か ら な り 略 々 卵 円 形 に 近く , S 状 の か な り ひ ろ い 内 
腔 を 有する 。 評 測 値 を まとめ て 第 1 表 に 示す 。 

ミク ロフ ィ ラ リア の 染色 と 形態 

ミク ロフ ィ ラ リア の 染色 

Mf は 主として 感染 コト ン テ ラッ ト の 尾 突 か ら 末 本 血液 
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を 採取 し , スラ イド グラ ス に 濃 北 し た 後 乾燥 , 溶 血 。 固 
定 , 染色 の 操作 を 行 つ た 。 生鮮 標本 は 別 の 操作 に よ つ 
た 。 染色 法 は 次 の 5 法 を 採用 し た 。 

1) Giemsa 染色 , 2) Methyjgreen-pyronin 染色 , 

3) Azur II-Neutral red 染色 , 4) Wright 染色 , 

5) Myer-Fe-Haematoxyjin-Eosin 染色 

1) Giemsa 染色 : 溶 箇 は 20 2 メタ ノー ル , 固定 は 
同じ く メ タ ノ フー ル に ょ つた 。 水 icc CpH 6.4 一 6.6) に 
Giemsa 原液 を 1.5 滴 ( 約 0.075cc) の 割合 で 滴下 し 40 
50 分間 染 色 す る と 珍 は 綺麗 な 淡 赤 色 に 染まる が 虫 体 は 
策 々 染色 過多 に な る 。 1 多 塩 酸 ア ルコ ー ル 又は メタ ノー 
ル で 肝 間 的 に 脱色 し ょ く 水 洗 し た 後 観察 する と, 輔 は 殆 
ど そ の 存在 を 認め 得 た いま で に 脱色 し 下 体 の 赤 此 色 に 染 
まつ た 各 細 胞 を 明瞭 に 認め うる 。 頭 端 の 細胞 欠損 部 (B 
TNC ), 神経 輪 (NE ), 排 浴 細 胞 (CEC), 排 浴 腔 (RE) 
G 細胞 群 , 肛門 (AP) な ど の 特殊 細胞 その 他 の 一 般 
細胞 と の 鑑別 は か な り 困 難 で 特に NR, EEP, BC, な 
ど を 標本 で 全部 同時 に 認め うる と と が 少く , その 伺 れ か 
を 辛うじて 認め うる に 過ぎ な い 。G 細 胞 群 その 他 に つい 
て も ほ ゞ 同様 で 脱色 操作 後 の 水洗 は か な り 充 分 に 行 つ て 
も 池 次 脱色 が 進行 し , 最適 状態 で 観察 出来 る 時 間 は 比較 
的 租 か い 。 水 ! cc 当り の 染色 原液 を 1 滴 ( 約 0.05cc) と 
レ た 染色 液 を 2 倍 稀釈 小 で 32 倍 稀釈 まで の 5 段階 と し , 
と の 各々 で 10 分 , 20 分 。 30 分 , 40 分 。 50 分 間 の 染色 (25 
の 組合 は せ ) を 試み た 。 高 濃度 の も の で は 10 分 で も に 
染色 され 特に 珍 が 染まり 易く 50 分 で は 染色 過多 に な る 。 
低 濃度 で は 還 よ り も 寧ろ 細胞 が 染まる が 何れ も 染色 不足 
で ある 2 倍 , 4 倍 , 8 倍 稀釈 で は 20 分 程度 で 既に 染色 さ 
れる が 染色 時 の 室温 , 落 抹 血液 の 濃淡 も 関係 する 様 に 思 
は れ 同 一 染色 標本 内 に 極め て 染色 状態 の とこ と な る ME 
が 混 じ , 特殊 細胞 の 定点 測定 に 最適 の 染色 条件 を 特定 す 
る と と は 困難 で ある 。 同一 条件 下 で 行 つ た zogzzg 
娘娘 gs の 染色 で は 比較 的 容易 に 定点 の 観 祭 を 行う と と 
が 出来 た 。 pH の 影響 を 考慮 し て 燕 溜 水 その 他 を 使用 レ 
て る 特に 良好 な 成績 は 得 ら れ な か つた 。 


2) Methylgreen-Pyronin 染色 

Methylgreen-Pyronin の 各 原 末 を 減圧 蒸溜 法 で よく 
精製 し 。 エタ ノー ル 落 血 及 び エ タ ノ フー ル 固 定 し た 標本 に 
つい て 染色 を 行 つ た 。 Pyronin 液 に よる 染 着 性 は 極め て 
悪く 殆ど Methylgreen の 緑 一 色 に 染まり 両者 の 染色 差 
に ょ る 細胞 の 第 別 は 不能 で あつ た 。 同 様 操作 に よる の zo- 
な 7 が が 92987S の 染色 は 22o7o の soes cg が 7 の ME に 
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策 2 図 


対す る より は る か に 良好 で , 定点 の 測定 も 可能 で あつ た 。 
3) Azur II-Neutral red 染色 
Azur II 及び Neutral red の 夫々 を 0.9 多 食 塩水 で 
1.000 倍 に うす め た 落 液 を も ちい て 生体 染色 を 試み た と 
と ろ 排 洪 腔 は 比較 的 よく 認め 得 , 体 細胞 も 明瞭 に 認め ら 
れる が , 特に EC,G 細 胞 群 な ど を 体 細胞 か ら ピ 明瞭 に 区 別 
する と と は 困難 で あつ た 。 の zo 7 が 5 で は NR, 
EEP。 EC, Gi……G。 AP 等 は 何れ も 極め て 明瞭 で 
上 記 染 色 法 中 最も すぐ れ て お り G 細 胞 索 の 連絡 状態 な ど 
も 極め て 明らか で あつ た 。 
4) Wright 染色 , 5) Haematoxylin-Eosin 染色 
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両者 と も 前 記 方 法 に 比 し 優れ た 成績 は 得 ら れ な か つ 
た 。 

ミク ロフ ィ ラ リア の 形態 

虫 体 は 第 2 表 に 示す 様 に 体長 57.482.0 ム 平均 71.5 
g で , ゆる や か な 屈曲 を 示し て 前 端 か ら 尾 端 に 伸び や 
か に 細 ま つて いる 。 疹 は その 長 さ , 巾 と も 体長 , 体 市 
の 約 2 倍 で 靖 長 は 平均 119.7 ヵ で ある 。 上 虫 体 は 頭 端 の 一 
部 を の ぞい て 尾 端 ま で 核 柱 を 認め る 。 細胞 は その 形態 か 
ら 大 別して 3 群 よ りな る と 思 は れる 。 即ち 排 浴 腔 を 境 寺 
し て , それ より 前 部 の 稿 々 大 形 の 20 コ 程 の 椿 円 形 細胞, 
中 央 部 の 後 食道 原 基 細 胞 群 及び 中 腸 原 基 細 胞 群 か と 思 は 


の Microfilariae 計測 結果 








計測 個体 番号 1 2 3 4 5 


6 6 8 9 10 平均 














輔 z 143.1 130.0 -128.4 124.6 123.0 
体長 ん 82.0 72.2 78.0 75.3 72.5 





121.5 115.5 112.4 103.2 95.0 119.0 
65.4 68.0 75.1 69.0 57.4 71.5 
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れる 短 椿 円 形 の 数 10 コ の 細胞 群 , 体 の 後 3 分 の 1 を 占め 
る G 細胞 及 びそ の 附近 の 細胞 群 で ある 。 と れ ら 3 つの 細 
胞 群 に 混 じ つ て か な り 大 形 の 円 形 細胞 及び 小形 の 編 鍵 形 
細胞 が 頭 端 か ら 尾部 に わた つて 認め られ る 。 BYJYTOC, 
R, EP, 也 C, G 細 胞 群 , AP 等 の 位置 を , 頭 端 か ら 夫 
々 の 位置 に いた る 距離 の 全体 長 に 対す る 百分率 で 示す と 
第 3 表 の 様 に な る 。 比 較 的 明瞭 に 観察 し 得 た も の 10 例 で 
BNC, ER, EE, 了 忌 C な ど は 更に その 1 部 を 測定 し 


第 3 表 Zzzosozes cgz222 の ミク ロフ ォ 
ラリ ア の 定点 
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得 た に す ぎ な い が その 平均 値 は BNO: 2.6, NR : 
20.5 也 包 : 27.4。 EO・32.1。 G。: 71.4。 G。: 7Y、8, 
G』: 80.6。 G4: 83.7。 AP : 86.4 で あつ た (第 3 表 )。 

イエ ダニ 体内 に お ける Mif の 発育 に つい て 

実験 方 法 : イエ ダニ = 体内 で の 幼虫 の 発育 と 併 は せ て イ 
ェ エダ = の 幼 息 感 染 状 況 を 観察 し た 。 糸状 虫 に 感染 し て い 
な い コ トン ラット の 飼育 箱 内 で 繁殖 させ た 未 感染 イエ ダ 
= を 5 日 間 ガ ラス チュ ー ブ に 入れ , 20'C の 抄 卵 器 に 保存 
し 空腹 状態 に し た 。 こ れ を 既 感 染 コ トン テッ ト ヒ に 約 4 時 
間 附 着 吸 箇 さ せ , 再び ガラ スチ ュー ブ 内 に 入れ て 20 で 角 







































卵 器 内 に 保存 し た 。 
上 記 イ エダ ニ = を 先 づ 2 時 間 後 に 剖 見 し , 以後 24 時 間 間 


BNCNR EP EC G G. G。 G。 AP 








1 .1.9 22.0 28.0 32.4 68.0 80.0 83.5 87.0 90.0 
2 3.218.3 一 一 73.4 79.2 83.3 85.0 88.3 隔 で 同様 に スラ イド グラ ス 上 の 生理 的 食塩 水滴 , ある い ・ 
3 一 18.0 一 一 61.4 80.4 82.1 88.4 89.2 は 水滴 中 で 解剖 し て 取り 出し た 生き た 幼 あ る い は 死ん 
だ 2 9 な の や と ポ だ 幼虫 を 微 鏡 で 観察 し , 形態 変化 の 大 略 と 体長 , 体 巾 
5 一 一 一 に 

we 「 ゃ ゃ w 『】 計 むっ は ョ 4 
6 一 一 26.7 29.7 74.3 77.2 81.2 84.2 87.2 kNe み 8 各 人 幼虫 の 体長 , 体 巾 の 計測 値 は 第 4 表 
7 一 24.227.5 一 75.8 80.8 82.5 85.0 86.7 に 示す 。 
8 一 18.9 一 一 74.6 77.0 81.1 83.6 一 第 1 日 : 吸血 後 2 て 6 時 間 の イエ ダニ = 体内 で ミク ロフ 
9 一 29 ーー 一 20.2 79.3 75 8 270. は 52 ィ ラ リア は 既に 脱 輔 を 開始 レ 体 の 後半 部 の み を 博 内 に 久 
10 一 21.4 一 一 76.4 80.0 81.0 85.0 87.0 


め て いる も の が 見 られ る 。 体長 は 84.7 68.5 体 市 平 
均 5.44 で と も に 顕著 な 発育 は 認め られ な い 。 


第 4 表 zosozges cg の ミク ロフ ィ ラ リア が イエ テ ダ = 体内 に と り と まれ て 
か ら の 発育 状態 (体長 及び 体 幅 ) と 経過 日 数 





平均 2.6 20.5 27.4 32.! 71.4 77.8 80.6 83.7 86.4 














経過 日 数 体長 ( 体 幅 ) み 体長 ( 体 幅 ) み 体長 ( 体 幅 ) 体長 ( 体 幅 ) み 
2-3 時 間 82.58 ( 5.50) 84.33 ( 4.59) 84.70 ( 5.93) 63.50 (5.65) 
1 日 84.72 ( 7.06) 91.75 ( 8.47) 91.78 ( 5.65) 93.16 ( 7.06) 
3 103.76. (15.53) 103.76 (15.53) 104.49 ( 7.06) 107.31 ( 7.77) 
3 91.78 ( 7.06) 98.84 ( 9.84) 98.84 (13.41) 
5 95.42 (13.21) 120.38 (14.68) 132.12 (14.68) 146. 8 (14.68) 
6 -164.00 (一 ) 
5 7 81.90 ( 9.89) 112.90 (12.00) 120.73 2.85) 
3 8 103.91 (10.82) 112.96 (12.70) 127.08 (14.12) 174.00 (一 ) 
\ 9 146.77 (14.67) 160.36 (14.95) 161.72 (15.63) 253.59 (一 ) 
h 10 258.21 (32.62) 
ー 11 13.10 (13.10) 437.59 (38.05) 
か 12 104.80 (13.10) 134.93 (19.65) 144.10 (15.72) 
ド 186.27 (25.69) 538.13 (18.54) 612.00 (21.82) 
世 14 260.93 (27.18) 
[ 15 288.20 (15.72) 
は 16 344.98 (26.42) 427.84 (26.74) 
18 962.64 (20.86) 
19 375.59 (17.65) 
天 20 999.90 (14.14) 
3 24 791.99 (22.68) 820.27 (22.63) 
26 833.07 (16.66) 








イェ ダニ 飼育 温度 20'C 
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24 時 間 後 幼虫 は 体長 107.83~91.8 ヵ 平均 96.7 。 体 由 
平均 8.4 ヵ で か な り 発 育 を 示 し て いる 。 体長 の 伸び が 特 
と 著しい な か で 1 例 の み が 体 巾 15.5 ム で 流血 中 ME の 3 
倍 に も な り , 先 づ 体長 が 伸び , 遅れ て 体 巾 の 増大 する こと 
と が わか る 。 

第 3 日 : 殆ど 変化 を 認め な い 。 

第 5 日: 体長 146.8 一 95.4 体 巾 は 何れ も 14.5 前 
後 を 示す 。 と の 頃 の 形態 は , 体 の 後 3 分 の 1 で 体 巾 が 著 
明 に 増大 し , その 太 ま り は 池 次 前 方 に 及ぶ 。 や が て 前 方 
は 全く 円 い 頭 端 と な り , 尾 端 は 釣 羽 に 曲 つ て ソー セー ヂ 
型 の 特徴 を 示す 様 に な り , 体 全体 が 極め て 細か い 運 動 を 
する 。 

。 第 6 日 : 体長 164.0x の 幼虫 1 を 計測 し 得 た 。 

第 Y 日 : 体 長 112.9 一 81.9 ム 体 巾 12.9~9.9 z 全体 
と し て 5 日 目 よ り 発育 の 遅れ た も の の み で , 1 隻 は ダ = 
体内 移行 直後 か ら 殆ど 発育 が 進ん で いな い 、。 第 1 週 目 で 
すでに 発育 の 遅 速 が 極め て 著 明 で ある 。 以 上 の 各 幼 東 を 
Azur II-Neutral red 染色 液 で 染色 する と 細胞 の 核 の 2 
分 裂 像 及び その 移行 像 が 多数 認め らち れる 。 

第 2 週 

第 8 日 : 体長 174.0~108.9 み 形 態 は 頭 端 鈍 円 , 尾 滑 
生々 和 突 り 肛 門 突起 が 閉 明 と な る 。 ある も の は と と か ら 細 
か い 分 裂 細胞 が 伸び て 内 腔 を 形成 し 腸管 発育 の 過程 を 示 


レ ,。 ある や の は 全く 腸管 の 形態 整え て いる 。 ま た 体 壁 


に そつ て 紡 殺 形 細胞 の 配列 を 認め る 。 

第 9 日 , 第 10 日 : 体長 の 伸展 閉 明 258.2ー146.38 み 体 
季 32.6ー14.7 4 ム で 早い も の は 遅れ た も の の 約 2 倍 の 発育 
を 示す 。 進ん だ も の で は 口 器 の 形成 が 見 られ , 尾 端 は 円 
味 を 帯び , 活動 的 に な つて 第 1 回 脱皮 を 完了 し て 第 2 含 
功 昌 と な る 。 

第 11 日 : 体長 4837.6 ~1831.0 ぁみ 体 巾 38.1 て 18.1 ム み 発 
育 の 遅 速 差 は 更に 著しく な り , 1 方 は 既に 第 1 回 脱皮 を 
完了 し て いる が 他方 は 未だ 第 1 含 幼 過 に な つた ば か り で 
栖 の 変化 も 著 明 で な い 。 

第 12 日 : 体長 612.0104.8 ム 体 巾 21.8~18.1 ぁ 体 
長 の 発育 に 比 し 体 巾 は 逆 に 減少 し 幼虫 は 第 2 回 脱皮 を 行 
つ で 急激 に 細く な り 和 糸状 虫 特有 の 形態 を 整え て くる 。 頭 
部 の 食道 , 神経 輪 は 著 明 に 認め らち れる が 口腔 の クチ クラ 
化 は 著 明 に は み ら れ な い 。 

第 14 日 : 体長 260 み 体 巾 27.2 ム で 第 1 回 脱皮 は 早い 
も の で は 既に 9 日 で 完了 レ し て いる が , お そい も の は 15 日 
を 要 し て いる 。 

第 3 週 
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第 15 日 : ダニ 解剖 で 得 ち れ た 幼虫 は 第 14 且 同様 第 1 回 
脱 度 を 完了 し た も の の み で ある 。 第 2 回 脱皮 幼虫 は 既に 
第 11 日 で 出現 し て いる が , お くれ た も の は 19 日 に 及 ん で 
いる 。 第 2 信 幼 東口 腔 の クチ クラ が ゆる み 新 し い 口 腔 
クチ クラ が 形成 され て いる も の も 認め られ た 。 

第 18 日 第 26 日 : 1 令 の 第 2 令 幼 昌 を 含む の み で すべ 
て が 第 2 回 脱皮 を 完了 し た 感染 型 第 3 含 幼虫 を 形成 し て 
いる 。 頭 端 か ら 尾 端 え と 細長 い 系 状 虫 特有 の 形態 は , ょ 
く 発達 し た 口腔 の クチ クラ と と も 人 第 2 令 幼 虫 と 顕著 な 
相 異 の ある の を 認め る 。 口腔 クチ クラ は 前 方 が 厚く 後方 
ゆく に し た が つて うす く な り , か な り 明 膝 な 神経 輪 と か 
と まれ た 食道 え 移 行 す る 。 食道 に つなが る 腸管 は 体腔 内 
を 真直 ぐに 伸び て 分 隆起 し た 肛門 に お わる 。 尾 敵 は 鈍 
円 で , 陰 門 は よく 形成 し て いる が 外 に は 開口 し て いな い 。 

定点 の 時 間 的 変化 は 血 中 Mf に 比較 し て , ER20 一 
R 7.5 と 頭 端 に 接近 し , EC32 一 EC24 と 同様 の 傾向 を 
示す 。.A P は 顕著 で は な い が , AP8Y 一 AP92 と 逆 に 
端 え と 接近 する 。 従 つて と の 間 は 中 腸 の 発育 が 著しい と 
と が わか る 。 

イエ ダニ = 体内 で の 各 期 幼 昌 の 比率 

5 日 間 空腹 状態 に し た 後 6 日間 既 感 染 コ トン テ ラッ ト 
(赤血球 算定 用 メラ ンジ ュー ル 0.5 目 盛 ま で に 8Y2 MEf 
を 含む な ) に 附 着 吸血 させ て いる イエ ダ = 25 匹 を 章 見 す 
る と 1 匹 の イエ ダニ = 体内 で 最高 81。 以下 42,。 17。 18。 10 
と 急激 に 減少 し , 大 部 分 は 1 乃至 5 で あつ た 。 検 出 ME 総 
数 206 (イエ ダ = 1 匹 当 り の 感染 ME 数 8.2) で 1.2 多 
に は 全く Mf を 認め な か つた 。 

同じ 条件 の 空 用 イエ ェ ダ = を 同一 感染 源 か ら の 吸血 時 間 
を 短縮 し て 5 時 間 と し , その 100 匹 を 剖 見 し た 。 感染 JMt 
数 は 最高 5, 最低 0, 検出 Mf 総数 4? (イエ ダ = ニ 1 匹 当 
り 0.47) で Mf の 全く 認め られ な いも の は 62 % に ゃ 及 
ん だ 。 同じ イエ ダニ = 4352 匹 の 剤 見 で は 検出 Mf 総数 183 
(1 匹 あ た り 0.27) で 吸血 時 間 の 長い 程 感 染 イ エダ = 数 
も ふえ , 検出 Mf 総数 も 著しく ふえ た 。 

感染 イエ ダニ =20 匹 を 任意 に 割 見 し て 得 ち れ た 各 期 幼 邊 
の 比率 は 総数 172 の うち 第 1 含 :75 (48.6%), 第 2 含 : 
23 〈13.8%), 第 3 合 : 5 (2.9 め ) で 成熟 し た も の の 事 
は 極め て 低 か つ た 。 

Mf の 日 周 性 

3 頭 の コト ン ラ テラ ッ ト か ら 赤 血球 測定 用 メラ ンジ ュー ル 
で 0.5 目 盛 ま で 採血 する と と に より 午前 9 時 か ら 4 時 間 
間隔 で 48 時 間 検 血 を 行 つ た 。 1 頭 で は 午後 5 時 , 9 時 に 
夫々 930, 450, と 最高 値 を 示 し た が , 最低 値 は と も に 
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午前 1 時 66, Y2 で あつ た 。 他 の 1 頭 で は 午後 5 時 , 午前 
9 時 に 231, 215 で 最低 値 は 午前 5 時 95, 26 で , 第 3 頭 
は 最高 値 , 最低 値 何 れ も 午後 5 時 で , 特に 日 周 性 は 認め 
られ な い 様 に 思 は れ た 。 


考 察 


と れ ま で 本 種 に 関し て 偽 類 及び 形態 学 的 な 見 地 か ら 行 
は れ た 研究 に は 次 の よう な も の が ある 。 

Travassos (1919) は Brazil Sao. Paulo で Sczzzzs 
Sp. の 胸腔 及び 腹腔 か ら フ ィ ラ リア 様 の 虫 体 を 発見 し , 
万 pg cg72Z7 と 記載 し た 。Mazza(1928) は Arzentine 
の 黄 歯 天 fpcZks ox の xs Brandt を キ し ちら べ て 腹腔 内 
寄生 虫 を 発見 し , 新種 zzg ヵ g7ezsoxz と し た 。Cha- 
ndler (1931) は S&gzogoz 太 s の des か ら アア 29 の sgz2es 
sg み 2 の 9o%7zs を 報告 し た 。 ま た Ochoterena と Caballero 
(1932) は 同じ く Sgyxogo 太 s の 2ks か ら ル jcyo の 7 の 
sg の 0 を 記載 し た 。Vogel と Gabaldon (1932) は 
Mazza か ら Argentine の 材料 を うけ と り , これ ら の 研 
究 か ら 新 属 を 設 う け csZz/se/27zZ カ 27eZsoz (Mazza 
1928 ) と し , Ochoterena 等 の ル gczo ヵ zz7g sg が の 02 は 
と れ と Synonym で ある と し た 。. Chitwood (1983) は 
esZ の Ose7277Z カ Z7eZso27 (は zz の s の 2 の ZS sg72 の の 7S 
と Synonym で こと れ は また 女 zz2 ヵ gezsozf と 同一 で 
ある と 述べ た 。Vaz (1984) は Sao, Paulo で 同じ く 罰 
歯 類 , ecozoyzys s942 が 2 の es の 胸腔 , 腹腔 か ら 豊 富 な 寄 
生 貝 体 を 見 出し Chandler の 了 ア zZozzoso22s szgyzO の の が 7S 


と 同定 し た が , Travassos の 材料 と 比較 検討 し て 同種 ・ 


で ある と と を 確認 し た 。 頭 端 の 構造 は Vogel の 提唱 す 
る Subfamily Segzxge に 属す る も の で な く , 刀 刀 ge 
の 中 に お か れ , 了 ア zozeosg と ze/z の 中 間 的 位置 を 占 
め る も の で ある 。 こ と て で 以上 の 祭 見 虫 体 は Chanqler の 
提唱 し た 属 zosoz2es が 決定 し Zooso2es cg が 

と 命名 され る に いた つた 。 

Travassos (1919) 以来 本 種 に 関し て 設け られ た 属 は , 
ZZ 27oyoso7 の es, es の se7272 の 3 属 で ある 。 
著者 は 本 種 が その 何れ に 属す る か 細部 に わた つて 検討 し 
た が , と れ を 要約 する と , 先 づ Caudal aloe が 存在 し な い 
か ら 共 7zz, yo, gz が 7g 等 に は 属さ な 
思 は れる 。 口 は キチ ン 環 が 認め られ ず 側 部 の 肩 章 様 
構造 ある い は 歯 が 存 在 し な いと と な どか ら .Se7zz2e 
に 属す る と は 考え られ な い 。 また ル czo ヵ ze の 特 
徴 を 示す 陰 門 の 位置 は , 同属 に 比較 し て は る か に 体 頭 端 
に 近い 。 頭 部 乳頭 は 3 対 存在 する た め gzaosg と は 異 
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な る が , 交接 球 の 形態 , 陰 門 と 食道 と の 位置 的 関係 な ど 
か ら oosg, 7ezzg 両 属 の 中 間 的 存在 を 示す 7o- 
2 の Ses が 妥当 と 思 は れる 。 

ミク ロフ ィ ラ リア の 染色 に 関し て は 報告 を 見 な い が , 
染色 が 他 の 種 属 と 比 し て 極め て 困難 な と と は の ogg 
その 他 と の 比較 に お い 明 らち か で あり , と くに 特殊 細胞 の 
染色 が 困難 で あつ た 。 

イエ ダニ = 体内 で の 幼 東 の 発育 は , 24 時 間 間 隔 で イエ ダ 
= を 割 見 し て 得 た 幼虫 50 の 測定 値 及 びそ の 形態 か ら 脱 輌 
は 6 ~24 時 間 以 内 に 完了 し て 第 1 含 幼 昌 と な る が , 第 1 
回 脱皮 は 早く て 約 9 日 を 要 し , 250 前後 で 第 2 幼 了 と 
な る 。 然し お そい も の は 15 日 を も 要 し た 。 第 2 回 脱皮 は 
早い も の で 約 11 日 目 に 出現 し , 体長 は 約 430g で あつ 
た 。 第 2 回 脱皮 後 幼 虫 は 中 腸 部 で 急激 に 伸び 糸状 虫 特有 
の 形態 を 示す 様 に 思 は れ た 。 


総 括 


南米 原産 の コト ン ラ テッ ト Sgzwogog gspzgs に 寄生 
する 系 状 虫 Zooso42es cg が gg の 成虫 及び ミク ロン フィ 
ラリ ア の 形態 を 記載 し , 更に 中 間 宿 主 で ある イエ ダニ ェ 体 
内 で の 幼虫 の 発育 に 関し て 新知 見 を 得 た 。 

成 上 は 雌雄 異体 の 線 虫 で , よく 発達 し た クチ クラ か ら 

な る 口腔 と 直後 に よく 発達 し た 筋 線維 で か と まれ た いわ 
ゆる 排卵 管 の 存在 が 本 虫 の 特徴 で ある 。 

ミク ロフ ィ ラ リア に つい て は 従来 記載 が 少く 不 充 分 な 
点 が 多い 。 著 者 は 生体 染色 標本 と 固定 標本 に つい て 種々 
の 染色 法 を 試み , そ の 優劣 も zoZgziZ yg が s と 比較 
観察 し た 。 神 経 輪 を は じ め と し て 排 浴 腔 。 排 浴 細 胞 。Q 
細胞 群 , 肛門 の すべ て が の zo7ziz が Zs より は る 

か に 染色 困難 な と と が 明 ち か に な つた 。 染色 法 と し て 比 
鞍 的 すぐ れ て いた の は Azur II-Neutral red 染色 及び 
Giemsa 染色 で あつ た 。 

中 間 宿主 イエ ダニ = 体内 で の 幼虫 の 発育 を 観察 し た 。 吸 
血 さ れ て か ら 感 染 幼 過 に な る まで の 期間 は 条件 に より 甚 
だ 著 し い 差 が あり 早い も の で 約 2 週間 を 要 し た 。 また あ 
る 感染 コト ン ラ テット の 間 内 に いる イエ ダニ = (6 日 間 附 着 
豚 血 ) 25 匹 の 沖 見 で は 1 匹 に つい て 発見 幼 由 数 最高 81, 
最低 0, 総 数 , 206 5 時間 吸血 の も の で は 100 忠 の 宮 見 で 
最高 5, 最低 0, 総数 47, で 吸血 時 間 に よ り 感 染 し た 幼 
取 数 の 差 が 閉 し か つた 。 常時 吸血 機会 与え た イエ ダ = 
20 匹 の 解剖 で 得 ら れ た 172 の 幼虫 の 発育 期 を し ち べ た と 
と ろ 脱 輔 前 の も の 69 (40.1%), 第 1 合 : 75 (43.6 め ), 第 
2 令 :23 (13.3%), 第 3 含 : 5 (2.9 多 ) で 第 3 含ま で 
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た も の の 比率 は 甚だ 低 か つた 。 

お わり に 御 指導 , 御 鞭 捧 を 賜 わ つ た 恩師 佐々 学 助教 授 
御 援助 坦 わ つた 湯 商 部 田嶋 畜 雄 教授 , 鈴木 潔 博士 , 身 木 
実 博士 , 当 研 究 室 林 滋 生 博 士 , 御 協 力 下さ つた 田中 寛 学 
士 , 佐藤 孝 蒸 学士 , 更に 佐藤 金 作 , 田中 英文 , 下村 テラ 
子 の 三 氏 及 び 寄生 虫 研究 部 の 皆様 に 深 甚 の 謝意 を 表す 
る 。 

SummmarY 

The present parper ijS intended to give accounts 
on fhe morphological and bionomical characters of 
the cotton rat 名 aria, と ZZ の os の es og7777. The 
Structures of the adults, microfilariae and the larvae 
in the intermedate host were carefully studied and 
described in the detail. 

Little informations have so far been reported on 
the structure of microfilariae of this species. Co- 
mparative studies were made with various Staining 
methods, of which Azur II vital stainings and 
Giemaa's stain on fixed specimenSs yijelded best 
results in detecting the structures. Through cormp- 
arative studies with the microfilariae of の zzo7/277Z 
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が 29277S, 試 was demonstrated that structures jike 
excretory pore, excretory cells or G cells in this 
Species were difficult to be stained by the dyes。. 

Developments of larvae in the intermediate host 
tropical rat mmite,. were followed by dissecting the 
mite under various conditions. The days required 
for the jarvae in the intermediate hosts to attain 
maturity were found to dfer greatly by the 
conditions, and the minimurmn period under favorable 
conditions was estimated to be about two weeks. 
A group of mites kept in contact with an infected 
cotton rat for 6 days was examined: among the 
total of 25 mites dissected, the mmaxirmum number 
of jarvae found in a mite was 84, the minimum 0. 
In another lot which were kept in contact for 5 
and 47 out of 100 mites dissected were infected. 
A total of 172 larvae obtained from the mites were 
classified by the stages : the fst stage was 75 or 
43 多め , the second stage 23 or 13.3 多 , and the third 
Stage 5 or 2.9 多 : the rest were stil in the 
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写 真 説 明 
2 の 220S の ZS CZ777472 
1. $⑧ 昌 ,。 クチ クラ の よく 発達 し た 口腔 と 分 泌 腺 及び 食道 
。 $ 正 。 尾 端 , 1 対 の 交接 刺 及 び 乳 頭 


いう 


3。 ギグ 避 プ ォ ィ まや 
4。 @ 忠 , 頭 端 
5. " 虫 , 生殖 器 


6. ゃ 下 , 尾 端 , 肛門 
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草子 油 の 殺 


及 罪 作用 に 関す る 研究 


(1) 魚 虫 卵 に 対す る 殺 卵 作用 


国 弁 


豆 埋 


関東 東山 農業 試験 場 線 虫 研究 室 
(昭和 33 年 2 月 29 日 受領 ) 


緒 言 

八木 (1933) に よれ ば , 漬物 中 に お いて 虫 卵 の 多く 
は 生存 し て いる が , 草子 湯 の な か で は 殆 ん ど が 変形 死 
減 す る と いう と と で ある 。 こ と れ は 大 変 舞 味 ある 事実 と 考 
え , と の 点 に 着目 し て , 草子 漬 あ る い は 草子 粉 を 用 いて 
追試 を 行い 。 と れ ら の 魚 虫 卵 に 対す る 殺 卵 作用 を 認め 
た 。 

また 最近 , 塚本 (1956) が 保存 食品 中 の 顕 虫 卵 の 状態 
を 検討 し. と の な か で 草子 漬 お よび わさび 濱 内 の 映 虫 卵 
は 発育 せ ず , 早晩 死 減 す る と 述べ て いる 。 

そし て , すでに と 著者 (1952) が 報告 し た 通り , 草子 漬 
ある い は 電子 粉 こ による 顕 虫 卵 の 死滅 は , 草子 粉 中 に 含ま 
れる 揮発 性 草子 油 (Allylisothiocyanate, CH。・CH・CH。 
NOCS) に 起因 する も の で , これ は 温度 28'C 7 日 間 水中 接 
触 し た 場合 に は 20000 倍 の 濃度 で 顕 虫 卵 に 対 し て 100 多 
の 殺 卵 率 を 示 し た 。 

そ と で , Ally1, Phenyl, Butyli Benzy1, Tolyl の 5 種 
類 の 草子 油 を 用 いて 前 回 同様 の 実験 を 行い 。 と れ ら 5 種 
類 の 草子 油 に も 非常 に 高い 殺 卵 作用 を 認め た の で と と に 
報告 する 。 

結 果 


1. 水中 接触 の 場合 
- 子 油 の 殺 卵 作用 を 常温 (28C) と 低温 (10 で ) 
, 水中 接触 の 場合 を 検討 し た 。 実験 に 用 いた 草子 油 は 
記 の 5 導 少 で ある 、。 
Allyl 草子 油 CH。 : CH・CH。・NCS 
Buty1 草子 油 CH。・CH。・CH。・CH。・NCS 
Phenyi 草子 油 を > NCS 


YOsSHTAKI KUNII : Studies on the ovicidal effect 
of mustard oil. (1) Ovicidal effect of mustard oils 
on the ascariS egg. (Laboratory of Nematology, 
Kanto-Tosan Agricultural Experiment Station, Chi- 
ba Prefecture) 


ーー へ 
、 地 CH。・NCS 


Begzyi 草子 油 く 
Tolyl 務 商 CHh く >RCS 

弁 子 油 は あら か じ め 乳化 し て 用 いた 。 乳剤 と し て 
Tween 80 番 を 草子 油 1 に 対 し て 3 の 割合 に 使用 し た 。 
な お , Fween 80 番 は 昭 虫 卵 に 対 し て ,。 まつ た く 殺 卵 作 
用 を も つて いな い 。 

また , 外 卵 は 豚 殴 昌子 宮内 受精 卵 で ある 。 

実験 方 法 : 草子 油 処理 の 方 法 は , 5 種類 の 弁 子 油 を 5 
x10* 倍 か ら 10* 倍 の 濃度 調製 し て , 100ml の 円 筒 ビ 
ン に 50ml と り , これ に 2 2 Formalin 水 で 洗 敬 後 , 更 
に 数 回 燕 溜 水 で 洗 灘 し た 急 虫 卵 を 加え て , コル ク 栓 を ほ 
ど と し , 28 や 恒温 器 また は 10 や 冷蔵 庫 中 に 日 間 放置 し 
江 。 

処理 後 , 円 筒 ビ ン の 底部 に 沈ん で いる 玉 取 卵 を 動か さ 

な いよ ょ う に 上 浴 液 を す て , 蒸溜 水 を 加え , 携 拝 沈 滅 きせ 
て 再び 上 澄 液 を す て , これ を 数 回 繰返し 。 薬液 が 完全 に 
と りさ られ る まで 洗 敬 し た 。 こ と の 虫 卵 を 素 焼 板 上 に の 
せ ,。 3 寸 シャ ー レ ー に と 入れ て 2 多 Formalin 水 を 注入 
レ , 28 で 恒温 器 中 で 培養 し た 。 

観 穴 は , 10 日 目 毎 に 30 日 以上 続け る 。 生死 の 判定 は , 
30 日 以上 培養 後 の 観 察 結果 か ら 仔 由 形 成 の 有無 に よ つ で て 
つり 

実験 結果 : 第 1 表 に 示す 通り , 処理 温度 が 28 で の 場合 
に は , Butyl 草子 油 は 5 X10*。10* 倍 で 100 欠 の 殺 罰 率 
を も つて いる が , 2 X10* 倍 で は 多 細胞 期 70%, 桑 棋 期 , 
睦 斗 期 が それ ぞ れ 10 多 , さら に 5 完 が 仔 昌 を 形成 し た 。 

Pheny1 草子 油 で は 3 メ 10* 倍 まで が 100% の 殺 卵 率 を 
示し , 4 X10* 倍 で 2 多 , 5 X10* 備 で 5 多 が 仔 貝 期 卵 で 
あつ た 。 

Benzy1 草子 油 で は 5 X105。 10% 2 x10* 倫 で いづ れ 
も 100% の 殺 卵 率 を 認め た が , その うち 10~20%% は 桑 棋 
期 に まで 発育 し て いた 。 そし て 3 X104。 3 X10% 5※ 





第 1 表 28CC に お ける 


殺 卵 作用 





類 濃 


発 青 状 


多 ) 





度 音 六 多 細 馬 橋 


知 


王 
昭二 


ポ 
落語 


期 





5 メ 10 
Butyl oh ま 10* 
【2x10* 
5X10 
| xy 
|2 メ 10* 
13 メ 10* 
14 X10* 
5 メ 40* 
5X10* 
10* 
)2X10* 
|3 メ 10* 
|4 メ 101 
(5X10* 
[ 10* 
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Pheny1 草子 油 


Benzy1 弁 子 油 バ 


13 メ 10* 


井 子 油 *5X101 
I7 メ 10* 


Toly1 


100 
50 
5 
100 
100 
100 
70 
40 
25 
100 
60 
20 
10 
5 
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100 
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30 


0 
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第 2 表 10?C に お ける 殺 卵 作用 





種 類 


発 


育 


状 此 





胞 期 胞 期 





Allyl 草子 油 5X10 


10* 
草子 油 5X10* 
10* 


Buty1 


100 
60 


10 
5 


0 
30 


濃度 語 罰 多 細 条 林 知 エ 仔 昌 


期 期 





0 
5 
60 
90 





Pheny1 草子 油 5X10 
10* 

Benzyl 草子 油 5X10! 
= 10? 

井 子 油 5X10* 
10* 


Toly1 


60 
10 


5 
10 


80 
0 


らら 6 る どら どら | の 6 ら | ら どら | らら の | らら の 6 


20 
80 
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10* 倍 は 4 と や ( 


音 は の 仔 取 形成 率 を みた 

Tolyl 借 0 5 X10* 倍 濃度 に お いて も 100 多 が 
単細胞 期 の まま 完全 に 死滅 し た 。 し か も ゃ 7 X10* 倍 で 95 
2。10* 倍 で も 90% の 殺 卵 率 が 認め られ た 。 

処理 温度 10 で の 場合 に は 第 2 表 の ご ど ごとく, Allyl 草子 
油 は 5 ぶ 10* 倍 で 100 多 , 10* 倍 で 95 2 の 殺 卵 率 を 示し 


カー 
/^。o 


Buty1 井 子 油 は 5 X10* 倍 で 40%, 10* 倍 で 1022 の 殺 
率 と な り , 28C の 場合 より 著しい 低下 が みみ られ た 。 

Phenyl 弁 子 油 ど も か な り の 低下 が み ら れ , 5 ※10* 税 
で 80 時 ,10* 倍 で は 20 の 殺 卵 率 が 認め られ た に すぎ な 

Benzy1 井 - 和 5 X10* 倍 : 
率 と な つて いる が , 5 10* 倍 の 80 多 の うち , 
0% が 暑 斗 期 ま AN レ し て いる 。 

Toly1 草子 油 は 5 x10* 倍 で 100 錠 , 10* 倍 
卵 率 を 示し て いた 。 

以上 の ご ど とく , 実験! 


で 80, 10* 倍 で 50% の 殺 卵 
その 大 半 の 


で 95 の 殺 


0 5 種類 の 草子 油 は , いづ れ 
あぁ 比較 的 高い 殺 卵 作用 を 有する こと と が 認め られ た 。 し か 
し 処理 温度 が 10C の 場合 に は , その 殺 卵 作用 に か な り 著 
0 まみ られ る の で , 低温 に お ける 草子 油 の 殺 卵 作 
さら に 検討 を 要する も の と 考え る 
また , と れ ら 5 種類 の 共 子 油 の 間 に は 雅 
殺 卵 作用 に 差異 が あり , 
Toly1> Pheny1 > Ally1> Benzy1 > Butyl 
の 順に その 殺 卵 作用 の 低下 する 傾向 が み ら れ る 。 
な お 草子 油 に ょ よ つて 殺 卵 され た 顕 虫 卵 に は , 多く の 変 
性 卵 が みち られ, と の 大 部 分 は 転位 像 を 示し て いる 
の 場合 
実際 に 薬剤 処理 に よ つ て 鮮 虫 卵 を 殺 滅 する た め に は , 
楽 剤 を 交 肥料 溜 内 の 環 虫 卵 に 接触 させ ね ば な 
ら な いわ け で ある が , 情 尿 中 で 薬剤 処理 を 行う と と は 。 
中 失 栓 の 場合 に く くら べ て は る か に 多く の 困難 が 起り う 
る と 考え られ る 。 
介 子 油 を 選 尿 中 の 顕 虫 卵 に 接触 きせ て , その 
殺 卵 作用 を 検討 し た 。 
実験 に 用 いた 民 尿 は , 
週間 放置 し た も の で ある 。 
実験 方 法 : 100 ml 円 筒 ビ ン に 殿 と 尿 を 1 : 4 の 比率 
で 50ml, 尿 と 蒸溜 水 1 さら に 尿 の み 50ml 
を それ で ぞ れ 3 本 づつ 用 意 し た 。 こ と れ に 2 Formalin 水 
浸漬 後 , 蒸溜 水 で 数 回 洗 敬 し た 顕 虫 卵 の 適当 量 を 加え 


また 


に 対す る 


2。 民 尿 中 接触 ( 


と デア 
て 


5 歳男 子 の も の で 。 室温 に 約 1 


・ 4 を 50 ml, 
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て , 顕 虫 卵 が 均一 に な る よう に 混合 し た 。 つぎ に Allyl 
電子 油 を Tween 90 乱 て 化 ト し て 1 欠 の 原液 を つく り , 
10, 10* 倍 の 濃度 に な る ょ よう, お の お の の 円 衛 ビ ン に 
0.1 ml お よび 0.5ml づ っ 症 下 ! し , 充分 に 携 振 
と の と き 殿 尿 混合 , 尿 水 ・ 尿 の それ ぞ れ 1 本 は ※ 
て 草子 油 を 添加 し な 
28C 恒温 器 内 に 7 日 間 放置 し た の ち , 殿 の 含 まれ て 
いる も の は ガー ゼ で 漠 過 し , 充分 に 洗 滞 し た 。 尿 の み の 
や も の は て の まま 上 澄 を す て , 同じ く 数 回 洗 敬 し , この 処 
理 商 虫 卵 を 素 焼 板 上 に の せ , 2 シ 劣 Formalin 水 を 加え て 
28C で 培養 し た 。 


いま ま と し た 。 


第 3 表 殿 尿 中 に お ける 殺 卵 作用 





発 育 状 態 (%/ 殺 卵 
率 


矯 欠 若 法度 間 細 多 細 馬橋 明 寺 
胞 期 衝 期 期 期 期 () 
5 X10! 20 0 
10* 15 
対 照 10 
5 メ 10! 100 
101 70 
対 明 0 
5 ※10! 10 
10* 10 
対 敢 。 10 





il 


翌 尿 混合 





どど | どら どら | 





の どら どら | ら 避 ご | らら col 
+ー 
ご 





loc り , Allyl 草子 油 の 5 X10%. 
よび 尿 中 に お いて は まつ た く 殺 卵 
作用 な く , FR 箇 引 と 同様 に 発育 し て 
いる 。 対照 の 顕 東 卵 の 仔 虫 形成 率 が 尿 尿 混合 で 902%, 
尿 で 80 他 下 し て いる の は , 28'C で て 日 間 放 置 す る た 
>。 尿 尿 ある い は 尿 の 腐 部 。 お よび Ammonia の 影 響 
と 考え られ る 。 
尿 の み の 場合 に は , *10* 倍 で 100 22 が 単細胞 期 で 
完 ie Po の 殺 卵 率 が 認め られ た 。 
と の ょ う 尿 尿 中 に お いて Allyl 草子 油 は 5 10* 
he も 殺 卵 作用 は 皆無 で ある 。 し か し 展 水 の 場合 
殺 卵 率 が 5 X10* 倍 で 100 狐 , 10* 倍 で ko 
か ら 考 えて , 必 尿 中 で の 草子 油 の 殺 卵 作用 の 低下 は , 大 
に 起因 する も の と 思わ れる 。 
が の 替 幸 ま つて 草子 油 の 殺 卵 作用 が 減ずる も の と す 
れ ぱ ば 。 失 縛 隊 旨 ま Ammonia の 発生 , こと これ に と も ゃ 
な う 尿 の pH 上 昇 な どの た めで は な か ろう か 。 


実験 結果 
10* 倍 は , 選 尿 混合 


Ammonia 水中 の 場合 
草子 油 の 殺 卵 作用 が 果 尿 , と くに 尿 の 存在 に よ ょ つて 著 
し く 低 下す る と と は , 尿 の 腐 熱 に と も な つ で 尿 中 Am<- 
monia が 増加 し , さら に pH が 上 昇 す る た めで は な い 
か と 考え て , Ammonia 水中 で 顕 虫 卵 に 草子 油 を 作用 さき 
せ て その 殺 卵 作用 を 検討 し た 。 
eK Pheny1 草子 油 , 
天 駐 = 0.2% 藩 液 
100ml 円 筒 ビ ン に 50m1l お の お の 2 本 宛 科 取 し た 。 
それ ぞ れ の 1 本 に Phenyi 草子 油 を 10* 倍 の 濃 
う し , 人 BWSedco し た 急 虫 卵 を 加 


市 販 特 級 Ammonia を 用 


Ammonia の 1.0 多 。 0.5 多 。 


に 


第 4 表 Ammonia 水中 の 殺 卵 作用 

Ammo- 発育 状態 () 者 

Ta 洒 度 音 細 、 多 細 柔 橋 昭 寺 仔 下 

() 胞 期 胞 期 期 期 期 ( め ) 

Pheny1 1.0 20 る 75 6 
草子 油 0.5 10 90 0 

10 0.2 10 90 0 
対 照 1.0 5 80 


0.5 10 85 
0.2 15 85 








種 類 





0 
0 








実験 結果 : 第 4 表 に 示さ れる ご ど ご とく, 濃度 1.0 多 , 
0.522, 0.222 の Ammonia 水中 で は , Pheny1 草子 油 
の 10* 倍 濃度 は まつ た く 殺 卵 作 用 が 認め られ な か つた 。 

この ょ うに , 草 了 油 の 殺 卵 作用 が Ammonia 水中 で 
まつ た く 消 失 す る と いう こと と は , Ammonia 自体 の 化学 
的 な 作用 に よる 場合 と , Ammonia に よる pH 上 昇 の た 
め , 物理 的 に その 殺 卵 作用 が 阻止 され る 場合 と が 考え ら 
れる 。 

そこ で, Ammonia' 水 を 硫酸 また は 塩酸 で 中 和 ヒ し, 
Ammonium 塩 と し た の ち 草 子 油 処 理 を 行 つた 。 

中 和 実 験 の 結果 , 硫酸 1.0 多 ー 2.02 お よび 塩酸 1.0 
2 て 5.0 Py 科 つて , 草子 油 の 殺 卵 作用 を 
完全 に 再現 させ うる < 

以上 の と と ょ り 。, 
pH が アル カリ 性 を 呈す る 場合 
と 考え られ る 

つぎ 拍 入 潜 を 用 いて と の 点 和 人 レ た 。 


介 子 | の 条 人 作用 は その 処理 液 の 
に は 著しく 低下 する も の 





緩衝 液 中 の 場合 

Ammonia の 存在 に よ ょ つて 弁 子 油 の 殺 卵 作用 が 低減 す 
る の は , 主として Ammonia に よる pH の 著しい 上 昇 
の た めで は な か ろう か と 考え , pH 標準 比 色 液 用 の 緩衝 
液 を 用 いて , pH 1.0 よ り pH 10.0 ま で の 各 段 階 の pH 
液 を 調製 し , こと れ ら の 液 内 で 弁 子 油 の 殺 卵 作用 を みた 。 

実験 方 法 : 各 段 階 の pH 液 を 円 筒 ビ ギン に 50ml づつ 32 
本 と り , うち 1 本 は 濃度 が 10* 倍 に な る ょ うに Pheny1 
草子 油 を 加え , 人 の 1 本 は 対照 と し た 。 処理 は 28C て 7 
日 間 行 い , 処理 後 充分 に 洗 敬 し て , 素 焼 板 上 に の せ 2 
Formalin 水 を 加え て 30 日 培養 し , 観 窒 し て 殺 卵 率 を 求 
め た 。 


第 2 表 緩衝 液 中 の 殺 卵 作用 





発 育 状 態 ( 狐 ) 


PH 半 編 多 細 馬 槍 昭 斗 仔 昌 
100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 
90 
70 








Pheny1 電子 油 10* 


⑤ ら の ぐさ の oe cookb5 中 
らら らら どら らら らら の 6 
らら らら oc ム l| 半 


品 ど 品 ら どら らら 6 っ の 6 
テー 
(ご) 
テー 
ご 】 


ーー) 
+ー 
〇 





Q 〇 の 愉 O5 いう 中 
どど の 

b5 も 5 中 
きど 8SSS8 ら 8 らら 


の Oo 
K5 トー 
らら 


0 
0 
0 
0 
0 
0 
.0 
0 
0 
0.0 
.0 
0 
.0 
0 
0 
0 
.0 
.0 
.0 
.0 


どど どら どど @ の em 
ト S 
ー】 


トー 
ーー 
ep: 





実験 結果 : 第 5 表 に 示す 通り , pH 1.0 か ら pH 7.0 ま 
で の 酸性 ある い は 中 性 の pH 液 M で は , Pheny1 草子 油 
の 10* 倍 濃度 は 100 2 の 殺 卵 率 が 認め られ た 。 し か し , 
pH が 8.0 以上 の アル カリ 性 に な る と , の 殺 罰 作用 2 
完全 で は な く , r 下 10.0 で は 殺人 卵 作用 が 認め られ な い 。 

な お , 対照 に 用 いた 顕 虫 卵 の 発育 が 全体 的 に 悪 か つ た 
ょ う で ある が , と の 原因 に つい て は 明らか で な い 。 
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考 突 


殺 卵 機 作 : Ally1. Buty1, Phenyl, Benzyl Tolyl の 5 
種類 の 草子 油 は , いづ れ も 10* 倍 以上 の 濃度 で 顕 虫 卵 を 
の と が 認め られ , な か で も ゃ Toiy 草子 油 

に お いて は 5 ※10* 億 で 100%, 10* 倍 で 90% と いう 非常 
に 高い 殺 卵 率 を 示し KS 

と の よう な か 濃度 で 銅 虫 卵 を 殺 卵 する 薬剤 は , いま まで 
は ほとん ど み あたら な いよ ょ よう で ある 。 

弁 子 油 を その 化学 構造 ト よ りみ て, とれ ら に 共通 の 基 
で ある CS 基 が 殺 卵 作用 に 寄与 し て いる の で は な いか 
と 考え られ る 。 

TNC 8 基 を も つ 他 の 薬剤 で は , 殺 線 虫 剤 の NN 521 が 
10* 倍 濃度 で 顕 虫 卵 を 完全 に 死滅 させ る 。 

また , SC 結合 を も つ ロ ダン ソ NN.-521 構造 式 
ー ダ (Na-SCN), ロダ ンカ リ ( 表 - CH。 
SCN) お よび 2, 3 の 有機 ロダ ン 化 CHzN NN CHi 

合 物 な ど は , 10* 倍 の 濃度 で まつ た 
く 殺 卵 作用 は み ら れ な い ょ う で あ 

| さら に CS 結合 に お いて は , 松村 (1953) 以来 多く の 
厨 究 者 に よ つ て その 殺 卵 作用 が 認め られ て いる 二 硫 化 炭 
素 を あげ る と と が 出来 る が , 同じ C 8 結合 で も , チオ ォ 恨 


素 (HHN- に -NH き 
プ ト ば ルー 


な ど に ( 5 倍 の 濃度 で も まつ た く 加 虫 卵 に 対す る 殺 
卵 作 用 は 認め られ な い 。 

処理 温度 : 28C に お ける 草子 油 の 100% の 殺 卵 率 は , 
Buty1 共 子 油 の 10* 倍 か ら Toly1 井 子 油 の 5 X10* 倍 の 濃 
度 で ある 。 そし て 処理 温度 を 10'C に 下げ た 場合 に は , 
Ally】 草子 油 と Toly1 草子 油 が 5 X10* 倍 で 10022, 10* 
倍 で 95 旬 の 殺 卵 率 を 示し た の み で , 他 の 井 子 油 に お いて 
は 5 X10* 倍 濃度 で ゃ 完全 に 顕 虫 卵 を 死滅 さき せる に は 至 

な か つた 。 

さら に 2 で で は , Tolyl 草子 油 の 10* 倍 は 100 の 殺 
Ce 示 し た が , Phenyl 草子 油 の 10* 倍 は 著しく 殺 卵 作 

用 が 低減 し た 。 

と の よ ょ うに, 草子 油 は 処理 温度 の 低下 に と も な つて 。, 
と の 殺 卵 作用 が 著しく 低下 する も の と 考え られ る 。 

本 床 尿 中 に お ける 草子 油 の 殺 卵 作用 が 低 
下す る と と は , 展 尿 中 に と の 作用 を 阻止 する よう な 因子 
が ある た め と ょ と 考え られ る 。 


児玉 ら (1954) は , 殿 尿 中 に お ける 化学 薬剤 の 殺 卵 効 
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ほこ に は , か な り の 動揺 が みみ られ る と 述べ . さら 芯 松 村 ら 
(1955) は 展 尿 の 存在 に よ ょ つて, 薬品 の 殺 卵 作用 は 減弱 
る と いう と と を 認め て いる 。 ま た , 久 津 見 ら (1955), 
大 沢 (1955) も 展 尿 中 の 虫 卵 に 対 し て は , 薬剤 の 効果 が 
低下 する と と を 報告 し て いる 。 
対照 と し て 用 いた 展 尿 混合 お ょ び 尿 中 の 顕 虫 卵 の 発育 
が 阻害 され て いる の は , 殿 尿 自体 に も 鯛 虫 卵 に 対す る 発 
育 阻 害 作用 が ある も の と 思わ れる 。 
竹山 (1951) は , 糞尿 中 の 物質 で 亜 硝酸 ソーダ, イン 
ドー ル , スカ トー ル , 和 化 水素 , 水 酸 化 ア ン モ ン , 一 塩 
基 性 飽和 脂肪 酸 , 一 価 ア ルコ ー ル と 殺 卵 作用 の ある と と 
を 認め て いる 。 
長野 ら (1952) ゃ 殿 尿 中 に お ける 顕 虫 卵 の 殺 滅 因子 に 
つい て 述べ , 松村 (1953), 大 沢 (1954) は 尿 尿 中 顕 虫 
卵 の 死滅 は , 選 尿 の 腐敗 に 起因 する も の で ある と 報告 し 
また , 竹山 (1952) は 人 尿 に 鯛 虫 卵 の 阻害 作用 が ある 
と を みとめ て いる 。 
し か し , と の よう な 殿 尿 その も の の 持つ 殺 卵 作用 は , 
尿 尿 の 貯溜 , ある い は と れ に 件 う 殿 尿 の 腐 熱 と 関連 が 大 
く , と の 点 に つい て は 今後 の 実験 を 必要 と する 。 
要 約 

Ally1. Buty1 Phenyl1, Benzy1 Toly1l の 5 種類 の 草子 
油 を 用 いて , 水中 , 展 尿 中 , Ammonia 水中 お よび 緩衝 
液 中 に お ける 殺 卵 作用 を 検討 し た 

1) 水中 接触 の 場合 は , 5 種類 の 共 子 油 は いづ れ も や も 非 

に 高い 殺 卵 作用 を 認め た 。 と くに Tolyl 草子 油 は 5 
9 で 100 の 殺 卵 率 を 示し た 。 し か し , 処理 温度 
ミエ る と その 役人 用 も と れ に た も なっ て 作る 


わか つた 。 


デー 
(て - 


2) 果 氷 中 拉 角 の 場合 に | は , Ally1 共 子 油 の 殺 卵 作用 
は まつ た く 認 め ら ちら れ な か つた 。 こ と れ は 殿 尿 と くに 尿 が 草 
子 油 の 殺 卵 作用 を 阻害 する た め と 思わ れる 。 


3) Ammonia 水中 で は , 草子 油 の 殺 卵 作用 が 消滅 し 


た 。 と れ は Ammonia に よる pH の 上 昇 に 起因 する も 
の と 考え る 。 

4) 緩衝 液 を 用 いて 各 段 階 の pH 溶液 中 で 草子 油 の 殺 
卵 作 用 を みる と , pH が アル カリ 性 の 藩 液 中 で は 殺 卵 作 


用 が 低下 し 。 pH 10。 0 で ( は ほとん ど 語 め ら れ な か つた 。 


稿 を 終る に あたり , 御 指導 と 御 校 関 を 賜 つ た 農業 技術 
研究 所 川上 行 蔵 博士 , 予防 衛生 研究 所 小宮 義孝 博士 に 感 
謝 の 意 を 表す る . また , 実験 に あ た つ て 御 援 助 を 願 つた 


農業 技術 研究 所 池内 まき 子 技 定 に 感謝 する . 
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Summrmary 


Ovicidal effect on ascariS eggs were studied in 
water, nightsoil, liquid ammonia and buffer solution 
by using five mustard oils of ally1 butyl, phenyl, 
benzyl and tolyl. \ 

The results were as follows. 

(1) The ovicidal effect of five mustard oils on 
ascariS eggs were considerably obtained in water. 

Tolyl mustard oil was so effective that development 
of ascariS eggs could not be observed even in the 
conc. 5X10*. However, the effect decreased as 


the temperature of irmnmersion becomes low. 

(2) The ovicidal effect of ally1 mustard oil was 
not observed at all in nightsoil. It can safely bs 
Said that the ovicidal effect jsS inhibited by urine in 
nightsoil. 

(3) In liquid ammonia the ovicidal effect of mustard 
oils vanished into nothing. This isS assumed to be 
caused by pH ascending with ammmonia. 

(4) In buffer solution the effect decreased as 


pH ascending andthere was none effect at pH 10.0. 
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野菜 の 生食 は 栄養 学 的 見 地 か ら み れ ば 甚だ 好ま し いと 
, 我国 の 如く 尿 を 直接 肥料 と し て も ちい て 
いる 点 を 考え 会 は 守る から 衛生 的 見 地 か ら は 甚だ 危 
こ 回 虫 墓 延 の 著しい 我国 で は , それ ら の 野 
藤 の 生食 が 回 由 感 染 の 重要 な 経路 の 一 つと し て 既に 諸家 
り 明か で ある 。 即ち 野菜 に 回 下 卵 が 附 着 さ れ 

る 実状 の 調査 は 吉田 (1923), 岩 橋 (1923。 24) ら の 
幸生 半 放 め で た 2 入っ 2 り , 戦後 る さら に 
引き つづ いて 笛木 (1952) ら と ょ り 調 査 が 行 は れ , 旧態 
依然 と し て 野菜 類 が 回 虫 卵 で 汚染 きれ て いる と と が 明か 
と な つて いる 。 それら た 対す る 対策 と し て 或いは 清 玖 野 
が さけ ば れ , ある い は 双 生 鮮 野菜 の 熱 消毒 な と 
され て いる けれ どる 未だ に 的 雄 に 実施 され る 見 通 


と で あ が 


ンプ 去 レス 
次 に の め の や 。 ダ (に 


2 ビル デー 填 


の 研究 に よ 


ざ GS で 科 : 滑 


brA ある 。 一 方 に お いて それ ら の 野菜 を 清水 

先 敬 する 事 に よ つ て 回 貝 卵 を 除去 する 方 法 も 当然 考え 
て 居 た が , 小田 (1927), 千葉 (1928), 齋藤 ・ 岡 
谷 (1950) 小宮 ・ 和 泉 (1954) ら の 詳細 な る 実験 的 結果 


に ょ れ ば , 家庭 で 行わ れ て いる 普通 の 洗 藻 方 法 で は 充 偽 
な 効果 は 期待 し えな い 。 
最近 合成 洗剤 Synthetic detergent, Syndet, Soap- 
less soap,) の 研究 が 頓 に 進歩 し , 之 ら は いづ れ も や 常 温水 
に 溶解 し て 充分 その 効果 が あり , その 後 の 水洗 も 容易 で 
あり , 溶液 の 臭 味 も 比較 的 軽微 で ある な どの 利点 が あげ 
られ て 居る 。 あま つ さ え , それ ら は 食器 の みな ら ず 生鮮 
野菜 な 洗 光 剤 と し て 市 販 さ れ て いる が , 若 し そ れ ら 
* JIRo ITO ITO. TAEKO ONODERA, る & *HISASHI MO- 
CHIZUKI : The removal effect of several syndets 
on the ascaris eggs adhered to vegetables (*De- 
partment of Hygiene, Faculty of Education, Shizu- 
oka University ** Shizuoka Prefectural Hygienic 
Research Laboratory) 


る 
どの : 


( 81 ) 


の 合成 洗剤 が 生鮮 野菜 に 附 着 し て いる 回 東 卵 を 除去 出来 
る な ら 保 健 衛生 上 甚だ 有意 義 で あら う 。 
筆者 ら は 以上 の 見 地 か ら , 実験 的 に 回 昌 卵 の 汚染 野菜 
を 調製 し , 市 販 の 合成 洗剤 5 種 を 集め て 清水 と 比較 し つ 
つ そ の 虫 卵 洗 区 除去 効果 を 観察 し た 。 
実験 材料 


1. 回 虫 卵 

層 場 か ら 採取 し た 豚 回 束 の 雌 を 解剖 し , その 子宮 末 疾 
約 2 cm を 摘出 し て 中 の 了 虫 卵 を 集め た 。 と れ ら の 息 卵 の 
蛋白 膜 を 緊 芝 着 色 せ し め て 人 選 尿 中 の 回 昌 卵 と 酷似 し た 
状態 に する た め に , 中 山 1956) の 方 法 に より 直ちに 人 
工 腸 液 に 浸漬 せしめ , 37"C12 時 間 保 存 し た 後 。 清水 で 洗 
菩 し 8 て 5'C の 冷蔵 庫 に お さめ , 随時 実験 に 用 いた 。 
人 工 腸 液 の 処方 は 豚 胆 汁 5 cc。 トリ プシ ン 2 g, 燕 溜 水 
100cc,。 重曹 若干 で pH 7.4 と し た eo 

2. 人 工 汚染 野菜 の 調製 

本 実験 で は キヤ ベツ の 葉 に 実験 的 に 一 定数 の 回 各 卵 を 
附 着せ しめて, その 中 か ら 除 去 され た 息 卵 数 を 算定 する 
方 法 を 用 いた 。 即ち あら か じ め 市 販 の キャ ベツ を 5 cm 
平方 に 裁断 し , 直ちに 水道 水 を 用 いて 丁寧 に 清 洗 し て 自 
然 的 な 回 息 卵 汚染 に よる 障害 を の ぞい た 。 

次 に キャ ベツ に 附 着せ し め た 回 邊 久 を その まま 顕微 鏡 
下 で 算定 する と と は 困難 で あつ た の で 便 法 と し て 次 の 方 
法 を 用 いた 。 即 ち 最初 に 一 定量 の 水 に 若干 の 前 記 回 系 卵 
を 混 入 し て 充分 携 振 し つつ その 1 滴 中 の 卵 数 を 算定 し 
た 。 各 滴 中 の 卵 数 の 分 散 値 は 修練 に ょ つて 可 成 り 少く す 
る と と が 出来 , 5 10 滴 の 平均 卵 数 及び その 標準 偏差 を 
求め て その 変異 係 数 を 算出 する と 何れ も 3 ~ 4 多 の 値 を 
得 た 。 本 実験 の 目的 か ら す れ ば , と の 程度 の 変異 係数 で 
ほ ゞ 充分 で ある と 考え られ た 。 以上 の 方 法 に よ つ て 大 央 












































530 


500800 ケ の 回 虫 卵 が 一 枚 の キャ ベツ に と 附 着 出来 る 様 
に 操作 し , 之 を 直ちに 風 乾 せ し め て 実験 に 供 し た 。 参考 
迄 に その 際 の 1 滴 は 0.049cc に 相当 し, 各 検 共 に は 4 て 
5 滴 づ ゝ の 回 虫 卵 浮 工 液 を 用 いた 。 更に 風 乾 に は 約 1 昼 
夜 を 要 し た 。 

$。 供 試 合成 洗剤 

試験 に 供 し た 洗剤 は 静岡 市 内 の 店 頭 に 市 販 され て いる 
や も の を 5 種類 任意 に 買い 求め た も る の で ある 。 即ち それ ら 
の 商品 名 を 列記 する と , ワン ダフ ル ,。 エマ ー ル (以上 花 
王 石鹸 会 杜 製 )) ラ イボ ポ ボン, トッ プ (以上 ライ オン 油脂 
会 社 製 ) お よび アル コ (モノ ゲン 本 舗 製 ) で . と れ ら の 
うち ェ エマール を 除い て 他 は 全部 , 野菜 ・ 食 器 ・ 果 物 な ど 
に だ も 用 いう る と し て 市 販 され て いる も の で ある 。 それら 
を 総 べ て 処方 に し た が つて 常温 の 水道 水 に 0.3 多 前 後に 
溶解 し た 時 の 諸 性 質 を 第 1 表 に 表示 し た 。 


実験 方 法 


合成 洗剤 の 実験 濃度 は 各 洗 剤 記載 の 使用 濃度 , す な わ 
ち 0.8%% 水 溶液 と し, 対照 と し て 水道 水 を 用 いた 。 一 洗 












剤 の 洗 式 実験 に は 検 葉 5 枚 づ ゝ 用 い , 各 洗 剤 と も 同時 に 
実験 操作 を お と な つて 条件 を 一 定 に する 様 に つと め た 。 
実験 方 法 は , 最初 に 300cc 容 ビ どー カー ( 径 7.2 cm, 
高 さ 10 cm) に 洗剤 水落 液 100cc づ ゝ 入れ , と の 中 に 
葉 を 浸漬 し て 5 分間 静 置 し た 。 そ の 後 葉 の 一 端 を ピン セ 
ッ ト で 挟み , ビー カー の 一 端 か ら 他 適 迄 , 毎秒 一 往復 の 
速度 を も つて 振り 洗い を 実施 し た 。 直ちに 検 葉 を 陰 去 
レ , 30 分 間 静 置 し た の ち 上 澄 液 を サイ フォ ン で 除去 し , 
下層 液 を 沈 滅 管 に うつ し て 遠 沈 し た 。 その 際 各 実験 毎 に 
除去 さ れ た 上 港 液 。 及 び 用 いた ピペット , ビー カー な ど 
を 再 検査 し て 虫 卵 の 散逸 を 防止 する 事 に 注意 し た 。 各 実 
験 例 の 回 虫 卵 数 を 算定 し た 後 , 5 例 の 平均 値 お ょ び 梗 準 
偏差 を ま 示し , 更に 分 散 値 (8 ) を 求め て 検定 を な し , 
その 有意 差 を し ら べ た 。 


実験 結果 


回 虫 卵 の 洗 光 除 去 効 果 が 振り 洗い 注 の 場合 の 往復 回 数 
に 関係 する だ ら う と と は 客 易 に 想像 され た の で , 予備 実 
験 と し て 任意 に ライ ポン FE を 選定 レ , 対 有 と し て 水道 水 


第 1 表 各 合成 洗剤 の 性 状 (15C) 























さこ 洗剤 名 

3 ンダ フル ライ ボン FE の スー Ro 着 2 水 道 水 
革 hh ト ニ 
原 形 自 色 粉 末 / 自 色 粒 子 状 / / 

水 色 調 乳 白 色 無色 透明 淡 者 色 汽 白 色 淡 特 色 無色 透明 

溶 奥 な レ / / 後 邊 / な レ 

液 味 微 味 / / / / な | 

0.3 め ) pH 9.4 6.9 7.4 7.3 9.4 7 
重 1.008 1.007 1.009 1 .008 1.008 1.002 
アル ュー ル 系 
石 油 系 
主 成 分 アル ュー ル 系 石 油 系 混 合 アル ュー ル 系 アル ュー ル 系 
第 2 表 振り 洗 ぃ 往復 回 数 と 虫 卵 除去 率 と の 関係 

に 振り 洗い な 最初 の 附 音 除 去 き れ た 昌 卵 数 
深 回 策 1 第 2 第 3 第 4 第 5 『 箇 値 除去 率 
液 徒 復 数 数 量 卵 数 回 回 回 回 回 
ラド 1 往復 洗い 5 851 土 31..4 701 632 603 754 642 666 土 30.5 77.7 め 
ー 10 往 復 洗 い 2 851 王 31.4 816 813 な 5 Pe: 95.9 
ン 20 往 復 洗い 5 851 土 31.5 791 799 734 662 768 751 主 11.7 88.2 
水 1 往復 洗い 5 708 士 27.2 158 108 240 182 285 195 士 34.7 27.5 
道 10 徒 復 洗 い 5 708 士 27 .2 440 388 543 378 304 411 土 45.5 58.3 
水 851 士 31 .4 679 720 721 682 ーー 701 二 10.0 82.2 狐 


20 徒 復 洗い 4 
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を 用 いて , 振り 洗い の 人 往復 回 数 を 夫々 1, 10, 20 往 復 の 
三 段 階 を 設定 し , 各々 の 場合 の 洗 藻 除去 効果 を 調べ た 。 
それ ら の 結果 を 第 2 表 に 示 し た 。 水道 水 を 用 いた 例 で は 

1 往復 洗い で 27.5, 10 往 復 洗い で 58.8 2 20 往復 洗い 
で 82.22 の 虫 卵 が 除去 され , お 互い の 間 の F 値 は 夫々 16 
。9, 34.9 お よび 24.2 と な り , SL 
有意 差 が 認め られ た 。 即 ち 単 に 水 で 洗 敬 する 場合 は 振り 

洗い 往復 数 の 多い 程 虫 卵 の 除去 効果 が 上 具 す する 本 
られ た が , 20 住 復 の 振り 洗い 店 で も 商 全 附 着 虫 卵 数 の 略 
8 割 を 除去 し 得る に 過ぎ な か つた 。 一 方 ライ ポン 洗剤 
の 実験 例 で は 1 往復 沈 い で すでに YY .Y 多 の 虫 卵 が 除去 さ 
れ , 10 人 往復 洗 いで 95.9, 20 往復 洗 いで 88.2 を 示し 
0 間 の せ 値 は 何れ も 0.5 以 下 で 有意 差 は 認め 
難 か つ た が 。10 人 往復 お よび 20 人 往復 洗い の 成績 を 見 る と , 

最初 の 附 着 虫 卵 数 と 洗 洛 後 の 除 去 虫 卵 数 は 検定 の 結果 , 

即ち ライ ポン 洗 敬 落 液 を 用 い 
こ 昌 卵 を 除去 


お 互 い の 


有意 差 を 示さ な か つた 。 
た 際 は , 10 人 往復 洗い 以上 の 方 法 で ほ ゞ 完全 
し 得る と 考え られ た 。 

次 の 本 実験 と し て , 上 述 の 予備 実験 の 結果 を 考慮 し 
て , 1 往復 振り 洗い お よび 10 往 復 振り 洗い の 二 種 類 の 方 
法 を 採用 し た 。 1 住 復 洗い の 方 法 で は 各 洗 剤 の 効果 の 最 
AN い だ す 目的 を も ち , 10 住 復 洗い の 方 法 で は 優秀 
洗剤 に お いて 略 完全 に 虫 卵 が 除 夫 され る と と を 目安 と し 
た も の で ある 。 

の 成績 を 第 3 表 に 示 し た 。 1 回 往復 洗い の 実験 
例 で は 対照 と し て の 水道 水 の 虫 卵 除 去 率 は 33.4 2 を 示 
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し , 他 の 5 種 の 洗剤 例 の 何れ より も 不良 で あつ た 。 即ち 
洗剤 中 の 最低 値 の アル コ と 水道 水 の 各々 の 成績 の 検定 
値 は 15.5 で 1 2 以下 の 危険 率 で 有意 差 が 認め られ た 。 5 
種 の 洗剤 の 各々 の 虫 卵 除 夫 率 は , ワン ダフ ル の 96.8% に 
つぶ さい て ライ ボン ゼ F, トッ プ ェ エ マー ル の 順 と な り , 最低 
位 が アル コ の 65.822 で あつ た 。 最高 位 の ワン ダフ ル と 最 
低位 の アル コ の 検定 値 は 8.55 で , すなわち 5 以 下 の 
危険 率 で 有意 差 が 認め られ た が , その 他 の 洗剤 で は お 互 

に 5 時 以下 の 和 危険 率 で は 有意 差 が 認め られ な か つた 。 

10 往 復 振り 洗い の 結果 を 見 る と お 明らか に 3 つの 段階 
に 分 ける 事 が 出来 た 。 即 ち ワ ンダ フル , ライ ポン お よ 
ぴ ト ッ プ の 3 種 の 洗剤 で は いづ れ も お 互 に 有意 差 は な 
く 。 ほぼ 完全 に SI 
た 。 エマール, よ お 互い に 有意 差 は は 認め 
ホン 千村 eee 
の 成績 で あつ た 。 対照 と し て の 水道 水 の 実 験 例 で は 除去 
され た 下 卵 は 約 5022 で , 上 述 5 種 の 洗剤 の 何れ と 比較 し 
て も 危険 率 1 2 以下 で 有意 差 が 認め られ た 。 す な わ ち 水 
道 水 の み で 洗 敬 きれ た 場合 は 洗剤 溶液 を 用 いた 場合 に 比 
し て 東 卵 の 除去 効果 は 明か に 不良 で あつ た 。 

考 窒 

生鮮 野菜 を 洗う 方 法 と し て は 歯ブラシ 法 。 指 で こす る 
法 。 振り 洗い 法 な どい ろ い ろ 考 えら れる けれ ども 。, 実際 
に 一 般 家庭 に お ける 洗い 方 を 見 る と , 大 部 分 が 振り 洗い 
程度 で あり , 根元 な どの 極 く 一 部 が 指 で 摩 控 さ れる 程度 


> レプ ドー テ 
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第 3 表 各種 洗剤 の 昌 卵 除去 率 の 比較 














振 往 実 1 除去 きれ た 昌 卵 数 
5 復 洗剤 の 種類 内 PR SE 0 平均 値 除去 率 
洗 ・ 例 着 虫 卵 数 第 1 第 2 第 3 第 4 第 5 
い 数 数 回 回 回 回 回 
ワン ダク フル 5 500 二 113. 9 497 562 571 352 439 484 士 43.9 96.8 ぢ 
在 ライ ボン FE 5 500 土 113.9 410 500 262 501 326 400 土 63.0 80.0 
に ー 1 0 5 500 土 113.9 。 361 441 377 452 260 378 士 34.2 75.6 多 
り ェ マ ー シル 5 500 土 113.9 313 363 224 432 462 362 主 51.0 72.4 多 
洗 2 と 社 5 500 士 113.9 429 270 389 258 299 329 土 38.2 65.8 め 
1 水道 水 (計時) 5 500 主 113.9 184 177 232 90 153 167 主 27.1 33.4 多 
ワン ダク フル 5 708 土 27.2 667 776 780 583 752 712 土 42.6 100.6 
本 ライ ボン FE 5 708 土 27.2 831 586 700 900 657 735 士 60.1 103.8 外 
復 2 5 708 士 27.2 672 787 802 743 782 757 土 26.2 106.9 
ェ テマ ー ル 5 708 士 27.2 619 611 646 567 553 599 士 19.7 84.7 多 
洗 チチ 博 き 2 5 708 土 27.2 550 591 556 601 525 565 士 15.6 79.8 
3 水道 水 ( 対 脱 ) 5 708 計 27.2 325 288 488 308 367 355 士 39.6 50.2% 
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で ある 。 そ の 程度 の 洗い 方 で は 回 虫 卵 を 完全 に 除去 する 
事 が 困難 で ある と と は 上 既 に 小宮 ・ 和 泉 (1954) な ど に よ 
り 証明 され て いる 。 若 し 洗 い 方 を より 精密 に 実行 する と 
- と が む づ か し いと する な ら 。, 当然 洗 ふ 時 に 用 いる 溶液 を 

改良 し な けれ ば な ら な いと 考え る 。 す な わ ち 今回 の 実験 

は , 僅か 7.2cm の 間 を 1 儲 復 乃 至 10 往 復 と いう 極め 
て 簡単 な 5 碗 い を 用 いて , 洗剤 使用 の 効果 を し ら べ た も 
の で ある 。 その 結果 は 明か に , 水道 水 を 単 濁 で 用 いる よ ょ 
りゃ 洗剤 を 使用 する 方 が 良好 で ある 事 が 証明 され た 。 殊 
に ワン ダフ ル ,。 ライ ボン F, トッ プ な どの 合成 洗剤 を 使 
用 すれ ば 僅か 10 往復 程度 で 略 完全 に 回 虫 卵 を 除去 する と 

が 出来 る と 認め られ , その の ち 更 に 流水 で す ょ ぐ と と 
に ょ り 尚 一層 完全 で あら うこ と が 想像 され る 。 

本 実験 の ほ 終了 は る 順 , 小林 ・ 熊 田 (1957) の 報告 
に 接し た 。 すなわち 氏 等 は 筆者 ら と 全 《 独 立 に 全く 同様 
の 准 想 の も る と に 実験 を お と こない, 極め て 興味 深く 拝見 し 
"すか 
よれ ば 合 在 剤 の 作用 と し て 湿潤 , 浴 透 , 乳化 , 0 
可 溶 化 , 起 泡 な ど を あげ , すなわち 検 葉 を 洗剤 溶液 に 
濱 し て 一 定時 間 放 置 後 氏 ら は 10 分 , 筆者 ら は 5 PS 
振り 洗い 操作 に "223 容易 に 昌 
卵 が 葉 面 か ち は が し る と し て いる が , 以上 の 見 解 に 対し 
て 筆者 ら ゃ 同 

ec , 衛生 学 上 か ら は 野菜 を 洗う 場合 
に 合成 洗剤 を ご 科 1 と は 甚だ 望ま しい 事 が 明か と な つ 
た 。 勿論 本 実験 に お いて は 洗剤 1 使用 に こよ ょ る 野菜 の 栄養 価 
の 変化 , 味 の 変 化 , 人 体 に お よ ば す 影 響 ふ どの 諸点 に は 
な ん ら 触 れ な か つた が , よ し ん ば それ ら の 点 に 多少 の 不 
利 お が ある と し て も , 寄生 虫 の 感染 に よる 身体 え の 影 響 を 

える な ら , ある 程度 謀 歩 な けれ ば な ら な いと と で あ 
層 又 そ れ ら は 洗剤 使用 後 , 清水 で 充分 洗う と こと に ょ つ 
お ぎ な わ Se へ の られ る 。 
要 約 

1) キャ ベツ に 実験 的 に 一 定数 の 豚 回 昌 卵 を 附 着せ 
め , それ を 用 いて 5 種 の 市 販 合 成 洗剤 (商品 名 : ワン ダ 
フル , ライ ポ ボン,。 トッ プ , エマ ー ル 。 ア ルコ ) と よる 
回 昌 卵 の 洗 江 除 去 効果 を し らち ら べ た 。 

2) 洗 汐 方 法 は 最も 簡単 な 振り 洗い 法 に より , 対照 と 
し て 水道 水 を 単 滴 に 用 いた が , 水道 水 単 濁 で は 1 往復 の 
振り 洗い で 約 50%, 10 往 復 の それ で 約 50%, 20 往 復 の そ 
れ で 約 80 多 の 回 虫 卵 を 除去 し うる に すぎ な か つた 。 

$) 合成 洗剤 使用 例 ご は いづ れ も 水 道 水 単独 例 よ り も 
明か に 良好 な 成績 を 示し , 殊 に ワン ダフ ル ,。 ライ ポン 
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F, トッ プ の 3 種 の 洗剤 で は , 5 分 間 浸 漬 , 10 往 復 振 9 
洗い の 方 法 で ほ ゞ 完全 に 虫 卵 を 除去 する と と が 認め ら 宙 
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Surmnmmary 


The removal effect of five sorts of synthetic deter- 
gent (soapless Soap, or Syndet) on ascariS eggs 
from the vegetables were experimentally examined。. 
These syndets are on sale with the Japanese name 
for such purpose aS cleaning the table-ware and 
the yegetables. Cabbage leaves artificially conta- 
minated with a estimated nurmber of pig aScarjS 
eggSs were prepared at first. These leaves were 
Ssoaked in each solution of the syndets for five 
mninutes before shaking the samples within a fask 
of 7.2 cm in diameter. Then the samples put aside 
and the removed eggs were allowed to settle for 
30 minutes. The supernatant was decanted and 
25cc of the sediment was centrifuged. Such sedi- 
ments were carefully put on the slide glass for 
exarmination under the microScoDe. 

Every sample of syndets was proved to be more 
effective than that of tap water alone for removing 
the contaminated ascariS eggs fron ュ cabbage leaVeSs。 
By employing the simple shaking methods for ten 
Seconds, ahmost all eggs could be removed from the 
cabbage leaves, whereas, only a half number of 
eggS could be removed by the same procedure j 
tap water alone. 

One of the important route of ascariS infection 
in Japan has been estirmated to be caused by eating 
the raw vegetables soiled by the ascaris egg. So 
it may be of beneiit to use the above mentioned 
Syndets instead of the water alone for washing 
Such vegetables. 
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(1) 物 虫 天 , 毛 様 線 虫 及 び 糞 線 虫 各 感 上 
幼 昌 の 温度 反応 の 比較 に つい で 


白 坂 竜 噴 
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(昭和 33 年 3 月 7 日 受領 ) 


まえ が き 温度 変化 に 伴う 各 感 染 幼 虫 の 活動 率 の 


我々 は 1956 年 秋 , 冬 , 三菱 撤 業 従業 員 の 約 8 万 名 に つ 本 
いて , 沙 抹 , 浮 工 , 培養 の 3 法 を 併用 し た 寄生 虫 集団 検 実験 材料 : 実験 に 用 いた 幼虫 は 前 記 し た 集団 検便 に 際 
便 を 行 つ た 。 し , 江 紙 培養 法 に より 集め た も の で ある 。 培養 に は 糞便 
この 培養 法 で 検出 され た 種類 は ツジ ビ = 釣 虫 (Ad), アメ の 約 0.5 g を , 長 さ 15cm, 幅 2 cm, の 濾紙 の 上 方 約 編 
リカ 釣 虫 (Na), 東洋 毛 様 線 虫 (To), 糞 線 虫 (Se), テラ に 塗り , 便 を ぬ つ て 無い 方 を 下 に し て 中 試験 管 に 挿入 
プ ヂ ティ ス 類 (Rh) で あつ た が , 前 の 34 種 は いづ れ も 主 し , と れ に 約 3 cc の 水 を 注ぎ 。 ポ リエ チレ ン 布 を 輪ゴム 
に 感染 幼虫 (フィ ラリ ヤ 型 ) と し て 江 出 し ., これ ら を ア で と め て 蓋 と な し , 約 25 で に 10~14 日 保存 し た 。 但 し 糞 
"ロス コー プ て 生き た ま ゝ 試験 管 の 底 か ら し らち ら べ た 線 虫 は 田中 寛 氏 より 提供 を うけ 培養 後 3 4 日 の も の を 
際 , 種類 に より 名 温度 に お ける 運動 状態 か が 明らか に 凌 な 使用 し た 。 いづ れる 旭 約 面 で フィ ラリ 民 の 上 が 
る 事 が 見 出さ れ た の で と れ を 更に 詳し く 検 討 する 為 に 本 欧 育 し 底 の 水 に 洪 出 し て 来る も る の を 実験 材料 と し た 。 拉 
研究 を 行 つ た の で ある 。 養 結 果 の 判定 に は まう 試験 アン キロ スコ ー プ に か け サ 
と の 結果 , これ ら 幼 下 の 泳い で いる 水 を 高温 か ら 次 第 て 東 の 有無 を しらべ , 陽性 の が は さら に その 一 部 を 駒 
に 低温 に 変化 させ た 場合 ,、 お よび その 逆 に 低温 より 高温 込 ピ ペット で スラ イド 上 に 取り 。 そ の 種別 を 確か め た 
に し た 際 の 各 温 度 に お ける 幼虫 の 活動 率 (運動 虫 数 / 全 以下 の 実験 に は 此 等 の うち 単 一 種 を 含む せ も の を 用 い , 実 
東 数 ), お よび 平均 律動 数 (一 定時 間 内 に 頭 部 を 振る 回 験 直前 まで 25' で の 骨 卵 器 に 保存 し た 。 
数 ) は 各種 類 に つい て ほ ミ 一 定 の 経過 を た どり , し か も 実験 方 法 : 25C の 鋼 卵 器 に 保存 し て 活 深 に 運動 し て い 
導 類 に よ つ て 送 が ある 事 。 多 価 記 お よび 高生 に 衣 時 し た る る 種類 の 上 の 適当 婦 を 馬入 ピペット で 大 試験 和 
際 の 生存 率 に も 種類 に ょ より 差 が 認め られ る 事 を 確 め た 。 ( 径 5cc) ( し と れ に 清水 を 追加 し て 会 量 を 約 cc と 
これ 迄 に 人 体 寄 生 主要 線 邊 類 幼 昌 の 温度 反応 を 同一 条件 た 。 と こと れ を ビー カー 内 に 立て , 試験 管 の 外側 に 温水 用 
. 縛 緒 し た 実験 は 報告 きれ て いな い の で 特徴 を 明らか に 至 氷 水 を 入れ EN 徐々 に 変化 させ た 。 温度 の 測 
で 定 に は 熱電 対 を 用 い ,。 その 針 の 穴 端 を 直接 幼 由 の いる 水 
半 本 実験 に つい て 終始 御 指導 を 得 た 佐々 学 主任 。 お よ 中 に 挿入 し た 。 
び 直 接 有益 な る 助力 を 与え られ た 田中 寛 博士 に 対し 謗 ん 衣 只 より 取り 出し た 幼 眼 は 各種 類 ど と に 21C ょ り 除 
Mao に 温度 を 降下 させ て 完全 に 全 眼 数 が 停止 し て か ら さ ら 
RyoKO SHIRASAKA: Stndies on the bionomics に 1 2 'C 下 げた 後 , 再び 外側 の ビー カー に 温水 を 加え 
of parasitic nematode (1) Dj 近 erences in the effects て 徐々 に 温度 を 上 昇 さ せ た 。 
of temperature on the activity of infective larvae この 間 に 1 や ご と に 運動 を 停止 し て いる 数 と 運動 を 行 


Of 4zcysZoyzZ, /WecZ の 772cos/7 の gy が ks and 70 が - Sh 人 ele 
gy/zdes (Department of Parasitology, Institute つて いる 上 虫 の 数 を 記録 し , 運動 素数 / 全 虫 数 を 以 つ て 活 


for infectious Desease, University of Tokyo) 動 素 と し た 。 こ と これ を 各 温 度 に つい て 行 つ た も の を 連ね た 
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曲線 を , 温度 一 活動 率 曲線 , と 呼ぶ 事 と する 。 
ea 
は 第 1 図 に 示し た 通り で あ 
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第 1 図 四 種 感染 幼 点 の 温度 一 活動 率 曲線 
ーー 澤 鹿 下降 …… 温度 上 昇 


どの 種類 に つい て も ゃ 温度 を 次 第 に 上 昇 さ せ た 時 と , 降 
下さ せ た 時 と で , 同じ 温度 で も 活動 率 に 著 明 な 差 が あ 
り , 4 種 効 虫 の 間 の 温度 一 活動 率 の 関係 に 特異 的 な 差 が 
誕 明 され た 。 

1. 温度 と 活動 率 の 関係 

健康 な 虫 体 を 集め , と れ を 或 る 程度 以上 の 温度 に 保持 
する と 全 虫 数 が 運動 状態 を 呈す (活動 率 100 %)。 と れ 
を 前 述 の 装置 に か け 10'C の 降下 に 約 20 分 を 要する 割合 で 
次 第 に 液 温 た 下降 させ る と , その 一 部 の 昌 は 運動 を 停止 
し 始め , ち 温度 が 下る に つれ て 活動 率 は 低下 し , あ 
る 温度 以下 に な る と その 全数 が 運動 を 停止 する (活動 
率 0)。 各種 幼 東 に つき と の 間 の 活動 率 を 1 で C ご と に 
記録 し これ を 曲線 で 結ん だ の が 第 1 図 の 実線 で 示 し た 部 
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【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 5 抱 


Rio これ と は 逆 に 温度 を 除 々 に 上 昇 し て 行く と , 
次 第 に 供 試 虫 の 一 部 が 運動 を 始め , 次 第 に 活動 率 が 増加 
し 遂に どの 虫 で も 20 で 前 後に 到 る と 全 虫 数 (活動 率 100 

名 ) が 運動 を 行 つ て いる 状態 と な る 。 と の と き の 各 温度 
に お ける 活動 率 を 示し た の が 第 1 図 の 点線 で ある 。 

と これ を それ ぞ れ 下降 時 お ょ び 上 昇 時 の 温度 一 活動 率 曲 
線 と 呼ぶ と と に する 。 と の 曲線 は いづ れ も い わ ゆ る 5 字 
形 を 示し て いる が , どの 虫 に つい て も 降 温 時 と 昇 温 時 と 
で 軌跡 が 異な り , 同じ 温度 で は 前 者 の 方 が 常に 活動 率 か 
高い と と が 注目 才 半 人 いづ れ も こ と れ ら の 曲線 を プロ 
ビッ ト に 換算 し て みた が , いづ れ や も 明らか に 直線 に 乗ら 
な か つた 。 と の は 由 の 活 動 率 と 温度 と の 関係 が 単純 な 
物理 的 現象 ご で は な く , 複雑 な 生物 学 的 な 反応 で ある 事 を 
示す も の と 云え よう 。 

2. 種 に よる 温度 一 活動 率 曲線 の 差異 

この 曲線 な 前 述 の 如く 上 昇 時 と 下降 時 で 同一 種 に つい 

て る も る 異 り , 共に どの 種類 に つい て も 8 字形 を 示し て い 

る 。 第 1 図 に 示す 如く , それ ら の 位置 お よび 傾斜 が 種 に 

より 異な る 事 も 注目 され る 。 即ち 。 どの 種類 に つい て も 

温度 の 下降 時 に は 概ね 20'C 前 後 か ら 運 動 を 停止 する 個体 

が 現 は れ て 来る が , 東洋 毛 様 線 虫 (To) で は 温度 の 下降 

に つれ て 活動 率 の 低く な る と と が 他 の 3 種 に 比 し 極め て 

徐々 で あつ て ,。 約 111C で 50 用 と な り , ほとん ど 0 や で 近く 

まで 少数 の 虫 が 未だ 運動 を な し て いる 。 双 温 度 上 昇 時 に 

も 3 CO 位 か ら 運 動 を 始め る 虫 が 現れ , 概ね 14' で で 活動 率 

50 多 と な り , 20'C で 活動 率 1002% を 示し た 。 ヅ ビニ 釣 東 

(Ad) で は 802 の 活動 率 は 下降 時 に は 約 15'C, 上 昇 時 に 

は 約 16'C で , 凡そ 7 C に な る と 人 金 虫 数 が 停止 する 。 ア メ 
リカ 釣 虫 (Na) は 曲線 の 傾き が 最も 危 で ど , し か も 下降 時 
と 上 昇 時 の 差 が 甚 し いと と が 注目 され る 。 下降 時 の 50 
錠 活 動 率 は 凡 て 13' で で Ad より 低い が , 10 で で は 全 貝 数 
が 停止 し, 上 昇 時 の 50 多 は 17C に まで 到 つ て 始め て 達せ 
られ , 低温 の 虫 に あたえ る 影響 が 著しい と と が 分 る 。 (の 
線 虫 (Ss) の 曲線 は 傾き が Na より ゆる や か で ある 
は 本 種 が Na より さら に 熱帯 の 分 布 を 示し て いる 人 
考 へ 合せ る と や や 意外 な 成績 ご で ある が と の 事 ! は 温度 変動 
に 対す る 順応 性 か ら 考 へ れ ば う な づ ける 問題 と 思わ 区 


や o 


即ち と の 4 種 の 示す 曲線 は それ ぞ れ に 特異 な 性 質 を 示 
し た が , To が 最も 広い 温度 範囲 で 活動 を 行い , 久 特 に 
低温 に お いて も よく 運動 性 を 保つ 事 , Na が 最も 活動 温 
度 範囲 が 狭く , 且つ 温度 下降 時 と 上 昇 時 の 差 が 最も 閉 レ 
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の Ad お よび Ss は と の 同 種 の 中 間 に 値する 性 質 
持つ 事 が 語 品 記 6 吸 め らち れ た 


温度 変化 に 伴う 各種 感染 幼虫 の 運動 量 
( 頭 部 律動 数 ) の 比較 


と れ 等 の 線 虫 類 幼 虫 は 適温 下 で は 水中 に お いて 頭 部 と 
尾部 を 交互 に 左右 に (又は 上 下 に ) 振り , 律動 的 な 運動 
を 繰返し て いる 。 こ と の 運動 は 温度 が 下る 程 緩 除 と な り , 
次 いで 同位 置 に お ける 体 の 屈伸 運動 。 さら に 降 温 する と 
屈曲 運動 に 変り 次 いで 停止 状 能 と な る 。 逆 に 昇 温 する に 
つれ て は 運動 は 振り が 劇 し く 急 速 に な り , や が て と の 律 
動 的 運動 か ら 不 規則 な 頭 部 と 尾部 の 無 関 連 性 の 運動 状態 
が その 種 の 幼 了 由 に と つて の 限界 を 越え る と 
り , つい に 停止 か ら 死 亡 し 全く 


品 日 
を 呈 ン ぅ (mL 


上 常 な 二 渦 的 な 運動 と な 


動か な く な る 。 そ と で ぐ 今 各種 の 幼虫 を 低温 度 か ら 次 第 に 
種々 な る 段階 の 温度 まで 上 昇 さ せ , その 間 2.5C の 間隔 
で の 頭 部 の 1 分 間 の 律動 数 を し ちら べ て 平均 せる も の を 
4 種 の 感染 幼 由 が それ ぞ れ 異な つた 温度 


比較 し た と ころ 
反応 を 示 し た 。 
実験 方 法 : 器具 , 装置 は 概ね 前 実験 と 同じ も の を 用 い 
た が , それ より 強 拡大 で 個々 の 虫 の 運動 を 精密 に 記録 す 
る 必要 が ある 為 , 虫 は ホー ルオ プ ブ ェ クト に 取り その 水中 
に 直接 に 熱電 対 の 針 を 入れ て 慢 度 を 正確 に 計 つ た 。 祥 , 
と れ に 直接 に 冷水 或 は 温水 を 作用 させ る と と は 正確 な る 
成 積 が 得 難 く な る の で と の 目的 に 工作 し た 保温 箱 中 に 
Eat Se 
は 温水 お よび ヒ ヨ 

PWRKruA 語 YK 
変動 きせ る 様 に し た 。 

実験 成 積 : 各 温 度 に お ける 4 種 幼虫 の 1 分 間 の 頭 部 律 
動 数 の 平均 値 (運動 し て いる 了 虫 の み に つ いて ), お よび そ 
Se 
を 2.5C 間 隔 で 示し た も の が 第 1 表 で , と の 律動 数 と 温 
度 の 関係 を 適温 の 範囲 内 で 回 帰 直 線 の 形 で 示し た の が 第 
2 図 図 で ある e/ o 

前 述 の 実験 で も 明らか に し た 様 に , To は 最も 低温 で 
運動 を 開始 し , 5*C で すでに 律動 運動 を 始め る 虫 が 出現 
し た 。 その 人 外 の 3 種類 に つい て は いづ れ も 10'C ま で は 人 金 
部 停止 し て お り , 12.5C で 始め て 律動 を 開始 する も の が 
現 は れ た 。 温度 が 高まる に つれ て 平均 律動 数 も 多く な る 
が , 或 る 程度 以上 の 高温 に な る と どの 種類 の 幼虫 で も 義 
較 を 起 し て 正常 の 律動 運動 は か えつ て 減少 し , 遂に 停止 
状態 と な る 。 す べ て の 帳 が 運動 を 停止 し た 温度 は Ad 50 
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CO, Se 47.5C, To 40'C, Na 32.5C で と の 順 と 高温 に 
対す る 抵抗 性 が 示さ れ た 。 

温度 の 上 昇 に 伴 ふ 律動 数 の 変化 は 凡そ 30'C 近 くま で は 
各種 に つい て ほ ゞ 対数 的 に 増加 する 事 が 分 つた 。 即 ちと 
れ を 

Yーax 十 b(Y は 律動 数 y の 対数 , x は 温度 ) 

の 回 帰 直 線 に の せ て みる と , 第 2 図 に 示す 様 に 虫 の 運 
動 が 正常 に 行わ れる 或 温 度 往 囲 内 で は よく 一 致す る 。 と 


ビニ 惣 上 8 Aa 
Mae cec ev アメ リカ 釣 泉 me 
ーー 東洋 き 来 間 Yo 


AG 1 Ys0。089 ぇ +0.65 う 

Se 。 YwO。0537=+0。547 

So : Ye0.0319 ェ +0。9701 

Se 。 YsO.0322 ェ ィ + ュ 1.0761 
( *-+oe * ) 


ー 夢 時 位 翌 鹿 可 避 | 





5 7.5 10 12。5 15 17。5 20 22.5 25 27.5 30 32.5 55 e 





ーー 温度 (摂氏) 
第 2 図 四 種 フィ ラリ ア 型 幼虫 1 分 間 頭 部 律動 数 , 
温度 回 帰 曲 直線 


の 際 の a お よび b の 値 は 虫 の 種類 に よ つ て 異 り , その 傾 
き , 即ち 温度 に 対す る 増加 率 a は To. Ss の 両 種 は 小 
さく で 約 3.2, Ad は 約 4.9。 Na は 最大 で 約 5.4 を 示 
し た 。 ま た 或 温度 に お ける 律動 数 は 近似 の 増加 率 を 示す 
To, と Ss, Na, と Ad と で も それ ぞ れ 異 り , 同一 温度 
で は To より Ss が 著しく 多く , 又 Na ょ より Aq の 方 
が や ゝ 多い 。 こ と れ は 回 帰 直線 の b の 価 を 見 て も 明らか で 
ある 。 こ と れ に 反し 異 る 増加 率 (a) を 示す 2 種 を 比べ る 
と , 例 へ ば 低温 で は Na は To より 律動 数 が 少な い が 
ほ ゞ 20'C に な る と 等 し く な り , さら 高温 に な る と と の 
関係 は 逆 に な つて それ は 多く な る 。 


( 87 ) 











第 1 表 各種 感染 幼虫 の 温度 変動 に 対す る 頭 部 1 分 間 律 動 数 と 運動 幼虫 百 分 率 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 5 号 
















































































| 温 度 と 
| | 5.0| 7.510.012.5h5.017.5P0. -022.525。 0 27. 30. 0| 32.5 35. wi | 40.0| 0 42. .9 047.550.0 
間 [ | | | ] | 
ン | 挫 動 数 0|0O 0 14.333.181.852.869.995.gh02.4h2. 5h28.2127. 36. 5115.0103.378.023. 9 0 
= |67 | 
- 直 基 前 の 氷 0 | 0 | 0 41.858.762.783.6|89.598.5| 100 | 100 | 91. 0 70. 1 41.8| 32.8| 23.917.9 3.0| 0 
| | | 
アプ 釣 1 に: | | | 
律動 数 0| 0| 0 5.221.132.051.761.467.1| 61.0| 26.3| 0 | 0 | o |o lolololo 
アァ sg | | | | | | | | 
因 重 功 昌 。| o | o 1 」 370.7|98.8| 100 2 0 | o | 0 |o|olo 。 
る | | 百 分 天 し 0 3 | 
2 ーー トー ーー テーーー ド ニテ ー 
2 律 動 数 12.513. 6 4 932. 4 y 348. 0 162.5| 64.7| 68.4 62.4 35.4 17.7' 0 | 0 10|10|o0 
54 | | | | | 1 "| 
線 | | 肖 動 幼 抽 | 
3.020.457.483.194.456.3| 100| 10088.9) 77.8 64.9 s1.816.0 9.3 0 0 1010 10 
ersd8bs | | に の た 
| | | | | | | 
甘 人 動 数 0| 0| 0 22.538.152. 857.572.785.8 96.7104. 00.5 86.7 71.9 64.7 51.034. 8 o|o 
・ 潮 了 回 引 所 妥 較 ら 
に 較 動 東 。 | o | 1 109 100 92.9 76.8 60.7 57.2 57.2 26.217.9 9 | 0 
+ | 











電 分 天 ni 
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| | 





以上 の 成績 か ら 10'C 以 下 で も 律動 運動 を 行う の は To 
の み で あり 15 で 附近 で は 4 種 の 律動 数 の 差 が 最も 著 明 で 
Ss, To, Ad, Na の 順に これが 多い 。20 や で 附近 に な る と 
Ss を 除い た 他 の 3 種 の 律動 数 が ほ ゞ 等 しく, と れ よ ょ より 
高温 に な る と 一 部 順位 の 逆転 が 起 つて 複雑 な 関係 と な る 
事 が 認め られ た 。 

適温 の 範囲 と 律動 数 , 第 1 表 に 見 られ る よう に 各 幼 息 
の 活動 する 温度 苑 囲 は 種類 に よ つ て 異な り , Na で は 最 
も 狭く 12.5C~80 で C ま で, Ad と Ss は 12.5'C て 45*C ま 
で , To は と れ よ り 全 般 的 に 低い 方 に づれ 0 'C 近 く よ り 
37.5C の 範囲 に みち られ た 。 欠 察 個体 の 100 多 が 律動 し 
て いる 往 囲 を 至 適温 度 と みな す と , と れ は 4d で 27.5 一 
30'C Na と To は 20~22.5*C Ss は 20~25'C と な る 。 
と の 際 の 律動 数 は Aq ニ 127, Ss 一 97, Na ニ 61, To 三 48 
を 示し た 。 

各種 感染 幼虫 の 低温 0 “C) 保存 時 の 
生存 率 の 比較 

と の 実験 は 前 記 3 つの 実験 に お いて 低温 度 部 の 各種 幼 
了 虫 の 活動 率 , 運動 時 か ら 判断 し た 結果 が To, Adq, Ss, 
Na の 順に 低温 度 が 個体 に お よ ぼ す 影 響 が 大 きい 事 が 判 
明 し た わけ で ある が , は た し て 0 保存 に 対し どの 位 の 
抵抗 性 を も ちと の 実験 と 前 記 2 つの 実験 結果 か 合致 する 
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か 否 か の 目的 で 行 つ た 。 

実験 方 法 : 上 述 の # 種 感染 幼虫 を 別個 に それ ぞ れ の 10 
< て 20 匹 を 小 試験 管 に 取り 水 2 cc を 加え 管 口 は ポリ り エ チレ 
ン 布 を 輪ゴム で と め , 各種 ど と に 10 一 15 本 づつ 用 意 し た 
も の を 同一 日 時 に 大 形 魔法 瓶 に 氷水 を 入れ た も の の 中 に 
浸漬 させ た 。 こ と れ を 24 時 間 ど と に 取出 し, 虫 体 を 駒込 ピ 
ペッ ト で ホー ルオ ブ プ ジ ェ クト に 移し 。 グリ ノー 顕微 鏡 を 
用 いて 室温 で 約 5 分 間 経た 時 
さら に 23C の 明 卵 器 に 観察 幼虫 を 1 日 保存 し な ほ 
NH52 和 An 


0 C に 保存 せる 虫 は いづ れる 運動 を 停止 し て お り , 暖 い 


陣 廃 に し ば らく お く と 生き て いる も の の 大 半 は 運動 を 始 
め る が 一 定 区 間 内 の 時 間 で は ご どく 一 部 の も の は 運動 状態 
を 呈 さ ぬ も の も 認め られ る わけ で , 不動 即死 と は 判定 出 
来 ず 上 述 の 様 に 1 日 間 の 25 で 保存 を 行 つ た 後に 真 判定 を 
行う 様 に し た 。 

実験 成 積 : 保存 日 数 と 生存 率 の 関係 は 第 2 表 に 示す 通 
り で ある 。To は 3 種 中 で は 最も 低温 に 対す る 抵抗 性 強 
く 。 0'C で 約 60 日 間 を 経て な ほ 80 以 上 が 生存 し , 且つ 
運動 状態 も 他 種 に くら べ 多 数 が 律動 運動 を 行 つ て いた 。 
Ad は と れ よ り ず つと 有 弱く 50 多 致死 日 数 は 約 5 日 で , 全 
部 が 死亡 する の に は 20 日 を 要 し た が 7 日 すぎ の 運動 幼 崩 
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第 2 表 各種 感染 幼 良 の OYC に 対す る 抵抗 試験 
































































| 放 置 日 数 (日 ) 
種 | 運動 状況 [ 

| 1 日 | 2 / | 37/7 | 4 の | 5/ | 6/ | 107 hz| 16 / | 20/ 了 臨 y| 30/ | oy |eo/ 対照 
毛 線 Pr 29/29| 24/25 人 34/38| 31/37| 45/48 37/40| 39/41 22/27| 19/27|23/28| 60/60 
様 豆 百分率 | 100| 96.0| 90. 9 89.5 89/5| 86.1| 94.1 92.5| 97.0 91.5| 70.4| 82.1| 100 
ツ 狼 上 数 / 銀 6/46 39/44| 31/38| 25/39| 13/33| 22/54| 16/58 1/39 0/30| | 55/55 
ビ | | 
= 真 | 百分率 | 100| 88.6 9 64.1| 39.4 40.7| 27. 2.6| 0.9| | 100.0 
アカ 隊 数 。/ 製 254 7 0/46| 1/36| 0/32 本 58/58 

メ 釣 | | | | 

9 り 東 百分率 | 49.2 9.8 2.4 0.0| 0.0 2.8 0.0 | | | | 100.0 
由 王 / 44/44| 27/40| 18/28| 11/33| 12/44| 4/42| 1/400/29| 0/32 62/62 
株 間 時 紀 | 
昌 | 百分率 | 100| 67.5 64.3| 33.3 27.3| 9.5| 2.50.0| 0.9 | 100.0 



































運動 幼虫 数 は 25*C kc 24 時 間 放 置 後 の 数値 。 対照 は 25"C に 保存 日 数 は ビニ 釣 虫 20 日間, アメ リカ 鈴虫 


10 日 間 , 葵 線 虫 16 日間, 東洋 毛 様 線 虫 60 日 間 


で は 律動 運動 を 行 つ て いる も の は 認め られ な か つた 。 
Na と Ss は さら に 抵抗 性 弱く , 前 者 は 10 日 で 生存 事 0, 
2 日 目 で 早 ぐ も 90 多 以上 が 律動 運動 を 行 は な い 状 態 で あ 
つた 。 後者 は 12 日 目 で 全部 死亡 し 5 日 目 で すべ て 微動 状 
態 の 生存 で あつ た 。 


考 穴 


釣 虫 類 の 生態 学研 究 は 今 まで 多数 の 学者 に ょ り 研究 さ 
れ , その 分 野 も 向 水性 , 向 熱性 , 向 光 性 , 向 触 性 等 の 問 
天 ( に お よび , 
きか え 東 洋 毛 様 線 昌 , お ょ び 糞 線 昌 に つい て は どく 少数 
例 の 研究 落 表 し か 見 出せ ず 且 つと の 3 種 間 に お ける 同一 
糸 件 下 の 生態 比較 に つい て は 未だ 発表 を 見 る に 到 つ て い 
な い 。 と ゝ に お いて その 生態 を 比較 する 上 に 最適 と 思 は 
れる その 運動 量 お よび 活動 率 を 数 理 的 に 比較 する 事 に ょ 
り 個体 差 も 多い 線 息 類 間 の 生態 上 の 差異 を 現 は し 検討 す 
る 事 が 望ま し いと 考 へ た 次 第 で ある 。 以 上 の 3 つの 実験 
の 結果 より 次 の 事 が 考 へ られ る 。 

1. 活動 率 に つい て の 比較 活動 率 が 50 て 0 多 間 で の 
4 種 の 間 の 温度 差 は 約 10'C, 又 0~50 2 間 で は 約 9 で の 
差 か あつ た 。 即ち 4 種 と も その 温度 反応 は 特異 的 な も の 
で To は 2 C ま で 活動 し 4 種 の 中 で は 1 番 低温 に 対し 行 
動力 が 強く , Ad は 5 て 45C と その 行動 範囲 は 4 種 間 で 
最大 で ある 事 が 特徴 で ある と 思 は れる 。 他 の Ss, Na は 
その 活動 素 曲 線 より 判断 する と 温度 変動 に 対し 他 の To, 
Ad より 般 感 で ある 事 が 分 つた 。 と の 事 ょ り Na, Ss は 


その 方 法 も 多様 を きわ め て いる 。 そ れ に 9 引 . 


( 89 ) 


単なる 高温 地帯 と いう ょ り 或 温度 以上 は 必要 で ある が そ 
れ と 共に 気温 差 の 少な い 地 方 が 生存 に 適合 し て いる と 考 
へ られ , と の 判断 は 熱帯 , 高温 地帯 の 条件 より その 分 布 
が それ ら の 地方 に 多い 事 か ら う な づか れ て よい と 思 は れ 
や っ 。o 

2。 運動 量 ( て の 比較 上 記 の 様 な 温度 反応 の 特 
異性 と いう も の が その 運動 量 と 合せ 考 へ た 場合 を 比較 し 
て みる と や は り 4 種 問 に 相当 な 差 を 認め た 。 即ち 前 述 の 
如く 運動 量 一 温度 回 帰 直 線 で 虫 体 の 運動 を 示す と , 

To Y=0,0319 x 十 0.970 
Ad Yー0,0489x 十 0.653 
Na Y ニ =0,0537x 十 0.547 
Ss Yー0,0322x 十 1.076 
(但し Y は y の 対数 ) 
の 如く 運動 量 と 温度 関係 は その 種 独特 の も の で ある 事 が 
判明 し た 。 

と の 他 て その 律動 運動 も 外見 的 に か な り 差 が あり 適温 下 
で の 律動 運動 ご では, Ad は 緊張 性 で 力 感 洲 れる 感じ の 早 
い 運 動 形 能 。 Na は 細か い リ ズミ カル な 律動 運動 , To 
は 弓 を は りつ め 急 に 弦 を 離し た 様 な 緊迫 性 と 脱落 感 の 反 
復 の 様 な 感じ の 運動 , Se は その 形態 より 細い 糸 が 風 で 
細か く ゆ れる 様 な 早い 運動 等 , 各種 の 形態 を 加味 し た 場 
合 か な り そ の 律動 運動 の 様式 に 差 が 認め られ た 。 

3. 低温 0 'C 保 存 に ょ る 生存 率 か ら の 比較 高温 に 対 
する 抵抗 性 の 問題 は 小 県 誠治 氏 が 釣 虫 に つい て 報告 され 
て いる が 未だ 4 種 の 0 で に 対す る 抵抗 性 の 比較 は その 俊 


デー つ 1 
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表 を 見 な い 。To の 2 ヶ月 以上 に お よぶ 生存 と 律動 運動 
の 保持 は 他 に くら べ 異 常に 長く と の 事 は 雪 下 の 土壌 で 科 
期間 の 生存 が 可能 な ば か な り で な く , 他 の 3 種 が 寒冷 地 
で の 冬期 の 感染 機会 が 絶 無 に 近い の に くら べ , その 感染 
が 大 い に 考 へ られ る と 思 は れる 。 

結 論 

Adq, Na, To, Ss の 3 種 感染 幼虫 の 温度 反応 を 比較 研 
究 す る べく 以上 3 つの 実験 を 行 つ た 結果 。 少な く と も と 
の # 種 感染 幼虫 が 種 に より 次 の 差 が ある 事 が 判明 し た 。 

1. 運動 停止 温度 の 差 運動 停止 の 温度 お よび 正常 運 
動 を 行う 温度 範 胃 に か な り の 差 を 認め た 。 低温 部 で は 
To が 最も 低い 温度 まで 運動 を 行い , 次 いで Aqd, Na, 
Ss の 順 で 停止 温度 が 高く な つて いる 。 高温 部 で は Adq 
が 一 番 高 温 ま で 運動 を 行い , 次 いで Ss, To, Na の 順 
で あつ だ 。 

2. 正常 運動 の 温度 範囲 の 差 , 幼虫 の 50% 以 上 が 律動 
運動 を 行う 温度 範囲 は To が 10 一 85'C, Ad が 15 一 37 .5 
C, Ss は 15 一 40C, Na 15 一 27.5 や で Na の み 他 に く 
ら べ 温度 範囲 が 著しく 狭 か つ た 。 又 虫 の 100 が 律動 を 
行う 至 適温 度 範囲 は Ad 27.5 一 830 で, Na と To 20 一 
22.5C Ss 20 一 25C と や は り 種 に より 温度 差 が 認め られ 


/ こ oO 


3. 低温 0 で 保存 に 対す る 抵抗 性 の 差 低温 度 で の 生 
存 率 は To る ' 間 に と 高 く 。 次 いで Adq, Ss と Aq は 
非常 に 弱い 事 が 分 つ 

4. 頭 部 律動 より 見 た 運動 性 の 比較 温度 に 
間 の 順位 に 差 が あり 低温 で は To, 25C で は Ad が 最も 
早い 運動 を な す 。 

以上 の 様 に 4 種 感染 幼虫 の 間 に 温度 反応 の 著 明 な 差 が 
認め られ る と 云う 事 は 興味 ある 問題 と 思 は れる 。 


線 虫 類 中 の 釣 虫 類 , 毛 線 線 虫 お よび 糞 線 昌 の 各 感 染 幼 
虫 の 生態 研究 の 中 , 温度 反応 に つい て の 比較 を 検討 し た 。 
と れ を 1. 温度 と 虫 の 活動 率 と の 関係 2. 温度 と 貝 
の 運動 量 ( 頭 部 の 1 分 間 の 律動 攻 で ご 表 は し た も の ) と の 
関係 3. 低温 0 や 保存 に よる 帳 の 生存 率 の 問題 , と 3 
つの 実験 方 式 に 分け それ ぞ れ に つい て 4 種 を 比較 し た 。 
その 結果 は 下記 の 既 り で ある 

1。 活動 率 は 4 種 間 で か な り 差 が あり To が 最も 低温 
まで 活動 を する 事 が 分 つ た 。 

2。 活動 率 曲線 の 傾き より Na, Ss は To, Ad に 比 


ょ り 4 種 
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較 し て 温度 の 変動 に 対す る 影響 が 大 で ある 事 と 低温 に 対 

し て 抵抗 性 が 弱い 事 が 分 つた 。 

3。 運動 量 一 温度 回 帰 直線 より 種 に より 運動 量 ( 頭 部 
の 律動 数 ) と 温度 の 関係 は 特異 的 な も の で ある 事 が 分 つ 

4. 運動 量 は 温度 に より 変化 し , 10C で は 律動 運動 を 
行う の は To の み , 15 “で 附近 で は 運動 量 の 最大 は Se, 
25 で 附近 で は Ao が 最も 多い 様 に その 運動 量 の 多 宏 は 温 
度 に より 順位 に 変動 を 生ずる 。 

5. 運動 性 に も 変化 が あり 形態 学 的 差異 と 共に 運動 状 
態 よ り の 運動 性 を 克明 に 見 る と と に ょ り 種 別 の 判定 が 可 
能 で ある 。 

6. 由 が 運動 を な す 
つた 温度 範囲 で ある 事 が 分 つた 。 

7. 低温 0 で に 保存 し た 場合 の 抵抗 性 で は , To が 圧 
倒 的 に 強く 単なる 生存 日 数 の み で な く 感 染 能力 の 保持 昌 
数 で も 他 の 3 種 よ りか な り 長 く と の 事 よ り 寒 冷 地 で の 冬 
期 の 感染 る あり 得る る の で ある と 思 は れ た 。Na, Ss は 
ほ ゞ 同 程度 の 抵抗 性 を 示す が , 特に Na は 弱く 2 日 目 で 
90% 以 上 が 感染 能力 を 消失 し た と 思 は れる 状態 を 呈す 
る 。 


時 の 好適 温度 条件 が 各種 に より 暴 
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釣 虫 4zcysZozZ cg 感染 幼虫 の 温度 に 対す 
る 動 性 Kinesis に つい て , 寄生 虫 学 雑誌 。 4(1) , 86 
-88. 

SurnmmarY 
Comparative studies were made on the effects of 
temperature on the activity infective larvae of 
cy/OsZg72 の の ezZ/e (Ad), ん ecg ヶ の 272C の 726S 


(Na), 77zc7gs み ogyzs の 7 の 2727s (To) and Soxgy た 
の deS s7ezco27ZS (SS) The materials were obtained 


from humam feces cultivated on a 名 ter paper in 
test-tubes, moistened and kept for about 2 weeks. 
The effects were observed from three different 


2aSDectS. 
1. Aciivity ratio: The ratio of active larvae to 


the total ai various temperatures. Significant d- 
fferences were seen among the four species. 7o 
was found to be most resistant to low temperatures, 
being active in temperatures (Table 1). 
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From the temperature-activity ratip curve (Fig. 1) 
of each species, it was demonstrated that We an 
Ss were mmore Sensitive to the temperature an 
less resistant to the cold. 

2. The relationship between temperature and 
the frequency of shaking motions of head per 
minutes: This could be expressed as the linear 
regresSsions peculiar to each species (F 反 2) 

To: Y 三 0.0319 又 十 0.970 
Ad: Yー0.0489 又 十 0.653 
Na: Yー0.0337 双 ヌ 十 0.547 
Ss: Yー0.0322 又 十 1.076 

3. The survival ratio by days of the larvae 
preserved at O“C also dered by the species. 7 の 
was most resistant to cold temperature, and ん or 
Ss was found to survive much shorter periods than 
42 (Table 2). 
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最近 中 国 で は Oncomelania の 殺 減 に 酸性 克 酸 石灰 を 
従 用 し て いる (小宮 ,1957) が , と の 薬剤 は いわ ゆる 食 毒 で 
あつ て , その 殺 具 効果 に つい て は 弥 (1954), 小宮 ら (195Ya) 
の 中 国 に お ける 日 本 住 血 吸 虫 媒介 者 た る の xcowe/gzz2 
ezss に 対す る 実験 が あり, いづ れ も よ い 結 果 を 得 て 
いる 。 

し か し 日 本 に お ける その 媒介 者 た る ミヤ イリ ガイ 
<Ozcozze 婦 22 Os の /o72 (に 対す る 殺 貝 効果 に つい て の 
実験 は その 例 を みな い ので, 私 た ち は 酸性 克 酸 石灰 

(Calcium biarsenate) の とれ に 装 3 et こつ い 
て 実験 を 行い , 同時 に 現在 農薬 と し て 広く 使用 まれ て い 
る 塩基 性 克 酸 石灰 (Calcium arsenate) の それ に つい て 
も 実験 を 行 つ て みた 。 

実験 は 酸性 克 湯 石灰 の 各種 濃度 の 殺 具 効果 (CA 1 試験 ) 
作用 時 間 を 異 に し た 場合 の その 殺 上 貝 効果 CA 2 試験) お 
ょ び 才 基 性 硫酸 石灰 の 各種 濃度 の 殺 貞 効果 (CB 試験 ) の 
三 実 験 に 分 け て 行 つ た 。 

実験 材料 と 方 法 

1. 材料 

1) 使用 薬品 : 使用 し た 薬品 は 酸性 克 酸 石灰 [Ca (Hi 
AsO/) 。〕 試 楽 用 , 関東 化学 株 式 会 社 製 の も の , 塩基 性 硫 
酸 石 灰 〔As。O。CaO, Ca。 (A.O,) 。〕 農薬 用 , 日 本 農薬 株 
式 会 社 製 の も の で ある 。 

2) 使用 上 : 山梨 県 棲息 地 よ り 採 取 し た 殻 長 約 7 mm 
以上 の ミヤ イリ ガイ Ozcozze/2zZZ 2 の so の oz で, 使用 
に さき だ ち 乾 燥 状態 の まま 3 5 日間 室 内 に 保存 し た 。 
使用 に 際 し て は 予め これ を 清水 中 に 浸し , 活動 を 開始 レ 
た も の を 実験 に 供し た 。 と と に 清水 と いう の は 水道 水 を 
数 日 間 室内 に 放置 し 遊離 塩素 を 除 到 し た も の で ある 。 





YOSHITAKA KOMIYA 層 YUKIO HOSAKA : On the 
molluscicidal effect of arsenic compounds of calciurmn 
on Ozcozze/2z2Z 70SO の ZZ, the vector snail of 
Ss の so が 2 72 の ozC7 が 2 (Department of Parasitolo- 
gy, National Institute of Health, Tokyo.) 
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F 3 月 10 日 受領 ) 


98、-: 罰 祭 

1) 薬剤 の 稀釈 : 酸性 破 酸 石灰 お よび 塩基 性 太 酸 石灰 
は 水 に は 難 溶 で ある か ら , 前 者 は 予め 乳鉢 で すり つぶ 
し て 粒子 を 小さ く し た 後 , 後者 は その まま 懸 濁 液 と な 
し , AT 試験 で は 倍数 的 に 200 ppm より 8.,200 ppm 
まで の 5 段階 の 濃度 と し た 。A 2 試験 で は 1,.600 ppm 
より 6,400 ppm まで の 3 段階 と し , B 試験 で は 250 
ppm より 16.000 ppm まで の 7 段階 の 濃度 と し た 。 

2) 楽 剤 の 徹 布 : 上 記 の 薬剤 は 食 毒 ご あ る と と が 分 つ 
て いる の で , 内 の 摂 信 し 易い よう に と れ を 濾紙 上 に 一 様 
に 搬 布 し た 。 撤 布 に は 小型 の スプ レイ を 用 い , こと れ に と 
れ ら の 懸 濁 液 を 入れ, ペトリ ー シ ャ ー レ (直径 約 12cm) 

の 底 に 濾紙 を 一 枚 し き , その 表面 に 薬剤 が 均等 に ゆき わ 
た る 様 に 撤 布 し た 後 , その 中 央 に 各 供 試 和 具 を 10 コ づつ お 
いた 。 薬剤 撤 布 量 は 100cmz 当り の mg 数 に 換算 ! 1 来 る 
様 に ,。 1 つの シャ ー レ に 稀 各 濃 度 懸 濁 液 を 5 cc 撤 布 し た 。 
な お と の 場合 の 薬剤 濃度 は A 1 試験 で は 100cm: 当り 1 
2, 4, 8,。 16mg の 5 段階 , A 2 試験 ご は , 8, 16, 
32mg の 3 段階 と し , B 試 験 で は 1.25, 2.5, 5, 10, 
20, 40, 80mg の 段階 と し た 。 

3) 作用 時 間 : 薬剤 と 具 と の 接触 時 間 は , A 1 試験 と 
B 試 験 に お いて は 一 律 に 48 時 間 , A 2 試験 に あつ で は 
0.75 時 間 , 1.5 時 間 , 3 時 間 , 6 時間, 12 時 間 , 34 時間, 
48 時 間 の ? 段階 ヒ と し た 。 な お A 1 試験 お よび B 試 験 の 場 
合 に は 接触 開始 化 1, 2, 6, 24, 48 の 各 時 間 毎 に 。 A 
2 試験 に お いて は 20 分 , 40 分 。 1。 2, 4。 6, 12, 24 
の 各 時 間 毎 に 移動 し た 員 を それ ぞ れ 再び 中 央 に 集め , 以 
て 中 の 薬剤 へ の 接触 を 確保 する と と に 努め た 。 ま Mo 

中 は 上 中 の 薬剤 摂 食 が 妨げ られ な いよ ょ うに 常に 濾紙 表面 
湿潤 を 保持 する と と に 替 め た 。 

4) 薬剤 作用 後 の 具 の 生死 判定 : A, B, 試験 いづ れ 
の 場合 に お いて も 所 定 の 各 作 用 時 間 終 了 後 た さち に 上 貝 を 
清水 で ょ く 洗 つた 後 , と れ を 清水 中 に 入れ て 48 時 間 放 置 
し , その メデ ィ ウ ム の 水 は 数 回 これ を 変換 し て 生死 の 状 
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態 を 観 祭 し た 。 生 死 判定 は 先ず 清水 より 自動 的 に は い 出 
し た も の は 生 と し , 残余 は と れ を 分 離 針 の 刺 電 に 反応 す 
る も の を ま づ 生 と 判定 し た 。 反応 を 示さ な いも の は と れ 
を 押し つぶ し て その 際 の 体 収縮 運動 が 著 明 で ある か 。 叉 
は 緩慢 な 収縮 運動 で も それ が 員 の 体 の 半ば 以上 に お よぶ 
も の は 生 と 判定 し 。 か か る 反応 の 欠如 せる も の を 死 と 判 
定 し た 。 


《 ぐ ぶ 


実験 成績 と 考察 


1. 酸性 克 酸 石灰 の 作用 楽 量 と 上 由 の 死亡 状況 
貝 各 10 コ づつ に 対 し て 酸性 破 酸 石灰 の 各 薬 量 を 48 時 間 
作用 せしめ た な 回 同一 試験 を 行 つた ) 結果 は 第 1 表 の 


> ンプ 直 、 ン 
と パリ や ) ・ 
ご る? る く ソ に に め る や 。 


第 1 表 ミヤ イリ ガイ に 対す る 酸性 硫酸 石灰 の 
各種 濃度 の 殺 具 効果 


(28“C 一 32“O) 








時 薬 量 死亡 率 
濃度 1 ) : 目 3 いし 
em mg] 100 使用 具 数 死 上 数 () 
0 0 20 0 0 
200 1.0 20 0 0 
400 2.0 20 1 5 
800 4.0 20 16 80 
1.600 8.0 20 19 95 


3,200 16.0 20 20 100 


酸性 研 酸 石灰 の ミヤ イリ ガイ に 対す る 殺 上 効果 を , そ 
当り の 搬 布 薬 量 に つい て みれ ば , 28C~32C 
の 温度 下 で は 2 mg 位 を 作用 させ た も の あたり か ら 多 少 
be 4 mg 以上 の 作用 で 具 
の 死亡 率 は 急激 に 上 昇 4 mg で 80 多 を 示し , 16 mg 以上 
を る 本 ATESiy 
死亡 事 を 縦 軸 に と り , 薬 量 を 対数 目盛 に し て 横 軸 
に と つて , 第 1 表 の 各 値 を 記 点 し 図 を 画 く と 第 1 図 点線 
の 様 に 8 字形 に 近い 型 の 曲線 が 得 ら れる の で , と の 各 値 
を 基 に し て 一 応 Fisher の 中 央 理論 致死 量 (MLD) の 
計算 法 を 応用 し て MELD を 計算 する と , 薬剤 撤 布 量 と し 
て 3.3mg/100 cm* で あり , その 上 限 と 下限 と は 3.6mg 
て 3.0 mg/100 cm* で あつ た 。 また 殺 上 内 事 業 等 に 応用 す 
る 際 の と と を 考慮 し て , 100 の 殺 具 効果 を あげ 得る 薬 
量 を 出す の 人 便利 な , し か や 理論 値 と し て 或 程 度 の 確実 
性 が 保証 され 得る と と ろ と し て 90 多 理 諭 致 死 量 (LD 
90) を 計算 し て みる と 5.5mg/100 cm* で あつ た 。 
小宮 ら (1957a) の Ozcoe/gz ce の ezses に 対す る 殺 


の 1 00 jcm:* 


54t 


第 2 表 酸性 克 酸 石灰 を 各 時 間 作 用 きせ た 際 の 
ミヤ イリ ガイ の 生死 の 状況 
(20?C 一 24?C) 





作用 時 間 (時 間 ) 
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薬 量 aso 入 SGsk ec 
(mg/100cm?) 0.751.5 3 6 12 24 40 
6 生 47 0 ます 2- 衝 生 : 0 
死 3 10 8 8 9 16 20 
24 生 5 二 午 )2 SG 夫 25 も ま か 
死 9 10 10 11 15 19 20 
ee 生 2 
死 8 14 12 15 17 20 20 
0 生 20 20 20 20 20 20 20 
( 対 孔 ) 死 0 旬 な - 傘 : ま 、 0 
100 ビ TS 
時 0@- ---O28?- 327C. 
先 ーーーー ミ 205 - 2k%C 。 
誤 
50F 
率 
8 16 32 
薬 量 (mg) 
第 1 図 20"<24?7C と 28" っ 32"C の 温度 に js 
ける ミヤ イリ ガイ に 対す る 酸性 克 酸 石灰 の 
殺 具 効果 
中 効果 試験 に お ける 中 国 製 酸 性 破 酸 石 灰 の MELD は , 温 


度 17 で 24 で で 作用 時 間 48 時 間 に お いて は 3.5 mg/100 
cm: (2.93 mg て 4.18 mg/100 cm?) で あつ た 。 前 述 の 様 
に , O. ヵ oso カ ozg に 対す る 酸性 破 酸 石灰 (日 本 製 ) の 
MLD は 8me/100 cm (3.0 mg~3.6 mg/100 cm) で 
あり , と の 場合 両者 は ほ ゞ 一 致し た 値 と な つた 。 し か し 
O. zosoZg7g の 場合 の 温度 条件 は 28C て 32"C で あり , 
pie の 温 度 よ りや や 高い 。 そ と で 20 で っ ー24 
O の 温度 下 で 酸性 破 酸 石灰 の の . zosegozg だ 対す る 殺 
貞 効 果 に つい て 試験 し た (第 1 図 実 線 )。 この 場合 に は 
1.28 mg/100 cm: を 作用 させ た 中 の 死亡 率 は 25 2 で あ 
り 。 2.5mg/100cm: を 作用 させ た も の の それ は 100 % 
を 示し た 。 と の 場合 死亡 率 0 から 1002 の 間 に 25 多 の 一 
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吉 し か な いた め Behrens の 計算 法 の 一 部 分 を 応用 し て * 
MLD を 推定 する と 約 1.6 mg/100 cm* で あつ た 。 い ま 
直ちに と れ の 数 字 を 比較 に 供する に は 使用 上 躍 数 の 少 い 
と と , 中 国 製 酸性 破 酸 石灰 の 純度 等 不明 の 点 が ある と と 
等 の 難点 も ある が , か り に と の まま 比較 する な ら ぱ , 
の O. ezszs と O. zoso の ozg の 酸性 破 酸 石 灰 に 対す る 
抵抗 性 は , 前 者 の 方 が や や 高い と 考え て よい 様 で ある 。 

次 に O. zosoozg の 場合 20 で て 24 で と 28 で て 32 で の 
両 温度 下 に お ける 酸性 破 酸 石灰 の 殺 具 効果 を 比較 し て み 
る と , むし ろう 低 温 条 件 下 に お いて 効果 が 大 で あつ た 。 こ と 
れ は と の 薬剤 が 貝 に 授 食 され る と と に よ ょ り 毒 性 を 現 わ す 
と いわ れ て お り , 一 方 内 が 30'C 前 後 の 温 度 に な る と その 
摂 食 運動 ( は 低下 する と いう 著者 ら の 1 人 の 観察 (小宮 ら , 
1957 b) と を あわ せ て 考慮 する と き は , 却 つ て 低温 に お 
いて 死亡 事 が 高い と と も うな づけ る 。 な お , 上 の 二 つ の 
実験 に 使用 し た 上 中 は いづ れる ゃ 山梨 県 産 で は ある が , 異 つ 
た 地区 で 異 つた 季節 に 採取 し て いる 点 等 も 一 応 考慮 の 余 
地 が ある に は ある 。 

2. 酸性 硫 酸 石灰 の 作用 時 間 と 具 の 死亡 状況 

各 作 用 時 間 別 に 各 使 用 薬 量 に 対 し 10 コ づつ の 員 を 用 い 
た 成績 ( 2 回 同一 試験 を 行 つ た ) は 第 2 表 お よび 第 2 図 


第 3 表 ミヤ イリ ガイ に 対す る 塩基 性 








硫酸 石灰 の 殺 具 効果 
(15“C 一 23“C) 
濃度 薬 量 2 死亡 率 
全 た 、 .(mg/100 使用 上 数 死 上 数 7% 
(DDTm Cm?) !/ 
0 0 30 0 0 
250 1.25 30 0 0 
500 みる 30 3 10 
1.000 5 30 15 50 
2,000 10 30 19 63.3 
4.000 20 30 28 93.3 
8,000 40 30 28 93.3 


16,000 80 30 21 70 





の 様 で ある 。 こ と の 場合 作用 薬 量 は 前 頃 1. の 成績 に お いて 
48 時 間 作用 で 100% の 死亡 率 を 得 た 楽 量 16 mg/100 cm:* 
と その 半量 お よび 倍 量 の 8 mg/100 cm: と 32mg/100 cm: 
と に つい て 試験 し た 。 

いま 第 2 図 を 見 る と 3 濃度 段階 の 薬 量 を , 0.75 時 間 作 
用 させ た も の で は 上 員 の 死亡 率 は それ ぞ れ 15 多 , 402%, 45 





* と の 場合 に は MLD の 計算 に Fisher 法 が 使え な 
いい 。 





50F ーッ ンプ タミー 〆 


ロー = - ロ ぅ 2 mg/100cmm 
/ ムーーー^ 16mg/100cms 
oO 一 一 O 8mg/100cm* 








075 15 3 6 1I2 24 458 
作用 時 間 (時 間 ) 
第 2 図 酸性 磁 酸 石灰 の 作用 時 間 と ミヤ イリ が 
イィ の 死亡 率 と の 関係 (20*C-24“C) 


と な る 。 1.5 時 間 作 用 の も の で は 員 の 死亡 率 は すべ て 
50 多 以 上 を 示し て いる が , その 人 後 6 時 間 ま で の 作用 の も 
の で は , その 死亡 率 は わずか に 上 下す る も の の , その 間 
顕著 な 変化 は み ら れ な い 。 と れ は お そら Met 
食 毒 で ある と いう 条件 に 影響 され た た めで も あろ 
Ra の SE 
た も の を 除い て は , 上 中 の 死亡 率 は 6 時 間 作用 以前 の も の 
に 比 し や や 高く , 貢 後 は 作用 時 間 が 長い も の ほど その 具 
の 死亡 率 は 高く な る 傾向 を 示 し て いる 。 32 mg/100 cm:* 
の 薬 量 を 作用 させ た も の で は 24 時 間 作 用 で , 8 mg/100 
cm: と 16mg/100 cm の 楽 量 を 作用 させ た も の で は 48 時 
間 作 用 で , その 由 の 死亡 事 は 100% に 達し てい る 。 と れ 
は A 1 試験 の 結果 と ほ ゞ 一 致し て いる 。 と の と と は 同時 
に 室 内 試験 に お ける 酸性 破 酸 石灰 の 殺 上 効果 判定 は , 
作用 時 間 48 時 問 で 行う の が 妥当 で ある と と を 示唆 し て い 
3. 塩基 性 破 琶 石灰 の 薬 量 別 の 貝 の 死亡 状況 
塩基 性 破 酸 石灰 の 各 作 用 薬 量 に 対 し 10 コ づつ の 内 を 用 
い 。 8 回 同一 試験 を 行 つ た その 成績 は 第 3 表 お ょ び 第 3 
図 の と お り で ある 。 塩基 性 克 酸 石灰 の ミヤ イリ ガイ に 対 
PWR みれ ば , 15 
で っ 28 で の 温度 下 で は 2.5mg を 作用 きせ た も の あたり 
0 と の 効果 は 現われ る 様 で あり , 5mg を 作用 させ た 
の で は 上 内 の 死亡 率 は 50 を 示し , 10mg を 作用 きせ た 
Wa 
の 死亡 率 を 示 し た 。40mg を 作用 させ た も の で も 上 中 の 死 
亡 率 は 932 で あり , 80mg を 作用 させ た も の で は 70% で 
あつ て , その 死亡 率 は むし ろ 低 下す る 傾向 を 示 し た 。 
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第 3 図 ミ マ イリ ガイ に 対す る 塩基 性 砲 酸 
石灰 の 殺 具 効果 (15"C-23"C.) 


いま Fisher の MLD 計 算法 を 応用 し て MLD を 計算 
する と , 薬剤 撤 布 量 と し て 6.9 mg/100 cm: で , その 上 
限 と 下限 は 6.2mg て 7.6mg/100 cm* で あつ た ま *。 
塩基 性 破 酸 石灰 の の . xosoozg に 対す る 殺 貝 効果 を 
酸性 破 酸 石灰 の それ と 比較 する と 前 者 の MLD は 15Cー 
293C の 温度 下 で 6.9mg/100 cm: で あり , 後者 の MLD 
は 28C~32C で は 3.3 mg/100 cm*, 20 で て 24 CO で は 約 
1.6mg/100 cm: で ある 。 か り に と これ だ け を 比較 する と 
殺 由 効果 は 塩基 性 克 酸 石灰 に 比 し 酸性 克 酸 石灰 の 方 が や 
や 高い と みて よい 。 し か し と の 場合 , 酸性 破 酸 石灰 は 試 
薬用 の 純度 の 高い も の を 使用 し , 塩基 性 破 酸 石灰 は 農薬 
用 の も の を 使用 し て いる 点 等 も 考慮 の 余地 が ある 。 双 実 
際 殺 上 貝 事 業 等 に 応用 する と と を 考え れ ば , 塩基 性 破 酸 石 
灰 は 農業 用 に 広く 用 いら れ て いる も の で あり , 粒子 が 小 
さく 懸 濁 液 に こし や すく 酸性 破 酸 石灰 より 撤 布 する の が 容 
易 で ある 等 の 利点 は 見 逃 せ な い 。 


BA 





* な 3 筆者 ら は 薬剤 の 作用 方 法 に つい て 若干 の 検討 を 行 
つて みた が , と の 薬剤 を 作用 きせ た 具 は 対照 具 に 比 し 運 
動 性 が 高く な る 様 で あり ,。 し か も シィ ー レ の 底 に し か れ 
た 薬 玉 を 撤 布 し た 濾紙 か ら 離 れる も の が 多く な つて い 
た . 濾紙 か ら 離 れる と と を 防止 する 様 な 手段 を と り , 強 
制 的 に その 濾紙 上 に 止め よう と すれ ば 上 貝 は 殻 内 に 軟体 部 
を 入れ て 活動 を 停止 する と と を 観察 し た . 小宮 (1957b) 

は 酸性 克 酸 石灰 の 種々 の 量 を 土 に 混入 し て O. /&z カ exszs 
に 摂 食 き せ た と と ろ , 混入 し た 薬剤 の 量 が 非常 に 多く な 
る と 貝 の 摂 食 運 動 は や ヽ 低 下す る と と を 観察 し た . 以上 
の と と は と の 場合 に お ける 殺 内 効果 の 動揺 の 一 つの 原因 
で あろ うと も 考え られ る 。 





要 約 


酸性 破 酸 石灰 お よび 塩基 性 破 酸 石灰 の の. zoso の ozg 
に 対す る 殺 上 貝 効果 に つい て , 室内 試験 を 行い 次 の 様 な 結 
果 を 得 た 。 

1. 酸性 破 酸 石灰 の 殺 貝 効果 は , 48 時 間 作 用 (28 で 
32C) で は 2 mg/100cm: 前 後 の 薬 量 を 作用 させ た も の 
あたり か ら 現 われ る と 推定 され , 16mg/100 cm:* 前 後 の 
楽 量 を 作用 させ る と 上 貝 の 死亡 事 は 1002 に 達する 。 

2. 酸性 破 酸 石灰 の 具 に 対す る MLD は , 48 時 間 作 用 
(28 で っ 32 で C) の 場合 3.8 mg/100 cm: (3.0 mg て 3.6 
mg/100 cm?) で あり , 同時 に LTD 90 は 約 5.5 mg/100 
cm で あつ た 。 双 同じ く 《20'7C ン 24'C の 条件 下 に お ける そ 
の 価 は それ ぞ れ 約 1.6mg/100 cm: お よび 約 2.3mg/100 
cm* で あつ た 。 

3.。 酸性 破 酸 石灰 の O. zoso ヵ Agzg に 対す る 殺 貞 効果 
は 28 で 32C の 温度 下 と 20 で ~24C の 温度 下 と で は 後者 
に こ お い て や ゞ ゞ 高い 傾向 を 示 小 レ た 。 

4。 酸性 硫酸 石灰 8 mg/100 cm: お よび 16 mg/100 cm: 
の 薬 量 の 0.75 時 間 前 後 作用 で 殺 貝 効果 は 発現 され る 様 で 
ある 。 と の 場合 48 時 間 作用 で 具 の 死亡 率 は 100 に 達 す 
る ぐ 。 

5. ee O. zoso み oyg に 対す る 殺 由 効果 

で 試験 する 際 は , 48 時 間 作 用 させ た も の に つい て 
ee 行う の が 妥当 で あろ うと と が 示唆 され た 。 

6. 塩基 性 刀 酸 石灰 の 殺 貞 効果 は 48 時 間 作 用 (15C> 
23'C) で は , 2.5mg/100cm: 前 後 の 薬 量 を 作用 させ た も ゃ 
の より 現われ る と 推定 され , 20mg/100 cm* お よび 40mg/ 
100 cm: の 薬 量 を 作用 させ た も の で は 上 内 の 死亡 率 は 約 90 
% 以 上 と な り , それ 以上 の 薬 量 を 作用 させ た 場合 に は そ 
の 死亡 率 は 低下 する な どの 動揺 が 示さ れ た 。 

7. 塩基 性 硫酸 石灰 の 上 貝 に 対す る MLD は 48 時 間 作 用 
(15C<28C) で は 6.9 mg/100 cm*/(6.2 mg て 7.6 mg/ 
100 cm) で あつ た 


稿 を 終る に あたり , ミヤ イリ ガイ の 採取 に 御 援助 を た 
まわ つた 山梨 県 立 医学 研究 所 の 杉浦 三郎 博士 よび 飯島 
利彦 技師 に 感謝 の 意 を 表す る . 

本 論文 の 一 部 は 昭和 32 年 9 月 第 17 回 日 本 寄生 虫 学会 
東日本 支部 大 会 で 報告 し た . 
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Summmary 

Molluscicidal effects of calcium arsenate [As O。 
CaO, Ca。(AsO。)。] and calcium biarsenate [Ca (H。As 
O。)。〕 on Ozcoyze 太 2 os の の 27Z were tested in 
jaboratory and the results were as follows。. 

A. The results of calcium biarsenate. 

1. Calcium biarsenate was Shown to be effective 
with the doses above 2mg/100cm: for 48-hour ex- 
posure (28"-32"C). The death rate of snails at 
16mg/100cm: for 48-hour exposure was 100。 
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2. Median lethal dose (M し D) and lethal dose of 90 
 (L D 90) of calcium biarsenate on 〇 . zoso の oz 
were asfollows: MLD: 3.3mg/100cm: (3.0 mg 一 
3.6mg/100cm:) at 28"-32"C for 48-hour exposure. 

ca. 1.6mg/100cm: at 207-24“C for 48-hour exposure. 

LD 90: 5.5mgj100cm: at 28"-32“C for 48-hour 
exposure. ca. 2.3mg/100cm: at 20"-24"C for 48- 
hour eXxDOSUuTG. 

3. Calcium biarsenate Showed more effective at 
20"-24?C than at 28"-32“C. 

4. Calcium biarsenate was found to be effective for 
45-minute exposure with the doses of 8mg/100cm*. 
The death rate of snails with the doses of 8mg/100 
cm: for 48-hour exposure was 100 多 . 

5. The exposure of snails to the compounds for 
48 hours assureS more exact data. 

B. The results of calcium arsenate. 

1. Calcium arsenate was shown to be effective 
with the doses above 2.5mg/100cm: for 48-hour 
exposure (15“-23“C). The death rate of snails 
with doses of 20mg/100cm: was shown to be higher 
than 90 多 。 

2. Median lethal dose of calcium arsenate on O. 
2 の sO の ozZ waS 6.9mg/100cm: (6.2mg-7.6mg/100cm?) 
for 48-hour exposure at 15"-23^C。 
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日 本 住 血 吸 虫 病 撲滅 対策 と し て の 宮入 貞 







棲息 溝 泥 の コン クリ ー ト 化 に つい て 


佐 々 木 孝 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 ・ 山 梨 県 小笠 原 保健 所 
(昭和 33 年 3 月 15 日 受領 ) 


繕 言 


日 本 住 血 吸虫 は 多 宿 主 性 で ある 。 従 つて 本 昌 の 完全 撲 
滅 を , 顕 虫 , 釣 下 等 の それ の 如く , 糞便 の 衛生 的 処理 お 
ょ び 挫 患者 又は 保 卵 者 の 駆 由 の み に 依存 する と と は で き 


いっ o 


双 , セル カリ ア に よ ょ る 感染 の 完全 防 狂 も , 本 病 墓 延 地 
住民 の 現況 か ら み て , 種々 の 制約 を う ける の で , 徹底 を 
期待 する と と は 極め て 難 か し い 。 

人 yh 
, 本 邦 に お いて は 宮入 上 由 が 唯一 の 中 間 宿 主 で あ 
本 虫 の 撲滅 上 最も 有利 な 条件 を 吾 々 に 提供 し 
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こ お い て , 1917 年 以来 実施 され て きた 本 病 対 策 
や や, し が 中 間 宿 訂 江 が - と の 中 心 施 策 で あつ た 

現在 本 病 墓 延 地 全体 に 古 つて , ペン タク ロー ルフ ェ 
ノー ル ・ ナ トリ ウム スム , 石灰 窒素 お よび 硫酸 石灰 等 の 化学 
薬剤 に よる 殺 員 が 行わ れ て いる が , と れ と 佐 行 し て , 宮 
入 員 棲息 溝 本 の コン クリ ー ト 化 が 進め られ て いる 。 と の 
潮 本 の ュ コンクリート 化 は , 化学 的 殺 貞 の ご と く , その 効 
果 が 一 時 的 な る の で は な く , 恒久 的 な 中 間 宿 主 対策 と し 
て , 本 病 撲滅 事業 の 最も 重要 な る 地位 を 占め て いる 。 
筆者 は 主として 山梨 県 に お いて , 宮入 中 棲息 溝 票 の っ 
ンク リー ト 化 の 実現 を 唱 導 。 推進 し 来 つ た 1 人 で ある 
が , 以下 主として 山梨 県 下 住 血 吸 虫 延 地 に お いて , 溝 
時 の ュ ユン クリ ー ト 化 に よる 宮入 貞 の 棲息 状況 お よび その 
本 病 撲滅 上 の 効果 に つい て の 調査 お よび 検討 の 結果 に つ 
TAKASHI SASAKI: Cementing ditches of the 
habitat of Ozcoze/22Z aS a Control measure of 
SchistosomiasiS japonica. (Department of Parasi- 
tology。 National Institute of Health, Tokyo, 鐘 
Yamanashi Prefectural Ogasahara Health Center) 
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いて 述べ る 。 


宮入 貝 棲息 溝 涯 の コン クリ ー ト 化 の 構想 

日 本 住 血 吸 虫 の 中 間 宿 主 宮 入 上 が 宮入 ら (1913) に よ 
つて 発見 せら れ て 以来 , 多く の 研究 者 の 努力 に も か か わ 
ら ず , 本 虫 墓 延 地 区 と 然 ら ざる 地区 と の 間 に お いて , 

の 棲息 の 可否 を 左右 する 決定 的 な 差異 は 未だ 充分 に 究明 
きれ て いな い 。 

た ゞ , 宮入 中 の 栄養 物 の 摂取 , 棲息 お よび 第 殖 に 必要 
な 環境 条件 は , 生物 学 的 に 略 々 明らか に され て いる 。 そ 
と で これ ちの 時 条件 を 取り 除い た 環境 を 人 為 的 に 

告 り 上 げ れ ば , 由 は 自ら 死 減 す る と 考え られ る 。 

と の 著者 WC 全 大 の 寺 鐘 よ つ で 人 
溝 応 の コン クリ ー ト 化 を 1948 年 以来 提唱 し 来 つ た の で あ 
る が , 以下 か か る 構想 の よ つ て 来る 理論 的 根拠 に つい て 
簡単 に 述べ る 

1) 土 埋 法 の 応用 

土 理 法 に よる 貝 の 殺 減 は , 既に 小林 ・ 高 木 1915) お 
ょ び 長 尾 ・ 加 藤 (1917) 等 に よ つ て 唱 導 さ ほれ た と と ろ で 
ある が , 宮入 内 を 土 中 に 埋没 せ . し め る と , 地層 の 間隙 等 
を 利用 し て 地表 に 出 ら れ な い 員 は , 栄養 物 摂取 お よび 第 
将 が 不能 に 陥 入り , や が て 死 開 する 。 特に 水分 が 少 い ほ 
ど 土 中 に お ける 上 員 の 行動 は 制約 を う ける 。 
山梨 県 に お いて や , 1907 年 8 月 の 大 洪水 の 結果 。 東入 
代 郡 石和 町 お ょ び 富 士 見 村 の 大 部 が , 数 尺 に お よぶ 埋没 
を うけ て , 同 地区 の 宮入 貝 は 一 旦 吉 く 絶滅 し た と いう 事 
実 が あげ られ る 。 

溝 率 の ュ ユン クリ ー ト 化工 事 に よ つ て 。 溝 思 に 棲 鳥 する 
宮入 貞 の 大 部 は , 埋没 され る か 若しくは 工事 の 過程 に お 
いて , 土砂 等 と 共に 取り 去ら ちら れる と と が 考え られ , か く 
し て コン クリ ー ト 化工 事 以 前 の 上 躍 の 大 部 分 は 死 決する に 
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いた る 。 

2) 栄養 物 の 摂取 困難 

宮入 中 の 食餌 は 野外 に お いて は , 主として 腐朽 し た 水 
章 の 葉 , 根 お ょ び 木 五 等 の 植物 質 で ある と と が , 艇 浦 
1933) 等 に ょ つて 報告 され て いる が , 溝 村 の ュ コン クリ 
ー ト 化 に よ つ て , と れ ら の 植物 の 生育 は 殆 ん ど 不 可能 に 
な り , 中 の 栄養 物 の 摂取 は 極度 に 制限 され る 。 

$) 産卵 , 繁殖 に 対す る 障害 

宮入 上 躍 の 産 に は , 水分 と 産み 出さ れ た 卵 を 区 護 する 
泥 土 が 必要 で ある 。 元 来 宮入 貝 の 産卵 は , ふつ う 水 辺 の 
湿潤 し た 泥 土 等 に 最も 多く 見 出さ れる も の で あり , し た 
が つて コンクリート 化 さ れ た 溝 連 内 に あつ て は , 卵 は 同 
様 に 水面 に 近い 湿潤 し た 内 壁 に 産み つけ られ る と 考え ら 
れる が , と の 際 通 水 を 坦 止 め , 又は 水位 を 低下 せしめ る 
と , 溝 系 の 内 壁 は 乾燥 し , 従 つ て 卵 お ょ び 昧 化 直後 の 稚 
具 は 短 時 日 の 間 に 死 滅する と と が 考え られ る 。 また 通 
水量 を 増 せ ば 内 壁 の 卵 は 洗い 流さ れる に いた る 。 て と の 点 
加藤 (1940) は 流速 毎秒 2 尺 以 上 の 流水 ある 溝 率 で は , 
宮入 中 の 繁殖 は 不通 ご ある と し て いる の は 注目 に 値 す 
る 。 

一 方 テン クリ ー ト 化し た 溝 杯 の 管理 を 適切 に 行 つて , 
その 底部 お よび 内 壁 に 泥 土 の 沈着 を 防止 する と き は , 宮 
入 具 の 食物 た る べき 水 藻 等 の 生育 は 阻止 され る と 共に , 
他 面 泥 土 の 欠乏 は その 産卵 を 著しく 困難 な らし め る と と 
が 考え られ る 。 」 


4) 水流 に よる 宮入 貝 の 流出 6 


本 邦 に お ける 住 血 吸 の 主 な る 墓 延 地 た る 山梨 県 下 の 
それ は , 周辺 に 傾斜 地 が 多い 。 従 つ て コン クリ ー ト 化 き 
れ た 溝 村 内 の 貝 は 流水 に よ つ て お し 流さ れ , 低地 の 平 揚 
部 の 一 部 の 小区 域 に 集まり , し た が つて これ が 殺 減 な い 
し 処理 は ,。 コン クリ ー ト 化 せ ざる 場合 に 比 し て 容易 と な 
る と と が 考え られ る 。 

5) 処理 の 容易 性 

ニン クリ ー ト 化し た 溝 杜 内 に た と え 員 が 棲息 し て も , 
その 殺 減 も る し く は 除去 は 極め て 容易 で ある 。 

と れ を 要する に , 以上 の 諸点 より 宮入 貞 の 減少 が 想像 
され る の で あり , その 主たる 点 は 貞 の 欄 境 改 変 を 行い , 
その 生存 を 困難 な らし めん と する 構想 に 存する の で ある 
が , か か る 携 滅 方 法 は , 例え ば 化学 的 殺 貞 に 比 し て , 
より 基本 的 な , 徐々 で は ある が 確実 な 殺 減 方 法 で ある と 


皿 考 され る 。 
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溝 澤 の コン クリ ー ト 化 と 宮入 具 の 
楼 息 状態 に 関す る 小 試験 


そ と で 筆者 は , ユン クリ ー ト に 改築 し た 溝 が , 果 し 
て 宮入 上 の 棲 急 を 阻止 する か どう か , お よび 宮入 貝 が 流 
水 処 する 態度 を 観察 する 月 的 で 次 の 地点 の 溝 村 を コン 
クリ ー ト 化し , その 前 後 の 溝 思 内 の 上 貝 の 生存 状況 の 調査 
を 行う と 同時 に 併せ て , 同 溝 思 内 に 宮入 上 の 放流 試験 を 
行い , 流水 に 処す る 内 の 態度 を 観察 し た 。 

1) コン クリ ー ト 化し た 潮 翼 の 概要 

使用 溝 票 : 1948 年 度 事 業 と し て , 本 病 予 防 の 目的 で 中 
巨摩 郡 飯野 村 ( 旧 村 名 ) の 一 溝 本 を コン クリ ー ト 化し た 。 

材料 セメント 1, 砂 3, 砂利 6 の 割合 に 配合 

構造 : 全長 約 320 間 , 横断 面 は 第 1 図 の と お り 






































ー- 10 30 30 
20 
S ち 1/20 
20 
ーー 
10 
KU に よ た し も 3 
10 
50 」 
| っ | 
第 1 図 実験 溝 村 の 横断 面 (寸法 単 位 cm) 
勾配 : 約 


滑 沢 度 : 内 面 や や 粗 繕 , 処 々 に 凹凸 あり 

堆積 物 : 土砂 若干 , 其 の 他 殆 ん ど な し 

2) 改良 前 後 の 溝 内 宮入 員 の 観 宗 

イ , 改良 以前 の 宮入 上 中 の 模 息 状 況 

改良 以前 の 本 水路 は , 飯野 村 地 区 に お いて は 最も 中 の 
棲息 密度 の 高い と ころ で , 改良 直前 の 1948 年 11 月 80 日 に 
お ける 本 息 状況 は 第 1 表 の 通り で ある 。 採 具 箇所 は 概ね 


第 1 表 実験 溝 椅 コン クリ ー ト 化 以前 の 
尺 坪 内 宮入 具 棲 息 数 





0 間 50 100 150 200 250 300 320 
43 4 


上 端 か ら の 
間 数 
尺 坪 具 数 36 35 50. 49 39 51 
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50 間 お き に 各 1 ヶ所 宛 計 8 ヶ所 に つい て , 1 尺 平 方 内 の 
全員 数 を 検 し た 。 拾得 具 総 数 844 コ , 尺 坪 (1 尺 平方 ) 
平均 48 コ で あつ た 。 

ロ , 改良 溝 お ょ びそ の 周辺 の 宮入 上 員 の 有無 

溝 湯 に 流水 な く 全 長 に 旧 つ て 全く 内 を 認め な い が , 未 
改修 の 支流 , 隣接 し た 水田 , 睦 畔 お よび 未 改修 の 下流 に 
は 若干 の 宮入 上 躍 を 認め た 。 

3) 附近 の 患者 発生 状況 

1949 年 5 月 県 衛生 部 で 行 つた 塗 抹 法 に ょ る 検便 成績 
は , 全 村 で 住 血 吸 虫 卵 保有 者 7 名 中 4 名 は 本 水路 流域 
の 田畑 耕作 者 で あつ た ( 比 検 者 数 4.48Y 人 , 保 卵 率 0.2 
22)。 

4) 宮入 上 貝 の 放流 試験 

上 記 の コン クリ ー ト 化し た 溝 村 に お いて , 1949 年 8 
月 18, 19 日 の 両日 に わた り 員 の 放流 試験 を 行 つた 。 
放流 に 先立ち , 貝 の 移動 を 容易 に する た め , 一 旦 通 水 
し て 溝 連 内 を 充分 湿潤 きせ , 後 再び 通 水 を 大 断 し て ,。 予 
め 水 浸漬 し た 宮入 上 貝 を , 午後 4 時 , 改良 溝 思 の 底 と , 
上 端 よ り 20 間 , 80 間 お よび 130 間 の 地点 を 夫々 1 号 地 , 
2 号 地 お よび 3 号 地 と し て , 各々 の 地点 に 300 コ 宛 躍 を 
放置 し た 。 

使用 し た 宮入 躍 は 同日 午前 中 , 中 巨摩 郡 今 諏訪 村 ( 旧 
村 名 ) で 採集 し た 約 1000 コ の 中 ,。 シヤ ー レ 内 に お いて , 
運動 に よ つ て 生き て いる と と を 自ら 示し た も の を 用 い 


か = 





な お 試験 当日 の 天候 は 晴 , 気温 は 約 28'C, 水温 は 約 
22C で あつ た 。 

員 の 移動 状況 の 観 宗 

と れ は 夜間 に 理 つて 盆 中 電 類 の 光り を 頼り に 行 つ た も 
の で , 充分 正確 な 観察 は で き な か つた 。 し か し その 結果 
を 見 る に 1・2 ・38 号 地 の 何れ も 大 差 な い 状況 で あつ た 
の で , 一 括 し て 表わす と 第 2 表 の 如く な る 。 す な わ ち 放 
置 後 17 時 間 を 経過 し た 午前 9 時 に お ける 状況 は , 大 多数 





第 2 表 流水 の な ぃ 湿潤 谷 る コン クリ ー ト 
化 溝 栄 内 に お ける 宮入 貝 の 移動 状況 











放 寺 後 の 便 計 に 上 便 豆 に 通 上 

ウ の ャ 。 の る 

bd 面 か ら の 高 放 十 員数 ic 

経過 時 間 き (最高 ) 対す る 比率 
午後 "時 3 時 間 約 2m 10 
午後 10 叶 6 時 間 約 3cm 20 多 
午前 1 時 9 時 間 約 3cm. 50 多 


午前 9 時 17 時 間 約 4cm 85 欠 
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の 貝 は 斑 に 側 壁 に 局 上 つて いた が , 約 15 多 の 上 員 は 商 府 部 
に 残 つ て いた 。 こ と れ ら の 底部 に 残 つ た 貝 の 移動 逢 囲 も る 余 
り 大 きく は な く , 半径 約 50cm を 出 な いよ う で ある 。 ま 
た 何れ の 内 も 湿潤 し た 場所 に 留まり , 側壁 の 乾燥 し た と 
と ろ ま で 慎 上 つた も の は 全く な い 。 

通 水 

前 記 3 地点 に お ける 溝 思 内 の 宮入 上 中 の 流出 状況 を 観察 
する た め , 改良 溝 本 上 流 の 取り 入れ 口 か ら , 水量 を 加減 
レ つ つき 回 通 水 し た 。 

通 水 に 際 し て は , 取り 入れ 口 に 近い 上 流 の 地点 に お い 
て , その 流速 , 水深 等 を 記録 し た 。 

第 1 次 , 第 2 次 お よび 第 3 次 通 水 は 各 々 5 分 間 , 第 4 
次 通 水 は 20 分 間 行 い , 各 次 の 通 水 は 取り 入れ 口 に お いて 
徐々 に 水量 を 増し , 通 水 開始 時 の 急激 な 水圧 に よ つ て 。 
貝 が 一 時 に 流失 し な いよ うに 却 め た 。 又 ー 定 時間 の 通 水 
後 は , 毎回 水 を 完全 に 堀 止 め て 残存 上 貝 数 を 確認 レン た 。 本 
良 溝 翼 の 最 下 端 部 に は 目 の 細か い 金 網 を 備え , 流失 に ょ 
る 員 の 散逸 を 防い だ 。 

流出 状況 の 観察 

通 水 に ょ る 上 中 の 流出 状況 の 観察 は 第 3 表 の 通り で ある 


第 3 表 水量 及び 流速 の 変化 に 伴う ュ ン ク 
リー ト 溝 水 内 宮入 貞 の 流出 成績 

















通 流 水 通 地 通 具 残 流 率 
水 束 深 水 水 存 出 _ 
時 3 具 具 ジ 
順 m/sec cm 間 分 点 前 数 数 比 
第 1 300 270 10 
2 300 285 5 

0 ak NE 
3 300 225 25 
次 計 900 770 19 
第 1 270 30 89 
2 285 200 30 

三 1.0 4.0 5 
3 225 165 27 
次 計 770 395 49 
第 1 30 10:. 本 
2 200 33 83 

に 穫 2 生 村 * S 
3 165 18 89 
次 計 395 61 82 
第 た 和夫 を 2 本 
し 3 
拉 だ の 3 1 だ 9 織 

次 計 
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比較 的 少な い 。 ま た 一 時 お し 流さ れ て も , 下流 に 屈曲 の 
強い し か も 土砂 等 の 堆積 し て いる と と ろ が あれ ば ぱ ば , そ と 
た 留 ま つ て いる も の も 少く な い 。 例 えば 2 号 地 に お いて 
は , 下流 50~70cm 以内 の 地点 に 留 ま つ て いる も の が 約 
25 コ あつ た 。 然し これ ら の 中 も 更に 大 量 の 水 を 流せ ば 殆 
ん ど (9822) 流出 する 。 

と の 際 上 躍 の 流水 に 処す る 態度 を 仔細 に 観察 する と , 流 
水 が 急 激 に 貝 体 に ふれ る と 躍 は 蓋 を 閉 お ちょ うと する 。 と 
の と き 大 多数 の 上 貝 は お し 流さ れる が , 特に 底部 に ある も 
の は 完全 に 吸着 し て お ら な い の が 多い の で , と れ ら は 』 
水 を 開始 し た 騰 間 に お いて 流出 する 。 

と と ろ が と の 時 期 に 水流 の 抵抗 に 打ち 勝つ て 商 吸 着 し 
で いる も の は , 水流 の 方 向 に 適応 する よう に 体位 を 変 ず 
る 。 と の 態勢 の 整 つ た 貝 は , 相当 長 時 間 流 水 に 耐え て 固 














が , 水量 が 少く 流速 も 緩 作 で あれ ば , お し 流さ れる 貝 は 
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着 し うろ る 。 
本 試験 に お いて も , 4 回 に 証 る 通 水 に 耐え て 最後 まで 
固着 し て いた も の は , 放流 上 貝 数 900 コ 中 22 コ (2.4 易 
で , と れ ら の 員 の 多く は , 内 壁面 の 陥 凹 部 お よび 土砂 等 
の 堆積 し た 流水 の 圧 の 少 い と と ろ に 附 着 し て いた 。 
水流 の 速度 に よ つ て , 宮入 貞 棲 息 可 能 の 限界 を 定め る 
と と は 極め て 重要 な と と で ある が , それ に は 比較 的 緩徐 
な 水流 の も と で , 一 層 長 期 に 互 る 継続 的 の 観察 が 必要 が 
ある 。 

要 約 

以上 の 調査 観察 の 結果 より し て 次 の 事柄 が 判明 し た 。 
すなわち 

1) 宮入 中 棲息 水 路 の ュ コンクリート 化工 事 に よ つ て , 
上 中 は 殆 ん ど 消 失 す る 。 

2) 流水 の な いと き は , 溝 選 内 壁 は 完全 に 乾燥 する の 
で , 具 の 活動 は 阻止 され る 。 

3) 通 水 時 に は , 流速 お よび 水量 が 大 き 
い ほ ど 上 貝 は 下流 に お し 流さ れる 。 

4) 溝 湯 内 の 壁面 は , 滑 沢 で 凹凸 の すく 
な い ほ ど 員 の 停滞 を 妨げ る 。 

5) 水路 の 屈曲 お よび 内 部 の 土砂 , 太 等 








ト s 十 
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Is 才 s キ ーーー ヨーーー-| 


の 堆積 物 は 上 内 の 停滞 お ょ び 附 着 を 容易 な ら 
し め る 。 
6) 溝 己 の 内 壁 に 一 時 固着 し 得 た 具 も , 









































通 水量 が 増 は ば や が て お し 流さ れる 。 
| | $⑤ 
ea soase | 日 潮 当 コン クリ ー ト 化 の 技術 
る 的 構想 と これ に 要する 経費 
トキ エー 3o 一 本 5 1 5 ニー 一 5 っ トーー *5 一 一 二 64 
cs 3 幸い に し て 以上 の 宮入 員 楼 邊 水路 の ュ ン 
クリ ー ト 化 が , 宮入 員 撲 滅 策 と し て 極め て 
el so 1Q_ ーー aa と we 4 っ ノム 7ー 
⑦ | lo ヤ 6o ル 有効 で ある と いう 構想 が , 厚生 省 に お いて 
。 8 | 認め られ , 溝 林 改良 事業 に 対す る 国庫 補助 
ーー 久 1 H SO.115 / || が 1950 年 度 か ら 得 ら れる よう に な り , 溝 華 
改良 事業 費 と し て 国 , 県 お ょ び 本 病 墓 延 地 
5 キーー< ム ーー キオ F5 キ ーー ーーー ザ 5 っ | 
_ 市町村 に お いて 夫々 の 負担 率 が 定め られ 
事業 が 開始 され た 。 
ko キーーー- so 一 ーー キ 1o_ ho 39 > マー H 
2 生 いま か か る 補助 計画 に 対応 する , 山梨 県 
8s0.110 1] na 1 下 に お ける 本 病 墓 延 地 の 溝 村 コ ンク リー ト 
さ 化 の た め の 計 画 の 概要 お よび 所 要 経 費 を 示 
お 3 キーー ーー ラオ NN キー パーー ギ 54 P5- オ ーー (ed ト ゅ ギー20ー ト 5 オイ せ ば 次 の 如く で ある 。 


第 2 図 日 本 住 血 吸虫 対策 溝 団 の 規格 及び 構造 


単位 cm 基礎 玉石 径 10cm 以上 S : 断面 積 m* 
ュ ン クリ ー ト 配合 率 : 


セメント 1。, 洗 砂 3, 洗 砂利 6 


( 100 ) 


1) 構造 と 規格 
現在 日 本 住 血 吸虫 病 耶 防 対策 溝 己 の 規格 
は , 山梨 県 に お いて は 第 2 図 の ど と く 138 種 
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第 3 図 クッ ター の 公式 























』 v=- 計 - 時 流速 V 算 出 用 ND 表 の 一 例 
929 eo 2 yio nー0.017 

ト S N D 
計 bc 1/60 10,576 0.39258 
SM 1/80 9.162 0.39311 
4 Ia R : 径 深 ,- 全 - 1/100 8,198 0.39364 

1/120 
/ A : 流 積 つこ h 1 な 
k 一 て P: 潤 辺 ,2a 十 c 1/200 5,808 0.39627 
> お 婦 1/250 5,200 0.39759 
Rss _17300 4,751 0.39890 
の 型 に 定め られ て お り , 溝 東 設 置 箇 所 の 位置 , 地形 。 通 大 工 土工 その 他人 夫 の 賃金 , 丸太 ・ 松 角 ・ 松 板 ・ 釘 等 

水量 等 各種 の 条件 に 応じ て 夫々 の 型 別 が 決定 され る 。 の 型 枠 資 材 お よび セメント ・ 洗 砂 ・ 洗 砂利 等 の コン グ 
コン クリ ー ト の 配合 は 所 調 1 :8 :6 即ち セメント 1, リー ト 材 料 費 等 の 溝 改 良 工事 に 要する 一 切 の 経費 を 含 

洗 砂 3, 洗 砂利 6 の 割合 に 混合 する 。 め た 間口 当り の 平均 単価 は 2,025 円 (1958 年 度 厚 生 省 指 
流水 速度 の 算定 は クッ ター の 人 玉 式 に よ つ て 算出 し 得 た 示 ) と な る 。 

数 値 を , 型 別 お ょ び 各 種 勾配 毎 の 一 覧 表 に 作成 し て 利用 更に と れ を 溝 本 の 型 別 に みる と 第 4 表 の ご と く な る 。 
する (第 3 図 )。 その 算出 基礎 を 1, 8, 8 お よび 12 号 型 に つい て 例示 す 
流速 は 大 きい ほど 効果 が ある の で , 施工 に 際 し て は , る と 第 5 表 の 通り で ある 。 

内 面 を 可 及 的 滑 沢 に し て 粗 度 を 小 な らし め る 必要 が あ 3) 総 延 長 間 数 

る 。 双 , 勾配 を 正しく と り , 特に 底部 の 起伏 に ょ つて 流 第 6 表 の と お り 本 病 墓 延 地 帯 に お ける 溝 の 総 延長 は 


* 手 っ 


が 抑圧 され た り , 土砂 等 の 異物 が 堆積 する の を 防 が ね し 598. 問 て わる 。 で の 数 
ば な ら な い 、。 同様 の 理由 で 水路 の 屈曲 も で きる だ け 排 除 を 基礎 と し , 或 は 現地 測量 に よ つ て 得 た 数 値 の 集計 で あ 
する よう に 指導 し て いる 。 つて 。 この 中 に は , 宮入 由 の 秋 委 し て いた い 測 . 私 設 
2) 経費 用 水路 , 土木 或 は 農業 改良 事業 の 対象 と な つて いる 溝 茎 





第 4 表 コン クリ ー ト 溝 本 規格 別 単価 
型 別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 








二 2,660 2,310 2,270 2,130 1,810 1,.780 1,.750 1,680 1,.390 1,.330 1,300 1,.290 1,230 

















(県 予防 課 ) 
第 5 表 溝 票 = ンク リー ト 化 工事 1 間 当 り 型 別 単価 及び 算出 基礎 
還 詳 EMS 33 号 3 号 8 号 12 号 
ョ m 名 具 数 単価 金額 員数 単価 金額 員数 単価 金額 員数 単価 金額 
3 ml 円 円 ml! 円 円 mm 円 円 mm* 円 円 
切 土 0.126 105 13.23 0.100 105 10.50 0.068 105 7.14 0.059 105 6.20 
基 礎 0.180 1,020 183.60 0.135 1,020 137.70 0.108 1,.020 110.16 0.117 1,020 119.34 
主 体 0.450 3,780.60 1,701.27 0.360 3,780.60 1,361.02 0.255 3,780.60 964.05 0.189 3,780.60 714.53 
弄 要 Tm* Tn* Tm:* mm* 
3.96 189 748.44 3.96 189 748.44 3.132 189 591 .95 2.34 189 442.26 
雑 費 13.46 12.34 6.70 7.67 
計 2,660.00 2,270.00 1,.680.00 1,290.00 





(県 予防 課 ) 
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第 6 表 溝 団 コン クリ ー ト 化工 事 計画 算出 基礎 





市 町 村 有 赤 地 帯 有毒 地帯 の ュ ン クリ ー ト 化 を 要 し な い 間 数 差引 ュ ン タク 


総 面積 の 面積 溝 栄 延 計数 A B C 
町 歩 町 歩 間 間 間 間 間 間 
16,969.2 2.068 245,337.8 390,0 13,255.0 106,653.7 124,781.1 
828.8 519 114,604.8 ec 597.0 538.0 80,841.1 32,628.7 
930.7 680 66,933.0 cos 535.0 11 , 258.0 8,391 .8 46 ,748.2 
996.2 287 87,223.8 mm 391 .0 2,159.0 56,406.8 28,267.0 
1.256.3 759 132,847.8 = 2,075.0 35,230.0 60,795.9 34 , 746 .9 
4,109.9 280 27 ,989.8 1.321 983.0 3,131 .8 22,554.0 
2,858.4 90 45,377.0 彰 215.0 31 ,922.3 13,239.7 
1,260.2 366 48,067 .8 1.035 3,053.0 3,191 .1 be 40,788.7 
2,999.8 32,196.6 1,321 2,846.4 1,299.0 ーー 26,730.2 
1.078.3 27.972.9 2,318 248.0 Co 6,017.6 19.389.3 
1,451.4 255 26,779.3 5,123 388.0 2,324.1 2,421.5 16,522.7 
2,139.7 18,149.6 4.121 259.0 omo 1.337.55 12,432.05 
2,093.3 5 60,685.8 19,367 1,.635.0 4.015.0 19,585.9 16,082.9 
1.376,4 143 15.514.0 2,005 259.0 215.0 74.5 12.965.0 
619.1 7 57,307 .0 ーー 1,159.0 639.0 7,069.2 48,439.8 
828.9 361 58,425.3 だ で We ーー 48,425.3 
1,605.3 5 「 30,776.2 3,215 712.0 2,120.0 2,994.0 21,735.2 
2,383.7 65 12,311.0 1,321 219.0 2 916.5 9,854.5 
3,954.6 9 2,135.2 215 oe 8 533.7 1.386.5 
1,089.0 355 36, 377.4 321 199.0 oo 760.4 35,097.6 
1.615.3 355 89,263.2 481 115.0 321 .0 9,950.6 78,395.6 
6,612.6 18 2,447 .7 aa me ta に っ 2,477.7 
1.938.0 475 60,117.2 4,215 2,300.0 509.0 7,430.5 45,662.7 
14,515.0 773 247,688.6 4,031 314.0 455.0 129.676.6 113,212.0 
954.9 和枝 8,844.8 235 1.042.0 2.066.0 ae 5,501.8 
5,334.1 30 3,320.6 3 95.0 103.0 410.0 2,712.6 
493.1 35 20,100.4 121 267.0 318.0 13,096.7 6,297.7 


83,785.3 9,099 1,578,794.8 51.024 20,293.4 83,147.0 547,285.55 877,044.85 


。 急流 等 の た め 由 が 楼 息 し な い 場所 の 間 数 B: 公共 性 が な い 場 所 の 間 数 C: 類 業 改良 事業 計画 間 数 
(県 予防 課 ) 





上 





2 普 | 周 出 沙 旭 一 鹿 財 吾 
渦 筒 机 泊 汐 陳 還 処 当 問 水 


唄 礎 三 


引 
Ku 
当 斗 当 汁 紀 斗 斗 斗 骨 汁 可 避 可 避 避 財 習 汁 基 若 き 


届 温 基 球 滞 毅 國 圭 層 落 時 
紅 若 寺 肖 避 





に 2 





境 
中 
豊 
富 
八 
白 
源 
模 
若 
田 
増 
じい 4 
圧 
春 
山 
中 
合 
話 


ドコ 


排水 路 , コン クリート 化 の 対象 と い 大 き な 水 路 , の で , 1957 年 度 以後 10 カ 年 間 に , 本 病 墓 延 地 全域 に 古 る 
将来 不要 と な り ま た は 9 さき Ma 含ま れ 溝 本 の 改良 工事 が , 完成 され る べき 目安 が た つ に いた つ 
て いる 。 従 つ で こと れ ら は RavetwboS3356NCR し た の で ある が , 工事 量 の 増加 に 伴 つ て , 県 お よび 市 町 村 
SE 限り , 本 事業 の 有 順 調 な 進捗 が , 地方 財政 の 鍛 逐 に ょ つて 
阻ま れる 傾向 が 見 う 2 けら れる 。 
4) 所 要 総 経費 
将来 本 病 対策 と し て 施工 すべ き 山 梨 県 下 慕 延 地 帯 の 溝 山梨 県 に お ける 溝 澤 コン 
総 延長 は 877,044.85 間 で ある か ら , と れ に 要する クリ ー ト 化 の 進 朱 状 況 
総 経費 は , 間口 当り の 平均 単価 を 2.025 円 と すれ ば , 
1,776,015,821.25 円 の 巨額 に 達する 。 1950 年 度 より 国 の 補助 を 得 て 開始 され た 書 改 良 事 
国 に お いて は , 1956 年 寄生 貝 病 子 防 法 の 一 部 を 改正 し , 業 は 第 Y 表 に 示す 通り , 1950 年 度 4,742.6 間 , 1951 年 
潮 率 の ュ ン クリ ー ト 化 の 年 間 工事 量 の 枠 を 大 巾 に 拡げ た な 2,963.5 間 , 1952 年 度 5,272.8 間 , 1953 年 度 に は 
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第 7 表 


日 本 佳 血 表 虫 撲滅 用 ュ ン ソン ク リー ト 溝 栄 年 度 別 既設 間 数 





1950 1951 1952 1953 


DR 
市 町 村 


1954 1955 1956 1957 計 





470.6 426 .0 474.0 

を 178.0 Pi 
77 .0 Yi 145.0 
160.0 ye 285.0 


320.0 348.0 
9 * 480.8 
で e 166,0 

155.0 


3,.607 .0 
918.5 
754.5 

1.024.8 

1.053.8 

1.041.3 
351 .4 

1.000.3 
436.4 
275.7 
858.9 
479.6 
478.7 
539.1 
867.3 

1.353.2 

1,330.9 
344.8 
152.6 

1,189.4 

1,180.6 
205.8 

1.545.1 

3,103.1 

- で 156.0 279.4 

二 39.5 200.0 218.7 


府 市 


中 っ 評 | 地上 則 牽 各 還 憧 還 斑 


つこ 491.0 
70.0 1,114.0 


吉河 問 園 司 守 


参 
半 汁 千 当 過 過 汁 財 さき 


陸 溢 
台 


源 
横 
若 
甲 
増 
双 
甘 
春 
山 
中 


1.770.4 
902.8 
1.021.7 
826.6 
1,.697.8 
815.1 
655.7 
651.4 
478.4 
256.3 
325.6 
499.8 
348.0 
381.0 
627.8 
1.946.3 
1.057.6 
S65.0 
169.9 
823.3 
1.258.7 
197.0 
1.251.6 
2.005.7 
114.4 
162.8 
468.0 


4,415.0 
1.845.7 
2,019.0 
1.477.0 
1,.662.5 
1.080.0 
662.0 
828.0 
765.5 
695.0 
780.0 
962.5 
565.0 
1.122.5 
1.894.5 
3,495.8 
2.731.5 
396.0 
217.5 
1.547.0 
3,571.3 
185.0 
2.633.0 
3,685.5 
573.0 
641.0 
569.7 


16,654.3 
5 889.4 
6,161.2 
6,149.0 
7,225.4 
4.869.0 
3,224.7 
4.630.7 
2,707.7 
2,034.6 
4,252.7 
2.644.1 
2.737 .9 
2,820。5 
4.779.3 

10.832.6 
8,933.7 
2,087.5 

904.0 
5,461.0 
8,478.4 

832.7 
8,655.7 

17 .184.5 
1.738.8 
1.536.6 
1.370.4 


3,074.4 
1.121 .1 
987 .0 
1,138.7 
1.456.7 
739.4 
656.6 
617.8 
375.5 
222.2 
918.1 
221 .5 
399.9 
319.3 
557 .6 
1.597.3 
1,540.6 
391.6 
152.7 
838.1 
820.0 
62、2 
1.395.0 
3,200.0 


2,416.9 
923.3 
1.157.0 
1,236.9 
1,156.6 
432.2 
760.0 
786.4 
441.9 
246.4 
771 .1 
403.7 
619.3 
370.6 
722.1 
1,512.0 
910.1 
304.1 
135.3 
783.2 
1.273.8 
112.7 
1.040.0 
2,758.2 
250.0 193.0 
161.3 113.3 
9 332.7 





4.742.6 2,963.5 





| 


一 躍 5 倍 に 近い 増加 を 示し , 貢 後 は 1954 
年 度 23.214.6 間 , 1955 年 度 21.912.8 間 , 1956 年 度 
21,078.7 間 と 大 差 が な い が , 1957 年 度 に いた つて 寄生 
由 病 予防 法 の 一 部 改正 に よ つ て 41,020.5 間 と 約 2 倍 に 
増加 し て いる 。 

寄生 虫 病 予 防 法 の 改正 に 伴う 工事 量 の 増加 に よ ょ つて, 
溝 巣 改良 10 カ 年 計 が 樹立 され , 一 応 本 事業 の 短期 建 成 
の 目安 は た つた の で ある が , その 初 年 度 に 当る 1957 年 度 
の 厚生 省 指示 韻 数 は 41,145 間 で 同年 度 計 吾 間 数 69。76 
8 間 の 58.97 に し か 達せ ず , また 事業 実績 を みて も と 
れ に 近い 41,020.5 間 で , 町 Ceeafteome 
732,.284.45 聞 の 5.6 多 過ぎ な い 。 更に 1958 年 度 の 施工 
子 定 間 数 も 55,000 間 で , 当初 te 94,560.4 間 に 対 
し 5.8% で ある (第 8 お ょ び 第 9 表 ) 。 

し た が つて 1957 年 度 実施 工事 量 の 2 倍 に 近い 工事 を 毎 


23.590.9 間 と 


5,272.8 24,590. 9 _23, 214.6 21, 912. 9 21, ,078. 7 4 020. 5 


144, 796.4 


(県 予防 課 論 料 より 自由 ) 


年 実施 し な けれ ば , 法律 で 規定 され た 10 カ年 間 に , 全 
溝 世 の ュ ン クリ ー ト 化 を 計画 通り 完成 する と と は で き な 
い 。 

さら に 市 町 村 財政 の 現況 より 推し て , 当初 の 10 カ 年 計 
謀 通り 工事 を 推 し 進め る と と は 極め て 困難 で あつ て , 国 
庫 補助 率 を 引き 上 げ る と 共に ヒ , 年 間 工事 量 の 枠 を 大 巾 と 
拡大 し な い 限り , 本 事業 の 完了 を みる に は 更に 計 導 延長 
を せ ざ る を 得 な いと 考え る 。 

同時 に また 本 病 墓 延 地 に お いて や, 潮 華 コンクリート 
化 の 期限 を 短縮 する た め に は , 不要 の 水路 は 整理 し , 工 
事 に 当 つ て は 可 及 的 直線 に 近い も の を 造る 奉 力 か 望ま レ 
い 。 そ うす る と と に ょ つて 水流 は 速く な り , コン クリ ー 
ト 化 すべ き 水 路 の 延長 は 短縮 され る の で , 宮入 上 の 棲息 
地 は 埋没 され , 工事 量 お よび それ に 伴う 経費 も 節約 きれ 
る 。 


(103 ) 
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第 8 表 1957 年 諾 以降 10 ヵ年 計画 の 溝 栄 の 間 数 





て へ 、 年 度 
市 町 村 へ 、 
甲府 市 h1,626.0h3.867.012,659.015,087.013,358.012,726.0| 9,906.0 8,043.0| 8,439.0 6,831.0| 112,542.0 
玉 穂 村 | 3.130.0| 3,110.0| 2,412.0| 2,.540.0| 3,.200.0| 3,316.0 2,660.0 2,560.0 3,597.0 2,060.0 28,585.0 
昭 和 村 | 多 も 271.0| 5,305.0| 5,142.0」 4.612.0| 3.853.0| 4,151.0 3,499.0 4.069.0| 4,248.0 3,456.0| 42,606.0 
田 富村 | 3,649.0| 5,254. 4.132.0| 4.096.0 2,728.0| 2,.444.0| 944.0 348.0 ー ー| 23,595.0 
竜王 町 | 3,251.0| 3,485.0| 3.034.0| 3,280.0| 3,295.0| 3,020.0 2.636.0」 2.368.0| 2.275。 生れ 5 給 29,184.0 


敷島 町 | 1,.407. 
珠 町 | 1,074。 
和 町 | 1.525. 
宮 町 | 1,.013. 


| | 
1957 | 1958 1959 | 1960 | 1961 1962 1963 | 1964 | 1965 1966 計 


| 
| 
1 
| 
| 
| 





2,008. 1.914.0| 1.940.0 1.845.0| 1.996.0| 1,847.0| 2.028.0| 1, 882.0 1,898.0| 18,765,.0 
1.050.0| 1,249. 0 1,204.0| 1,120.0| 1,266.0| 1.083.0| 895.0| 938. 0 798.0| 10,677.0 
4,115.0| 4,216. 0 4,160.0| 4,151.0| 3,558.0 3,967.0| 3,558.0 3,141 。 0| 4.595.0 36,986.0 
2,549.0. 2,636. 0 2,406.0 2,661.0| 2,493.0 2.507.0| 2,690.0 2.922.0 2.911.0 24,788.0 
2,074.5| 1.748.5| 1.842.3| 1.873,7| 1,961.0| 1,.746.0| 1,526.0| 1,656.7| 1,.701.0| 18,049.7 


御坂 町 | 1.920. 
1,300.0| 1,200.0| 1,350.0| 1,400.0| 1.300.0| 1.400.0 1,300.0 1,300.0| 1,400.0| 13,050.0 


0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

入 代 町 | 1.100.0 | 

療 川村 | 1.500.0| 2,517.4 の.409 | 1.4893 1493 45 474.3 ae. 385.0 10.750. 
0 
0 
0 
5 
0 
0 
0 
0 











| | | 
中 道 町 | 1,260.0| 1,450.0| 1,650.0| 1,600.0| 1,350.0| 1,400.0| 1,550.0 1.700.0 1.000.0 950.0| 13.910. 
豊富 村 | 1.081. 


| | 

1,124.0| 1,364.0| 1,056.0| 1,325.0| 1,131.0| 972.0 750,0| 11,267 
富士 見 村 | 2,955. 
田村 | 6,942. 


1.243.0) 1,221 . 
5,700.0| 6,050. 


4,910.0| 4,450.0| 4.570.0| 3,860.0| 3,270.0 ,720.0 4,.070.0| 45,555. 


5 
| 
7,118.5| 6,000.2 6,159.1| 3.927.0| 4,103.5| 4,353.3 3,864.9| 5,771.0 2,848.5| 51,088. 


| | 
1.875.0| 1,915.0| 1.780.0| 1,465.0| 1,725.0| 1,680.0 765.0| 830. 0 1.295.0| 15,.533. 


根 町 | 2,203. | 


1.360.0| 793.0| 1,123.0| 654.0| 370.0| 550.0 958.0| 500. 0 785.0| 8,163. 


ー ゴ | 700. 
2.871.0| 2.714.0| 2.709.0| 2.915.0 3.633.0| 3.168.0 1.748.0| 31.183 


0 
0 
2 
0 
村 | 1,070. 0 
.0 
.0 
4.0| 7,537.0| 7,158.5| 8,361.0| 9,872.0| 6,773.0| 8,160.0 6,980.0| 73.488. 
.0 
.0 
0 
.0 
.0 
.0 


130.0| 175.0 cr 生 


八 

白 

源 

種 形 町 | 170. 
若草 村 | 4,221. 
甲 

増 

双 


145. 
4,338. 
西 町 | 3.105.0| 8,348. 
穂 町 200.0| 200. 
葉 町 | 4.970.0| 4,305. 
甘 崎 市 | 4.746.010,266 
春日 居 村 400.0| 715. 
山梨 市 579.0| 312. 
400.0| 550. 


らら _ の 


| 
2 
| 
| 


らら らら らら 6o こ 誤 


200.0| 200.0| 200.0| 200.0 200.0 200.0 ーー ま 2000。 
3,285. 9 4,720.0| 3,525.0| 3,060.0 3,610.0| 3,710.0| 3,295.0 39,640.0 
12.,568. 011,945.012,673.0 9,008.0| 8,678. 9 7.823.0 8.750.0 99,713.0 
502.0| 541.0| 450.0| 354.0 250.0| 271.0| 216.0| 4,336.0 


303.0| 252.0 6 4 人 : 二 まだ: 条 
| | 555.0| 5,497.0 
| | 
| | 


13,256。 





700.0| 660.0| 512.0 575.0 0.0| 581.0 


90,429. |88,742. |82.573。 
65! 65| 





-) ら らら らら 6 らら 











80.339.871,971.664,960.469,489.760,432.5| "70 








了 69,.768.594,560.4| 
時 5 95 











(県 予防 課 ) 


南巨摩 郡 増穂 町 長沢 地区 に お いて は , 溝 村 の コン クリ 埋没 に ょ る 殺 上 貝 効果 に つい て は , 筆者 は 近年 次 の ど ごと 
ー ト 化 に 伴い , 1.000 間 の 未 柳 江 を 土地 の 交換 人 合 き 事 例 を 経 験 し た 。 中 果南 地区 は 。 和 県 
等 に よ つ て 直線 状 に 改め た の で , 1,000 間 の コン クリ ー に お いて も 有数 の 宮入 中 濃厚 棲息 地帯 と し て 知ら れ て い 
ト 化 で 全 溝 思 の 改築 が 可能 に な り , 1958 年 度 を 最後 と し た が , 1953 年 10 月 より 1958 年 4 月 まで に , と の 地区 の 全 
て 無病 地 え の 編入 の 見 逃し か つい た の で ある 。 耕地 352 町 歩 の 中 約 8522 の 8300 町歩 を 土地 改良 事業 と し 
溝 涯 コン クリ ー ト 化 に 伴う 宮入 貝 の MRP 新 
棲息 状態 に つい て よぶ 准 減 お ょ び 排 水 
た が 。 cio の 表 和 ンク リー ト 化 され 
宮入 貞 棲 息 溝 累 の コンク リー ト 化 工事 直後 に お いて 中 か つた に も ゃ 拘ら ちず , 宮入 上 貝 を 殆 ん ど 見 る と と が で き な 
が と と に 見 出さ れ な い の は 当然 で ある 。 蓋 し 中 は 工事 の 、 と # Oo 
剛 程 に お いて 埋没 され る か ら で あ る 塗 抹 法 に ょ る 住民 の 検便 成績 も , 1953 年 に は 住 血 吸虫 
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(1958) 〕 


第 9 表 


ュ ン クリ ー ト 化 溝 栖 既設 間 数 及び 残 間 数 








半 
國 
革 
/ 


溝 票 コン ク 
リー ト 化 工 
事 計画 間 数 


既設 コン タク 
1956 年 度 以 前 


358 年 度 


リー ト 化 間 数 
ae 予定 間 数 


1957 年 度 


差引 残 間 数 





中 中 田 憧 還 斑 


124,781 .1 
32.628.7 
46,748.2 
28,267 .0 
34 ,746.9 
22,554 .0 
13,239.7 


12.239.3 
4.043.7 
4 ,142.2 
4.672.0 
5,562.9 
3,789.0 
2.562.7 


108,126.8 
26,739.3 
40,587.0 
22,118.0 
27,521 .5 
17,685.0 
10,015.0 


4,654.1 
2,940.4 
3,166.2 
3, 494.3 
2,634 .1 
1.351 .2 

897.7 


4,415.0 
1.845.7 
2,019.0 
1.477.0 
1.662.5 
t,080.0 

662.0 





向 唄 泊 | 沖 訓 田 届 当 開 素 
斗 計 避 言 避 | 言 計 財 斗 斗 斗 計 


時 陣 せ 世 > 音 | 
トト 大 ミ 
m 向 放 

半 半 紀 


40,788.7 
26 ,730.2 
19,389.3 
16,522.7 
12 ,432.05 
16,082. 
12,965. 
48,439. 


3,802.7 
1.942.2 
1.339.6 
3, 472.7 
1,681.6 
2,172.9 
1.698.0 
2,884.8 


772.3 
227 .9 
529.6 
901.7 
1.669.5 
1.061.0 
1.273.5 
2,787 .6 


828.0 
765.5 
695. 
780. 
962. 
565. 
1.122. 
1.894。 


36 .158.0 

24 ,022.5 

17.354.7 デア 
12,270. 
9,787. 
13,345. 
10,144. 
43,660. 


《 〇 
①1 





45,662 


58, 425. 
21 ,735 
9,854. 
1,386. 
35,097 
78,395 
2,447 


7,336 .8 
6,202.2 
1,691.5 

686.5 
3,914.0 
4,.907 .1 

647.7 


47,592. 
12,801 . 
7,767. 
482. 
29,636 .0 
69,917.2 
1,615.0 


4,894 .1 
1.965.7 
1,423.0 

371 .4 
3,890.9 
4,693.8 

662.6 


3, 495. 
2,731 . 
396 . 
217. 
1.547. 
3,571 
185. 


mi どの コロ |m ロ ぴの 





| 





113,212 


6,022.7 
13,499.0 


_2.159.1 
4.203.7 


37,007.0 
96,027.5 


2,633 
3,685. 





5,501 
2.712. 


1,165.8 
895.6 


らら | ら | らら らら coolg ら らら 


573. 3,763.0 524.7 


352.0 


641 .0 1,176.0 





八 
白 
源 
格 
若 
甲 
_ 増 
双 
圧 
春 
山 
中 


きく へ | の ol ら ヽ | っ ooouoeolooto 


6,297. 


800.7 


569.7 4.927.3 497.9 





人 計 


877 ,044.85 


103,775.9 


41 ,020.5 732 ,284.45 55,000.0 





保有 率 は 8.18 多 (1,406 人 中 115 人 ) で あつ た の に 対し , 
1957 年 に は 1.2722 (706 人 中 9 人 ) と 急激 な 低下 を 示し レ 
て いる 。 と の 地帯 は 沿 上 流 に 濃厚 な 宮入 貝 棲息 地 が 隣接 
し て いる の で , と れ ら の 保 卵 者 の 多く は 上 流 か ら 流れ て 
きた セル カリ ア に よる も の か 或 は 他 の 本 病 墓 延 地 え の 出 
作 に ょ る 感染 と 考え られ る 。 以 上 の 事例 に よ ょ つて も 筆者 
は , “コン クリ ー ト 化 の 構想 ” の 項 の 1) に の べた 如 
く , 埋没 に よる 宮入 貝 の 撲滅 効果 を 確信 する こと と が で き 


あこ 
7 こ o 


さて 筆者 は 。 既 記 “コン タリ ー ト 化 の 構想 ” の 項 に お 
いて 溝 村 の ュ ン クリ ー ト 化 が 宮入 中 の 撲滅 に 著しい 効果 
と と を 指摘 し た が , その 真 耕 を 実際 に お いて 確 
に 宮入 員 の 最も 濃厚 な 棲息 地 で ある 1 町 


2 
め る へ べき 


う 、 っ ぶさ みこ) か 
か めん が た め 


( 105 ) 


(県 予防 課 ) 

2 村 (中 巨摩 郡 若草 村 ・ 白 根 町 ・ 八 田村 ) に 設置 され た 
コン クリ ー ト 化 溝 村 に つき , その コン クリ ー ト 化 以前 の 
貝 の 棲息 状況 と ,。 コン クリ ー ト 化 後 に お ける それ と の 比 
較 調査 を 試み た 。 同 地区 は か つて 山梨 県 下 6 保健 所 管 
内 各地 に お ける 宮入 中 調査 の 結果 か ら 見 て も , 県 内 , 第 
1, 第 2, 第 3 位 に 位 する 同 貞 の 最 漠 厚 分 布地 で あつ た 。 
同 地区 の 見 取 図 は 第 4 図 に 示す ど ご と く で 

調査 は 上 記 の 一 町 2 村 地 内 の , 比較 的 平 垣 な 地域 に き 
置 さ れ た 溝 を 選択 し , 同 溝 票 コン クリ ー ト 化 以前 (1955 
年 10 月 ) と コン クリ ー ト 化 以後 (1957 年 10 月 ) と の 2 回 
に 理 つ て 行わ れ た 。 上 只 の 採取 は , 同一 溝 本 に つい て 無 作 
為 に 夫々 3 地点 を 選び 尺 坪 採 集 を し た 。 採 中 は すべ て 習 
熟し た 同一 技術 者 に よ つ て 行 つ た 。 


og 
る や 




















































有 病 地 ーー 町 村 境 囚 
?$ 。 小 堂 原 保健 所 "eewe 電 車 


第 4 図 観察 漠 杜 の 位置 見 取 図 


〇 コンクリート 化 前 後に お ける 比較 調査 地点 
口 未 改 良 溝 細 と これ に 近接 せる ュ ン クリート 
溝 栄 と の 比較 調査 地点 


その 結果 は 第 10 表 に 示す よう に , 改良 前 の 尺 坪 平均 棲 
息 数 は 51.2 コ で あつ て 。,。 貝 は 概ね 水面 よ り 上 の 内 壁 に 棲 
息 し て お り , 未 改修 溝 本 で は 勾配 の 大 小 と 貝 の 棲息 密度 
と の 関連 性 は 認め られ な い 。 然るに と れ ら の 溝 票 キ ュ ン 
クリ ー ト 化し た 後に お いて は , その 2 ヵ所 を 除き 尺 坪内 
に は 貝 は 全く 認め られ ず , その 2 ヶ所 も 僅か に 1 コ を 認 
め た に 過ぎ な か つた 。 な お , コンクリート 化 後 の 溝 に 
あつ て は 。 尺 坪 当 の 発見 員数 が あま り に 少な か つた の 
で , 念 の 為 め , 溝 杯 の 全長 に つ て 10 分 間 の 採集 数 を も 
調べ て みた 。 そ の 結果 は 地区 番号 5 (白根 町 上 今 諏訪 ) 
に お いて 例外 的 に 81 コ を 採取 し た 以外 , 他 の 地区 に あつ 
て は ほとん ど 上 内 は 見 当ら な か つた 。 (第 10 表 右 方 第 2 行 
参照 ) 右 の 今 諏訪 地区 は その 地形 を 披 ず る に 低 部 の 面 も 
勾配 が oo 6 と 云う 平坦 地 の 溝 世 で あつ た 。 と の 地 


w/ 


( 106 ) 
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区 に あつ て 例外 的 に 貝 が 多数 見 出さ れ た 理由 は , お そら 
く 改良 溝 の 上 流 か ら 運 ば れ て きた 貝 が , と の 地区 が 平 
坦 で あり , し た が つて 水流 が 緩徐 な た め に 偶々 そ と に 停 
滞 し た も の と 考え られ る 。 蓋 し と の 地区 の 溝 村 の 上 流 地 
帯 は 極め て 濃厚 な 員 の 棲息 地 で あり , 更に 年 間 を 通じ て 
の 負 祭 に よ つ て も , コン クリ ー ト 溝 内 に 躍 が 見 られ る 
の は 秋 の 落水 期 ま で で ある が , 調査 当時 は あたかも と の 
時 期 に 当 つ て いた の で あつ た 。 

次 に 筆者 は 前 記 1 町 2 村 お よび 甲西 町 に ある ユン クリ 
ー ト 化 溝 森 お ょ びと れ に 近接 し て , 同様 な 条件 下 に ある 
未 改築 溝 10 カ 所 に つい て 夫々 宮入 貝 の 棲息 数 を 検 ベ そ 
の 結果 を 比較 し て みた 。 (第 4 図 の 口 印 の 部 で 夫々 ユン 
クリ ー ト 化し た 溝 胃 と 然 ら ざる も の と の 同時 調査 を 行 
つた ) 調査 は 1958 年 3 月 殺 上 内 作業 開始 前 に お いて 行わ れ 


た ュ = 
7 こ O 


その 成績 は 第 11 表 に 示す 通り で ある 。 す な わ ち 近接 の 
コン クリ ー ト 化 溝 森 内 に は 全長 に 理 つ て 全く 宮入 中 が 認 
め ら れ な か つた の に 対 し て , 未 改 築 溝 村 に は 何れ も , 尺 
坪 採 具 数 は 夫々 の 地区 に お ける 3 地点 調査 の 平均 が 4.3 
て 47.8 コ で あつ て , 未 改 修 溝 票 内 に 比較 し て 改修 溝 系 内 
に あつ て は 宮入 具 の 棲息 は 全く 認め られ な か つた と いう 
弄 然 た る 差異 が 認め られ た 。 

更に と の 側 祭 に 際 し て の 興味 ある 事実 は , 溝 が コン 
クリ ー ト 化 さ れる と , 単に 改築 溝 糞 のみ に 留まら ず , 特 
に 財 畔 等 の これ に 隣接 する 地帯 の 宮入 貞 も , 1 ~2 年 後 
に は 著 明 に 減少 する と いう と と で ある 。 

即 に 知ら れ て いる よ ょ うに, 夏期 は 貝 の 活動 産卵 に 必要 
な 水 を 洪 え , 冬眠 期 に は 乾燥 する よう な 未 改修 溝 玄 は , 
一 般 に 宮入 上 躍 の 好適 な 繁殖 地 で ある 。 従 つて と の よう な 
溝 世 を コン クリ ー ト に 改築 する と き は , 宮入 上 躍 の 重要 な 
発生 源 は それ 以前 に 比 し て 著しく 減少 する と と が 考え ら 
れる 。 ニ コンク リート 化 さ れ た 溝 選 の 周辺 地区 に お ける 宮 
入 具 の 著 明 な 減少 は , 思う に か か る 理由 に 基く も の と 思 
考 さ れる 。 


コン クリ ー ト 満 涯 と 化学 
的 殺 上 内 の 併用 に つい て 


コンクリート に 改修 し た 溝 尼 の 実状 を 観察 する と , 流 
速 の 比較 的 大 な る 溝 選 は 底部 に 堆積 物 も 少く , 宮入 上 も 
附 着 棲 島 し て いな い が , 平坦 地 の 溝 に は 泥 土 , 砂 傘 , 
枯木 , 枯草 , 枯葉 等 が 堆積 し , 多数 の 上 貝 が 附 着 し て いる 
の を 展 々 見 うけ る 。 

筆者 は 警 て (1947 年 11 月 ) 甲府 市 湯村 地内 に 農業 用 の 
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こら 第 10 表 溝 涯 コン クリ ー ト 改良 前 後に お ける 宮入 具 棲 息 の 比較 
が 平 
2 改良 前 (1955.10) 攻 還 後 (195710 
ー 地 幻 周 間 周 間 1 
に 地 区 地区 名 宮入 員数 辺 弘 具 0 辺 控 活 送 年 仁 理 状況 
* 出 の の コ 
9 で 和 SR 内 A rr 
: n 1 2 3 平均 人 を 坪数 聞 数 信 。 別 mec 間 混 士 謙 疾 植 物 通 水 
きる 重い 。 1 1/200 115 95 121110.3 33 0 0 10 13 0.744 180 一 一 + + 前 攻 
2 生 な 1/150 41 67 56 54.7 21 0 0 0 8 1.056 250 一 二 廿 十 
昌 1 人 
3 條 四 補 1/650 118 80 25 72.7 15 0 1 2 4 0.539 100 桂 一 一 + 
と 4 . 和 し 村 1/250 15 29 31 25.0 14 0 0 0 8 0.817 350 二 一 一 + る 
ン と 3 
に 5 昌幸 章 1/800 56 112 118 95.3 95 1 31 73 1 0.683 170 填 十 填 
衣 、, 
れ 6 1/150 18 31 11 20.0 67 0 0 14 4 1.132 193 一 一 一 十 
。 白根 町 2 少量 の 
に 7 訪 17600 61 24 39 41:3 41 1 7 20 4 0.562 80 十 十 生 の み 
認 時 190 15 20 19 40 28 0 0 10 8 る 1.056 190 一 一 一 
9 着 革 補 /i50 35 64 99 66.0 42 0 0 0 81.956 200 一 一 一 二 な 
io 攻 草 科 /sp 1 9 6 5.3 3 0 0 0 41.793 128 一 一 一 - ae 
う 平 均 47.0 54.0 52.5 51.2 35.9 0.2 3.912.9 
庄 : 流速 は 水量 8 割 通 水 時 に お ける 計算 値 
ン 
和 集 表 、 未 下京 織 押 ま 着 族 ヌン アテ ー ト ある 。 と の 溝 栗 は 湯村 山南 棚 の 耕地 を 東西 に 走る 殆 ん 
和 溝 縮 内 の 宮入 具 棲 息 数 の 比較 勾配 の な いも の で , 泥 土 ・ 枯 葉 ・ 菓 等 PAR 
午 区 名 大坪 定 入 内 数 近接 ユン クリート ンク リー ト の 肌 は ほとん ど 解 冶 に 攻 は れ , 壁 お よび 底 は 
F Me 1 2 3 平均 政 森 内 答 入 具 数 処 々 に 亀裂 を 生じ , 内 部 は 適度 に 湿潤 し て いた 。 
1 人 な 見 村 Ss sm 17 20.7 0 また , 北 世 庁 双 町 金 則 寺 地内 の 岩下 に , 道路 の 側溝 
な A 田村 て 造ら れ た コン クリ ー ト 溝 乗 は , 夏期 に は 常に 
。 II の ま 17 42 23 27.3 6 と し 造ら れ ンク リー ト 溝 秋 夏期 は 常に 多数 
よ ! い 還 析 の 稚 貞 を 見 る と と が で きる 。 と の 溝 も 勾配 が 小さ く , 
\ 上 み 
* II で 放 砂 64 51 27 47.3 0 道路 に 沿 つ て いる た め , 絶え ず 土 砂 ・ 麻 頑 も を も ち 込 まれ 
0 ア 良 町 て いる 。 
IV 呈 野 新 男 7 4 2 4.3 0 MA 2 
し P と C 迄 は し や な ! ーー 凌 ( ゝ 
vV 生 根 町 ]。 。 (6 43 0 MPP 
ae が , 宮入 貞 の 好適 な 第 殖 地 と な つて いる 。 
WV 間 生 52 1 65 42.7 0 住 血 吸 了 撲滅 の た め に コン クリ ー ト 化 さ れ た 溝 栗 が, 
っ も し と の る な ら ば , 年 々 巨費 を 投じ 
VII ー ま が 31 14 17 207 0 や の 様 な 状態 で 放置 され る な ら ば 。 年 々 巨費 を 投じ 
に 同 て 続け らち れ て いる と の 事業 も , 本 来 の 目的 を 充 盆 に 達 す 
E vm 若草 村 2 4 2 43 0 ろ る こと は で き を 
鏡 中 条 る と と は で き な い 。 と と に 溝 条 改 築 化 に お ける 維持 お よ 
「 IX ve 夫 3 多 : を の 0 び 管 理 の 重要 性 が ある 。 
上 8 即ち 溝 票 の 内 部 を 渡 藻 し , 壁 の 藻類 を 除去 し て 常 た 
“ X 電導 4 21 47 24.0 内 ち 潮 東 の 内 部 を 流 の 藻類 を 除 常に 水 
の 流通 を 良く し , Ms し て くる 植物 は と り 除 か ね 1 
目的 で 敷設 され た と 思わ れる コン クリ ー ト 溝 系 内 に , 尺 ば な ら な い 。 特に 勾配 の 少 yp は 概して 水流 が 緩 や | 
“ 坪 200 コ 以上 の 宮入 上 貝 が 棲息 し て いる の を 認め た と と が か で ある か ら , 泥 土 ・ 塵 頑 等 が 堆積 し や すく , 上 流 か ら 
( 107 ) 
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運ば れ て きた 上 貝 の 繁殖 を 可能 に する 。 し た が つて 
異物 侵入 の 排除 は 勾配 の な いと ころ ほど 励行 する < 
重要 で ある 。 

また , 溝 の 破損 に よ つ て 生じ た 間 隊 は 外部 より 水 が 
塗 入 し て , 断水 時 に お ける 溝 の 完全 乾燥 を 妨げ , 雑草 


て 生 


等 の 発生 を 促 し て 5 cdee る 危険 が ある の で , 
コン クサ リート Tr 入 貝 は , 遊 蔽 物 が 殆 ん ど な 


い の で , 化学 的 殺 具 お よび 火力 に よる 殺 具 効果 も 確実 で 


ある し , また 貝 の 発見 も 容易 で ある か ら , 拾得 法 に ょ る 


処理 も 可能 で ある 。 


CE て 宮入 内 


の 完全 撲滅 の 手段 と し て の 溝 栄 = 


ンク リー ト 化 に つ ! 待 0 と き 。 と れ の み に よ つて は 
貝 の 完全 絶滅 を こと は 極め て 困難 で あら うと と 
は , 以下 の 事実 より し て こる 想像 し ンー 

既に “コン クリ ー ト 化 の 進捗 状況 ” の 項 に お いて 述べ 
た ょ うに PS 9 引上げ と , 年 間 工 事 量 の 枠 の 拡 
Py られ な い 限 り , 短期 間 に 計画 予定 間 数 の コン ク 
リー ト 化 を 完 3 する と と は 不可 能 で ある 。 そ と で と の 限 
り に お いて は 尚 多 く の 有 力 な 発生 源 と な つて いる 未 改 修 
溝 が 残さ れ て お り , 近い 将来 に お いて も か > ゝ る 可能 性 
が 大 で ある 。 さ ら に コン クリ ー ト 化 / 対象 外 の 半生 河 
川 , 水田 , 睡 本 , 原野 , 石 坦 , 沼沢 地 等 も 存在 し て お 
り , か つ 将 来 に お いて も 依然 と し て 存在 する の で ある 。 


従 つ て とれ ら す べ て の 
し 進め て と こそ, 
で きる 。 

と の 方 針 に 基 い て 印 年 春秋 2 期 に 
旧 つて News Me 素 等 の 化 3 \ 楽 剤 こよ る 殺 貝 が 
行わ れ て きた の で ある が , 何れ 将来 と も に 弟 様 
な 化学 ドボン な 貝 の 構想 。 例え ば 

火 和 焼 却 に ょ る 殺 貞 な ども , 併用 され る 必要 が あろ う 。 

コン クリ ー ト 溝 当 の 構築 及び 化学 的 殺 具 以後 に 
お ける 全 民 の 佳 血 吸虫 感染 状況 の 推移 に つい て 
国 の 補助 金 を 得 て 溝 の ュ ユン クリ ー ト 化工 事 が 始め ら 


区 の 殺 具 対策 を 同時 に 強力 に 槍 
は じ め て 宮入 貞 の 絶滅 も 期待 する と と が 


こ 一 , 山 和 四 (に お いて き *\ 


と ] まさ 
ーー レ に 
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る 


れ : この が 夫人 こ あ 
も 極め て 少く く 。 それ 
と は 考え られ な い が , 年 を 重ね コ 
が 増大 する に 伴い , 化学 的 殺 上 貝 の 効果 と 相 侯 つて 
者 は 減少 の 傾向 を 示し て いる 。 
即ち 第 12 表 に 示す ょ うに 保 卵 比率 は , 


第 12 表 年 度 別 検便 成績 


が , 開始 後 2 ~ 3 年 間 は そ 


テ 
や 





王 


倒 





この 間 数 
が 住民 の 住 血 吸 虫 感染 率 に 影響 し た 
ンク リー ト 溝 相 の 延長 
て , 保 罰 


1951 年 に 2.07 狐 





年 度 被 検 者 数 住 血 吸 虫 卵 保有 者 


保有 率 久 








人 人 
1951 27 ,372 568 2.07 
1952 66,206 1,585 2.39 
1953 54,640 1.012 1.85 
1954 76,520 1,242 1.62 
1955 84 ,005 1,553 1.84 
1956 92,603 1,376 1.48 
1957 82,.640 858 1.03 
ご あつ た も の が , 1957 年 に は 1.038 多 と 逐 年 わずか で は あ 


る が 低下 の 傾向 が 認め 


られ る 。 と の 検査 は 直接 塗 抹 法 に 


よ ょ る も の で ある か ら , 勿論 これ に ょ つて 本 病 墓 延 地 住民 
全体 の 感染 率 を 断定 する 訳 に は ゆか な い が , と の 成績 は 
ある 程度 以上 の 濃厚 感染 者 が 検出 され た も の と 見 人 区 し う 
る の で , と れ に ょ つて 全 感 染 者 の 所 年 的 推移 の 傾向 を 示 
叶 す る に は 充分 で ある と 思う 。 


次 と 筆者 等 が 山梨 県 小笠 原 保健 所 管内 の 3 地区 に ま 
て 実施 し た et (AMIS 法 , 
る 検便 成績 を 挙げ る と 第 13 表 の ご と く で ある が , 
同様 に 保 POR は 減少 の 傾向 を 示し て いる (と の 
特に 町 村 の 要請 に ょ つて 実施 し た も の で ある )。 

溝 当 コ ンク リー ト 化 に 伴う 宮入 具 
撲滅 以外 の 利点 に つい て 


日 本 住 血 吸虫 夢 延 地 帯 の 住民 が, 化学 的 殺 具 に 


S い 
一 部 M TE C 法 ) に ょ 
これ ぁゃ 
の 集 卵 法 は 


つい で て 


は 左 程 関心 を 示さ な い 場 合 に も 。 ユン クリ ー ト 溝 濾 獲得 


の た こめ に は 異常 な 熱意 を 示す の は , 本 
く の 利 点 が ある た る 。 その 利点 と レ て は 。 
1) 


渡 瀧 水 


め と 思わ れ : 


タタ キュ 上 アド 
や よび ぴ び 


第 13 表 集 卵 法 に よる 年 度 別 佳 血 吸虫 卵 検便 成績 (AMS TI 法 1 部 MIFC 法 に よる ) 





年 月 








SE 1954. 10 1957. 11 1958. 4 
て 分 松 検 者 用 作者 率 想 検 者 陽性 者 率 披 検 者 陽性 者 率 
8 (MIFC) 
八田 村田 之 岡 257 人 79 人 30.73 め 207 人 。 30 人 14.49 め 
(MIFC) 
白根 町 今 諏訪 243 82 33.74 77 149 19.10 480 人 75 人 15.62 め め 
甲西 町 南 潮 201 42 20.89 999 76 7.61 





の 目的 以外 に 多 


多 


耕作 地 の 整 理 整頓 すなわち 耕地 和 整 
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介 溝 村 コ ンク リー ト 1f 部 前 後 の 状 況 比較 
こ 多 庄 中 巨 麻 郡 若草 村 鏡 中 条 中 甲西 町 南湖 田島 石 源 村 曲輪 田 新 田 
ト 上 1956 年 11 月 ト 1956 年 11 月 ト 上 1956 年 11 月 
了 整 下 1957 年 5 月 下 1957 年 5 月 下 1957 年 5 月 
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理 に 役立つ 。 

2) 耕作 地 お よび 農道 等 の 拡張 すなわち 土地 の 高度 利 
用 を 可能 に する 。 

3) 湿地 の 解消 , 緩和 等 土地 改良 に 役立つ 。 

4) 溝 率 に 隣接 する 水田 は 畔 作り の 手数 が は ぶ け る 。 

5) 水量 の 漏 失 が な く , 引水 に 好都合 で ある 。 

6) 水路 の 清掃 等 管理 が 容易 で ある 。 

7) 水 の 停滞 を 防ぐ の で , 麗 其 の 他 の 衛生 害虫 の 発生 
を 妨げ , 飛 境 衛生 上 の 効果 が 期待 で きる 。 

等 が 挙げ られ る が , 本 病 墓 延 地 と 然 ら ざる 地区 と を 問 
わ ず ,。 水路 が 乏 炊 コン クリ ー ト に 改築 され, また , 耕作 
者 が 私 費 を 投じ て 溝 村 を コン クリ ー ト 化し て いる 事実 を 
みて も , 農業 土木 或 は 農業 経済 上 の 利点 が ある と と は 容 
易 に 人 額 ける の で ある 。 

5 考察 並 に 総括 
隊 病 うけ 
て 得 た 結果 は “コンクリート 化 の 構想 ” の 項 に お いて 
1 Ns 
と "で ある 。 すなわち 宮入 中 棲 息 潮 本 の コン クリ ー ト 化 
は 。 工事 に 伴う 上 貝 の 殺 減 と 除去 . お よび 内 の 棲息 と 繁殖 


の 阻止 に 多大 の 効果 を 訪 ら す も の で ある 。 し た が つて 日 
本 住 血 吸 虫 の 撲滅 上 , 化 当 了 - 的 殺 具 と 共に ヵ か か る 環境 改変 


の 一 方 策 た る 相 地 潮 渡 の テン クリ ー ト 化 は 。 極 め て 有 
効 な その 対策 と し て 今後 も 一 層 強 力 に 推 し 進め ら る べき 
dg 
, 現在 本 病 撲滅 関係 者 に 与え られ た 課題 は , 本 事 
ドド RWCOR 和 0 成す る 
と と で ある 。 
その た め に , コン クリ ー ト 溝 和 の 設置 に 関し て . 1954 
年 山梨 県 地方 病 撲滅 対策 促進 委員 会 に お いて 答申 され た 
所 調 コ ンク リー ト 溝 東 割 り 当 て 7 原則 な る も の が ある 。 
即ち 
1) 水流 関係 が 上 流 で ある と と 。 
2) 宮入 貝 の 棲息 の 多い と と ろ 。 
3) 上 員 の セル カリ ア 寄 生 率 の 高い と と ろ 。 
4) 有 湿 地帯 で 化学 殺 上 内 の 困難 な と ころ 。 
5) Prae2eR4 
つて , 他 部 宮入 上 貝 の 撲滅 に 好 影 響 を 与え 
6) 溝 累 の 巾 員 が 1 m 以 下 の と と ろ 。 
7) 将来 耕地 整理 等 で 変更 に な ら な いと と 
の 7 項目 で ある が , 1956 年 に いた り , 
イ ) 住民 の 住 血 吸 虫 卵 保有 率 の 高い 地区 。 
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更に 同年 
p) 化学 的 殺 貞 に ょ る 成績 の 良好 な 地区 。 
1957 年 に は , 

ハ ) 溝 素 の 維持 管理 の 良好 な と と ろ 。 お よび 

=) 優良 な る 工事 を 施工 し た 地区 。 

等 の 行政 的 効果 を 期待 し た 項目 が 加え られ た 。 

以上 の 中 2 ) の 宮入 具 の 棲息 密度 の 高い と ころ は , 具 の 
棲息 は 繁殖 に 好適 な 地 と 見 区 し うる の で , 水流 関係 
如何 を 問わ ず 最 優先 的 に コン クリ ー ト 化す る と と が , 撲 
減 上 最も 効果 的 で あり , 能率 的 で ある と 考え る 。 た と え 
コン クリ ー ト 溝 系 内 に 上 貝 が 附 着 し 。 又は 棲息 し て も その 
処理 は 至 つて 容易 で ある か ら で あ る 。 又 , 6) に 掲げ た 
ど と く 巾 員 1 m 以 上 の 溝 相 は 予算 上 本 工事 の 対象 か ら 外 
され て いる が , と の 様 な と と ろ に は “ 溝 秋 と 化学 的 殺 貞 の 
併用 " の 項 に 記し た よう に 化学 的 殺 具 或 は 火 和 放 射 に よ 
る 殺 貝 等 他 の 対策 を 講ず る 必要 が ある 。 

更に 本 事業 の 短期 達成 の た め に は , “コン クリ ー ト 化 
の 進捗 状況 "” の 項 に お いて 述べ た 如く , 本 病 慕 延 地 市 町 
村 に お いて も , コン クリ ー ト 潮 相 の 椎 築 に 際 し て は , 土 
地 の 交 反 分 合 等 に よる 水路 の 短縮 化 & 計 る と と が 必要 で 
ある 。 

いま 以上 を 総括 的 に 要約 すれ ば 次 の ご ど とく で ある 。 

1) 筆者 は 日 本 住 血 吸 虫 病 の 撲滅 対策 と し て の その 媒 
介 者 宮入 貝 の 撲滅 の 根本 的 な 方 策 は その 層 境 改変 に よる 
絶滅 対策 で ある と と に 着目 し, 本邦 に お け る その 主 な 和 
息 地 た る 溝 思 の コン クリ ー ト 化 の 構想 を 持つ に いた つ 

2) 右 の 樹 想 が 果 し て 実際 に 効果 あり や 否や を 検 す る 
た め に 小 試験 を 行い コン クリ ー ト 化し た 溝 梨 内 の 同上 
は 著しく 減少 する と と を 知 つ た 。 

8) その 後 国 の 補助 の 下 に 山梨 県 に お いて も 溝 連 の コ 
ンク リー ト 化 が 滞 次 行わ れる に いた つた の で , その 具体 
的 計画 , お よび ュ コンク リー ト 化 の 進捗 状況 を 調査 記述 し 
だ っ 

4) コン クリ ー ト 化し た 潮 累 に つき , コン クリ ー ト 化 
の 前 後に わた つて 宮入 貝 の 棲息 , 存在 状況 を 調査 し , そ 
の 結果 コン クリ ー ト 化 以前 に お いて は 棲息 密度 が 著しく 
高 か つた 諸 溝 率 が , 以後 に お いて は 1 2 の 例外 を 除い 
て ほとん ど 宮 入 中 の 棲息 せ ざ る と と を 好 め た 。 

5) 溝 村 の コンクリート 化 は 単に 宮入 貝 の 撲滅 上 の み 

な ら ず 。 そ れ 以 外 に も 農業 上 その 他 に 利便 の ある と と に 

つい と 入 べ た 。 
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稿 を 終る に の ぞ み 御 懇 篤 な 御 指 導 と 御 校 開 を 賜 つ た 国 
1 立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 長 小宮 義孝 博士 , 並 に 野外 調 
査 に 御 援助 を いた ヾ いた 山梨 県 小 穫 原 保健 所 地方 病 指導 
員 米 山 達雄 君 に 理 心 よ り 感 許 の 意 を 表す る . 

本 稿 内 容 の 一 部 は 1949 年 , 日 本 佳 血 吸 虫 研究 中 央 委員 
会 (会 長 小島 三郎 博士 ) に お いて 報告 し た . 
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Sunnmary 


1. The fundamental control of Ocozze/22Z 7 の SO- 
の 7 の , an intermediate host of Sc/ZSZ ワ SO 72 カ 0747CZ422 
in Japan, iS considered by the present author to be 
the eradication of that snail by changing itS enviro- 
nment and as available technics for this the idea of 
cementing irrigation ditches, its main habitat in 
Japan, iS introduced. 

2. To examine whether the idea above mentioned 
is practically effective the author made a simple 
field test and proved that the number of snails in 
cemented ditches was conSDicuouSlY reduced. 

3. The practical aspect of the plan and the 
process of cementing ditches in Yamanashi Prefec- 
ture was introduced. 

4. Results of surveys revealed that, with few 
exceptions, no snail was found in cemented ditches 
provided that their administration was adequately 
carried out. 

5. Cementing ditches iS also proved to be advan- 
tageouS for agricultural DurDOSeS. 
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肺 吸 虫 は 主として , 人 及び その 他 の 路 乳 動物 の 肺 職 に 
寄生 する が , 人 に お い て は , 展 々 血 吾 は , 路 血 等 を ひ 
き お と し , 信 納 恋 と 極め て 酷似 し た 病変 を 呈す る 。 然 

, 肺 吸虫 と 云っ て も , その 種類 は 多く , 現在 独立 種 と 
認め られ て いる ミ の で も 6 種 を 数 える 。 と れ ら の 中 で ウ 
エス テル マン 肺 吸虫 ZZgo2222S 2 の ese7222 の 7 Kerbert, 
1878), ケ リコ ッ ト 肪 吸 虫 (zzgoz2zzzzs Ke7 が co777 Ward, 
1908), 大 平 肺 吸虫 (Zzzgoz2zes の 7 が Miyazaki, 1939) 
及び 小形 大 平 肺 吸 虫 (Zzzgoz が zes ZZszees2S Chen, 
1940) の 4 種類 は , 我が国 に も み られ る が , 人 体 寄 生 の み 
0 あ a テル ャ シン 凍 雪 衣 の みみ と され , 他 種 肺 吸 
虫 の 人 体 寄生 の 可能 性 に 関し て は , 未だ 明らか で な い 
従っ て , 本 研究 に お いて は , 人 体 寄生 種 ご ある ウェ ステ 
韻 の ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 
は 1878 年 Kerbert が アム ステ ルダム 動物 園 に お いて 舟 
死 し た 印度 産 ベ ペン ガル 虎 の 肺 か ら 発見 し た の が 最初 で , 
pt Ringer (1879) が 台 箇 淡 水 港 の 外国 人 居留 地 

こ お い て 大 動脈 痛 の 破裂 に ょ り 急 死 し た ポル ト ガ ル 人 を 
区 し て , その 有 船 職 より 本 種 成 虫 を 見 出し た 。 こ と れ が 本 
虫 の 人 体 寄生 虫 と し て 吾 々 の 注意 を ひく に 至っ た 最初 の 
例 で ある 。 我が国 で は Baelz が 1878 年 一 患者 の 路 療 か 
ら 本 種 虫 卵 と 思 は れる の を 見 出し た の に 始ま り , 1881 年 
清野 等 が 本 症 患 者 の 剤 見 に より と の 肺 臓 か ら 木 種 成 虫 を 
始め て 見 出し た 。 その 後 , 我が国 に お いて は , PR 
関す る 研究 は , と み に 盛 に な り , その 発育 史 を 始め 本 症 
の 病理 , 症状 , bee 
績 が 報告 され て いる 。 


然し な が ら 我が国 に お ける 肺 吸虫 症 の 分 布 状 況 及 
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。 海岸 地帯 は , 気候 温暖 で (年 平均 気温 16 で ), 本 邦 
に 第 
と 称 さ れ て いる 。 降 水量 は , 年 2.400 ミリ で , 我が国 居 
指 の 多雨 地 で ある 。 産業 は , 農業 , 林業 , 漁業 を 主 と 
し , 変 通 は 鉄道 は 未だ 敷 か れず , 必ず し ゃ 便利 と 云え な 

一 般 住 民 の 生活 程度 も 決し て 高い と は 云え な い 。 


南 伊豆 地方 に 於 ける 肺 吸 申 感 染 の 概況 


1. 肺 吸虫 症 皮 内 反応 に よる 調査 成績 
南 伊豆 地区 の 衝 河 川 の 流域 の 。 主 と し て 小 中 学 生 を 対 
倫 と し , 一 部 一 般 住民 を 対象 と し , 横川 教授 の V. B. 8. 


た 。 そ の 成績 を 学校 別に 示 
提起 大 別して 示し た の が 第 1 表 で ある 。 即ち 河津 


者 は 1 人 も 見 ら か っ た 。 然し , 
。5 多 一 19 .1 少 に 陽性 者 が 見 出さ れ た 
で は , 小 中 学 生 8,007 名 中 228 名 ( 7.4 め 5), 一 般 住民 で 


く 駐 検 便 洩れ の 者 も あっ た 。 

調査 成績 

調査 地 は , 南 伊 豆 地 方 全域 に 理 る 14 小 学校 及び 11 中 学 
校 7.962 和 名 及 び 3 地区 の 一 般 住 民 586 名 の 検査 る 行っ 
と , 第 1 図 の 如く で , 各 泊 
川 流域 で は , 一 般 住 民 182 名 の み の 検 査 で ある が , 陽性 
その 他 の 地域 で は 2 
即ち , 青 野川 流域 


れ な る ヵ る 


第 1 表 南 伊豆 地方 各 河 川 流域 に お ける 











抽出 肺 吸 下 成 虫 抗原 に ょ る 皮 内 反応 を 行っ た 。 肺 吸 虫 症 の 皮 内 反応 調査 成績 
の PTPPINYTTMTTB 河 川名 対象 。 検査 数 陽性 数 奨 陽性 
の 膨 疹 が 出来 る ょ うに 抗原 を 注射 し , PA ( め ) 
膨 疹 の 縦 模 経 の 平均 経 (mm 以下 は 4 捨 5 入 する ) を 河津 川 流域 一 般 132 0( 0 2 
し 稲生 沢川 流域 一 般 158 7(4.4) 0 
じ た も の を , 腫 岩 差 と 称す る が , 腫 須 差 が 5mm 以上 を 者 野川 流 城 ! ーー 粗 246 7 10 
坦 性 4 mm を 凝 陽性 と し 3 mm 以下 は 陰性 と し た 。 検便 。 | 小 中 学 生 3.007 223(7.4) 33 
は , 皮 内 反応 陽性 及び 凝 陽性 の 者 に つい て 行い , 原則 と 内 科 川 流 城 。 小 中 学生 604 27(4.5) 4 
て ALS 且 法 又は MG 工法 を 3 回 以上 を 行う 事 に つと 那賀 川 流域 小 中 学 生 1.859 46(2.5) 22 
め た が , その 殆 ん ど は 1 回 の 検査 こと さま っ た 地区 が 多 Go 
は , 246 名 中 47 名 (19.1 多 ) に 陽性 者 が 見 
出さ れ た 。 
大 ベー 仁科 川 流域 の 小 中 学生 1.022 名 中 52 名 
3 っ ' ( 5.1), 震 科 川 流域 ご は 604 名 中 27 名 
当 ン ン い ( 』.5%) に 陽性 者 かみ ら れ た 。 了 那賀川 流 
NO 1 3 PS 域 の 小 中 学 校 で は 1,859 名 中 46 名 C 2.5%) 
1 で で と れ は 前 記 8 流域 に 比べ て 陽性 者 率 は 多 
や っ が Me / グ \ we 少 低い ょ うに 思わ れる 。 
と 4 用 < ンコ Ca 、 稲生 沢川 流域 ご は 下田 町 附近 の 一 般 住民 
Ts / Ta の 調査 の みみ で ある が , 158 名 中 7 名 (4.4 
> 邊 町 Na %%) で あっ た 。 一 般 成人 の 陽性 率 は , 小 中 
4 4 い 評 本 学生 の 陽性 率 に 比べ て 高く 表れ る 事 を 考え 
1 。 時 る と 。 当地 域 は 他 の 地域 に 比 し その 感染 素 
0 0 は 低い よう に 思 は れる 。 商 男女 別 の 陽性 
$ 因 pr / 一 省 雪 を 比較 し て みる と 。 第 2 表 の 如く 。 一 
3 RS た つ 『 役 信 民 の 調査 で は , ea 
6e 和 SS / を か っ た が , 小 中 学 生 で は 男子 の 方 が 女子 の 
ET 間 Bon テー | 約 KA 数 字 が 見 られ た 。 次 に 年 令 別 の 
を みる 為 に 反応 陽性 者 数 を 各地 域 毎 に 
きす ] か 学生 3 と 中 学生 と で 比較 レ た の が 第 8 表 で 
を 。 即ち 何れ の 地区 に お いて も , オオ 学生 
第 1 図 小 中 学 校 及 び 一 般 住民 別 肺 吸 虫 症 皮 内 反応 調査 成 病 と 中 学生 と で は , 何れ も 小学 生 より 中 学生 


( 113 ) 








































男女 別 皮 内 反応 成績 
対 象 性 別 検査 数 陽性 者 数 隆生 
( め ) 
お / 男 274 28 (10.2) 5 
< 262 26( 9.9) 7 
計 536 54 (10.0) 12 
So す 、 半 0 272( 6.8) 49 
ca 信人 の 3.961 175( 4.4) 38 
計 7,961 447( 5.6) 87 
総 計 8,498 501 ( 5.9) 99 
第 3 表 小 中 学 校 別 皮 内 反応 成績 比較 

学校 名 検査 数 陽性 者 数 疑 陽性 者 数 
か ( 必 ) ( 狐 ) 
南 中 小学 校 507 13( 2.65 4 (0.77) 
/ 中 学校 557 5.16 3 (1.17) 
南 上 小学 校 404 29( 7.18 4 (0.99) 
/ 中 学校 181 18( 9.94) 0( 0) 
竹 麻 小学 校 459 34( 7.4 ) 7 (1.53) 
/ 中 学校 216 36016.67) 1 (4.63) 
松崎 小学 校 707 10( 1.42) 4 (0.75) 
/ 中 学校 503 23( 4.56) 8 (1.59) 
岩科 小学 校 254 11( 4.37) 3 (1.18) 
/ 中 学校 350 16( 4.57) 1 (0.29) 
中 有川 小学 校 360 5( 1.39) 1 (0.28) 
/ 中 学校 289 8( 2.77) 9 (3.12) 





第 4 表 皮 内 反応 陽性 者 に 対す る 検便 成績 








対人 殺生 訟 人 陽 條 者 数 
め ) め ) 
南 伊豆 町 一 般 ” 246 47 G9, 1) 十 14/33 2 
南 中 小 中 学 校 764 26 (3.4) 十 7/16 (43.7) 
三坂 小 中 学 校 310 28 (9.0) 十 5/19 (26.3) 
南 上 小 中 学 校 585 47 (8.0) 十 1/39( 2.5)* 
竹 麻 小 中 学 校 675 70 (10.4) 士 2/38( 5.4)* 
岩科 小 中 学 校 604 27 (4.5) 十 6/18 (33.3) 
中 有川 小 中 学校 649 13 (2.0) 士 3/12 (25.0 
松崎 小 中 学校 1.210 33 (2.7) エ 6/16 (37.5) 
仁科 小 中 学校 1.022 52 (5.1) 十 5/46 (10.9)* 
計 6,065 343 (5.7) 49/237 (20.7) 
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を , 1 回 以上 行っ た 者 に つい て 主 な 地区 の 集計 を し た 。 
その 結果 は , 皮 内 反応 陽性 者 237 名 中 49 名 (20.722) か 
ら 下 卵 が 見 出さ れ た 。 第 4 表 の * の 地区 は , 皮 内 反応 陽 
性 率 に 比 し て , 下 卵 検出 率 は , 著しく 低い が , その 他 の 
地域 で は , 80~40 2 の 率 で , 皮 内 反応 陽性 者 か ら 貝 卵 が 
見 出さ れ た 。 即ち 南 伊豆 地方 か ら , 新しく 皮 内 反応 及び 
検便 に より, 49 名 の 取 卵 陽性 者 が 見 出さ れ た わけ で ある 
が , 検便 を くり 返し 行え ば , 更に 虫 卵 陽性 者 が 見 出さ れ 
る だ ろう と 想像 され る 。 

2: Ar の 補 体 結合 反応 検査 成績 

前 節 で は , 皮 内 反応 ve し た が , 或 る 
二 で は 波 内 恨 店 時 な り 多 数 見 出さ れ た に も か 
ap 極め て 低い 地方 ああ っ 
た 。 そ こ で これ ら の 地域 で は 果して 中 介 性 填 が 少 い の 
か どう か, 云い か え れ ば 肺 吸 虫 の 感染 は 受け た と し て 
も 現在 既に 治癒 し て いて 束 卵 の 排出 か みとめ られ な い 為 
\` 或 は 肺 以外 の 異 所 寄生 の 洛 に 息 卵 が 糞便 内 に 排出 さ 
れ な い 為 か , 或 は それ 以外 の 理由 に よる 為 か を 明らか に 
する 為 に 皮 内 反応 腸 性 者 に 対 し 補 体 結合 反応 を 行っ た 

補 体 結合 反応 の 術 式 

横川 ・ 栗 野 (1955) ら の 50 多 落 血 法 に ょ っ た 。 抗原 は 
V. B.S. 抽出 肺 吸虫 抗原 5,000 倍 稀 息 液 を 用 いた 。 
清 は 皮 内 反応 実施 後 , 陽性 反応 を 呈し た 者 は その 場 に お 
いて 直ちに 肘 静 脈 よ り 5cc 採 血 し , 血清 分 離 後 一 18 で 
に 凍結 保存 し て お いた 。 補 体 結合 反応 の 成績 は 次 の 如く 
で あっ た 。 即ち 8,498 名 の 皮 内 反応 検査 に た より 501 名 の 
皮 内 反応 腸 性 者 を 得 た が , その 中 802 名 に つい て , 補 体 
結合 反応 を 行っ た 所 , 118 名 (89.12) が 陽性 反応 を 呈し 
た 。 然し こと れ ら 補 体 結合 反応 実施 者 全員 の 検便 は 行い 得 
な か っ た の で , 検便 を 実施 し 得 た 者 の み に つ いて 補 体 結 
合 反 応 と 虫 卵 検査 の 成績 を 示す と , 第 5 表 の 如く で , 287 

第 5 表 皮 内 反応 補 体 結合 反 度 と 検便 成績 の 比較 
補 体 革 合 反 


応 検査 数 
( 皮 内 反応 陽性) 


ゝ わら と 





補 体 結合 反応 東 卵 検 索 





二 47(39.8 め ) 
118 (49.8 1 
人 (60.2 め ) 
237 
十 2( 1.7 め ) 
ー117 (98.3) 


ー 119 (50.2 め ) 








の 方 が 陽性 率 が 直 
陽性 者 の 検便 成績 


行い 得 な か っ た 者 も か な りあ る の で , 反応 陽性 者 で 検便 


生 い 事 が 分 っ た 。 皮 内 反応 陽性 者 及び 
を 示す と 第 4 表 の 如く で ある 。 検便 を 


名 中 補 体 結合 反 
名 (49.8 2) で 
た 。 そ の 中 で 下 卵 陽性 者 は 補 体 結合 反応 陽性 者 か ら 47 名 


応 陽性 者 ( 皮 内 反応 賜 性 者 ) の 者 は 118 
令 性 者 は 119 名 で (50.2 


め め ) あ っ 
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(89.8%) 見 出さ れ た の と 反し て 補 体 結合 反応 陰性 者 か 

ら は 2 名 【 1.7) 見 出さ れ た に すぎ な か っ た 。 次 に 各 
地域 の - お ける 皮 内 反応 陽性 率 と 補 体 * へ 人 記事 と 
を 示す と 第 6 表 の 如く で ある 。 


第 6 表 各地 域 別 皮 内 反応 陽性 科 
補 体 結合 反応 陽性 率 と の 関係 





対象 検査 数 破 邊 反応 。 補 休 結合 反応 記 較 





数 
( ぢ ) () 
南 伊豆 町 一 般 246 47 (19.1) 14/34 (41.2) 14 
南 中 小 中 学 校 764 26 (3.4) 13/18 (72.2) 7 
三坂 小 中 学 校 310 28 (9.0) 8/18 (44.4) 5 
南 上 小 中 学校 585 47 (8.0) 12/47 (25.5) 1 
衝 麻 小 中 学 校 675 70 (10.4) 4/68 (5.9) 2 
内 科 小 中 学 校 604 27 (4.5) 13/24 (54.2) 6 
中 有川 小 中 学 校 649 13 (2.0) 11/13 (84.6) 3 
松崎 小 中 学 校 1.210 33 (2.7) 28/33 (84.8) 6 
仁科 小 中 学 校 1.022 52 (5.1) 15/47 (31.9) 5 
計 6,065 343 (5.7) 118/302 (39.1) 49 





皮 内 反応 陽性 者 全員 に は 補 体 結合 反応 を 行っ て 居 ら 
双 検 便 も 全員 に 行っ て 居 な い の で , は っ きり ie 
へ な い が , 皮 内 反応 陽性 率 と 補 体 結合 反応 の 陽性 率 と は 
徐 す し も 相 且 が ある よう に は は れ な い 。 然し 胡 凍 間 価 
者 が 比較 的 多く 見 出さ れ て いる 地方 で は , 補 体 結合 反応 
の 陽性 率 が 高く , 前 述 し た 如く 由 卵 陽性 率 と 補 体 結合 反 
応 陽性 率 と は , 皮 内 反応 と の それ より 更に 強い 相関 が あ 
る よう に 思 は れる 。 例 えば 南 伊豆 一 般 で は , 皮 内 反応 陽 
信吉 も 高い が 。 守 人 培 応 陽性 率 も 高く 虫 卵 陽 性 者 も 
多数 見 出さ れ て いる 。 こ と れ に 反 し て 竹 麻 小 , 中 学校 で は 
友 内 反 衣 性 束 は 10.422 と 極め て 高い が , 補 体 結合 反応 
陽性 素 ( Am 
る に すぎ な い 。 然し と の 点 に 関し て は 尚 下 卵 検索 
も 反復 全員 に 実施 し た 後 , 更に 詳し idea 


38. 肺 吸虫 症 の 駐 線 所 見 に つい て 

肺 吸虫 症 は , 路 血 を 主訴 と し , 結核 と 極め て 酷似 し た 
病変 た 呈 する 事 は 既に 知ら れ て いる が , 最近 , 横川 等 の 
皮 内 反応 , 或 は 補 体 結合 反応 等 を 用 いて の 集団 検査 が 
広く 用 いら れる に つれ て , 比較 的 軽症 の も の が 見 出さ れ 
る 為 か , 肺 吸虫 感 染 者 の 中 に は 路 血 その 他 の 自覚 症 を 全 
kt 非常 に 多い 事 が 明らか に な っ た 。 然し と 
れ ら の 軽症 患者 で も 肺 に か な り 大 き な 虫 体 が 寄生 し て い 
る LE は , 病変 の 駐 線 検査 に た おい て 何ら か の 異常 所 見 を 
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呈す る 事 の ある の は 当然 と 考え られ る 。 展 々 異常 所 見 が 
表 は れ , し か も こと れ ら が , 結核 の 病変 と 酷似 し て いる 
ebay 年 ら , 結核 と 誤診 きれ る 者 が 少く な 
。 著者 が 最近 2 ~ 3 年 の 間 に 南 伊豆 地方 に お いて , 肺 
革新 し た 時に 人 玉村 
, 長期 間 に 奄 り 結核 治療 を 受け て いた 者 が 5 例 あっ 
た 。 、 こ の 様 な 例 は 。 最近 各地 で 報告 され て いる 。 然し 丸 
その 反面 , 肺 吸虫 症 患 者 の 中 に は , 駐 線 所 見 の 確実 に 朗 
め 得 な い 事 も 展 々 経験 する 所 で ある 。 そ と で 先ず 著者 
, 肺 吸 息 症 患 者 と 決定 され た 比較 的 軽症 で 路 下 , 
Pom と 訴え な い 者 達 の 。 駐 線 異常 所 見 に つい て 調査 
し て みた 。 
i)) 直接 撮影 に よる 駐 線 異常 所 見 発現 頻度 に つい て 
肺 吸虫 症 皮 内 反応 陽性 者 の 中 で , 束 卵 の 確認 され た 者 
40 名 と 記 内 反応 誰 必 者 群 か ら 無 作 意 的 に 同数 の 49 名 を 
抽出 し , 両 群 に つい て 叉 線 直 接 撮影 に より 異常 陰影 の 出 
現 問 度 の 比較 を 行っ た 。 そ の 結果 は 第 Y 表 の 如く 肺 吸虫 


第 7 表 aisoxoctogsla よる 叉 線 異常 所 見 発見 頻度 








() ( め ) 

異常 所 見 あり 34 (69.4) 5 (10.2) 39 
異常 所 見 な し 15 (30.6) 44(89.8) 59 
計 49(100) 49OO) 98 





感染 者 群 で は その 69.42 に 異常 所 見 が 見 出さ れ た が , 非 
ーー と に す 
ぎ な か っ た 。 即ち , 肺 吸 虫 症 患 者 で は , た と え 血 療 そ の 
他 の 自 邊 的 K が な いり 場合 で も , 叉 線 所 見 で 異常 が 見 出 
され る 場合 が 非常 に 多い 事 が 明らか に な っ た 。 

記 肺 吸 虫 感染 者 の 駐 線 異常 所 見 に つい て 

肺 吸虫 卵 陽性 者 34 名 3 の 了 線 字 真 に つい て 中 革 発 見 時 
の 代表 的 な 陰影 1 例 1 種 を 選ん だ 集計 結果 を 第 8 表 に 示 


第 8 表 又 線 異状 所 見 者 の 各種 陰影 出現 度 








双 線 陰影 の 種類 例 数 

( 必 ) 
浸潤 陰影 (肺結核 症 と 鑑別 不能 の も の ) 15 (44.1) 
東 府 陰影 (結節 状 陰影 又は 輪状 陰影 ) 9 (26.5) 
助 膜 変 化 5 (14.7) 
肺 門 腺 為 服 4(11.8) 
石 灰 沈 着 1( 2.9) 


計 34 4100 ) 
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レ た 。 と れ に よれ ば , 肺結核 と 鑑別 の 困難 な 浸潤 陰影 像 
は 15 例 (44.1%) で 最も 多かっ た 。 次 いで 肺 吸虫 症 に 
鞍 的 特有 な 所 見 と 雲 は れる 虫 旨 陰 影 , 即ち 輸 状 陰影 又は 
結節 状 陰影 が 9 例 (26.5%) で あっ た 。 

助 膜 変化 5 例 (14.7 多 ), 肺 門 腺腫 岩 4 例 (11.82%) の 
順 で 石灰 沈着 は 1 例 ( 2.9) に 見 出さ れ た 。 

以上 の 肺 吸虫 感染 者 は , すべ て 路 療 の 塗 抹 及び 培養 に 

ょ り , 結核 菌 陰性 の も の で ある が , 虫 裏 陰影 像 を 徐 いて 
は , 結核 と の 鑑別 困 難 な 所 見 が 多数 見 出さ れ て いる 事 
は , 注目 すべ き 点 で ある 。 沿 肺 吸虫 症 の 駐 線 診断 に は , 
断層 撮影 に よる と と の 必要 性 が 強調 され て いる が ,。 と の 
点 に つい て は 試み る 事 が 出来 な 

近 ) 肺 吸虫 感 染 者 の 駐 線 陰影 出現 部 位 に つい * 

肺 吸虫 の 肺 臓 に お ける 好 発 部 位 ( 2 
その 他 で は , 必ず し ゃ 一 定 し て いな いよ ょ う で ある 。 人 間 
の 場合 に つい て ゃ , 必ず し ゃ 諸家 の 意見 は 一 致し て 居 な 
い 。 著者 の 84 例 に つい て 陰影 出現 の 部 位 別 問 度 を 示す 
と , 第 9 表 の 如く で , 肺 中 野 10 例 (29.4 多 ) 最も 多く , 
下野 5 例 (14.7), 肺 央 野 1 例 ( 2.92) の 順 で , 上 中 


か っ た 。 


第 9 表 肺 吸 虫 寄 生 者 の 駐 線 陰影 
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野 に 最も 多く 見 られ た 。 沿 左右 両側 の 肺 に つい て の 出現 


率 は 殆 ん ど 差 異 は み ら れ な か っ た 。 


南 伊豆 地方 に 於 ける 肺 吸 虫 中 間 宿 至 
の 感染 状況 に つい て 


肺 吸虫 卵 は 水中 で 発育 , 映 化 , その ミラ シ ジ ウ ム は , 
カワ ニナ に 侵入 し , その 体内 で スポ ボロ シス トー レデ ィ ア 
っ 女 レデ ィ ア を 経て セル カリ ア に 迄 発育 し , と の セル カ 
リア は 第 2 中 間 宿 主 で ある モク ズ ガ ニ =, サワ ガニ , 或 は 
ザリガニ に 経口 的 に 摂取 され, その 体内 で メタ セル カリ 
に 迄 発育 する 事 が 明らか に され て いる が , その 詳細 に 
つい て は 必ず し ゃ 未だ 解決 され た と は 云え な い 。 流行 地 
に お ける 第 2 中 間 宿 主 の 感染 状況 に つい て は , 既に 数 多 
く 報 告 さ れ て いる が , 第 1 中 間 宿 許 に つい て は 余り 調査 
は きれ て いな い 。 即ち 第 2 中 間 宿 主 の 寄生 率 が 極め て 高 
い 地 方 に お いて も や , 第 1 中 間 宿 主 の 感染 状況 が 全く 知ら 
れ て いな い 場 合 が 多い 。 
横川 1952) に よれ ば ゆ , 第 1 中 間 宿 主 の 寄生 率 は , と 
れ 迄 の 報告 で は , 何れ も 2 以下 で 極め て 低く , 横川 孝 
SM と 静岡 県 狩野 川 に お ける 6 ~7 多 と 云う の 
$。 最高 寄生 率 と され て を る 。 








出現 部 位 に つい て 
ー な PP 1. 肺 吸 虫 第 1 中 間 宿 主 カ ワニ ナ の 調査 成績 
(る) 検査 方 法 は , 採集 し て 来 た カワ ニナ を よく 水洗 し た 
肺 矢 野 1( 2.9) 後 , 1 コ づ ブー 殻 長 を 計測 し た 後 , 金 植 で 殻 を 破砕 し , 貞 
上 野 9 (26.5) の 肝臓 を 少量 の 水 を 入れ た 時 計 皿 に 移し 針 で よく 細 挫 し 
中 野 10 (29.4) 生 ら 解剖 顕微 鏡 に て , 観察 し , セル カリ ア 寄 生 の 有無 を 
下 野 5d4.7 調べ た 。 検査 し た 由 は 当地 方 で 最も 感染 者 の 多い 青野 川 
共 他 ( 及 門 有 膜 変化 等 ) 9(26.5) 流域 の も の て 」 川本 流 及 び その 大 流 に 税 息 せ る も 
u hoo の を 選ん だ 。 その 成績 は 第 10 表 の 如く 3.0YY ケ 中 6 コ 
第 10 表 青野 川 流域 に 於 ける 河内 子 の セル カリ アプ ア 検出 成績 
芝 長 検査 河 具 子 数 ee 。 Cysto. phora. Xiphdia. co me 不 明 
45mm 以上 477 4( 0.8) 10 19 155 9 0 2 
44>40 623 2( 0.3) 6 9 54 5 1 0 
39~36 526 0 6 7 14 0 0 0 
3530 765 0 < 12 25 0 0 0 
29-25 464 0 5 16 9 0 1 0 
24mm 以下 222 0 1 6 2 0 0 0 
計 3,077 6 (0.16) 36 69 259 14 2 2 


























昭和 33 年 10 月 





(1958) 〕 


( 0.195%) に 肺 吸虫 セル カリ ア の 寄生 を 見 た 。 然 も 感 
染 の 見 出さ れ た 上 由 は , すべ て 青野 川本 流 の も の で は な 
く , 衣 流 の 人 家 附 近 に 棲息 せる も の で あっ た 。 

横川 教授 は , カワ ニナ の 感染 は 流行 地 の 入 家 の 密 集 し 

た 地帯 の 患者 の 忠 療 その 他 の 排 浴 物 の 流出 し て 来る 地域 
の 小 溝 に , 多く 見 られ る と 報告 され て いる が , 著者 の 例 
で も る も 矢 張り その よ ぅ に 思 は れる 。 沿 Xiphidia cercaria 
その 他 の も の の 寄生 が 見 られ た 。 

2. 肺 吸虫 第 2 中 間 宿 主 の 調査 成績 
肺 吸虫 の 感染 は 第 2 中 間 宿 主体 内 の 肺 吸虫 メタ セル カ 
リア が 経口 的 に 摂取 せら れる 結果 感染 する 。 従っ て 肺 吸 

下 症 患者 の 分 布 と 第 2 中 間 宿 主 の 分 布 及び その 感染 率 と 
は 密接 な 関係 が ある と 思わ れる の で , 当地 方 の 第 2 中 間 

宿主 に つい て の 調査 を 行っ た 。 

ij) モク ズ ガ ニ の 調査 成績 
モク ズ ガ ニ の 検査 法 は , 先ず 雄 雌 の 別に 分 け , 甲殻 の 

大 き さ を 計測 し た 後 。 主として 鈴 血 管内 の メタ セル カ 
リア 寄生 の 有無 を 検 し た 。 即 ち 左右 両側 の 鎧 を 1 本 宛 は 
が し て , 2 枚 の スラ イド の 間 に は さん で 圧 平 し , 解剖 顕 
微 鏡 下 に 検査 し た 。 そ の 成績 は 第 11 表 の 如 
く , 青野 川 , 娠 科 川 , 那賀 川 , 野 畑 川 , 仁 
科 川 , 稲生 沢川 , 河津 川 で 採集 し た モク ズ 
ガニ = の 総数 は 1,967 匹 (3 998* 969) で 
あっ た が , その 中 で メタ セル カリ ア の 寄生 

の みみ 見 られ た の は 848 匹 (48.1%) で , 平 
kN 1 匹 当 の 寄生 数 は 12.9 コ で あっ た 。 

と で 甚だ 興味 の ある 点 は , 河川 別に 見 

ら と, 有朋 記者 の 比較 的 多く 見 出さ れ 
た 青野 川 及び 岩科 川 で 採集 きれ た モク ズ 
ガニ の 寄生 率 が 最も 高く , 肺 吸虫 感染 者 の 
見 出さ れ な か っ た 稲生 沢川 及び 河津 川 の モ 
クズ ガニ は , メタ セル カリ ア の 寄生 は み ら 
れ な か っ た 事 で ある 。 和尚 同 一 河川 に 棲息 す 
る モク ズ ガ ニー に お いて は , その 採集 場所 , 
即ち 上 流 , 或 は 下流 に お いて 差異 が み ら れ 
る か どう か を 示し た の が , 第 2 図 及び 第 12 
の と れ に よれ ーー 河川 に お い 

て は 多少 の 例外 は ある か 0 こ は , 採 

人 場 所 と 寄生 素 と の 問 に は 著しい 差 朱 は 認 
め ら れ な い 様 で ある 。 商 モク ズ ガ = ニ の 暴 雄 
別に よる 寄生 率 を 比較 し て みた が , 検査 総 
数 1.967 匹 中 $ は 998 匹 , ? は 969 匹 で , 
と の 中 , メタ セル カリ ア の 寄生 し て いた も 
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第 11 表 河 河川 別 モ クズ ガニ = 
の メタ セル カリ ア 寄 生 率 









内 メタ セル カリ ア 


魚 『 


数 
角 数 率 (寄生 カニ ー 匹 当り 数 ) 





人 A 
青野 川 1,081 
岩科 川 145 
那賀 川 65 
野 畑 川 27 
仁科 有川 44 
稲生 沢川 486 
河 津川 119 

計 1.667 


の は 6$ 429 匹 (43. 
SW 


モク ズ ガ ニ = の 大 き さ と 。, 


個 


多 
697 64.5 8,972 


99 68.3 1.,.642 
25 38.5 169 
16 59.3 147 


11 25.0 67 
0 0 
0 0 


848 43.1 10,997 


$998 8 ぉ 429 43.0 
ゃ 969 419 43.2 


個 
(12.8) 
(16.5) 
( 6.7) 
( 9.2) 
( 6.0) 


(12.9) 


22) * 419 匹 (43.2%) で , 雌雄 の 
く な い 事 が 明らか と な っ た 。 


メタ モル カリ ア の 寄生 率 と の 


関係 を 示し た の が 第 18 表 で ある が 甲殻 の 最大 横 経 が 30 
それ 以上 の 大 


mm 一 50mm の や もの る 


* 最 も 寄生 率 が 高く , 


第 2 図 河川 別 モ クズ ガニ 調査 成績 
W@「 モ クズ ガニ 」 よ り メ タ ヒ と ヒ ルカ リア 陽 性 地区 ( 必 ) 
〇 「 モ クズ ガニ 」 よ り メ タ セ ルカ リア 陰性 地区 
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第 12 表 


モク ズ カ = ニ の 寄生 率 と の 関係 





青野 川 流域 に お ける 各 採 集 場 所 と 
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天 こ 


) ょ 1 


ノ oO \ 


に 寄生 率 は 低下 する よう で あ 
セル カリ ア 寄生 の 


1 、 と > な と 
し だ 
ps か \ 宮 


ーー る 9 ワウ や 


に モク ズ ガ = ニ に お ける メタ + 











採集 場所 検査 数 寄生 蟹 数 寄生 率 を 示 し た の が 第 14 表 で ある 。 即ち 青野 川 の 上 流 の 成 W 
Ad 区 ミ っ 5 を 近 の 一 定 場所 に モク ズ 7 リー 採集 用 ワナ (モジ リ ) を か 〔 
下 賀茂 85 45 52.9 お 3 寄生 率 を 調べ の 
加 納 196 140 71.4 が , 9 月 か ら 12 月 の 間 が 最 も 寄生 率 が 高く , 4 se か ら 7 
振 非 87 41 47.1 月 の 間 が 寄生 率 は 最低 で あっ た 。 横川 教授 に よれ ば 具体 
ーー 173 128 74.0 ロウ ャ ルカ リア の 人 基 は の メー 
成 持 246 183 74.4 熟 型 の みち られ る の は 春 以 後 で や ある と, 報告 きれ て いる 
蝶 ヶ 野 94 64 68.1 なこ 
ーー 色 68 42 61.8 は ,。 モ クズ ガニ = 体内 に お ける セル カリ ア の メタ モル カリ 
> 本 内 っ 間 ば ア 迄 の 発育 期間 と 何等 か の 関係 が ある の で は な いか て 選 
下 小 野 36 9 25.0 われ る 。 
計 1,081 697 64.5 0 サワ が この 凍 直 
サワ ガニ に お ける メタ セル カリ ア の 寄生 率 は モク ズ ガ 
第 13 表 カ = ニ の 大 き さ と 寄生 率 と の 関係 = に 比 し て 著しく 低く , 又 そ の 寄生 部 位 も 異 る と 坪 わ れ 
p 帝 の 最大 横 和 検査 数 。 寄生 数 。 等 生 率 Ks 4 oo 
dk ー の 86.9 ダ を Pr モク ズ ガ = の 場合 と 同様 , 雌雄 別に 甲殻 の 
CR 和 h 4 0 大 き さ を 測定 し た 後 側 , 肝臓 及び 筋肉 の 各部 位 を 二 枚 の 
2 - b 
お 9 8 ae スラ イド ガラ ス に は さ み , 圧 平 し て 解剖 頭 微 鏡 下 に 検査 
71 mm 以上 1 0 0 し た 。 紀 数 575 匹 を 検査 し た が すべ て 陰性 で あっ た 。・ 
計 246 183 74.4 ii) アメ リカ ザリガニ の 検査 成績 
我が国 に お ける 肺 吸虫 の 第 2 中 間 宿 主として は 上 記 の 
第 14 表 モク ズ ガ = に 放 け る 肺 吸虫 メタ セル カリ ア の 寄生 率 の 季節 的 観察 
(青野 川上 流 成 持 附 近 に て 採集 せる セク ズ ガ ニー について) 
検 査 数 披 寄生 数 
検査 年 月 日 っ = 3 
総数 $ 9 実数 寄生 率 $ 寄生 率 9 寄生 率 
昭和 30 年 5 月 4 日 16 7 9 8 50.04 3 42.9 め 5 55.6 
/ 6 月 13 日 13 6 7 5 38.4 2 33.3 3 42.9 
/ 7 月 9 日 10 5 5 4 40.0 1 20.0 3 60.0 
/ 8 月 16 晶 19 9 10 10 52.6 4 44.4 6 60.0 
/ 9 月 21 日 34 16 18 31 91 .2 14 87.5 17 94.4 
/ 10 月 17 晶 1 22 19 38 92.7 20 90.9 18 94.7 
/ 11 月 3 日 31 16 15 28 90.3 14 87.5 14 93.3 
/ 12 月 4 日 12 8 4 10 83.3 7 87.5 3 75.0 
昭和 31 年 1 月 28 日 17 10 7 13 76.5 9 90.0 4 57 .1 
/ 2 月 15 日 23 12 11 16 69.6 7 58.3 9 81.8 
昭和 32 年 3 月 22 日 18 8 10 14 77.8 6 75.0 - 80.0 
/ 4 月 23 晶 12 5 7 6 50.0 9 60.0 3 42.9 
計 246 124 122 183 74.4 90 72.6 93 76.2 
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モク ズ ガ ニ = 及び サワ ガ = ニ の みみ と さ れ て いた が 1950 年 横川 
教授 に より , 始め て 静岡 県 田方 郡 の 狩野 川 流域 の 肺 吸虫 
症 流行 地帯 に 棲 仙 する アメ リカ ザリガニ か ら 本 種 メ タ セ 
ルカ リア が 検出 され た 。 と の アメ リカ ザリガニ = は 昭和 5 
年 頃 , 米国 より 輸入 され た も の で , その 人 後 急激 に 全国 に 
繁殖 し た も の で あろ が 。, 全 川 教授 は , 本 種 ザ リガ = ニ が 近 
い 将 来 に は , 肺 吸虫 の 第 2 中 間 宿主 と し て 重要 な 役割 を 
果す 可能 性 が ある と , 強く 一 般 の 注意 を 喚起 され た 。 

然し , 横川 教授 の 報告 以来 , 最近 高知 県 下 に お いて ア 
メリ カ ザ リ ガニ か ら メ タモ セル カリ ア を 検出 し た (1957 年 ) 
と 云う 事 で ある が , それ 以外 は 未だ 何れ の 地区 に お いて 


や , 充分 な 検索 は ヵ ト さ れ て いな い 様 で ある 。 著者 は 第 


第 15 表 アメ リカ が リガ ニ の 検査 成績 





採集 地名 。 検査 年 月 日 検査 数 芝生 押 数 
南 伊豆 町 加 績 1 月 を で 2601 28191(0.4 め ) 





/ 31 年 11 月 まで ゃ 128 
か 2 
/ 下 賀 茂 / / 841 全 0 

下田 町 蓮台寺 / / 12) 8 に 0 
松崎 町 桜田 / / 791 8 ー 0 
ー 6601 93251 





15 表 の 如く , 南 伊 豆 地方 に お いて 採集 し た 660 匹 の アメ 
リカ ザリガニ に つき , その 負 , 肝臓 及び 体内 を 精査 し た 
結果 。 南 伊豆 町 加納 に て 採集 し た 260 匹 中 の \ 1 匹 の 鍋 
内 に 本 種 肺 吸虫 メタ セル カリ ア を , 僅か 2 コ で ある が 始 


め て 検出 し た 。 然し それ 以外 の 地域 では すべ て 陰性 で あ 


本 
っ た た 。 






南 伊豆 地方 に 於 ける 家畜 及び 各種 野獣 
に 於 ける 感染 状況 に つい て 


肺 喚 虫 は 人 以 小 に も 
> 流行 地 に お いて は 。, , 
染 状 況 を 調査 する と 
か り で な く , 予防 対策 


感 
ば 
事 
キ 
ビン 


2 
ミ 及 び 猫 の 9 種類 で あっ た 。 
1。 家畜 の 感染 状況 


各種 の 路 乳 動物 に 感染 する の 
に ゃ も , と れ ら 人 各種 野獣 の 
と は 単に 本 症 の 浸 澤 状 況 を 知る 為 
悦 立 の 上 か ら も , 極め て 重要 な 
と 考 へ られ る 。 調査 し た 動物 の 種類 は , 犬 , 豚 , タ ヌ 
5 イノ シシ 。 ハ タネ ズミ 。 ア カネ 


検査 方 法 は , 犬 , 猫 は 野生 の も の を 捕獲 し , 剤 見 し 
特に 肺 臓 及び と その他 の 諸 臓器 に つい て 精査 し , 豚 は 下田 
町 の 必殺 場 に お いて その 肺 騰 の み を 調査 し た 。 虫 体 の 見 
出さ れ た 場合 は その 皮 較 , 卵巣 , 子宮 等 に つき 精査 し 種 


別 を 明らか に し た 。 


その 成績 は 第 16 表 の 如く で ある 。 即 


第 16 表 家畜 の 調査 成績 





動物 の 種類 検査 数 


捕獲 場所 寄生 虫 数 





犬 21 
猫 6 
豚 100 


ト いら の 中 
ーー ト う 


ぃ … 南 伊豆 町 8 
ーー 松崎 町 6 

0 
…… 南 伊豆 町 1 
…… 松 崎 町 6 





らち 犬 21 頭 中 4 頭 


か ら 14 匹 の 成 昌 を 見 出し た が , こと れ は 何 


人 Ray この 4 頭 は 南 伊 


豆 町 及び 松崎 町 で 捕 


し た も の で あ め つ / だ 獲 は 南 伊豆 


町 で 捕獲 し た も の 6 頭 を 検査 し た が , すべ て 陰性 で あっ 


た 。 匠 は 下田 町 の 属 疫 場 に お いて 。 
検索 し た が , て の 中 で 
頭 , 計 2 頭 か ら 7 忠 の 成虫 を 
ル マ seen 電 と 。 


2。 各種 野獣 の 感 


第 17 表 野獣 の 調査 成績 


100 頭 の 肺 臓 の みみ を 


sia 竹 一 
得 た が 何れ も , ウェ ステ 





動物 の 種類 博 獲 場所 検査 数 寄生 数 





ター ヌ キキ 吉 佐 美 78 
吉 佐 美 ・ 湊 
人 88 
アグ グマ 吉 佐 美 4 
河 津 ・ 仁 科 
イーナ |「 ジジ が の 中 川 23 6 
ハタ ネズ ミ 吉 佐 美 24 


叫 


寄生 率 寄生 虫 の 種類 





らら いい 一 へ ビビ 
に 間 ー」 


15.4 め 大 導 肺 吸 東 


25 


25 大 平 肺 吸 昌 
4.4 大 平 肺 吸虫 ( 虫 卵 の み ) 
21.8 め ドロ ンス 社 口 虫 
8.3 ダ め 大 平 肺 吸 東 





寄生 部 位 





ドミ 
ル 
半 
三 
温 
是 


肺 
肺 
肺 











568 


タヌキ ,。 イタ チ , アナ グマ 等 は 猟師 の 捕獲 し た も の 
で ,。 毛皮 の み を は ぎ 取 っ た も の を も らい 受け , 肺 , 食 
道 , 胃 , 等 の 諸 臓 器 首 
ーー ハタ ネズ ミ 。 アカ ネズ 
コ に て 捕獲 し の に つき 検索 し た 。 

と の 結果 は 第 1Y 表 の 如く 。 イ み メチ 。 アナ ゲ グ 
マ , ハタ ネズ ミ の 肺 か ら は 何れ も , 成虫 を る 見 出し 。 ダイ 
ノシ シ の 肺 に も 虫 斉 結 節 を pe 虫 体 は 見 出さ れ な か っ 
た が , 多数 の 息 卵 を 見 出し 5 梓 aw び 虫 卵 に 
つき , 精査 し た 結果 は , 人 体 : E 種 で ある ウェ ステ ル マ 
ン 肺 吸虫 と は 異な り 何 れき た 平 肪 上 で あ る 事 が 明 
ら か と な っ た 。 和尚 仁 科 , 中 川 , 河津 に て 捕獲 され た 23 如 中 
の イノ シシ に と つき 。, iii60 プッ * 胃 の 検査 を 行っ た 
と と ろ 。 5 頭 の 胃 か ら 顕 口 』 られ た た 。 横川 教授 の 第 
定 の 結果 , 本 顕 口 虫 は , ドロ レス 名 | 下 と 決定 され た 
ドロ レス 顕 口 虫 の 成虫 が , 静岡 県 下 で 見 出さ れ た の は , 
最初 の 倒 ざ あり , と の 点 に つい て は , 横川 教授 の 報告 が 
別に ある の で 詳し く は ふれ な い 


フ ヽ フ 


ます 
を イノ シシ は 肺 , 食道 , 胃 の みみ を 猟 
ミ さ 。 編 バ テン 


の 3 


タタ ヌ キ 


南 伊豆 地方 に 於 ける 肺 吸 申 感染 経路 
に 関す る 調査 





前 述 の 成績 か ら も 明らか な 様 に ナ る 肺 吸 
取 症 の 感染 源 は ,。 モク ズ ガ ニ で ある た が いな い 。 
を と で モク ズ が ガニ = 体内 の メタ セル カリ ア が 。 如何 な る 機 
会 に , 如何 な る 頻度 で 経口 的 に 摂取 され る か を 調査 し 


た 。 
1。 第 2 中 間 宿 主 の 食用 及び 接触 状況 に つい て 
肺 吸虫 症 感 染 者 の 最 ww 多 し Perientoe の 1,254 世帯 に 
つい て , 肺 吸虫 の 第 2 AS 淡水 産 カ ニ の 食用 
の 有無 を 調査 し た 結果 は , 382 世 帯 (30.52%) で モク ズ 
ガニ = を 一 年 に 数 回 食用 に し て いる 事 が 明らか と か 
商 と の 中 で 4 世帯 は 。 アメ リカ ザリガニ を ゃ 食 
び 
第 


っ ち ュ 
つ 5 
ぃ ふつ / こ o 


用 に し 
皮 内 反応 
及び モ 


(人 


ヽ ゝ る 事 が 分 っ た 。 次 に , 肺 吸虫 感染 者 49 名 及 
陰性 245 名 に 就き 個別 に 面接 し その 食用 の 有 】 


第 18 表 モク ズ が ガニ 食用 状況 





肺 吸 下 感染 者 群 肺 吸 : を 下 非 感 楽 者 
食用 の 有無 一 


男 女 計 








0 30.6 巡 
0 の 
食べ な い 。 10 4 5286 26 95 69.4 を 









接触 の 有無 一 一 





【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・* 第 5 号 





第 19 表 モク ズ ガ ニ に 接触 状況 
肺 吸 虫 非 感染 者 群 
女 計 





肺 吸虫 感染 者 群 





男 女 計 劣 


32 73 
接触 し た 29 3 53 を 58 152o8 を 


17 172 
接触 し な い 1 11 34.7 ダ 62 9 2o 2 


計 35 14 49 120 125 145 











れ を も て 遊ん だ 事 が 
。 その 結果 は 第 18 表 


クズ ガニ = の 採集 , 調理 。 或いは と 
ある か な いか の 接触 状況 を 調査 し た 


及び 第 19 表 の 如く レン あ っ た 。 即ち , 虫 性 者 49 名 の 中 
Ro Mi を 食べ た 記憶 が 
な いと 云う も の が 14 名 (28.6%) に 対し て , 虫 卵 陰性 者 
群 で は 245 名 中 170 名 (69.42) が 全く 食べ た 記憶 が 
、 と 云う 半 果 て あっ た 。 前 剛 群 に お いて , 男女 の 差 は 
認め られ な か っ た 。 次 に モク ズ ガ = と の 接触 状況 の 調査 


認 

で は 49 名 の 正 卵 陽性 者 中 32 名 (65.82) は 接触 し た 事 が 

あり 17 名 (84.7) は , その 経験 な し , と する 者 で あっ 
た が , 下 卵 陰性 者 群 で ご は, 245 名 中 73 名 (29.8 多 ) が , 

接触 の 経験 か ある に すぎ ず , 172 名 (70.2%%) は その 経 

験 が ) 事 で , 肺 吸虫 感染 者 群 に 著しく 接触 の 経 
験 の ある 者 が 多い 事 が 明らか に な っ た 。 興味 ある 事 は , 

肺 吸虫 感染 者 群 及 び 非 感染 者 群 共 に , カニ と の 接触 経 

験 者 は 男 の 方 に 多く み ら れ た 。 和 商 本 調査 で カニ を 食べ た 
i は な い が 接 触 し た 事 の ある 者 は , 肺 吸虫 感染 者 群 で は 

, 結局 49 名 中 カニ の 食 用 の 経験 者 と 接触 経験 者 

0 と な り , 非 感染 者 群 と は 著しい 相違 の ある 事 が 明 


2。 モク ズ ガ ニ = の 調理 法 に つい て の 調査 

上 記 の 調査 で = を 食用 に する 習 
慣 の ある 事 が 明 ら > か と な っ た の で , その 調理 法 に つい て 
pkg 即ち 肺 吸虫 感染 者 群 中 , 食用 の 習慣 の 
ある 85 名 と , 非 司 区 者 群 382 名 に つい て 調理 法 に 関す る 
調査 表 に より 集計 し た 結果 は 第 20 表 の 如く で あっ た 。 央 
ち , 何れ の 群 に お いて も , 生食 の 習 償 の ある 者 は 1 人 
も な か っ た 。 然し 調理 法 の 中 で は , (1 ) の モク ズ ガ = 
きた ま ュ カマ に 入れ て 20…30 分 間 位 茹 て 食べ る 者 
群 共に 最も 多く み ら れ , 次 に (2) の カニ = 0 
する 0 当地 方 で は , カ = 沖 の 中 で も 「 た 
ゝ き 汁 」 と 云う の は 特有 の 調理 法 で 次 の 如き も の で あ 
甲 羽 及 び 負 を 手 で 
肢 を た もぎ取り 除 き , 胴体 の み を , マナ 板 の 上 


・ 当地 万 で は モク ズ ガ 


プ 


』 ち 。 モ クズ ガニ を 生き た ま ょ ゝ , 


























昭和 33 年 10 月 (1958)]〕 


第 20 表 南 伊豆 地方 に ね ける モク ズ が ガニ 
の 調理 法 に つい て の 調査 成績 





調理 法 非 感染 者 群 感染 者 群 





の 


多 ら 
は) 茹で - ぞ 食 さぞ で を 20 本 208 2 朝 


10.5 sf 11.4 


ヵ = 汁 (40 
2 Tc 入れ て 】 た いき 池 591c 
| 13.9 34.3 多 22.9 


8 ぼろ 汁 24.4 め 





(3③) 焼 い を 4 1.0 2 を 
: 人 二 の 。 事 本 5 
④⑰ 響 油 に つけ て 9 
⑮) 油 で 揚 ず る 0 0 

計 382 35 
で 交 丁 で 細か く た ゝ きつ ぶし , 更に , すり 鉢 で よく すり 


し た 後 。 本 を 適当 量 まぜ て ダッ ゴ を 作り , と れ を 味 
内 汁 に 入れ て 食す る 法 で ある 。「 オ ボロ 汁 」 と 云う の は 
広く 一 般 に 用 いら れ て いる 法 で ある が , モク ズ ガ = を 前 
法 と 同じ く 細 か く た ょ きつ ぶし た も の を , ザル で 濾し 。 
その 濾し 汁 で ,. ウド ン 汁 , 或 ( 


は 味 増 汁 を 作る 法 で ある 。 
と の カ = 汗 の 調理 法 を 好む 者 が , 肺 吸虫 感染 者 群 に 策 々 
い 様 で ある 。 

。 以 上 の 他 に 。 丁 め て 電 具 な 例 と し て は , 肺 吸 息 感 染 者 
群 中 の 4 名 に 魚釣り の 際 , モク ズ ガ = を 口 で か みく だ 
き , 餌 に 用 いる 習慣 の ある 事 が 明らか と な っ た 。 その 
他 , 直接 調理 法 と は 関係 な い が , モク ズ ガ = ニ を つぶ し て 
鶏 の 餌 , 或 は 豚 の 餌 科 に する 場合 も か な りみ られ る 様 で 


考 察 


南 伊豆 地方 の 須 吸 虫 症 の 疫学 的 調査 と し て 当地 域 の 
小 , 中 学生 及 び 一 般 住 民 の 一 部 に つい て 庶 内 反応 を 行 
い , 感染 の 有無 を スク リー ニン グ し , 反応 陽性 者 に 補 体 
き 合 反応 及び 検便 に よる 肺 吸虫 の 検索 を 行い , 肺 吸 虫 症 
の 診断 が 確定 され た 者 に つい て , 叉 線 直 接 撮 影 に よる 陰 
影 出現 状況 を 検討 し た 。 更に 寄生 虫 学 的 な 感染 経路 の 考 
宗 を 行う 為 に , 当地 域 の 肺 吸虫 第 1 中 間 宿 主 河 貝 子 の 感 
染 状況 及び 第 2 中 間 宿 主 で ある モク ズ ガ ニ = を 主 と す る メ 
タモ ルカ リア の 感染 状況 及び 人 以外 の 終 宿 主 の 調査 を 行 
て , お よそ 上 述 の 如き 成績 が 得 ら れ た 。 と ゝ に と 本 症 


U 


が 南 伊豆 地方 に 可 成 り 濃厚 に , KRWSKAYPoN 
事 が 始め て 明 ら 
る 。 今日 所 実施 し た 検査 総 人 員 は , 8,498 名 で 
分 の 7,962 名 が 


浸 淫 が 認め られ る か に され た わけ で あ 
, 内 大 部 


* 小 中 学生 で 主 な る 90 皮 内 
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反応 で は , 小 中 学 生 の 感染 率 は , 後述 の 如く , その 地理 
的 位置 に よっ て 可 成 り の 差 が 認め られ た が 2.5 多 よ り 
7.4 22 に 至る 陽性 率 を 示し た の に 対し て 一 般 住 民 で は 
4.4 宴 よ り 19.122 と 可 成 り 高 率 に 認め られ た 。 友 内 反応 
陽性 者 に つい て , 唯一 固 の 検便 に よっ て 20.7 多 に 肺 下 
卵 を 認め て いる 。 こ と これら の 感染 者 の 地理 的 分 布 は , 主 と 
し て 青野 川 流域 一 帯 及び 西部 の 岩科 川 , 那賀 川 , 及び 仁 
科 川 流域 が 濃厚 感染 地域 で あり , 東部 の 河津 川 及 び 稲生 
沢川 流域 ご で は 殆 ん ど 認 め ら れ な か っ た 事 は 著者 の 行っ た 
当地 方 に お ける ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の 第 2 中 間 宿 主 で 
ある モク ズ ガ ニ に お ける 本 吸 了 メタ セル カリ ア の 検査 成 
績 と 極め て 密接 な 関連 が 認め られ る 事 は , 注目 すべ き 事 
で ある 。 な を と れ ら の 中 間 宿 主 の 感染 の 高度 な 地域 の 住 
ーー 
クズ ガ = ニ へ の 接触 の 機会 の 多い 事 か ら 本 症 感染 経路 の 考 
察 に 多く の 示唆 を 与え て いる と 思わ れる 。 な を 一 般 住 民 
の 感染 率 が 小 中 学生 の それ より 高い 事 は と の 環境 に お け 
る 生活 経歴 が 長い 事 等 か ら 当然 と 考え られ る 。 本 吸虫 の 
人 以外 の 終 宿主 の 調査 では, 同 地域 の 犬 及 び 豚 に 自然 感 
染 が 認め られ た 事 も 本 症 の 疫学 的 鈴 点 か ら 重 要 で ある と 
思わ れる 。 補 体 結合 反応 に つい て は 既 と 横川 教授 が 明 ら 
か に され た と 如く 本 吸虫 の 感染 , . 特 に 肺 臓 以 外 の 臓器 へ の 
可 入 或 は 異 所 的 な 寄生 を 認め る 場合 や 本 症 の 治療 。 も し 
くわ 治療 判定 に 極め て 有意 な 根拠 を 与え る 事 が 明らか に 
され て いる 点 か ら , 当地 域 に お ける 皮 内 反応 陽性 者 237 
に つい て 検討 し た 結果 は その 49.8 名 の 118 名 に 陽性 
を 示し , 内 1 回 の 検便 に よっ て 47 名 (89.85) に 虫 卵 が 
証明 され た 。 こ と れ に 対し て 補 体 結合 反応 陰性 者 は 119 名 
(50.2%) で あっ た が , 内 検便 に よっ て 肺 吸虫 卵 を 証明 
出来 た も の は 僅か に 2 名 ( 1.722) に 止ま っ た 。 
即ち 帳 卵 陽性 率 と 補 体 結合 反応 と は 可 成り 強い 相関 が 
考え られ る 。 横川 教 授 (19588) に よれ ば 本 症 の 皮 内 反応 
陽性 者 の 57.82 が 補 体 結合 反応 陽性 を 示 レ , 虫 卵 陽 性 者 * 
で は その 88.82% に 補 体 結合 反応 陽性 を 示す 事 が 報告 され 
て いる 点 , 或いは 本 症 の 病巣 部 を 外科 的 に 切除 きれ た 症 
例 の 検索 で は 術 後 , 猫 長 期 に 皮 内 反応 が 陽性 を 示す に 拘 
ら ず 。 補 体 結合 反 応 は 術 後 4 カ月 に 至っ て 陰 転 し た 事実 
が 明らか に され て いる 事 よ り 本 症 の 之 等 両 反 応 の 免疫 学 
的 関連 性 は 極め て 興味 が 深い 。 次 ぎ に 第 1 中 間 宿 主 河 
由子 の 肺 吸虫 セル カリ ア の 検査 成績 は 今日 迄 の 所 最も 濃 
厚 な 感染 の み ら れ る 青野 川 流域 で 採集 し た 8.077 コ 中 僅 
か 6 コ の み が , 寄生 を 示し て いた が , と の 事 は 次 いで 行わ 
れ た モク ズ ガ ニ の メタ セル カリ ア の 寄生 率 か ら 考 えて 。 





















は る か に 低 率 で あっ て 本 吸 虫 の 第 1 中 間 宿 主 感染 機 序 に 
は 多く の 問題 が 残さ れ て いる と 思わ れる 。 上 述 の 如く モ 
クズ ガ = ニ の メタ モル カリ ア 寄 生 率 は その 感染 者 の 多い 地 
域 に 殊 に 高 率 で あっ た 事 や 季節 的 観察 で は 秋口 よ り 初冬 
に か け て の も の に だ 最高 を 示し , 本 人 5 
mm) の 大 き さ の も の に 高 率 を いる 事 は , 本 吸虫 
昌和 ポイ 才 ちの 生 『 学 的 観点 か ら も 興 
味 が ある 。 本 吸虫 感染 者 の 臣 床 学 的 検査 成績 に つい て は 
極め て 多く の 報告 が な され て いる が , 著者 の 経験 に よれ 
ば と れ ら 感染 者 と いえ ども , 通学 其 の 他 就 業 を 継続 し て 
いる 者 が 大 部 分 で , 重 篤 な 了 臨 末 症状 を 呈し た も の は , むし 
ろ 少 な か っ た 。 最近 , 横川 教授 (1958) が 警告 され て い 
る 様 に 本 症 の 流行 地 に お いて は , 本 症 患 者 が 肺結核 症 の 
診断 の も と に , 諾 が 施行 され て いる 事 が 可 成 


示し て 


りあ り , 本 地域 に お いて まき \ 赤 そ の 例 に 症 れ て い な か っ 
た 。 従っ て 本 症 の 診断 は 肺結核 症 の 診断 上 に も 極め て 重 


s な 意義 が 認め られ る 。 本 症 の 叉 線 学 的 研究 に お いて や る 
この 点 が 重視 され , 本 症 に 特有 な 病変 像 が 種々 認め られ 
て いる 。 例 えば 三宅 (1939) は 本 症 患 者 の 断層 撮影 に よ ょ 
り , 凡 て に 虫 結節 陰影 を 認め うる と し , 柴田 ・ 細 川 C1951) 
や も 赤 , 多数 の 本 症 患 者 に つい て 肺 臓 及び 助 膜 に お ける 文 
線 像 の け 類 学 8 terraewrav2eser ま る ・ 最近 


\ 


名 の 愚 者 に つい - AP 了 特に 好 発 部 
位 に つい て 興味 ある 報告 を な し て いる 。 平野 (1957) も 
赤 新 潟 県 直江 津 地方 の 新 流行 地 に つい て 可 成 り 詳細 な 臨 
呆 学 的 或 は 叉 線 学 的 検索 を 行 種々 の 考 守 を 行っ て い 
る 。 著 者 の 調査 で は 直接 撮影 の み で あっ た が , 肺 吸 虫 の 
感染 者 に お いて は , その 69.4 に 病 的 陰影 像 を みとめ , 
30.6 に は 之 を 認め 得 な か っ た 。 と れ に 対し て 皮 内 反応 
隆 者 格 の 無 作出 対 群 と は みか に 10.222 に 病 的 陰 
を 認め た の み で あっ た 点 か ら 本 症 の 補助 的 診断 上 に 
は , 充分 有意 義 で ある 事 は 考え られ る が , 病理 学 的 に も 
肺結核 症 の それと, 極め て 類似 し て いる 事 が , 横川 教授 
> (1958) に よっ て 明らか に され て いる 点 か ちら, 陰影 像 

の 診 須 , 発見 頻度 等 に 関し て は , 更に 慎重 な 検討 を 要 す 
る も の と 思わ れる 。 

最後 に 今回 の 疫学 的 調査 に よっ て , 当地 方 に は , ウェ 
ステ ルマン 肺 吸虫 の 他 に , 別種 と 考 へ られ て いる 大 平 肺 
吸虫 の 可 成り 濃厚 な 感染 が 認め られ る 事 が 同時 に 明らか 
著者 の 行っ た 野獣 の 調査 に よっ て タヌキ ,。 イ 
タチ , アナ グマ ,。 ハタ ネズ ミ 等 に 本 吸虫 の 自然 感染 が 認 
更に 第 2 中 間 宿 主 で ある ベン ケイ ガニ , クロ ベ 


(と され た 。 





め ら れ , 
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ン ケ イガ =, ハマ ガ = 等 に 多数 の 大 平 肺 吸虫 メタ セル カ 
リア が 検出 され , 加え て 最近 (1957) 横川 教授 に よっ て 
その 自然 第 1 中 間 宿 主 , ウス イロ オカ チ グ サ が < ら て 著 
見 され た 事 は 肺 吸虫 の 発育 史 , 分 類 学 的 観点 か ら も 極め 
て 興味 深い 

総 括 

著者 は 南 伊豆 地 2K 26 人 Sa 

た 。 此 の 成績 を 総括 する と 概ね 次 の 如く で ある 。 

1) Mer 名 本 か や 536 名 総計 8,498 名 
に 肺 吸虫 症 皮 内 反応 を 実施 し , 陽性 者 501 名 ( 5.9) 凝 
陽性 者 99 名 で あっ た 。 最 も 濃厚 な る 浸 淫 地 で ある 青野 川 
流域 で は 小 中 学 生 8,007 名 中 , 228 名 ( 7.42), 一 般 住 
民 で は 246 名 中 47 名 (19.1%) に 陽性 者 が 見 出さ れ た 。 
性 別 で は , 男子 に 著 明 に 陽性 率 が 高い 傾向 かみ られ た 。 

2) 皮 内 反応 陽性 者 237 名 に 補 体 結合 反応 を 行っ た 結 
果 は , 補 体 結 で 反応 上 性 者 118 名 (49.8) で 陰性 者 は 
119 名 (50.22) あっ た が , その 中 で , 虫 卵 陽性 者 は 補 
体 結合 反応 陽性 者 か ら 47 名 (89.822) 見 出さ れ た の に 反 
し て 補 体 結合 反応 陰性 者 か ら は 2 名 ( 1.722) 見 出さ れ 
た に すぎ な か っ Ns 新しく 友 内 反 k 応 及 び 検 便 に より , 49 
名 の 昌 卵 陽性 者 が 見 出さ れ た 。 

3) 肺 吸 息 寄 生 者 に つい て の 線 異常 所 見 の 出現 頻度 
は , 著しく 高く , 非 寄生 者 の 6 倍 以上 に 達 レ , 浸潤 様 陰 
電 高 率 に 出現 し, 虫 要 陰 影 及 び 助 膜 変化 も し 地 
し ば み られ た が 石 Ne は 少な か っ た 。 異常 陰影 
出現 部 位 は 肺 中 野 が 最も 多く , 肺 失 野 6 

4) 第 1 中 間 宿 主 , カワ ニナ の 検査 成績 で は , 玲 野 川 
流域 の も の で , 3,077 コ 中 6 コ ( 0.195 め ) に 寄生 が 認 
め ら れ た 。 

5) モク ズ ガ = ニ の メタ モル カリ ア の 検査 成績 は , 肺 吸 
虫 感染 者 の 多い , 青野 川 及び 岩科 川 流域 で 採集 され た 

モク ズ ガ ニ の 寄生 率 が 最も 高く , 肺 吸虫 感染 者 の 見 出さ 
れ な か っ た 稲生 沢川 及び 河津 川 の モク ズ ガ ニ に は , メタ 
セル カリ ア の 寄生 は みみ られ な か っ た 。 モ クズ ガ = 雌 雄 の 
間 に 寄 生 率 の 差 は 全く な く , 甲 帝 の 最大 横 経 が 30mm 一 
50mm の も の が 最も 寄生 率 が 高く , それ 以上 の 大 き さ に 
な る と 。 次 第 に 寄生 率 は 低下 する よう で ある 。 モ クズ ガ 

* ルカ リア の 季節 的 観察 に に よれ ば , 9 月 
ら 7 月 の 間 が 


と 少な か っ た 。 


ける メタ モ 


cas ま の 
= に 
みか ら 12 月 の 間 が 寄生 率 は 最も 高く , 4 月 か と 
最低 で あ た 
6) ナ ワ カニ は 総 575 匹 を 検査 し た が , すべ て 陰性 
で あっ た 。 ア メリ カ ザ リ ガニ に は 。 南 伊 豆 町 加納 に て 採 
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集 し た 260 匹 中 の \ 1 匹 の 負 内 に 本 種 肺 吸虫 メタ セル カ 
リア を 僅か に 2 ケ で ある が 始め て 検出 し 得 た 。 

7) 家 蓄 及び 野獣 に お ける 感染 状況 は , 松崎 町 及び 南 
伊豆 町 で 捕獲 し た 4 頭 の 犬 か ら 14 匹 , 下田 町 の 層 殺 場 に 
お いて 検索 し た 豚 2 頭 ( 南 伊豆 町 及び 松崎 産 ) より 7 匹 
の ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 成虫 を 見 出し た 。 タ ヌキ 。 イタ 
チ , アナ グマ , ハタ ネズ ミ の 肺 か ら は , 何れ も 大 平 吸 息 
の 成虫 を 見 出し , イ ノシ シ の 肺 に も 虫 斉 結 飾 を 認め 。 
了 虫 体 は 見 出さ れ な か っ た が , 多数 の 虫 卵 を 見 出し た 。 イ 
ノシ シ に つき , 肺 の みな ら ず , 胃 の 検査 を 行っ た 所 , 5 
頭 の 朋 か ら , ドロ レス 名 口 虫 の 成虫 が 発見 され た 。 

8) モク ズ ガ = の 食用 及び 接触 状況 は , 肺 吸虫 感染 者 
に 援 触 経験 の ある も の が 多く , 特に , 男子 の 方 に 著しく 
多い 事 が 明らか と な り , 生食 し た も の は 1 人 も な か っ た 
が , 大 部 分 は 茹で て 食べ て 居り , 感染 の 危険 が 多い と 云 
われ て 居る 「 オ ボロ 汁 」 及 び 「 た ゝ き 汁 」 を 好む も の が , 
肺 吸虫 感染 者 に や ゝ 多い 様 で あっ た 。 感染 者 の 中 に は , 
魚釣り の 際 に , モク ズ ガ = を 口 で か みく だ き 餌 に 用 いる 
習 慣 の ある 者 が あっ た 。 

稿 を 終る に 臨み , 御 指導 , 御 校 闘 を 賜 つ た 横川 教授 に 
深謝 する と 共に , 本 研究 に 対し , 終始 御 協力 頂い た , 千 
葉 大 学 , 医 動物 学 教室 吉村 助教 授 以下 教室 上 員 各 位 に 厚く 
感謝 し ます . 又 横 川 教 授 の 前 任 地 で ある 国立 公衆 衛生 院 
寄生 虫 室 の 大 島 技 官 及 び 木 畑 技官 の 御 協 力 に も 厚く 感謝 
し ます . 皮 内 反応 集団 検査 に 当 つ て 種々 御 協力 頂い た 各 
小 中 学 校 職員 に 厚く 御礼 申し 上 げ ま す . 
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肺 吸虫 病 , 内 科 の 領域 。 6(4) , 239-246. 


Summmary 

Epidemiological survey on paragonimiasis by in- 
tradermal test, complement-fixation test, and sputum 
and stool examination were undertaken on school chi- 
Idren and other general inhabitants (adults) in south 
Izu, Shizuoka Prefecture. High incidence of parago- 
nimiasiS were Shown in this endemic area. Further 
Studies on the intermediate hosts, other finals host 
than man and the mode of infection of this lung- 
flukes, アア 272goZ22224S 2 の 6S/2272777, Were Carried ont. 
The results obtained were as follows : 

1) Of 7,962 children (14 primary and 11 middle 
Schools) and 536 adqults tested in all over the area, 
501 persons were positive for the intradermal test. 
Percent of the positive for this test in each area are 
Shown in Table 1. and Fig. 1. The highest incidence 
was seen in the area drained by the river Aono, 
where 7.4 and 19.1 多 were positive in children 
and adults respectively. 

2) Complement ixation test and fecal examination 
Were carried out successively on 237 positive cases 
of intradermal test. Of 118 cases (49.8 め ) which 
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Were poSitive for complement fixation test, 47 cases 

(39.8) were also positive for paragonimnuS eggSs by 
fecal examination. On the contrary, of 119 cases, 
negative for complement-fixation test, only two 
caSeS Were DoSitive for the eggSs. 

3) Incidence of the metacercariae of this fukes in 
crabs, 万 7z の ce 7Z の の 22CzeS Collected in Seven TiVerS 
through these areas, was presented in Table 2 
Showing the presence of a striking parallelism 
between high incidence of metacercariae in crabSs 
and high ratio positive for intradermal test in endemic 
TaeaS. 

4) Although nobody in the area makes it a custorm 
to eat crabs uncooked, most of infected men with 
this lung-Huke were used to drink soup made of 
crabs collected in these rivers. Hurman infectionS 
with this frkes would be attributed to the con- 
tamination of fingers, table-wares and food with 
metacercariae on the course of making Soup Of 
crabs harbouring them. 

5) Dogs and pigs captured in these areaS Were 
infected with this Huke, アア . zoes7eZ2 の 27 While raCOOn- 
dogs (Wyc/e7ezeS の 22e77276S), WeaSels (ん ル ks7e/2 7767SZ 
ZS, badgers ( ル を cs の zgzzZ) and wild boarS (SS 
zzco727S7Z) were not infected with 万 2 の 6S/ZZ7727742 
but with 万. o72Z の 7. 
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繕 議 


生 の 腹腔 内 に 寄生 する SegzzZ zzZ7s/g/ が 及び Se/Z77Z 
の gg は 往時 より 広く 知ら れ た 寄生 虫 で ある が , 従来 
病害 が 少し の て 重要 視 さ きれ な か っ た 。 然るに 近年 細 壮 , 
山羊 ,。 時 と し て て 還 の 弁 麻痺 の 慰 因 が Se7Z7zZ ggz727g 幼 若 
虫 の 脳 硝 髄 内 迷 入 に よる も の で ある と と が 新 美 ら (1941, 
1942。1948) に より 判明 し, 佐 然 Segzzg が 重要 視 さ 
れる に 至っ た 。 更に Innes, 蘭 保 (1951) が 人 の 脳 赤色 
軟化 の 疾患 に も 該 Sggzg に 原因 する も の が ある の で は 
な いか と い ` う 疾 義 を 失 染 し : た と と は 医学 界 で 注目 すべ き 
と と で ある 。 双 牛 の 虜 病 ご コモ 又は ワ ヒ と 称す る 状 覚 
の 極め て 著しい 疾病 が ある が , 菅 て 小国 (1929) は 
病 の 皮膚 組織 内 に Microflaria (以下 ME と する ) を 
出し 該 ME を Sezzg の MEf と 思い 本 病 の 原因 と 見 人 し 
た が , 最近 著者 ら (1954。1956) の 研究 に より 該 ME は 
Se7zzzg の ME で は な く Ozzcocezcg gz が zosg の ME で 
ある と と が 判明 し た 。 KA 日 本 の 牛 に 寄生 す 
る 礁 zz の 成虫 及び Mf の 寄生 状態 に 就 い て は 詳細 な 
ene て 再 検討 する 必要 を 感じ 
和牛 の 年 令 別 , 季節 別に 婦 zz の 寄生 状態 を 検査 し た と 
と ろ , 極め て 興味 深い 結果 を 得 た 。 即 ち Ozcocezcg gz7Zz- 
z の sZ で は 成虫 と その Mf と は 相 伴 っ て 寄生 し 。 Se27zZ 
27sz/ が は 成 上 虫 も M 2 
が Se gz272 の Mf は 幼 若 牛 で は 寄生 する が 2 蔵 
以上 の 牛 で は その 成虫 MORA 生 し て いる に も 拘ら 
ず 何 故 か Mf の 寄生 は 認め られ な い 。 そ の 理由 の 一 つ に 


ISABURO KOUNO : Studies on agglutination of 
microfilariae and itS parasiticidal immunologic Sig- 
nificance (Department of Animal Pathology, Fa- 
culty of Agriculture 和 Department of Hygiene, 
Faculty of Medicine, Kagoshima University) 


(125 ) 








特 別 掲載 


殺 息 性 免疫 現象 に よる Mf の 死滅 の 為 な ら ざ る か と 考え 

られ る 。 よ っ て 本 東 の 寄生 牛 の 血 清 に 対す る Mf の 態度 

を 観察 し た 所 , MEf の 凝集 反応 の 発現 を 見 出し た 。 
検査 の 結果 本 凝集 反応 は 細菌 に お ける 凝集 反応 , トリ 

パ ノ ゾー マ の Agglomeration 等 の 諸 現 象 と 異 る 性 質 の 
も の で 然 る 本 凝集 反応 は 後天 性 の 殺虫 性 免疫 に 関係 あ Q 
と と が 判明 し た 。 

由来 寄生 虫 病 の 免疫 学 的 診断 に は 補 体 結合 反応 , 皮膚 
アレ ルギー 反応 , virus 方 吉 
の 免疫 学 的 診断 の よう に 実用 的 に 応用 され て いる も の は 
甚だ 少 い 。 寄生 虫 の 免疫 は 一 般 に 微 訟 で ある と 思わ れる 

, 体 組織 内 に 寄生 する 寄生 虫 に 対し 抗体 の 発生 が 証明 
され た も の が ある 。 即ち 万 zz 症 の 免疫 学 的 診断 に 就 
いて も ゃ Bozicevich (1944), Fairly (1931), 我国 で は 一 
の 瀬 (1942), 片 峰 (1952), 北村 (1950), 岡部 (1952) 
ら 幾 多 の 報告 は ある が 実用 の 域 に は 達し て いな い 。 

免疫 的 感染 防 狂 に つい て は (1915) は 日 本 住 血 吸 
虫 を 馬 に 実験 的 ( と 感 夫 さ せ 。 小沢 (1929) は 同 虫 を 犬 
に 実験 的 に 感染 させ て そ see 証明 し て いる が それ を 
2 977 の て は 証明 し て いな い 。 

著者 の 発見 し た Mf の 凝集 反応 は 極め て 珍し く 単 に 
77zg の 研究 に 有益 な る の みな ら ず 一 般 免 疫学 的 に も 
新 分 野 を 開 病 し 類 る 興味 ある も の と 思い , と と 研究 成 
績 を 報告 する 。 

和牛 Filaria の 寄生 状態 の 調査 

T 検査 方 法 

本 編 で は 我国 の 牛 に お ける 万 zz の 種類 及び 寄生 状 
態 を 検査 し た 。 

7 太 zz の 検出 に 供し た 牛 は 主として 鹿児島 層 場 に お 
ける 黒毛 和牛, 熊本 必 場 に お ける 褐 毛 和牛 で 一 部 は ホル 
スタ イン 種 で ある 。 ダー 部 農家 の 幼 若 和牛 も 検査 し た 。 成 
虫 は 和牛 解体 の 際 肉 眼 的 に 検査 し , ME は 血液 中 の も の は 
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肺 及 び 妥 静 脈 の 血液 の 濃厚 塗 抹 炎 作っ て 検査 し , 皮 
上 組 織 内 の Mf は 皮膚 片 を 微細 に 切り 37C の 生理 食塩 水 
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第 1 表 1 歳 未 満 牛 に お ける Sez77Z 
2227sZ77 の MEf の 検出 状況 








中 で 2 時 間 浸 漬 し た 後 100 メ ッシュ の 金網 に て 濾し , 演 






Se72722 
和牛 番号 生れ た 年 月 月 齢 検査 年 月 日 ZsZ2 応 



































( イ ) sezgzz 2 が SZ2/ が の 寄生 状態 
石原 (1953) は Segzz gzsZg77 の 先天 性 感染 を 報 る 成虫 の 


& 1 直 示 滴 の 仔 も の と 





( 126 ) 


液 を 5 分 間 遠 心 分 離 に か け 沈 混 物 を 塗 抹 し 順 徴 寺 林木 を の MEf 
作り , これ ら の 標 木 を ギ ス ザ 染 色 。 メ チル グリ ー ン ・ ピ 1 26 年 6 月 約 12 ヵ 月 27 年 5 月 2 一 
ロニ ン 染 色 。 ヘ マト キシ リン ・ エ オジ ン 染 色 等 を 行い 鏡 2 26・ 8 10 27。 55- 2 pe 
き レ た 。 3 26・8 , 10 27・5・2 0 
以上 の 検査 は 5 年 間 に 上 り 随時 に 行い 検査 牛 の 数 は 約 4 26・ 6 11 の の 52 2 
1.000 頭 で あ る 。 きち o る 12 27・5 ・10 ー 
l 検査 成績 6 26・11 7 27・5・10 十 
(一 ) 黒毛 和牛 に お ける 名 貝 種 の 寄生 状態 7 26・11 7 27・5 ・20 2 
黒毛 和牛 に 寄生 する 万 放 2 は SegZZ と Ozc/ocezcg 9 26・11 7 27・5 ・20 二 
の 2 必 あ っ て 両者 は 形態 及び 体内 分 布 に より 容易 に 角 別 人 + 
出来 る 。 10 27・12 6 27・5・21 ーー 
ae 39cd 
キ の 腹 座 内 に 寄生 する Sezzz は 新 美 の 章 鮮 牛 に お け 0 ょ っ 2 
る 検査 で Segzzg ggz/272 と Se/2Z2 27sSAg7 が の 2 種 の 6 2 グ 。 5s0 に 
あっ て 耳 Willis Thwaite (1927) の 報告 し た Se/zZZ 15 27・ 1 6 27・5・30 十 
42427 の - の ZZ2770sg (に 一 致す る も の \ が こ 見 られ た が 不 確 実 16 。 27・2 4 27・6・1 3 
で SegzzZ gggZz72 の 中 に 加え られ た 。 佐藤 ら (1953) ネ 笠寺 * き + 27・6・ 1 ー 
東京 芝浦 居 殺 場 に お ける 牛 の Segzzz を 検査 し Se/gzzg : : 半 =: 間 3 27・6・t ー 
2 の z27 の - カ Z の 27/ の sg 立 種 と 見 区 し 難く Se27zZ gg7727Z 19 27・ 3 4 27・6 ・10 ー 
の 老 信 化 し た も の と し て いる 。 著者 の 検査 ご で も Se 20 27・ 3 4 27・6 ・10 os 
22 の - カ の 27psg は 独 員 時 で な 9 Se727Z の gz7272 の 範 21 26・ 4 3 27・6 ・15 の 
時 に 入 る べき も の で あ る と こ 達 した 。 Sgagyig 3 2 殺 <.@ 12 27・6・15 ー 
の gz7272 と Se727Z 227S2// と は SS で は 体長 及び 形態 Ne e 5 っ 2 3 3 に を 史 
は 25 26・ 8 10 2 の イプ 一 
認め 難い が 体長 に お いて 極め て 明瞭 に 両者 の 区 別 が 認 % 2 a 50 よ ュ 
られ る 。 


誕 * 層 場 材料 に 付 成 虫 仔 虫 共に 検出 し た 


産み 出す ME で は な く , 先天 性 感染 し た Se 


告 し た 。 著 者 は Sezzz 27sZZ77 の 成虫 及び その Mf の 発育 し た 成虫 の 産 」 科 た ME な ら ざ る か を 考え ね ば な 
の 寄生 状態 を 年 齢 別に 年 間 を 通じ て 検査 し た 。 そ の 方 法 ら な い 。 即ち ち 母 が 夏 妊娠 し て Segzg に 感染 し , その 幼 
は 農家 の 幼 若 牛 を 材 WEA と し 妥 静 脈 より 採血 し Mf の 検出 若虫 が 胎盤 を 通過 し て 胎児 の 腹腔 内 に 侵入 し , 成虫 と な 
を 行っ た 。 その 成績 は 第 1 表 の 通り で ある 。 り 胎 児 の 体内 に お いて Sezzg の Mf の 生産 が 行わ れる 


考え られ る 。 2 月 生れ の 仔牛 の 4 ヶ月 の も の の 剤 
表 に より 11 月 より 翌年 の 2 月 廷 の 間 。 即ち 冬 に 生れ た 検 で 腹腔 内 に 数 偽 の Segzg kgZSAg 広 の 成虫 が 見 られ 


仔牛 の 正 中 に Sezzz 2 が s2/7 の ME が 認め られ る が , た と と は , と の 先天 性 感染 を 明らか に 実証 する も の で あ 
その 他 の 季節 に 生れ た 仔牛 の 血 中 に は 全く 見 られ な い 。 る 。 祥 3 月 以降 生れ た 仔牛 の 血 中 に Mf が 認め られ な い 
彰 鮮 邊 に お ける 新 の 研究 に よれ ば Sgg Zs が の は 母 后 が Segzg 感染 時 , 胎児 が 1 > 2 ヶ月 で は 胎児 


は 感染 し て 3 ヶ月 経て ば 成虫 と な り Mf を 生産 する と 報 の 腹腔 内 に 侵入 する と と は 出来 な く , 少く と も 38 ヶ月 以 
告 し て いる が ai 史 よ E 導 7 委 生 れ の 仔 牛 の 血 上 の 懇 児 で な りり ナ れ ば Se 刀 7 は 腹腔 内 《 と 侵入 出来 な いと 


中 に 見 える Mf は 和牛 の 生後 感染 し た Sezzg の 発育 し た と を 意味 し , 又 6 月 E れ た 仔牛 の 血 中 に Mf が 認め 
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2 テ 


られ な い の は 夏 を 過ぎ て か ら 妊 娠 し た 母 牛 は Segzzg の 


者 

b 1 歳 以上 の 牛 に お ける 検査 

多数 の 層 場 牛 に ー っ き 換 査 し た る 1 -1 歳 の 牛 に は 極め て 
稀 ( Mo び Mf の 寄生 を 見 た が 2 歳 以 上 の 牛 に 

Po も 全く 寄生 を 見 な い 。 3 月 以降 生れ た 2 歳 

0 で 時 に Sez7Z Zs が の Mf が 正中 に 認 の 
0 Segzz の 寿命 は 一 年 余り だ か ら 本 和牛 に 見 られ 
た Mf( は 生 後 感染 し た Segzzg の 産出 し た も の で ある と 
解 の が 当然 で あろ う 。 

ー れ を 要 す る に Sezzz 2 が SA が で は 先天 性 感染 は 
正常 な 感染 法 で 稀 に 生後 同 染 が ある と 言え る 。 2 歳 以上 
の 和牛 に は Seg7zZ 7sz/ 由 和 お も その MEf も 決し て 
め ら れ な い 。 然 も 先天 性 感染 を 発し た 仔牛 の 母 牛 に 


丸 > ルキ 
反応 と だ 
成虫 IMf る 認め られ な い 。 と の と と は 極め て 興味 ある 


> 
も 
な で 肖 ems の 和牛 に は 何故 か Se/zzzz ZZZsZ/ が は 成 
虫 に 発育 し 難く , 潜 し か ゝ る 和牛 に 本 虫 が 電 際 計 陸 
hh する も の と 考え ら # 
( ロ ) Se/2zzg の gz の 寄生 状態 
層 場 の 多数 の 牛 に つい て 検査 し た る に , kei 
夏 経過 し た 仔牛 に は 春 に は 成虫 及び その Mf が 認め ら # 
る 。 2 歳 以上 の 和牛 に は 腹腔 内 に 成虫 が 寄生 し, し か も 母 
は 子宮 内 に 活 深 な Mf を 無数 に 蔵 し な が ら MEf は 年 間 
を 通し Sp て 認め られ な い 。 成虫 の 寄 
生 数 は 9 月 か ら 11 月 が 最も 少く その 他 の 季節 に は 多く し 
て 常に 数 隻 以 上 見 られ , 生 し て いる 
邊 も ある 。 解体 時 Sgzz の 寄生 し て いな い 和 牛 も ある が , 
営 て 寄生 し た 証拠 の 繊維 性 腹膜 炎 が 有 存 し て いる の て 3 
歳 以 上 の 牛 は 殆 ん ど 全部 の 牛 が Segzg に 感染 し た こと 
が わか る 。 妨 農家 の 幼 若手 に つい て を * 「 し た が 前 館 の 
如く SezZZ 27sg/7 は 多数 の 和牛 に 認め られ た が Se 太 - 
ZZ の gz7272 は 全く 認め られ な し 
これ を 要する (に SezzZ の gz7272 は Se7Z72Z 72Z7SZZ7/ 
の 如き 先天 性 感染 は 人 金 く な い こと が わか る 。 Seg7g の 
人 育 史 及 び 成 豆 の 寄生 の 多い 季節 より 考え て 中 間 宿 主 よ 
り の 感染 は 7 て 8 月頃 が 最も 多い 。 1 歳 邊 で は 成 昌 と そ 


の Mf は 認め られ る が , 2 歳 以上 の 牛 に は 腹腔 内 に 成虫 
が 寄生 し て いる に 


に 拘ら ず 血 中 に Mf は 認め らち れ な い 。 と 


れ は 母 虫 よ ト り 生れ る Mf は 何故 か 生存 不能 で 速 に 死滅 す 
る か ら で あ ろう 

2. Ozczocezcg gz が 7osZ の 寄生 状態 

層 場 に お ける 多数 の 牛 に つい て 検査 し た が 成虫 は 表 和 
帯 周囲 の 結 締 織 に 寄生 し, その Mf は 二 型 あっ て 著者 


(127 ) 


575 





ら (1954, 1956) は 第 一 期 ME と 第 二 期 ME に 分 類 命名 し 
た 。 即ち 前 者 は 成虫 より 生れ た ば か り の Mf で 細長 く 皮 
組 織 内 の み に 寄 生 し , 後者 は 前 者 の 一 段 と 発育 し た も 
の で 短く 体 幅 は 広く し て 渦 状 を 呈し , 度々 中 に 出現 す 
る の で 両 期 ME の 第 別 は 容易 で ある 

( イ ) OcAocezcg gz7z7osg の 寄生 状態 

第 一 期 ME と 第 二 期 Mf Ne め ち られ 常に 混在 し て 
いる 。 概して 夏 に 第 一 期 ME が 多く 冬期 に は 第 二 期 ME 
あい : la て 本 虫 は 3 培 以上 の 牛 に は 90 多 以 上 寄生 
レ , Mf は 常に 成 昌 の 寄生 率 と 一 致し て いる Weed 
を 過ぎ た も も の は 末年 春 以後 は 多く の も の に お いて 本 虫 
の 寄生 を 見 る 。 前 述 の 如く 成 后 で は 90% に 寄生 し て いる 
が 。 た と え ぇ 寄生 し て いな いも の で を 括 帯 に は 番 て 木 
の 寄生 に ょ る 陳 旧 性 変 状 が 見 られ る の で 和牛 は 一 生 の 間 に 
は 全部 寄生 する も の と 思わ れる 。 

( ロ ) Ozocezcg gzZz7osg の 先天 性 感染 

2 ee ある が 2 月 生れ の 当 蔵 牛 の 6 月 に お ける 度 謀 

の 役 胡 て ご 第 二 期 ME が みみ られ た 。 こ と れ は Ococe7c な 

ト り 考 えて 生後 感染 で は な く 矢 張り Segz4z 
77S/Z/ が Mk 母 牛 が 夏 妊 娠 中 Ozcocezcg Moo 
胎盤 感染 が 起り 胎児 に 侵入 し 胎児 の 委 利 帯 で 発育 し 
虫 と な り , Mf を 衝 族 し た め の ょ 上 解釈 せ ざ る ea 
ト っ て 本 虫 に は 極め て 稀 で ご ある が 先天 性 感染 が ある と と 
が 判る 。 

( 二 ) 和牛 の 種類 と 万 zzz の 寄生 状態 

1. Med Se7277Z 『 感 性 

新 美 の 朝鮮 牛 に お ける Sezzg 寄生 状態 の 検査 で は 2 
ー 3 歳 迄 は 両 Sgzzz の Mf は 認め られ る と 述べ て い 
る 。 著 者 は 主として 黒毛 和牛 導 泊 2 タイ ン 種 で 検 
食し た か, ホル スタ イン 種 は 本 虫 の 感受 性 が 高く 成虫 
さ 一 般 に 黒毛 和牛 より 寄生 数 が 多く Mf の 出現 も 黒毛 和 
和 より 策 ベ 高 年 齢 に 至る まで 認め られ る ea 2 歳 以 上 の 
和牛 に は や は り 黒 毛 和 和牛 同様 に 成虫 は 認め られ て も Mf は 
認め られ な い 。 概 過 G99 の ) の 幸人 に ト よる と 島 の 無人 
和牛 も 1 戴 迄 は Mf が 認め られ る が , 2 歳 以 上 の 牛 に は 
Mf は 認め らち られ な い 。 と れ に よっ て 和牛 の 種類 に よっ て 
Se7zzg の 感受 性 に は 或 程度 差異 が ある と と が 判る 。 即ち 
朝鮮 牛 は Sezz に 対し 最も 感受 性 に 富み 黒毛 和牛 は 他 
の 種類 の 牛 に 比較 し て 感受 性 が 鈍い よう で ある 。 

2. 各種 牛 に お ける Oxc,ocezcg gz が ezosg 感受 性 

Ozcocezcg gz が zosg は 前 述 の 如く 黒毛 和牛 に 多数 寄 
生 し て いる の みな ら ず 更に 褐 毛 和 和牛, ホル スタ イン 種 , 
無 角 和 和牛 に も 寄生 し て いる 。 本 東 の 寄生 率 は 牛 の 種類 に 












我国 の 牛 に 寄生 する 万 gg の 種類 及び 寄生 状態 を 調 
査 し 検出 し た 万 zz は Sezzzz 属 2 種 , Ozcocezcg 
属 1 種 の 3 種類 で ある 。 

(一 ) Se 属 の 2 種 , Segzzg zzZsAg/7 及び Se/p- 
ZZ の gz7272 は 腹腔 内 に 寄生 し , それ ら の Mf は 血液 内 

み に た 分 布 し て いる 。 面 し て SezzZ 2 が SZZ/7 は 大 部 
分 が 先天 性 感染 を 為 し 一 部 が 生後 感染 を 為す が 2 歳 以 上 

の 牛 に は 成虫 も Mf も 決し て 寄生 しない 。 

Sez7Z g の gz 人 272 は 総 て 生後 感染 で sho で 

は 1 歳 牛 の み 成 虫 と と の Mf が 認め られ , 2 歳 以上 の 牛 
て は 炎 光 が 腹腔 内 に 認め られ て も その Mf は 決し て 認め 


の SezZzZ の 寄生 率 と 寄生 状態 を 示せ ば 第 1 図 
の 如く で ぁ # 

S. marshalli 成虫 S. gtata 成 中 

S. marshalli Mi S. digitata Mf 








箇 1 図 各 年 齢 の 牛 に お ける Se7z7zZ の 
寄生 状況 (検査 時 7 月 ) 


( 二 ) Ozzocezcg gz が zzZosg は 預 抽 帯 周囲 の 結 締 組織 
に 寄生 し その Mf は 第 一 期 ME と 第 二 期 ME の 両 型 あ り 
て , 共 人 た 皮膚 組織 に 寄生 する が 第 二 期 ME は 時 と し て 血 
中 に 出現 する 。 又 極め て 稀 で ご は ある が 本 虫 の 先天 性 感染 

が 認め られ る 。 人 は 成虫 と ME と は 常に 相 

伴っ て 出現 する 。 寄生 率 と 寄生 状態 を 表 に 示せ ば 第 2 図 
の 如く で ある 。 


附 記 
細 羊 , 山羊 時 と し て 馬 の 腰 麻痺 の 原因 が , Se の の - 


gzz の 幼 若 虫 の 脳 奪 髄 内 迷 入 に よる こ と は 時 に 知ら れ 
て いる が , 本 病 の 予防 策 と し て 牛 体内 の Sezzzz 及び そ 
の Mf を 有 殺 減 する こと が 大 られ , と の 方 法 が 実験 的 に 
行わ れ 良 好 な 成績 を 挙げ て いる 。 そ の 際 2 歳 以 上 の 和牛 も 
惑 染 源 の 対象 と し て Sezz の 駆除 が 行わ れ て いる が 著 
者 の 牛 Mf の 寄生 率 , 寄生 状態 の 検査 に より 2 歳 以上 の 
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邊 年 輸 
第 2 図 各 年 齢 の 牛 に 5 お ける Oc2cezcg 
gz が 7osg の 寄生 状況 (検査 時 7 月 ) 


牛 は た と 成虫 が 寄生 し て も Mf は 血 中 に 出現 し な いか 
ら 腰 麻痺 の 感染 源 に は な ら な い 。 よ っ て 2 歳 以 内 の 牛 の 
み 腰 麻 痺 の 感染 源 と し て 予防 策 を 樹立 すれ ば よい 。 と の 
と と は 実際 的 に 極め て 有益 な る 知見 で ある 。 


疑 集 友 応 の 発現 


T. 緒言 及び 反応 検査 法 

前 項 で 述べ た 如く Segzzg gzz2 の Mf 寄生 状況 
は SezZZ ZZsZg77 或 は Ozcocezc2 gz が osZ と 大 い 
に 異 り 2 歳 以 上 の 牛 に は 成 上 が 寄生 し て いて も その MEf 
は 血 中 に は 出現 し な い 。 と の と と は 極め て 興味 ある こ 
と で ある 。 その 理由 に 血清 の 殺虫 性 が 考え られ る の で 
Sezz2 gg な の 感染 を 耐 過 し た 牛 の 血清 に Mf を 作 
用 させ た 所 , 凝集 反応 の 発現 が 見 られ る こと を 発見 し た 。 
凝集 反応 の 実施 法 は , 層 殺 の 際 各 年 信 の 牛 よ り 無 菌 的 に 

血液 を 採取 し , 叉 ー 般 農家 の 和牛 で は 頸 静 脈 よ り 血 液 を 採 
集 し 。 血清 を 分 離し 約 0.4cc ホ ー ル グラ ス ( 径 2.8 cm) 
に 採る 。 一 方 牛 解体 の 際 腹 腔 内 より Sezzzz 母 虫 を 採集 
し 滅菌 生理 食塩 水 に て 数 回 洗 藻 し 時 計 皿 内 に て 潰し , 子 
宮 よ り Mf を 取り 出し , Mf 浮 渡 液 を 作り ピペット に て 
約 2 て 3 滴 (Mf が 多数 に 含ま れる ) を 前 述 の 血清 に 添加 

し 大 型 デ ッ キ グラ ス に て 覆い , 50C の パラ フィ ン 人 て 周 
囲 き Sa じ , 37 で の 映 卵 器 に 入れ 種々 の 時 間 に 観 察し た 

・ 実験 成績 

9 疾 集 反応 の 観察 

1。 凝集 現象 

Sezzg 感染 耐 過 血 清 に Se2zZz の み gz22 の Mf 及び 
虫 卵 を 加え る と 凝集 反応 が 起 る 。 即 ち 虫 体 及 び 貝 卵 は 絡 
み 合 い 疑 集 が 起 る 。 疑 集 が 発現 すれ ば 虫 Sd 
活 湊 に な り 麻 交 状 態 に 陥り SG た Mf の 周囲 に 
策 々 透明 な 蛋白 膜 様 物質 が 出現 し Mf は これ と 包ま れる 
に 至る 。 下 体 が 凝 集 し 蛋白 膜 様 物 質 に 包ま れる 迄 の 時 間 
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は 5 分 っ 10 分 で ある 。 凝集 し 団塊 と な れる も の の Mf の 
数 は 数 隻 , 十 数 隼 或 は 数 十 儲 で と の 数 は 一 定 し な い 。 と 
れ に 反し 対照 試験 と し て 非 寄生 牛 血清 内 に 加え られ た 
Mf は 最後 迄 血清 内 に 散在 し 極め て 活 深 に 運動 し て いる 
の が 見 られ 凝集 現象 は 全く 起 ら な い 。 凝集 反応 陽性 の 程 
度 は 四 段階 に 分 類する と と が 出来 る 。 即 ち Mf は 名 く 団 
塊 を 形成 し その 頭 端 , 尾 適 何れ の 部 位 も 蛋白 膜 様 物質 に 
完全 に 包ま れ Mf の 運動 性 は 極度 に 麻痺 し た も の を 志 と 
し た 。 数 隻 づつ 所 々 に 団塊 が 見 られ , 蛋白 膜 様 物質 が 或 
程度 認め られ Mf の 運動 性 が 鈍く な る も の を 廿 と し た 。 
Mf は 散在 する も の は 殆 ん ど な く 多く は 団塊 と な り 和 蛋白 
膜 様 物質 が 僅か に 認め られ る も の を 十 と し た 。Mf が 凝 
集 す る も の も ある が 各々 1 隻 づ つ 散 在 し て いる も の も あ 
る の を 士 と し , 何等 族 集 反応 を 星 せ ず ホ ー ル グラ ス 全 体 
に 散在 し 活 湊 に 運動 し て いる も の を 陰性 と し た 。 以 上 凝 
集 反 応 の 程度 を 模式 図 に 示せ ば 第 3 図 の 如く で ある 。 
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第 3 図 凝集 反応 陽性 程度 の 分 類 


2。 凝集 現象 に よる Mf の 死滅 

凝集 と Mf の 運動 性 と は 大 い に 関 係 が ある 。 即ち 凝集 
の 程度 の 強い Mf 程 運動 性 は 麻痺 する 。 凝集 反応 は 5 分 
前 後 よ り 発現 し , 1 時 間 前 後 が 最も 強い 疑 集 反 応 が 見 ら 
れ , 10 時 間 以 上 経過 すれ ば Mf の 運動 性 は 著しく 不 活 深 
に な り 時 々 動く 程度 に 過ぎ な い 。 凝集 せる Mf は 48 時 間 
後に は 殆 ん ど 運 動 性 が な く な り 時 に 動い て いる 程度 で あ 
る が 中 に は 団塊 か ら 脱 落す る Mf も 認め らち れる 。 脱落 せ 
る Mf は 全く 運動 性 な く 死滅 し て いる 。 こ と れ に だ 反し 凝集 
せ ざ る Mf の 運動 性 は 時 間 的 に 長く 持続 する 。 こ れ に ょ 
っ て 凝集 反応 は ME を 死滅 させ る 現象 で も る と と が わ 
みる 。 商 詳細 は 後 項 に 譲る 。 
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3。 温度 及び Mf の 生死 と 凝集 現象 

凝集 反応 発現 は 温度 と 大 いた 関係 が ある 。 即 ち 87 で に 
お いて 最も 急速 に 凝集 反応 が 発現 し , 37C 以 下 の 温度 は 
凝集 現象 の 発現 が 遅れ る 。 双 実 験 当日 採取 せる 活 湊 な ME 
は 血清 に 入 れる と 直 に 団塊 と な り 所 < に 凝集 反応 を 呈 
する が 実験 前 日 採取 せる 弱っ て いる Mf は 時 間 的 に か な 
り 遅 れ て 凝集 反応 を 呈し , 時 に は 団塊 を 作り 得 ず 1 隻 の 
ま ゝ 和 蛋白 膜 様 物質 に 囲ま れ て 運動 性 を な くす る も の も あ 
る 。 双 前 日 探れ る Mf で 死 せ る Mf を 血清 に 入れ る と 凝 
集 反応 は 全く 起 ら な い 。 と れ に ょ っ て 本 凝集 反応 は MEf 
が 生き て いて し か も 活 湊 な Mf で 温度 37C が 最も 発現 し 
易く , 且つ 強い 凝集 反応 を 呈す る こと が 判る 。 本 凝集 反 
応 に お いて は Mf の 周り に 復 白 膜 様 物 質 が 出現 する が こ 
の 中 に は 虫 卵 及び 子宮 細胞 の 破壊 産物 も 絡み つく と と が 
ある 。 但し 虫 卵 及 び 子 宮 細 胞 の 破壊 産物 は Mf の 存在 し 
な い 所 で それ 自ら 凝集 する と と は な い 。 

( 二 ) Microflaria の Agglomeration 様 現象 

トリ パラ ゾー マ に お いて その 免疫 血清 中 に トリ パ ノ ゾ 
ー マ を 滴下 する と 頭 端 を 附 着 し 合い ロゼ ッ ト を 形成 す 
る 。 本 現象 は 特に Agglomeration 現象 と 呼ば れ て いる 。 
著者 は Mf の 凝集 反応 の 発現 を 観察 中 時 < 面 も 不 規則 に 
トリ パ ノ ゾ ー マ に お ける が 如き Agglomeration 様 現象 
を 呈す る の を 認め た 。 即ち 尾 を 附 着 し 合い 昌 体 を 真直 に 
伸ばし 極め て 美 豚 な ロゼ ッ ト を 形成 する (附図 参照 ) 本 
現象 を ME の Agglomeration 様 現象 と し て 述べ る と と 
に し た 。 と の 現象 の 発現 し た 例 は 第 2 表 の 通り で ある 。 
Agglomeration 様 現象 は 1 歳 半 以上 3 歳 の 牛 で Sezzg 
感染 牛 血清 に 発現 し , 本 現象 は 血清 に ME を 加え て か ら 
5 時 間 で 発生 し た も の も ある が 大 半 は 10 時 間 以 上 経過 し 
て 発現 する 。 


第 2 表 MEf の Agglomeration 様 現象 の 発現 例 





和牛 番号 邊 年齢 ( 歳 ) 凝集 反応 発現 迄 の 時 間 発現 





1 1.5 十 20 時 間 = = 
2 1.5 トー 20 浴 
3 1.0 ヒー 10 ま 
+ 3.0 p っ 20 の 
5 1.5 = 10 キ 
6 2.0 に ー 5  。 





話 : 参考 の 刊 , 可 検 血清 の 凝集 反応 の 陰陽 程度 も 記入 
し た 。 血清 採集 し た 和牛 は 全部 Se の 感染 し た も の で 
あつ た 
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Agglomeration 様 現象 を 呈し た 下 体 は 真直 に 体 を 伸 ば 
し 殆 ん ど 運 動 性 を 失い 死滅 し て いる 。 ト リ パ ノ ゾー マ に 
お ける Agglomeration で は 虫 体 は 運動 性 が あり 面 も 生 
存 レ し て いる と 云わ れ て いる か ら と れ と は 大 い 2 本 
現象 は 凝集 発現 の 弱い も の ( 土 程 度 ) に 展 々 見 られ 発現 
率 が 低く 100 例 中 1 2 回 程度 に 面 も 偶然 に み ら れ 血清 
の 本 反応 を 呈す る こと と の 予測 は 不可 能 で ある 。 和牛 以 外 の 
動物 血清 及び Sezg 非 寄 生 の 凝集 反応 陰性 の 牛 の 血 清 
に は 発現 し な い 。 この 点 より 考え れ ば 多少 免疫 的 意義 の 


あら ざる か き # 思わ 【 め る が , 本 反応 発現 の 予測 が で き な 
いか ら 詳 細 な 研究 が 不可 能 で あめ 。 但 し 前 述 の 凝集 反応 


と は 恐らく 全く 異 る 現象 と 

( 三 ) 凝集 反応 の 発生 要約 

本 族 集 反応 の 性 質 を 種々 の 見 地 よ り 究 明 す べ 
験 を 行っ た 。 

1. 稀釈 血清 の 凝集 反応 

凝 集 反 応 陽 性 原 血清 は 稀 息 に より 如何 な る 程度 迄 反応 
を 星 す る か を 検査 する 為 に 生理 食塩 水 に * 通 江 的 と 肖 集 
反応 陽性 の 血清 を 稀釈 し て Mf の 凝集 反応 を 実験 し た 。 
10 例 以上 の 血清 に つき 実験 し た 成績 を 総括 すれ ば 第 3 表 
の 通り で ある 


策 3 表 稀釈 血清 の 衣 集 反応 





へ 観 和 時 間 
9 10 分 30 分 1 時 間 2 時 間 3 時 間 6 時 間 
稀釈 血清 ヽ 





原 血 清 世 時 革 填 世 世 
4 倍 二 填 革 財 革 填 
8 倍 キ 。 特 十 填 症 征 
16 倍 一 一 一 一 一 一 
32 倍 一 一 一 一 一 一 
64 倍 一 一 一 一 一 一 





実験 の 結果 は 原 血清 は 凝集 反応 が AN 5 Mona AN 
3 - れ ば 河 次 弱く 発現 し 16 倍 に て は 全く 
レ な い 。 
と れ は 一 般 細 菌 学 に お ける 凝集 反 
て も 反応 が 陽性 な 事 と 著しく 異 る 
cside *` て は た と 
清 は 低 度 の 稀 息 で 反応 が 時 々 発現 する 場合 が あぁ 
Mf の 凝集 反応 に お いて る と と は な い 。 
トリ パ ノ ゾ ー マ の Agglomeration は 細菌 の 凝集 反応 
程 は な い が . 640 倍 稀 息 迄 は 陽性 で ある と 云う 。 夏 に と の 


反応 が 通常 高 稀 息 度 に 
3 と き (a 示す 。 
え 健康 血清 に て も 原 血 
め る ん が 森 
か 3 


キ 
\ っ 、 <^ = ソノ 


点 に お いて Agglomeration は 細菌 凝集 反応 に 近い も の 





(寄生 虫 学 雑誌 ・* 第 7 巻 ・ 第 5 号 






で ある 事 が 判る 。 
2. Segzzg 感染 牛 及 び 未 感染 牛 血清 の 凝集 反応 
本 凝集 反応 は Segzzz 感染 牛 の み に 発現 する や 否や を 
検査 し た 。 
第 4 表 Se の gz7272 感染 牛 及 び 
未 感染 牛 血 清 の 肖 集 反応 





生 検査 頭数 凝集 反応 の 発現 率 





未 感染 和牛 25 0 
感染 耐 過 和 牛 150 80 め 





庄 : 未 感染 和牛 , 感染 耐 過 和 牛 共 に 約 50 は , 幼時 
Se727Z 22ZSZg7 の 感染 生 で ある 。 


kliog す チッ 4 表 の 如く Segzg ggzZ7z 未 感染 和牛 
血清 に は 全く 発現 せ ず Se み wgz272 に 感染 し 耐 過 し 
た 下 消 と seres に 凝集 反応 が 発現 する 。 と れ に よっ 
て 本 活 集 反応 は Sezzz 感染 の 血清 に 特異 的 に 発現 する 
も の と 認め られ る 。 

9 eemn あ ES 

牛 の 時 半 は ち 馬 。 豚 , 山羊 。 犬 , 家 誠 ,。 モル モツ 
ト の 血清 は 若 し や Sezzz み gz2 婦 の Mf に 対し て 淫 集 

反応 を 起き さ しめる で は な いか を 見 る 為 に 之 等 動物 の 新鮮 
清 『 を 採集 し 本 Mf の 凝集 反応 を 試験 し た る に 常に 全く 
反応 の 発現 を 見 な か っ た 

と これ に よ ょ っ て 本 Mf は 種々 の 動物 の 血清 に ょ り 淫 集 反 
応 を 呈す る も の で は な く 本 虫 感染 の 耐 過 血 清 の み 凝 集 反 
っ て 本 ME は 血清 に より 偶発 的 凝集 
反応 を 星 する も の で は た いと と を 知る 。 

4。 両 Sezzg の Mf に 対す る Se7Z の gz 寄生 
牛 血清 の 凝集 反応 

和牛 に 寄生 する Sezzz 属 の 2 種 は 前 項 で 述べ た 如く 寄 
生 状 態 は 大 い に 異 っ て いる 。 即ち 冬 生 れ の 仔牛 は か な り 
多数 に SezzzZ 7 が sz な Mo 染 し 他 の 季節 に 
生れ た 仔 邊 に ( ト 本 了 の 寄生 を 見 な い , 又 本 虫 は 1 歳 の 幼 
寺 に も 感染 する と と も ある ヵ Mo で ある 。 之 を 
要する に 成 < F は を の 0 本 虫 の 感染 を っ た と 見 
て 差し 族 え な い 。 成 生 に は 本 虫 の 感染 は 絶 無 で ある 。 

一 方 SeZzzZ の のみ gz72 は 2 歳 以 上 の 牛 に は 100 狙 に 3 
生 し て いる 。 両 Sezzz の Mf を 別々 に 成年 0 例 の 中 清 

こ 凝 集 反応 を 検査 し た その 成績 は 第 5 表 の 如く で 


応 を 呈す る も の で あっ 


、 
の つう 人 o 


Se7z7zZ の gz7272 の みな ら ず Se7zzZ Zs が 277 も 同様 
に Se 感染 耐 過 和 牛 血 清 に 対し 本 凝集 反応 を 示す 。 
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策 5 表 両 種 Se4gzg の Mf に 対す る 淫 集 反応 








成 牛 血清 30 例 の 分 類 例 数 
22> seo 
Se7Z72 ZZS// - の Mf の 0( 0) 
み に 対 し 導 集 反応 十 の も ゃ の ンー 
両者 に 対し 凝集 反応 十 の も ぁ の 15 (50) 
両者 に 対し 淫 集 反応 一 の も の 6 (20) 





計 :-Sez7zZ 727SZ/7 の Mf の 活 集 反応 は Sez77Z 
の gz7272 の ME より も 弱い 。 


Se7g7Z 97S277 の 凝集 反応 は 発生 率 5022 で その 寄生 素 
も や 約 5022 で ある 。 面 し と の 疑 集 反 応 は Se/zzZz 727s/Z/ な 
Me より 発現 し た も の の 様 に も 考え られ 易い が 本 虫 の 
生 は 効 牛 の み に 見 られ , 成虫 に あり て は 全く 寄生 し : 
の て 妙 上 の 場合 の 本 虫 寄 生 に よる 凝集 反応 発 生 の 力 価 
は 相当 に 減退 し て いる も の と 考え る の が 当然 で ある か 
ら 両者 の ME が 同時 に 50 凝集 反応 陽性 の 場合 の 
Se/27zZ が ZZSg77 の Mf の 凝集 反応 は Sez7zZz の の ggz27Z 
礎 生 に よる 免疫 現象 の 類 属 反 応 と 考え た 方 が 妥当 な 様 に 
える 
5。 別種 7zZZ に お ける 凝 集 反応 発現 の 有無 
Se 以外 の ネ 状 虫 で も 宿主 血清 間 に 凝集 反応 が 発 
現す る や も 知れ な いと 考え 
OzcZocezcZ gze7/Zz7 の SZ が 寄生 し て いる の で と れ ら 人 衝 種 血 
清 , 各種 ME の 相互 問 の 凝 集 反 応 を 検査 し た 。 そ の 成績 
は 第 6 表 の 通り で ある 。 


, 


第 6 表 別種 7 が ZZ に お ける 洗 集 反応 








発現 の 有無 
へ 、、 抗 元 S. gggzZ27z S. e9224Z の 〇 . gz/ZzzZ の sg 
血清 へ 、 の Mf の Mf の Mf 
邊 血清 呈 主 ? 区 は 一 ー 
馬 碧 清 = 放 ? 娘 は 一 ーー 





計 : 邊 血清 は Se/27Z の gz/242, 〇 cocezcZ ge/Zz7 の 5 の 
馬 血 清 は Se 69 感染 耐 過 馬 血清 


Sez72Z 6922 の IMf の 活 集 反応 は 和牛 血清 還 血 清 同様 
に 発現 する 。 面 し その 発現 は Mf の 周囲 に 蛋白 膜 様 物質 
が 多少 認め られ る 程度 で 判然 と し た 諾 集 反応 で は な い 。 
政 に これ は 殆 ん ど 問 題 に る に 足ら な い 程 で ある 。 案 ず 
る に SezzZ e92 感染 耐 過 選 血清 で は 凝集 反応 を 発 
現す る 人 性質 が 恐らく な い の で は な いか と 考え らち れる 。 


馬 に Sezzz eZ, 和牛 に 
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Ozc/ocezcg gz777osg の Mf に ( 
な い 。 
6. 非 働 性 血清 の 凝集 反応 
一 般 細菌 に お け Moore 血清 の 働 性 非 働 性 
に 拘わら ず 発 現す る も ある が 本 Mf の 凝集 反応 も 赤 
細菌 の 凝集 反応 の 如く Pe み 否 か を 実験 し た 。 働 性 血 


は 本 反応 は 全く 認め られ 





清 ( は 採集 後 新 レ き や の , 即ち 採 集 せ こ る 血 血清 ds 
保存 し 24 時 間 内 の も の を 用 い 非 ON は か ゝ る 新鮮 
血 清 を 56'C30 分 加 温 し た も の を 用 い 。 実験 成績 は 第 7 


表 の 通 ! り で て ある 


第 7 表 働 性 及び 非 働 性 血清 に ょ る 凝集 反応 








間 Mtor-ー ー_ 時 。 問 s 作 10 分 20 分 30 分 1 時間 
窒 pe ニー 
新 鮮 血 清 世 盾 時 所 
琲 働 企 生 凛 一 ーー ーー 
非 働 性 血 清 ] 

ks 症 叶 寺 填 
新鮮 モル モ ト 血 2 
非 働 性 0 リュ 

十 4 革 叶 杜 填 
新鮮 凝集 反応 陰性 





本 実験 の 示す 如く 本 凝集 反応 は 新鮮 血清 の に 発 現 し 
2 の 0 し て 発現 し な い 。 非 働 性 に し た 血清 に 
補 体 と し て モル モッ ト 或 は 新鮮 な る 凝集 陰性 手 血 清 を 加 
移 交 ど 2 ト っ て 再び 凝集 反応 を 呈す る の を 確か め た 。 
と れ に よ ょ っ て 本 凝集 反応 が 補 体 を 必要 と する こと と が 判明 
細菌 に お ける 凝集 反応 大 い に そ の 性 質 を : 異 に する ど 
が 判っ た 。 
7。 凝集 反応 と 沈降 反応 と の 比較 
寄生 下 の 免 疫学 的 研究 で は 沈降 反応 が 広く 実験 され て 
いる 。 女 7g 症 に も 試み られ て いる が 本 比 集 反応 と 沈 
降 反 応 と は 如何 な る 関係 が ある か を 実験 し た 。 ei 
の 方 法 は 成虫 を 屯 殺 こ て 控 り 潰し 虫 体 10 隻 に 対し 5cc の 

割合 の 生理 食塩 水 を 添加 し 氷室 に て 一 昼夜 浸出 wo 
て 濾し , 透明 な 和 を 沈降 元 と し て 使用 し た 。 本 液 を 矢 
底 試 験 管 賞 に 入れ ・ れ そ の 下 ! こ 可 検 血清 を 重 積 し 30 分 後 白 輪 の 
発生 を 観察 し て 反応 の 陰陽 を 判定 し た 。 血 清 は 新鮮 な も 
の を 用 い 同 時 に 同一 瑞 清 に て 比 集 反応 も 行い 両者 の 陰陽 
を 比較 し た 。 そ の 実験 成績 は 第 8 表 の 如く で ある 。 

本 実験 に お ける 沈降 反応 は 一 般 に 弱い が 本 和 虫 非 寄 生 の 
6 ヶ月 仔牛 で は 陰性 で ある か ら 矢 張り 免 商学 上 の 沈降 反 
応 と 大 体 同 一 の も の で あろ う 。 両 反応 は 相 伴 っ て 発現 す 
る 場合 が 多い 。 耐 し 凝集 反応 は 1 歳 半 未 満 の 幼生 で は 例 


we で 











策 8 表 





凝集 反応 と 沈降 反応 と の 比較 











例 番号 牛 年 齢 遷 集 反応 沈降 反応 
1 6 ヵ月 一 一 
2 1 歳 一 十 
3 1 歳 一 十 
4 1.5 歳 呈 十 
5 1.5 歳 十 十 
6 1.5 歳 ー 十 
7 1.5 蔵 キ 
8 2 歳 ー- 十 
9 2 歳 十 十 
10 2 基 二 十 
11 3 歳 世 キ 
12 3 歳 ー 十 
13 3 歳 十 十 
14 5 基 革 填 

15 5 歳 革 十 
16 7 歳 革 廿 
17 8 歳 革 十 








計 1 厳 邊 は 一 牙 直 【 し た も の で S. ggz7272 の 
感染 し て いる も の と 思わ れる 。 

え 陽 性 で あっ て も る 反応 が 弱く 2 歳 以 
絢 い が 況 降 反 応 て は 1 歳 半 も 2 歳 以 上 も 
く の 如 く 両 反応 は 発現 状態 に 多少 の 差異 が ある 。 

8。 SezZg 感染 家 束 の 血清 の 凝集 反応 

Mf の 疾 集 反応 を 実験 的 に 家 束 に 発現 させ る べく 和牛 解 
体 の 際 な る べく 無菌 的 に Sezzzz ggzz 婦 を 採集 し 生理 
食塩 水 内 ] と 科 時枝 の 村 虫 を 潰し 子宮 内 より Mf を と 
出し 浮 沸 液 と し 2 頭 の 家 兎 の 腹腔 内 に 2 日 間隔 で に 
射 し , 叉 別 の 家 各 と ' 腹 中 -15 隻 の Sezzzz 母 虫 を 挿入 
し 血 中 に と その Mf を 認め る 様 に な っ た 。 介入 作 8 W 人 後 
3 ヶ月 後に 夫々 の 家 束 の 血清 を 採取 し Mf を 作用 
集 反応 を 試み た : eK みか っ た 。 Mo ト 
- 実 験 的 に 発現 させ る と と は 困難 





夫 総 丘 

Sez72 の ggz7g2 の 感染 を 耐 過 し た 生 の 血清 に その Mf 
を 作用 させ る と 凝集 反応 が 発現 する 。 

本 凝集 反応 は 非 寄 生 牛 に は 発現 せ ず 凝 集 反応 が 発現 す 

れ ば 虫 体 及び 貝 卵 は 絡み 合い 虫 体 の 周囲 に 蛋白 膜 様 物 質 
が 出現 し 運動 性 は 麻痺 し 遂に は 死滅 する に 至っ た 。 本 凝 
PPT YYWeomNaeeoounin : 得 た 。 

1。 凝集 反応 は 37 で 血清 温度 に 急速 に 且つ 最も 強く 発 
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現し 87'C 以 下 の 温度 で は 発現 か が 遅れ る 。 

2。 Mf は 生存 し 活 深 に 運動 し て いる 場合 に 発現 し 易 ! 

0 っ て いる Mf の 凝集 反応 は 発現 が 遅れ 死滅 せる 
に は 放 公 応 な 人 く 発 現し な い 。 

3。 本 疾 集 反応 観察 中 時 々 不 規則 に トリ パ ノ ゾ ー マ の 
Agglomeration に 似 た 現象 が 見 られ る 。 即ち 尾 を 附 着 し 
合い 美 且 な ロゼ ッ ト を 形成 する 。 本 現象 を ME の Aggl- 
omeration 様 現 象 と 呼ぶ と と に し た が 本 現象 は Sezzzg 
区 染 血 清 に 発現 する 点 か ら 一 種 の 特異 的 免疫 現象 と 考え 
られ る や , 発現 率 が 極め て 稀 で 時 々 偶然 に 見 られ る に 過 
ぎ な v ecetrtYeyg- 
られ る 

4。 凝集 反応 陽性 血清 を 稀釈 すれ ば 反応 は 8 倍 迄 認め 
られ る る 16 倍 以上 は 発現 し な い 。 

5。 凝集 反応 は Sezz 感染 耐 過 血 清 の 802 に 出現 し 
SezZ 琲 寄生 牛 に は 認め られ な い 。 

6. 和牛 以外 の 動物 の 血清 中 に Sezzz gzz7z の MEf 
を 加え て も 凝集 反応 は 発現 し な い 。 

7。 和牛 血清 に SeZ2 eg22 の ME を 加え る と 極め 
て 軽度 に 息 体 の 集合 する と と ある ゃ 真 の 凝集 反応 と 認め 
難い 。 Ococezg に は 凝集 反応 は 認め らち れ な い 。 

8。 和牛 に 寄生 する Sezzz 属 2 種 に は 肥 度 年 ら 類 属 反 
応 が 認め られ る 。 

9。 相 全 反応 は 血清 を 56'C30 分 加 温 し て 非 働 性 に す 
れ ば 陰性 と な る ys DR 鮮 モ ル モ ッ ト 血 清 或 は 牛 の 
新鮮 凝集 陰性 血清 を 加え る と 再び 反応 は 陽性 と な る 。 と 
の と と より 要 集 反 記 ぃ に は 補 体 が 関係 する こと が 判る 。 

・ 沈 隆 反応 も 行い , 凝集 反応 と 比較 し た が 両 反応 は 
3 場合 が 多い 。 一般に 幼 牛 邑 ち 1 1.5 
生 て で で 寺 抹 各 軽度 に 発現 し oo て 高度 

に 発現 する が 沈降 反応 は か ゝ < と 幼 和 灰 牛 も 同じ 程度 

に 発現 する 。 

11. 実験 的 ez み gz7272 の 成 上 及 び MEf を 家系 
の 腹腔 内 に 入れ て 感染 を 起 さ せ た が そ の 血清 は 8 ヶ月 に 
達する も 凝集 反応 を 中 し な い 。 

MV 考 紫 

雪上 の Mf の 凝 集 反 応 は 本 Sezzz 感染 和牛 血清 の み に 
特異 的 に 発現 し 本 和 虫 非 寄生 和牛 及び 他 の 動物 の 血清 に は 発 
現し な いと と 及び 反応 発現 に 補 体 が 関係 する と と に より 
明か に 免疫 学 的 現象 に し て 決し て 単純 な る 理化 学 的 現象 
に あら ざる と と は 一 点 の 疑 も る な い 所 で あろ う 。 よ っ て 以 
下 種々 の 免疫 学 的 立場 より 本 族 集 反応 に つき 考察 を 試み 
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1. 細菌 の 凝集 反応 と の 比較 考察 

細菌 学 に お ける 凝集 反応 は 一 般 の 成 書 で は 血清 の 60'C 
30 0 和 加 で 影響 を 受け な い ee れ て ある 。 之 を 要 す 

こ 細 菌 の 凝集 反応 に は 補 体 は 関与 し な いも の と 認め らち 
れ て いる が 稀 に は 補 体 Man 関係 する 場合 が ある の を 主 
張 し た 人 も ある 。 即 ち 小 宮 (1930) は 細菌 に お ける 凝集 
反応 に 及ば Way \ て 実験 し 補 体 の 作用 を 重 
要 視 し て いる が 非 答 性 血清 に つい て も 凝集 反応 は 発現 す 
る と いう 。 然るに 本 Mf の 凝集 反応 は 明らか に 補 体 が 参 
し と れ が な けれ ば 凝集 反応 は 発現 しない 。 双 細菌 に お 
ける 凝集 反応 は 六 原 と し て 生死 何れ の 状態 で も 発現 し , 
血清 の 相当 な 高 稀釈 迄 反応 を 呈す る が 本 Mf の 凝集 反 
応 は ME が 生き て いな けれ ば 発現 せ ず , 血清 は 原 血 清 程 
交 く 発現 し 低 稀釈 に ょ り 反応 が 急速 に 弱く な る と と は 細 
比 の 凝集 反応 と 大 い に 異 る 。 

家 兎 に お ける 本 Mf の 凝集 反応 発生 試験 は Mf の 接種 
後 8 ヶ 月 に 至る ゃ 発生 し な い 。 面 る に 細菌 の 凝集 反応 発 
生 試 験 に お いて - 意 1 時 (こよ れ ば 細菌 接種 後 速 に (1 
2 週間 後 ) 発現 する 。 又 自然 感染 例 に お で も 細 商 大 に 

染 後 速 に 凝集 反応 が 発現 する 人 の 知 
ら 所 で ある が 本 Mf の 凝集 反応 に あり て は 3 Se の 7g7- 
7z 太 に 感染 し て も 相当 久しく 現し な いと と は 1 < 1.5 
志 手 の 幼 若 牛 に つい て 見 れ ば 明か ら で あ る 生 に 細 
場合 に は 感染 後 速 ( - 衣 集 反応 が 発生 する が , 本 Mf 
E 集 反応 に あり て は 感染 後 相当 期間 を お し いて 棚 和 に 発 
本 虫 に よる 沈降 反応 発現 状態 は 感染 俊 比 較 的 束 

か に 発 和 ます る も の で Mf の 凝集 反応 発現 状態 と 異 り 一 般 
細菌 に お ける 沈降 反応 発現 状態 と 一 致す る 。 叙 上 の 如 

(本 Mf 疑 集 反 応 は 組 の 凝集 反応 と は (の 点 に お い 
て 本 質 的 に 異 る る の で ある 

2。 トリ パク ノ ゾーマ と の 比較 考察 

本 Mf es ( 応 に 極め て 良く 似 た 現象 に トリ パ ノ ゾ 
ー マ に お ける Agglomeration が ある 。 トリ パフ ノ ゾ ー マ 

の Agglomeration は 最初 の 発見 者 Laveran et Mesnil 

(1900) に より 報 告 さ れ 幾 多 の 業績 が ある が 我国 に おい 

て は 二川 (927), 長谷 川 (1930), 添 川 (1951) の 研究 が 

ちる 。 此 等 の 文献 総監 する に リ パ ノ ラフ ゾ ー マ は 免疫 血 
清 或 は 寒 谷 に 曲 さ れる と 往々 後 端 を 中 心 に 附 着 し 合い ロ 
ゼット を 形成 する 。 と ウロ ゼット は 強弱 の 程度 は 種々 で 
ある 。 この ロゼ ッ ト 形 成 は 免疫 血清 の 非 働 性 , 働 性 た る 
と を 問わ ず 公 現し 640 倍 稀釈 迄 反応 を 星 す る 。 と の と と 
は Mf の 凝集 反応 と トリ パ ノ ゾ ー マ の Agglomeration 
と 大 いと 異 る 所 で ある 。Arkwright (1931) は 細菌 の 凝 
集 反 応 の mechanism に お いて 集団 形成 を agglomerate 
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う 語 を 使い Agglutination の 中 に Agglomeration 
含ま せ て いろ る 様 で ある 。 即 ち Agglutination と Agg- 
に 区 別して 用 いら れ た も の で は な い 
浜川 は Agglomeration は 特異 の ロゼ ッ ト 形 厳か 着 上 せ 
られ て いる が 組 菌 の Agglutination も Me を 
ロゼ ッ ト 形 成 PD れ る と 判断 し 諸 種 の 実験 を な し 


1 
『 


RY (Y 


1omeration は 明 


リッ パ K ノ ゾー マ に 見 と 


る Agglomeration は 細菌 の Agg- 
lutination に お いて も み ら れ る と し Agglomeration は 
Agglutination (に 包含 され る と 結論 し て いる 。 著者 は 

f の 凝集 現象 を yr 疾 集 反応 と 命名 し た 。 Mf の 
疾 集 反応 観察 中 時 < 尾 敵 を 中 心 に 体 を 真直 く 伸 ば し 所 主 
Agglomeration 様 現象 を 呈す る の が 見 られ る が , 本 現象 
は 個 然 に し か る 発生 率 が 極め て 低く 或 は 免疫 現象 で は あ 
ろう が Mf の 凝集 反応 と は 関係 が な い 様 で ある 。 ト リ ペ パ 
ノ ゾー マー の 寒冷 に よる Agglomeration は 免疫 血清 に よ ょ 
る Agglomeration と は 異 る も の と 思わ れる が 之 と 著者 
の Agglomeration 現 貸 と は 類似 の も の で は な いか と 疑 
い MEf を 寒冷 に 昌 し た が Agglomeration 様 現象 は 発現 
し な い 。 と れ を 要する に 著者 の ME の Agglomeration 
現 # 究 不 充分 で ある 。 

3。 サー レス 現象 と の 比較 考察 


Sarles(1938) は W2 ヵ os の gy 72272S を 感染 さ ゼ 


9Y 





mouse の 血清 と その 幼虫 を 導 zo で 作用 させ る と 仔 
虫 の 口 , 肛門 。 排 浴 孔 , 陰 門 等 の 開口 部 及び 下 体 周囲 に 
precipitate を 生ずる と と を 発見 し , Taliaferro (1940) 
は Sarles の 報告 し た 現象 は 線 昌 仔 虫 に よる 免疫 血清 の 
% に 証明 され る 抗原 , 抗体 反応 で ある と 論じ て いる 。 永 
ea Sarles の 発見 し た 現象 を Sarles 現象 と 呼 
* の の 7 釣 虫 仔 虫 を 家 兎 に 感染 させ た 血 清 で 免疫 学 的 
Re 。 感染 に より 7 グ ロブ リン が 増加 する と と を 認 
符 免 疫 と 密接 な る 関係 が ある と 論じ て いる 。 著 者 は 
本 ME に お いて Sarles 現象 の 発現 ある や 本 や を 検査 
た が 全く 陰性 に 終っ た 。 著 者 の 凝集 反応 は 免疫 的 の も の 
で ある と と は Sarles 現象 に 一 致す る も Saries 現象 は 
清 の 働 性 , 非 働 性 た る と を 問わ ず 発 現し 家 兎 に お ける 実 
験 的 Sarles 現象 線 虫 仔 虫 に 
も 類 属 反 応 が 見 られ る と と は 大 い に Mf の 凝集 反応 と 発 
生 要因 を 異 に し て いる 。 林 ちら (1952) は 日 本 住 血 吸 由 感 染 
動物 の 血清 に Cercaria を 作用 させ る と 尾 体 表 面 に 硝子 
様 物質 が 附 着 し Phee を 必要 と する 現象 で ある と 
述べ て いる が , と の 現象 は 著者 は と れ を 一 種 の Saries 
現象 と 思う が Mf の 朱 信 反応 に 仏 て いる 所 も ある 。 宗 
(1957) は 大 平 肺 吸虫 の Saries 現象 を 家 兎 で 実験 し て 感 
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染 後 短期 間 に 発現 し 免疫 血清 に つい て は 補 体 を 必要 こし 
な いと 述べ て いる が , こと れ は 著者 の Mf の 族 集 反応 と は 
異 る 。 滝沢 ら (1952) は 顕 虫 症 患 者 血清 を 豚 魚 虫 仔 虫 と 作 
用 させ 仔 虫 に precipitate 形成 を 認め と れ が 顕 虫 仔 虫 が 
体 組 織 を 通過 する 際 に 生体 に 対し 一 種 の Allergy 性 を 与 
え う る こと と を 示唆 し て 著者 は と # 

も 一 種 の Sarles 現象 と 思う も の で ある , Kagan (1955) 
が Ssosozzz の 種々 の 発育 段階 の Cercaria に 感染 動 


4 
て こい る が, 


いる と 述べ て 


物 血 清 を 作用 させ Cercaria の 周り に 膜 が 形成 され る の 
を 課 め た 。 と の 現象 と 著者 の IMf の 凝集 反 応 と の 異 る 占 
は 生き て いる Cercaria や 死 せ る Cercaria で も 膜 は 吸 


収 さ れ , 本 現象 は 働 性 血清 より ゃ 非 働 性 血清 の 方 が 著 明 
で ある 。 riu (1950) は 住 血 吸虫 の 生き て いる Cercaria 
の 凝集 現象 を 報告 し てい る が トリ ヒナ 感 導 2 起 
り 新鮮 血清 同様 非 働 性 血清 に も 起り 急性 感染 に は 著 明 に 
見 られ 慢性 感染 に は 半数 以 上 反応 が 際 性 2 

と は 閉 者 の Mf Nean と は 4 

以上 細菌 の 凝集 反応 , 免疫 学 免疫 現象 と 考え ら 
れ て いる トリ パラ ゾー マ の 6 及び 所 調 
Sarles 現象 を 内 外 の 女 献 に より て 木 Mf の 凝 集 反 応 と 
比較 考察 し た が 何れ も 本 Mf の 活 集 現象 と 性 質 を 異 に し 
て いる 。 本 凝集 反応 Wa ww こも 極め ~ 2 な 発 和 
人 象 で 他 に 例 が な く 極 め て 興 味 あ る 現象 と 考え 


え . ら れる 。 


本 友 応 の 殺虫 性 葛 疫 的 意義 


林 絹 で は SezzzZ g の gz7z 婦 感染 耐 過 牛 に お いて 成虫 が 
腹腔 内 に 多数 寄生 し これ が 盛ん に Mf を 生産 する と と は 


明か な る も の に も る 拘 ら ず Mf が 血液 内 に 全く 寄生 し ヵ 
の は 殺虫 性 免 商 の 為 で は な いか と 考え , これ を 前 活 する 
為 に 各 年 齢 に お ける Sezzzz の 寄生 状態 と 本 凝 集 反応 と 
の 関係 。 凝集 せる Mf の 運命 に つい て 検査 し た 。 

T 検査 成績 

(一 ) 作 年 齢 に お ける 
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つ に 分 類 し た (第 9 表 ) 。 
1. 秋生 れ の 齢 10 ケ 月 以内 の 仔牛 
本 類 た 属す る 牛 は 感染 し た Sezzg gggzg な の 未だ 一 
発育 史 を 完了 せ ざ る も の で 換言 すれ ば SezZ の gz72/7 


の 感染 を 全く 受け な いも の か , 感染 を 受け て も .Se 太 ZZ 
は 不 に 達せ 3 ず 未 だ 血 中 に その Mf の は ざる も の で 
2。 1 歳 1 歳 半 
1 歳 1 歳 半 と は 生後 多く は 一 夏 , 時 と し て は 二 夏 越 
し て 感染 し た Se/2ZZ MM ー 発 育 史 を 過ぎ た も の 

ご 朋 阿 内 に | は 成虫 存在 し 血液 中 に ME が 認め られ る も の 

と 腹 陵 内 に 成虫 が 寄生 し 年 血液 内 に Mf の 既に 認め と 


れ な く な っ た も の と で ある 。 
9。 ee ト 

成 以 上 と ( 
ie える か , 
ある 繊維 性 腹膜 炎 
f は 全く 
4。 8 歳 以 上 
3. の 更に を い 

各 年 齢 に お け 

り で ある 

第 9 表 に より 1。 


よ Se7g が 毎年 感染 し て Sezzzz 母 虫 が 
或 は 営 て Sezz2 が 寄生 し た と と の 
を 残存 し て いる も の で 血 中 に は その 


の + ピヨ 
ヽ 認め ら # {し な いも ゃ もの で ある 。 


な れ る に < ゝ の ~ て ある 。 
反応 の 成績 は 第 9 表 の 通 


\ て 8 歳 以 上 と か 
ナ る 和牛 血清 の 凝集 反 


の Se の 感染 の な いも の 或 は 感 
染 し て Segzg の 一 発育 更 を 完了 し な いも の に は 凝 集 反 
応 は 全く 陰性 で ある 。 2. の 現在 ME の 血 中 に 出現 する 
も の や 1 ? 回 成 作 て  Mf の 既に 見 えな く な っ た pa 
未満 は 69 多 の 凝集 反応 が 見 られ 3.・ の 2 歳 以上 の 牛 で 

認め られ , 面 も 凝集 程度 の 高度 な も 


凝集 反応 ゝ が 80 2 以 k 
の 泊 二 いい 4. の 8 上 茂 以 上 は 90 で 凝集 程度 は 世 例 が 多 


い 。 本 表 に より 本 凝集 反応 は Sezzz 感染 と 関係 の ある 
と と は 明瞭 で , 面 も と の 免疫 は 除 々 に 且つ 年 齢 の 増加 と 


共に 洒 次 強度 に な る と と が 第 8 表 と 比較 し て 判る 。 
Ko 反応 と の 関係 を 図 に 示せ ば 第 4 図 











牛 の 衝 年 齢 を Sezzzz 感染 の 関係 ト う 1 レ て 便宜 上 四 の 如く で ある 。 即ち 血 中 の ME が 見 な く な る 頃 よ り 凝 集 
第 9 表 各 年 齢 に お ける 和牛 血清 の 凝 集 反 応 
ぐ . ggz7Z7 の 次 3 
定圧 居 ? 冶 條 反 応 き ル 寺 逐 ぐ 
和牛 年 倫 の 礎 季 状況 c 和 を 陣 性 率 
10 カ 月 以 内 一 一 21 0 0 0 0 3 0 
1 歳 1.5 歳 十 二 タ は 一 59 6 13 12 10 18 69 
2 歳 以 上 FE ー 51 24 9 6 4 8 84 
8 基 以 上 十 ーー 21 10 4 3 2 2 90 
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昭和 33 年 10 月 958)〕 


多発 し 
発現 する 。 こ と れ に よ ょ っ て 本 凝集 反応 は Segyz 母 虫 が 
と 寄生 し て も M が 和 中 に 


係 の ある 免疫 現象 で ある と と が 判る 。 


S. digntata 成虫 










本 S. digitata Mf 

259 
発 
現 50%[ Agglutination 
率 | 

25w| 

し ー ーL 
1 2 3 3 5 7 8 
牛 年 齢 


第 4 図 Se2zZz 寄生 と 凝集 反応 と の 関係 
(検査 時 7 月 ) 


( 二 ) 凝集 反応 を 呈し た Mf の 運命 
本 凝集 反応 を 星 し た Mf 
持 間 に 理 り 観察 し た 


も マン / こ O 


その 成績 は 第 10 表 の 通り で ある 。 


年 齢 の 増加 と 共に 疑 集 反 応 は 益々 N 


出現 し な いと と ょ 大 いと 関 


は 如何 な る 運命 に 赴く か を 長 


HI 総括 

1。 和牛 は Segzg に 感染 すれ ば 除 々 に 血清 は 凝集 反応 
陽性 に な りこ れ は 老年 に 至る 迄 持続 する 。 

2。 SezZg 感染 耐 過 牛 授 清 に お いて Mf の 凝集 反応 
み 観 祭 する に 下 体 は 運動 性 が 麻痺 し 尊 次 死滅 解離 する 。 
故に 凝 集 反 応 が 殺 息 性 を 意味 する と と は 明白 で ある 。 

WW 考 祭 

邊 は Seg7Z の ggzgg に 感染 すれ ば 成虫 の 発育 に 加 う 
て Mf が 血 中 に 出現 する が 年 齢 か 進む に 従い 血 中 の Mf 
は 消失 する 。 更に 牛 の 年 齢 が 進む に 従い 成虫 は 依然 と し 
て 老年 に 至る 迄 毎年 感染 し 成虫 が 腹腔 内 に 発育 する が 
Mf は 全く 血液 中 に 寄生 し な い 。 と の MMf が 血 中 に 発現 
し な い 理 由 が 何故 か 極め て 興味 ある 問題 で その 理由 を 
究明 する 為 に 本 研究 を 企 て た と と は 冒頭 に 述べ た 如く 
で ある 。 面 る に Mf の 凝集 反応 を 発見 し これ が 殺 息 性 免 
疫 の 意義 を 有 し と の 為 に Mf が 死 死 し て 成 生 の 血液 中 に 

ME が 見 えな く な る 事 を 予想 し て 本 実験 を 行っ た 。 佐々 
(1953) は 人 の フィ ラリ ア 症 の 場合 慢性 患者 に 成虫 が 寄生 


第 10 表 凝 集 反応 局 を 呈し た Mf の 運命 





ME の 運命 ーー !O 分 1 時 間 
凝 ( 凝 集 程度 人 
て J 運 動作 キ 
た 』 解 商 ー こと 
ee 死 せ る Mf 9 gs 


所 散 集 程度 ー ー 
反 和 J 動 動 仔 革 寺 
応 の 1 解 離 一 一 
ME 先 2 ME 4 4 


凝集 反応 の 強い も の で は Mf の 運動 性 は 麻痺 する 。 即 
ら 和 蛋白 膜 様 物質 に と り 囲 まれ た Mf ( 0 経過 と 共に 
和 々 屈伸 自由 な ら ず 動 ミ が 極め て 鈍く な る 。 10 時 間 を 経 
語 す れ ば 運動 性 は 極め て 僅か に 残っ て いる 。20 時 間 を 経 
過す れ ば Mf の 運動 性 は 殆 ん ど 消 失 し 凝集 し た 貝 体 が 池 
次 解離 L の る 90 時 間 を 過ぎ れ ば 殆 ん ど 全 部 の 虫 体 は 
団塊 より 脱落 し 散在 し て 見 える 。 こ れ ら 脱落 し た Mf は 
総 て 運動 性 な く 死 減 し て いる 。 0 笠間 間 間 は 体 
よ 総 て 下 の し 面 る に 本 反応 陰性 血清 に 同様 
に 作用 き と た Mf は 久しく 運動 し 散在 し , 48<96 時 間 で 
は 運動 は 微 と な る が 生存 し て いる 。 耐 し 140 時 間 で は 
へ 死滅 する 。 之 に よっ て 本 凝集 反応 に ょ り 由 人体 が 完全 





て 散在 する 。 


- 死 滅する 事 が 明瞭 に な っ た 。 


10 時 間 


世 


( 135 ) 


20 衝 間 48 時 間 96 時 間 120 衝 間 


に ーー トー 
世 
世 


|+ HH まま 
キキ ませ キ | 
まま 


サ ササ "お や 


ー ー 圭 十 
レ し て いる に 拘わら ず 時 々 ME の 見 えな い 例 が ある を 認め 
これ は Mif に 対す る の よる も の と 論じ て いる が 
た だ 新 る 問題 に つき 実験 的 に 研究 し た も の は 無い 様 で あ 
る 。 細菌 の 凝集 反応 に あり て は 一 般 成 書 に ょ る に 何等 殺 
性 の 意義 が な く 従 っ て 抗 茜 性 免疫 の 原因 と な る と と は 
認め られ て いな い 。 面 る に 著者 の Mf の 凝集 反応 は 前 
述 の 如く 殺 彼 m 月 を 有する と と は 明らか で ある 。 耐 レ 
て 第 4 図 に よる に 各 年 齢 に お ける 工 集 反応 の カー ブ と 
Se Mf の 寄生 の カー ブ と は 極め て 注目 すべ き で あ 
る 。 即ち Mf が 血 中 に 消失 する の と 並行 し て 凝集 反応 が 
発現 する の が 極め て 明らか に 認め られ る 。 こ れ に よっ て 
Segzg 感染 耐 過 牛 に お いて 成虫 が 寄生 し て も MEf が 血 


中 に 見 えな い 理 由 は 本 凝集 反応 発生 と 密接 な 関係 が ある 
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と と が 極め て 明白 で ある 。 

面 る に Se Zs が が 2 蔵 以 上 の 牛 に 成虫 も 仔 
ゴン SS の oo 

場合 に は 成虫 が 寄生 し な いか ら Mf の 見 えな い 理 由 は 考 
える 必要 は な い 。 成虫 が 寄生 しない 理 由 は 幼 和牛 の 時 , 主 
と し て 先天 的 に Se/zzzZ ph が 感染 し て と れ を 恒 
過 し た 為 で ある と は 考え られ な い 。 それ 2 0 
Sez7z 27sg77 に 感染 し な い 場合 が あ 
gZ7Z の gz7z72 感染 に よる 類 属 反 っ ha えら れ な い 。 確 
よる 年 齢 的 抵抗 力 の 為 と 考 

* よ か ろう 。 

Sez7Z eZ の 場合 に は 同じ く Se gg27272 と 性 
質 を 異 に し て 之 が 寄生 し た 馬 で も 比 集 反応 は 殆 ん ど 発現 
し な いか 或 は 土 程度 で ある 。 之 に よっ て 殺虫 性 免疫 は 殆 
ん ど 発 生 し な い 為 馬 は 老年 に 至る も 成虫 も Mf も 共に 寄 
生 す る と と が 考え られ る 。 

Ozczocezcz gz が 7osZ ( こ あ り て は 年 齢 の 如何 に 拘わら 
ず 成 上 と Mf は 相 伴 っ て 寄生 し 叉 凝集 反応 の 発ち クー 
られ な い 。 面 し て 本 虫 の 場合 に は 免 商 の 成立 も 認め ら 

な い の み な ら ず 年 齢 的 抵抗 力も な い の で 和牛 は 老年 に 至る 

も 本 虫 の 成虫 及 Mf の 寄生 が 認め られ る 訳 で ある 。 以 上 
ドド JPKOO の PWMWRWrYYSK 
年 齢 的 抵抗 力 が か な いと と は その 成虫 は 老年 に 至る も 充分 
半 ま み よ っ て 明らか で ある 。 但 し 凝集 反応 は 
成 生 の 80 多 に 証明 せら れ て 残り の 2022 に は 証明 不可 能 で 
ある が 元 来 凝 集 反応 は 長期 間 一 定 の 強 さ で 維持 され る も 
の で は な く 時 々 消長 を 来 す も の と 思わ れる か と 現在 人 
反応 陰性 で も 少し く 以 前 に は 比 集 反応 は 陽性 な り MK に 
5 ゝ うり 得る 事 と 考え られ る 。 敵 に 成虫 が 多数 寄生 し 

f を 産出 する に も 拘わら ず Mf が 下 液 中 に 見 えな い の 
PT 応 に 原因 する と と が 
考え られ る 。 

全編 結論 


著者 は 牛 7 の 寄生 状態 調査 し Se/zzZ ggz7272 
の Mf が 族 集 反応 を 呈す る こと を 発見 し 之 が 殺 邊 性 免疫 
的 意義 ある こと を 了 想 し 之 に つき 叙 上 三 項 目 に わた り て 
実験 及び 考察 を 行い 次 の 結論 を 得 た 。 

(一 ) 我国 の 牛 に 寄生 する 万 zzz の 種類 及び 寄生 状 
態 の 検査 を 為 し 次 の 結果 を 得 た 。 

1.。 我国 の 牛 に 寄生 する 万 zz は Se7z7zg ZZ7sZ/ な . 


Se/72ZzZ の zg27277, Ozc/ocezc の gz が 77osg の 三種 で ある 。 
大 部 分 が 先天 性 感染 を な し 


2。. Se 太 7Z 227S277 は 
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後 も その MEf は 血 中 に 出現 する 。 本 虫 は 先天 性 感染 が 正 
常 な 感染 法 で 稀 に 生後 感染 も 認め られ る が 2 歳 以 上 の 和牛 
に は 成虫 も ME も 認め られ な い 。 

9。 Se7zzZ g の gz2 は 総 て 生後 感染 で 1 歳 邊 のみ 成 
虫 。MfE が 認め られ , 2 歳 以 上 の 牛 は 成虫 が 寄生 し て い 
に 拘わら ず 何 故 か 血 中 に その Mif は 認め られ な v い 

4。 Oxczocezcg gz が zosZ は 妥 捉 帯 周囲 の 結 締 組 織 こ 
寄生 し その Mf は 第 一 期 ME と 第 二 期 ME の 両 型 あ り て 
共に 皮膚 組織 に 寄生 する が 第 二 期 ME は 時 と し て 血 中 に 
出現 する 。 成虫 , 仔 了 虫 共に 老年 に 至る 迄 寄生 し て いる 。 

5. Se 必 は 和牛 の 種 類 に より 感受 性 が 策 々 異 り 特 

に 黒毛 和牛 は 感受 性 が 他 の 種類 に 比べ て 鈍い 。 

( 二 ) Sez2 の gz6 の Mf を 2 歳 以 上 の 牛 の 血 潜 に 

加え た 所 凝集 反応 を 発見 し た 。 本 凝集 反応 の 性 質 は 次 の 
通り で ある 。 

1. 本 凝集 反応 は Sezzzz 感染 耐 過 和 牛 血清 の 8022 以 上 
に 発現 し 非 寄生 牛 に は 全く 発現 し な い 。 凝集 反応 を 呈 - 
る Mf は 所 々 に 団塊 と な り 運 動 性 は 麻痺 し 遂に は 死滅 敵 
知 す る 。 よ っ て 本 疑 集 反 応 は 殺 息 性 免疫 反応 で ある と と 
が 判明 し た 。 

2。 本 疑 集 反応 は ME が 生存 し 37C に お いて 最も 強く 
速く 発現 する 。 死滅 せる 虫 体 に は 発現 し な い 。 
3. 和牛 血清 を 稀 息 すれ ば 凝集 反応 は 弱く な 

に て は 陰性 と な る 。 

4。 SezzZ の gz7272 の Mf に 対し 強く 凝集 反応 を 呈 せ 
る 和牛 血清 は SezzZ ZZsZg/7 の Mf に 対し て も 淫 集 反 
応 を 星 す る も の が ある 。 と れ は 類 属 反応 で あろ う 。 Se- 
ZZ eZ 感染 耐 過 馬 血清 に あり て は 該 虫 の Mf の 凝 集 
反応 は 殆ど 発現 し な い 。 

5. 本 疑 集 反 応 は OzcAocezcg gz が zzzosgz の ME に は 
認め られ な し 

6. 森 当 集 反 広 は 衝 性 血 消 の み 発 現 し 非 働 性 血清 に 

は 全く 発現 し な い 。 こ れ に よっ て 本 疑 集 反 応 は 補 体 を 必 
と する と と が 判る 。 

7。 和牛 血清 に つい て 沈降 反応 も 検査 し た が 沈降 反応 は 
軽微 で SegzZ ーー り 発 生 し 老年 に 至る も 反応 
が 強く な る 様 な と と は な い 。 と の 事 が 比 集 反応 の 発現 状 
態 と は 異 る 所 で ある 。 

8. SegzzZ ggzZg7g 成虫 及び Mf を 実験 的 に 家 兎 に 
感染 させ 血清 の 凝集 反応 を 3 ヶ月 間 観 察し た が 認め られ 

(2 

1。 牛 に お ける Sezz gggzz7z 感染 と 凝集 反応 発現 


り 16 倍 稀釈 
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と の 間 に は 密接 な る 関係 を 有 し て いる 。 即 ち 牛 は 本 虫 に 1, 日 本 の 和牛 に 分 布 す る 一 般 が 7Z の 調査 , 鹿 大 農 
感染 すれ ば 最初 は その Mf が 血 中 に 見 える が 之 は 和牛 の 年 学部 学術 報告 , 3, 138-150. 一 14) 河野 猪 三 郎 (1956) 
5 り 了 に 代 っ て 血清 た) 邊 の ュ モ 又は ワ ヒ 病 に 関す る 研究 , II. 薬物 に よる 
還 が 進む 大 い 決 次 に 見 えな く な りみ に 代 MS 了 治療 試験 。 鹿 大 農学 部 学術 報告 。 5, 49-53. 一 15) 北 
集 反 応 が 発現 する 。 面 し て Mf は 凝集 反応 に より 死滅 す 村 包 彦 ・ 一 の 瀬 健吾 (1950) : 糸状 虫 症 に 於 ける 知見 , 
る と と を 確 め た 。 長崎 医 会 誌 , 41, 43. 一 16) 片 峰 大 助 ・ 吉 田 卵 太郎 
2. 2 議 以 上 の 牛 - の 腹腔 に 仮 信成 虫 が 寄生 し 之 が 盛ん (1952) : フィ ラリ ャ の 抗原 性 の 研究 , I. 皮膚 反応 。 
oo sm め ら れい 長崎 医 会 計 , 27, 226. 一 17) 小宮 昇 次 (1930) : 北 
wwyee 2 yam が お > stat はお っ 
Ac oe et 雑誌 , 23(10) , 1607-1729. 一 18 ) Kagan, 1.G. (1955) 
られ る 。 Studies on the serology of Schistosomiasis. ExD. 
稿 を 終る に 当 リ 御 懇 切な る 御 指導 御 校 半 を 賜 つ た 新 美 parasit. 4, 361-376. 一 19) Laveran, A., et F. 


0 
教授 , 北原 教授 , 免 近 に つい て 御 教示 を 賜 つ た 鹿児島 大 Neanil (1900) : De la longue SF 4 1a 
glaciere des trypanosomes due rat et de 1'agglome- 


党 医 学部 細菌 学 教室 野 教授 に 深謝 し , 御 助言 を 賜 つ た ration de ces parasites. C. R. Soc. Biol., 52, 
鹿児島 大 学 医学 部 衛生 学 教室 秋山 助教 授 に 感謝 し ます . 816. 一 20) Liu, C. & Bange, F.B.(1950) : Agglu- 
本 論文 の 要 紀 は 第 9 回 ( 昭 31), 第 10 回 ( 昭 32) 日 本 寄 tination of Sc/zzs7Oso72e 7 が 22S の 77 by immtmune Ser24. 
生 上 学会 ミ 南 日 本 支部 大 会 及び 第 43 回 ( 昭 32) 日 本 獣医 学 Proc. Soc. Exp. Biol., 74, 68-72. 一 21) 新 美 大 
四郎 ・ 板 垣 四郎 (1941) : 細 羊 腰 麻痺 調査 会 第 三 回 報 
会 に て し た 

表 告 , 朝鮮 総督 府 , 寄生 虫 学 的 研究 . 一 22) 新 美 大 四 
参考 献 郎 ・ 板 垣 四郎 (1942) : 細 羊 腰 麻 痺 調査 会 第 四 回 報告 , 
1) Arkwright (1931) : Agglutination. A system of 6 生 ーー 5 ント 

bacteriology in relation to medicine. 6, 381- 423. AS 半 妥 麻 調 査 会 第 事 回 幸 
ー2) Bovicevich, . 層 Hutter, A. M. (1944) : 24) 新 美 大 四 度 * 河 野 猪 三郎 (1954) : 和牛 の ュ モ は 
Intradermal and serological tests with の zo ke 交 と 関す る 生 究 。 電 天 に 原 | 因 及 び 病 理 に つい 
2 が s antigen in cases of human 介 ariasis. MM MR "相生 本 好 (3906) 邊 の = 
Amer. ]. Trop. Med., 24 , 203. 一 3) Fairly。 N. モ 又 は ワ ヒ 病 の 原因 に つい て , 日 本 験 医学 林 , 18, 
学会 号 。 132-135. 一 26) 永井 光 (1955) : ヅ ビ = 殺 


H. (1931) : Serological and intradermal test in 子守 ダッ 
filariasis. Trans. Roy. Soc. Trop. 層 Hyg., 24, 虫 に 於 ける サー レス 現象 に 関す る 研究 , 1. ヅ ビ = 釣 


635. 一 4) 林 滋 生 ・ 三 浦 昭子 ・ 三 浦 栄 太郎 (1952) : 昌 仔 虫 定量 感 楽 と サー レス 現象 発現 状況 に つい て , 
日 本 佳 血 吸虫 感染 動物 の 血清 に よる cercaria の 所 請 日 本 寄生 忠 学 雑誌 , 4 (④⑰, 369-374. 一 27) 永井 光 
沈降 反応 , 日 本 寄生 虫 学会 記事 , 80. 一 5) 林 滋 生 (1950) : ジ ビ = 釣 虫 に 於 ける サー レス 現象 に 関す る 
・ 佐藤 孝 慈 ・ 佐 々 学 (1953) : 和牛 に 寄生 する モタ リヤ 研究 。 2. ジ ビ ニ 多 躍 仔 昌 に よる サー レラ ス 現 象 の 免 商 
属 ネ 状 虫 の 研究, 獣医 畜産 新報 , 116, 758-761. 一 学 的 追求, 日 本 寄生 虫 学 雑誌 5(1) 26-39. 一 28) 小 
6) 堀 沢 大 四郎 (1958) : 島根 県 に ね ける ワ ヒ 病 と ミ 国 季 男 (1928) : 畜 牛 の 象 皮 病 様 疾 患 『 ワ ヒ 」 又 は 「 ュ 
タロ フイ ラリ マヤ の 関係 に 関す る 若干 の 調査 , 日 本 獣 モ 」 病 に 就 いて , 日 本 産 学会 報 , 3, 133-158. 一 
医師 会 雑誌 。 11 (5) , 202-205. 一 7) 古川 穂 東 (1927 29) 岡部 浩 洋 ・ 松 瀬 幹也 (1950) : バン クロ フト 系 状 
・ 実験 的 トリ 9 パ ノ ヅ ミア ー ジ ス に 於 ける 免疫 学 的 虫 症 の 免疫 学 的 研究 。 2. 沈降 反応 , 久留 米 医 学 雑 
研究 (第 1 回 報告 ) アグ ロメ ラチ ォ ン の 実験 的 研究 . 誌 。 19(10) , 1619-1621. 一 30) 小野 豊 ・ 藤 ヶ 谷 倫 朗 
福岡 医科 大 学 雑誌 。 20 (8), 982-1040. 一 8) 長谷 (1954) : 家 赤 寄 生 虫 病 の 免疫 学 的 考察 , 獣医 畜産 新 
川 角 一 (1930) : トリ バ ノ ゾー マ 免 疫 に 関す る 実験 報 。 127, 57-61. 一 31) Schoho, C. (1951) : The 
的 研究 。 福岡 医科 大 学 本 23(11) , 1925-2145. 一 pathology of setariasis in Japan and it's significance 
9) 長谷 川 朋 一 (1930) : トリ パ ノ ゾ ー マ 免 疲 に 於 いて in veterinary and medical science, Jap. J. cg 
アグ ロメ ラチ オン 現象 に 関す る 形態 学 的 研究 , 福岡 医 Med., 21, 449-462. 一 32) 佐々 学 ・ 林 滋 生 (1953) 

科大 学 雑誌 23(12) , 2147-2170. 一 10) 長谷 川 角 一 糸状 虫 症 , 日 本 に 共 ける バン クロ フト 上 芝 の 
(1930) : カス テラ ニー 氏 抗 体 吸 必 試 験 法 に 拠る アグ 学 , 最新 寄生 虫 病 2 

ロメ ラチ ニン 及 ア グル チン 分離 に つい て , 福岡 医科 大 滋 生 (1953) : 牛 に 3 才 生 する 系 状 虫 に 関す る 研究 獣 
学 雑誌 , 23 (12) , 2171-2176. 一 11) 一 の 瀬 健吾 (1942) : pr 116, 761-763. 一 34) 添 川 正夫 (1951) 
太 7g 皮膚 反応 , 長崎 医 会 誌 , 20, 2174. 一 12) 石 : トリ パフ ノ ゾ ヅ ー マ の Agglomeration に 関す る 一 考 
原 忠雄 ・ 尾形 藤 治 (1953) : 積 の セタ リヤ に つい て , 察 , 日 本 獣医 学 雑誌 , 13(1) , 25-42. 一 35) Sarles, 
僕 医者 産 新報 , 116, 754-758. 一 13) 河野 獲 三 郎 *・ 新 M. P. (1938) : The in vitro action of immune rat 
美 大 四郎 (1954) : 生 の ュ モ 又は ワ と 病 に 関す る 研究 , serum on the nematode, ん 7 の の Ss7 が OggY/Z2S 27277S 
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J 了 . Inf. Dis., 62, 337-348. 一 36) 宗 典 郎 (1957) : 
大 平 肺 吸虫 の 沈降 反応 及び サー レス 現 銀 に つい て , 

第 10 回 日 本 寄生 和 虫 学会 南 日 本 支部 大 会 , 23-24. 一 
37 ) Taliaferro,。 W. 了 廿 . (1940) : The mechanism 
of immunty of metazoan parasites。 Amer. 。. 
Trop. Med., 20, 169-182. 一 38) Thwaite, ]. W. 
(1927) : The genus Se/ZzzZ, Ann. Trop. Med. 
parasit., 21, 427-465. 一 39) 滝沢 延 次 郎 ・ 山 口 源 
固 (1952) :) 虫 症 患 者 血清 の 豚 虫 仔 虫 に 対す る 所 
詩 プ レ チ ビ テー ト 形 成 に つい て , 日 本 寄生 虫 学 会 記 
事 , 41-42. 


Surnrmary 


The author has investigated the parasitic condition 
of all 太 42726 found among cattle in Japan. 

There are three kinds of 7/ZZz2e6, namely, Se7272Z 
2227SZ/77, Se7277Z の gz7Z7Z and OzcZocezcZ 7Z2z7 の S7. 
These が 7426 are vVery widely distributed in cattle, 
showing high rate of parasitization. 

The majority of cattle in thiS country are parasited 
with OzcocezcZ gz が zz7osZ, and microfilariae are 
alwayS found to be accompanying the parasitization 
of the adult worms. ezZZZ 7227SZZ/77 are often 
found in calves only. but never found in adult cattle. 

Se27ZZ の 7g7727Z are found in 100 per cent of adult 
cattle and in the parasitization of young cattle 
microfilariae are alwayS found to be accompanying 
the adult worms. Though adult worms are found 
in the abdominal cavities of many cattle over two 
years of age and active microilariae are found in 
uteri of such worms, microfilariae cannot be seen 
in the blood of these cattle. 

The author thinks that it iS very interesting to 
find no microfilariae in the presence of the adult 
worms in old cattle. The author has, therefore, 
especially studied the reason for thiS and discovered 
that microfilariae reveal agglutination and the reason 
for the absence of microfilariae in the blood of 
cattle over two years of age iS due to agglutination. 
The author believes that this iS new and important 
knowledge not only parasitologically but also im- 
niunologically and wi describe in detail the results 
obtained. 
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1. When microfilariae of Se7z7zZ の の gzZz7z are added 
to the sera of cattle once infected with same worm, 
agglutination occurs. Microfilariae which have revea- 
led agglutination form a mass here and there, 
and become inactive, and finally die and disperse. 

Accordingly, the agglutination of microfilariae mmuSt 
be recognized to be a parasiticidal phenormenon. 

2. The agglutination takes place only in iving 
microfilariae, and does not take place in dead micro- 
fariae. 

3. The agglutination takes place only in active 
sera and cannot be observed in inactive Sera. AAC- 
cordingly, it becomes evident that there is a relation 
between this agglutination and complement. 

4. Agglutination occurs in about 80-90 per cent 
of sera from cattle once infected with Se 婦 77Z 
g の gz7277, but in sera of uninfected cattle the reaction 
does not occur at all. 

5. The agglutination iS negative in sera of other 
animals except cattle. On the basis ofthe above 
viewpoint 計 iS understood that this agglutination ijS 
Specific immunologic reaction. 

6. In the diluted sera, the agglutination reaction 
becomes weak. The reaction becomes negative in 
sera diluted more than 16 timeSs. 

7. The agglutination iS not seen in other rmicro- 
filariae excepe those of Se7Z727. 

8. Some rabbits were experimetally infected with 
the adult worms and microfilariae of Se7Z7ZZ の 7g77272. 
but in these animals the agglutination did not occur 
during three-month period after infection. 

9. Above described agglutination di 寿 ers frorm bac- 
terial agglutination, tryparmosomal agglomeration and 
Sarles' phenomenon. 

10. As showed in fg. 4, 試 may be seen that 
there is a close relation between the decrease of 
parasitization of eZ7Z の gz/Z72 and occurance Of 
agglutination. As mentioned above, the agglutination 
has parasiticidal significance. Therefore, it seerns 
that the reason for the absence of microfilariae in 
the blood of the old cattle is due to the destruction 
of microfilariae caused by agglutination。 
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浅田 吸虫 ル 72czo の 277S 2s2727 Otagaki 
の 属 名 変更 に つい て 





田 垣 博 雅 
日 本 寄生 中 病 研究 所 
(昭和 33 年 7 月 12 日 受領) 
特 別 掲載 


大 









著者 が , 先 に 「 瀬 戸 内 海 河口 産 蟹 を 中 間 宿 主 と す る 吸 
下 類 の 研究 」 〔 寄 生 虫 学 雑誌 , 7(2), 167 一 182, 1958, 〕 





Summnmary 


Owing to preoccupation by ルル ZZczo カ 77zs Mueller, 
1922 [subgenus of O%eszz (Diptera), Arch. Naturg. 


に 於 て , 一 新 吸 虫 に 対し て , 新 属 44czoZZz/s を 設定 
し た が , 其 の 後 , 同属 名 が , 昆虫 類 , 双 素 目 中 の Oxeszz 
属 既に , 重 属 名 と し て , 先取 され て いる 

LMueller, A. (1922) : Arch. Naturgesch., 88( 2 ),62〕 
を 知っ た の で し て , 新 に oo/ocozy の 6e 


板 
寺 、 ヨ ミル テー キー ン 
を 設定 する 












88 (②), 62], a new substitute name アァ o の 279co7 ゆ の 6, 
referring to the prominet head crown of the worm, 
is proposed for ルル 2czo の ZZ77s Otagaki, 1958, the type 
Species of which (Zs22Z/) was found encysted in the 
crabs inhabiting the moufh of rivers Howing into 
the Inland Sea of Japan (Jap. Journ. Parasit.。 7 
(2) : 167-182), hence the new combination becomes 
アァ zo の ocoZ ツ の Ze の s227 (Otagaki, 1958). 


に 


た 


に 


これ を 変更 
人 従って, 本 属 模式 種 の 新 学 名 
は , ア Po の o/pcozy の Ze の sg の (Otagaki, 1958) n. comb. と 


gen. nOV. 


御 教 示 を 賜っ た 岡山 大 学 医学 部 教授 山口 左 仲 博士 に 深 
謝 す る 。 





HIROMASA_ OTAGAKI : 
for ルル czo の Zs Otagaki 
tute for Parasitic Diseases) 


A new substitute name 
Nippon Research Insti- 

















昭和 33 年 10 月 (1958)〕 
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ィ 4 タチ 釣 頭 虫 の 自然 界 に な ける 発育 更 の 研究 
特に 終末 宿主 が 中 間 宿 主 に も 


神 田 
鹿児島 大 学 医学 部 衛生 学 教室 (主任 北原 経 太 教 授 ) 


も な 5 得る 発育 状況 に 就 い て 


嗣 。 栄 


(昭和 33 年 7 月 16 日 受領 ) 
別 掲 載 


特 


繕 言 
本 邦 に お ける 釣 頭 昌 の う 


Meyer, 1933, を 検出 し 又 大 島 (1953) 
(1955) は ハタ ネズ ミ よ り ル zz/7/272S SD. 


ち 喘 乳 動 物 に 寄生 する も の 
に つい て は 。 山口 (1936) 松本 (1980) 西村 (1942)。 
宮崎 (1946) ら が ネズ ミ 類 より ル zz/ の 2727S の のみ の ZS 
及び 田中 ・ 緒 方 
を 検出 報 


吾 し て いる 。 更に 此 等 ネズ ミ 類 以外 の 貴 乳 動物 と し て は 


福井 (1929) 2 


田 (1935) が 豚 よ り ル gczZcZ 太 ZZy72c72zsS /27267772ZC6Z6$。 
Pallas, 1781 を 報告 し て いる 。 此 等 の う 


事 が 判明 し て いる も の は ネズ ミ 類 に 寄生 する ル zz/ の の - 


Z222S 2 の 7 の Z が 2S (Bremser, 1811) と 豚 に 寄生 する 


が イタチ ア z7 が eo ZZ が 52 2727SZ (Temminck) 
より Cozgo7yc7es 27275222S (1929) を 報告 し 。 更に 原 


1 


らち 人体 に 寄生 する 


7zczzcg 放 oz72cZzzs 7 の 722cezs Pallas, 1781 で 特に 前 


者 に つい て は イタ リー 


司 の 超 生 22 
感染 の 報告 が ある 。 


人 Calandruccio (1887) の 自家 


さ } の 寺 列 に つい で 少な く と も 一 度 


は 中 間 宿 主 を 必要 と し , 


の 第 1 中 間 宿 主 は 昆虫 , 甲殻 


問 等 の 無 析 動物 で あ り 時 - 下 級 の 硝 椎 動物 を 第 2 中 間 


宿主 ら る と と が ある と いわ れ , 


は 自然 界 に お いて も 多 
また 実験 的 に も 5 ・ 宮 田 (1942), 


中 間 宿 主 に 


支 は ーー キュ 7 
報告 さ # お り 。 


Moore (1946), 大 島 959) ら が ゴキ ブリ を も ちい 田中 
を 使用 し て 其 の 発育 更 と 寄生 


・ 緒 方 (1955) は コオロギ 


ン ま に) トン) 、 フ 
0 報告 レン に いる 。 


YASAKA KANDA : Studies on ルル zzs7e/2 7727SZ Z7Z752 
aS natural intermediate and final hosts of Cozo7- 
yzc/zeS 2727s27S (Acanthocephala) in Japan (De- 
partment of Hygiene, Faculty of Medicine, Kago- 
Shimma University) 


また 成虫 は 必ず 春 槍 動 
物 を 終末 宿主 と し 例外 な し に 其 の 消化 管 隊 に 防 を も つて 
還 基 寄生 する も の で ある と され て いる 。 引 等 の うち 第 1 
く の 寄生 例 が 
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第 2 中 間 宿 許 に つい て は 自然 界 に お ける 寄生 例 も 少な 


、 特に 路 乳 動物 を 中 栓 と する 報告 は 無い よう で あ 
閉 者 は 1955 ye ょ り 1958 年 2 月 末 迄 に 鹿児島 県 入 来 


まで 捕獲 され た イタ チ ル Zs/e 太 ZZ27sz ZZ27sz (Temmninck) 
と 前 杜 し 。 As 管内 より 釣 頭 虫 の 成虫 を 見 出し 。 更 

に 腹腔 内 大 網膜 に も 同様 な 成熟 に 近い 未熟 成虫 の 寄生 を 
認め , 検索 の 結果 基 の 形態 は Cozozyzc/zzs 27S27ZS 
(Fukui 1929) に ほぼ 一 致す る 事 が 判明 し た 

さら に 腹腔 内 大 網膜 に 多数 の 宿主 人 に まれ た 被 
受 効 虫 及び 被 要 より 脱皮 し た 漠 離 幼虫 並 びに 成虫 化し つ 
> ある 未 有 熟 成虫 が 混在 し て 寄生 する 状態 が みち られ た 。 そ 
9 6 ke 2 り 二 次 
る 事 が 判明 し , イタ 


ナ は 木 負 画 上 の 第 2 中 間 宿 主 と な りう る 事 が 明らか と な 


さら に 大 網膜 を 精査 し た と ころ , 無 硝 椎 動物 体内 の 備 
育 過程 に み ら れ る 特有 の 被 要 効 昌 及 びさ ら に 幼 若 な 幼 遇 
ー 部 が 見 出さ れ イ タ は 本 敵 遇 上 の 1 中 間 宿 主 に も 
り 得る 可能 性 2 の れ 此 等 の 結果 か ら 本 釣 頭 虫 は イ 
タチ を 終末 宿主 と する ら と 同時 に 共 喰 い の 結果 , さら に イ 


タチ を 中 間 宿主 と る 特 殊 な 生活 史 を 営む 事 が 判明 し 


寄生 状況 

調査 し た イタ チ ル ks 友 ZZ/sz ZsZ (Temminck) は 
総数 182 頭 , 雄 105 頭 , 雌 27 頭 で 雌 数 の 少な い の は 種 属 
捕獲 を 禁止 され て いる た めで ある 。 調査 時 期 
は 各 年 共 12 月 15 日 より 2 月 末日 迄 の 狩猟 解禁 期 で あ り , 
此 の 時 期 は また イタ チ の 習性 上 共 喰い も 最も 激しい 季節 
で ある と いわ れ て いる 。 

多頭 取 の 寄生 状況 は 。 第 1 表 の 通り で 成東 は 主 に 小腸 
内 に 寄生 し て 居 た が (第 2 表 ), 腹腔 内 大 網膜 に も ほとん 
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第 1 表 成虫 及び 幼虫 の 各 部 位 に 於 ける 寄生 准 況 
調査 頭数 132 頭 $ 103 頭 6 27 頭 
寄生 頭数 96 頭 ⑦3 多 ) 3 87 頭 ? 9 9 頭 

寄生 部 位 頭数 和 生 数 












。 


未完 凌 成 虫 凍 腔 内 + 
e* 腔 内 96 


腸管 内 10 32 


9(④) ま キキ 腸 壁 究 入 
約 100 (74.0) 













% 皮 し た 流離 幼虫 及び 発育 中 の 未 部 成 虫 が 

1 頭 に お ける 最高 寄生 数 は 67 

。 そし て 此 の うち 寄生 数 の 多い 
* 順 次 発育 し た 段階 が 混在 し 


た 被 井 幼虫, 』 
見 られ 其 の 寄生 率 は Y82 で 
匹 で 最少 は 2 匹 で あつ た 
も の は , ほとん ど 此 等 幼虫 カ 
て みち られ た (写真 4。 5)。 
また 第 4 表 の 如く 此 の 時 期 の 幼虫 及び 未 部 成 虫 が 腹腔 
側 よ り 腸 壁 組織 内 に 空 入 及 び 潜 入 し て いる も の が イタ チ 
al 5 られ た ( 学 真 6,7,8, 9) 5 




































1 ) (1) | 
) 2 2 2 拉 に 。 0 ( (⑭ | () は 愛敬 入 数 


9 | 1 88 の PC0AGRNSP oN 
被 究 幼 東 腹腔 内 36 約 450 腸管 内 より Po 可 つ ~ Me も の は 見 ら 
れず , また 此 等 の 時 期 の 幼虫 が 腸管 内 に 寄生 する イタ チ 
第 2 表 腸 千 内 成 寄 生 状 況 DRC 

ゲラ チン 様 義 子 に 被 要 さ れ た 第 1 中 

イタ チ 番 号 42 44 47 83 103 109 114 115 116 124 計 10 頭 際 習 才 の 続 上 大 こ 幼 若 期 

人 半 計 記 点 の 幼 下 は 腹腔 大 網 肛 か ら の み 見 出 
第 3 表 腹腔 内 (大 幼 有 ) 未 完 吾 成虫 寄生 汰 況 内 の 成宮 生 の 見 ち れ た 10 頭 の 
イタ チ に つい て , 区 虫 及び 未熟 成虫 が 
イタ チ 番 号 47 90 91 98 124 125 130 計 7 頭 備 考 大 網膜, 腸管 組織 と に 同時 寄生 の 有無 
審 生 数 Q を 4 拓 じ 第 5 表 の 通り 10 頭 中 


ナ ] た ュ 


7 頭 の 寄生 め ら れ た 。 








策 4 表 腸管 壁 組織 


獲 内 。 幼虫 , 未成 症 成 虫 究 入 状況 


Pop に 就 い ~ 上 
内 容 物 を 塗 抹 , 浮 流 , Re 









イタ チ 番 号 


25 42 44 96 98 101 103 109 116 124127 計 11 頭 杏 し た 


が 見 : H し 得 ず , 成熟 雌 上 虫 の 寄 








寄 生 数 4 


か ン 


2 め 31 中 す る も の か ら も So 










第 5 表 


同一 イタ チ で 幼虫 , 未成 聞 成 虫 及 び 


成 昌 の 寄生 状況 



































ち 4 匹 は 腹腔 側 よ 


幼虫 の 大 網膜 に お 


の が 見 られ た (第 3 表 , 


大 網膜 の 腸管 壁 守 腸 管内 腸 壁 組織 
イタ チ 番 号 幼 ( 未 熱 ) 人 入 幼 【 ンマ 成 申 数 究 入 未完 
理数 式 ) 東 数 ” 。 束 成 虫 数 
42 34 4 2 
44 2 2 1 
47 4 4 2(3) 1 
103 6 3 つ 
109 4 7 8 
116 6 2 1 
124 10 2 1 1 
計 7 頭 66 匹 24 匹 20 匹 2 匹 
( ) は 幼 邊 数 


ど 成 熟 化し た 成虫 9 匹 の 寄生 が 見 られ (写真 1.2), う 


り 腸 壁 内 に 下 体 前 部 を 宰 入 し て 居 
写真 3)。 
$ け る 寄生 状況 は , 宿主 組織 に 包ま れ 
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テ 


つた 。 
形 熊 


T 成東 

発育 し た 成虫 は 外観 乳白 色 円 柱状 で 虫 体 前 り ぇ は 太 
の - 細 く な り 尾 端 で 僅か に 隆起 突出 し て 
居る (写真 10, 11)。 

昌 体 の 大 き さ , 長 さ 雄 2124mm, 雌 20 一 28mm, 
巾 雄 最大 巾 宗 丸 部 で 2.4ー 2.8 mm, 雌 史 病後 で 
ー 3.2mm。 Mo 2 つの 膨 隆 部 より な り 圧 平 し 
い 生 の 標本 で は ダル マ 型 又 は 蘭 型 を な し て 居る (w 真 
12)。 其 の 長 さ 0.6 0. ed 0.4~ 0.6mm, 中 
央 狭小 部 で は 0.87mm で ある 。 釣 数 は 雄 34 て 86 列 , 各 列 
釣 数 12 こ 14 ケ , 雌 36 列 , 各 列 釣 数 15 て 16 ケ で ある 。 天 部 
は 円 雛形 で 長 さ 0.60ー0.62mm 後部 最大 巾 0.47 て 0.52 
mm, 前 部 は 0.85 て 0.42mm で ある 。 妥 部 釣 数 は 雄 32ー84 
列 , 各 列 釣 数 8 ~ 9 ヶ , 雌 36 列 , 各 列 釣 数 9 10 ケ で ある 。 
釣 の 形 は 前 方 の も の は 組曲 が 弱く , 長 さ 50 て 60g で 釣 


で 体 
2.6 















いい 
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根 は 短い 。 各 列 の 預 部 に 近い 4 6 番目 の 釣 は 太く 畿 
曲 も 強く アー チ 型 を な し て 月 り 。 大 48ー45 4 で 銘 根 の 
多 二 な 次 第 に 細く な り , 釣 部 と ほ ゞ 同 長 か 積 々 長い 。 最 
後 の 釣 は 和 失 適 が , 僅か に 遂 曲 し 大 さき 89.ー40 み で ある 。 表 
部 の 釣 は 殆 ん ど 垂 直 で 龍 曲 せ ず 長 さ 20 一 80 4 て ご 移 根 を 欠 
如 し て 居る (写真 13)。 贅 輌 は 棒状 を な し 長 さ 1.9 mm 
其 の 後 ん Me こ 直 径 0.1mm の 神経 球 が ある 。 垂 梶 は 
細長 い 棒状 を な し , 贅 策 前端 より 其 の 両側 を 夫々 下垂 し 
長 さ 2.4mm 其 の 後 端 膨 隆 部 の 巾 は 0.23mm で 前 麟 丸 に 
達する も の も ある 。 宣 丸 は 2 個 , 略 々 椿 円 形 で 体 の 前 方 
に 相 前 後 又は 斜 に 並ん で 居る 。 前 麟 丸 は 長 さき 1.1>1.36 
mm, 最大 巾 0.40 て 0.54 mm, 後塵 丸 は 長 さ 0.90 て 1.05 
mm, 最大 巾 0.40 て 0.46 mm で ある 。 セ メン ト 腺 は 4 ケ , 
長 さ Y.5~ 8.2mm 円 柱状 で 体 の 中 央 部 を 並行 し て 走り 
最初 の 2 ケ は 後 寧 丸 と 一 部 重なっ て いる も の も ある 。 ゼ 
フ テ ィ ゲン シ 氏 衣 は 椿 円 形 で 長き 1.1 ~ 1.9mm, 最大 巾 
0.46 て 0.58mm で ある 。 交接 要 は 一 部 で は 尾 端 生殖 孔 よ 
突出 する る の も ある が 全長 約 0.8ー 1.2mm, 上 部 帆 状 
る で の 最大 巾 0.51~0.60mm で 略 々 中 央 部 に 射精 管 を 経 
て 陰茎 が 突出 し て 居る 。 雌 の 生殖 口 は 尾 適 の 中 央 に あり 
直ちに 腰 に 連 な つ て いる 。 膝 の 長き 0.20 て 0.87mm で 乳 
棒状 を な し 開口 部 に 近接 し て 策 々 膨 隆 し て お り 此 の 上 部 
に 括約筋 が 連 な つ て 居る 。 子宮 は 長 さ 約 1.5mm で 前 端 
は 子宮 鐘 は 漏斗 状 を な し 長 さ 約 0.2mm で 其 の 仙 面 に は 
腹 志 が 見 られ る (写真 16)。 卵巣 は 浮 漠 卵 巣 で 略 々 椿 円 
形 を な し 了 体 腔 内 に は 多数 の 成熟 卵 が 浮 渡す る 。 卵 は 椿 
円 形 で 母体 内 で 既に 完 部 し 其 の 中 央 に は 胎仔 の 形成 が 見 
られ る 。 成熟 卵 は 3 層 を な し 外 殻 は 長き 68.5 て 72.8 
巾 25.7 て 88.5 中 殻 は 長 さ 42.8 て 44.9 み 巾 17.1 一 
19.2 。, 内 殻 は 極め て 薄く 其 の 内 部 に 胎仔 を 包ん で いる 。 
胎仔 は 長き 86.588.5, 巾 12.8 て 17.2 z で 頭 端 に は 1 
群 の 釣 が あり 体 は 細 球 で 被 わ れ て いる (写真 14, 15)。 
I 第 2 中 間 宿 主として 寄生 する 幼虫 及び 未熟 成虫 の 
形態 構造 
イタ チ 腹 腔 内 大 網膜 に 寄生 する 幼虫 の うち 宿主 の 結 締 
織 反 膜 に 依り 被 要 され た 幼虫 及び 被 栓 より 脱皮 し た 漠 郊 
幼虫 並び に 順次 発育 段階 の 未熟 成虫 は イタ チ を 第 2 中 間 
宿主 と し て 共 喰 い の 結果 , 二 次 的 に 腹腔 内 に 進入 寄生 し 
て いる も の で あり 進入 後 の 発育 の 時 期 に より , 大 き さ 及 
び 形 態 を 異 に し て いる (写真 17)。 
此 等 幼虫 の 形態 及び 内 部 構造 の 検査 に は , 10% の フォ 
ル マ リ ン 液 で 固定 し た 後 ラ テク ト フ エノール 液 で 透 化 し 。 
カバ ー グ ラス で 覆い 針 先 で 虫 体 を 可 転 させ つ ゝ 顕微 鏡 で 
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第 1 図 Cozgozyc7zes ZZ2752s 成虫 ③ 
第 2 図 頭 部 天 釣 
第 3 図 頸 部 了 釣 


観察 し た 。 
此 等 幼虫 の うち 最も 幼 若 と 思わ れる も の は 宿主 の 結 縦 
織 被 膜 に 依り 包ま まれ た 村上 で そ の 被膜 は か な り 厚 く 


虫 体 に 密着 し て 包 被 され て いる 。 効 東 の 大 き さ は 長き 
0.16~ー0.94mm, 巾 0.34 て 0.93mm で 史 は 史 頼 内 に 雇 入 
し て いて 一 部 で は 釣 の 充分 に 発達 せ ず 了 表 度 に 被 われ 
て いる も の も あっ た 。 判 明 し 得 た 釣 の 大 き さ は 頭 部 で ほ 
ゞ ヾ 15 一 20 ん 部 で 8 11 4 で あっ た が 釣 数 は 各 釣 列 が 
不明 膝 て で あり 特に 史 頸 部 は 釣 が 密着 し て 細長 い 棒状 を な 
し 其 の 数 を 算 え る と と は 出来 な か つた 。 輔 は 体 前 部 よ 
り 後 部 に 迄 延び ほとん ど 体 の り 』 を 占め る 大 き さ で あり 
長 さ 0.85 て 0.93mm, 巾 0.16 て 0.41mm で あっ た 。 了 輌 
の 前 疾 両 側 に は 約 0.2mm 程度 の 小さ な 垂 梶 が 見 られ た 
が 一 部 で は まだ 発育 せ ず 細胞 列 を な す も の も あっ た 。 生 
殖 器 は 史 珍 に 重 な つ て 充分 に 判別 し 得 た か っ た が 体 尾 部 
に 大 きか 塊状 の 細胞 群 を な す 生 殖 原 基 が 見 られ た 。 標 本 
で は 充分 に 雌雄 の 別 を 区 別 す る と と は 出来 な か つた ( 写 
真 18)。 

次 に 発育 し た と 思わ れる も の は 下 体 より 史 部 又は 尾部 
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界 に お ける 主 な 寄生 報告 と し て は Moz/ の の zzzS 7 の 777- 
zzs の 中 間 宿 主として Grassi お よび Calandruccio 
(1881) が 万 の s ZzzczozZ2 和 を, Magalhaes (1898) は 
アカ 2e72 の 72672022 の 年 。 Sandground (1926) は 太 o 
22726S 年 。 また ルル 7727275 の の zs の 中 間 宿 主 と し 
て は Travassos (1917) お よび Southwell (1922) が 
ZZ の 2e72 72672 の を 報告 し 更に 4772Z22S SD. 
の 中 間 宿 主として , 大 島 智 夫 (1983) は 7e/ gey み 72- 
22c@ Linne テ 田 中 ・ 緒 方 は oxo の ezz72eS の 0e2z2 Stein 


お よび Cz/s 22772rs de Saussure を 報告 し て 居る 
が 其 の ほとん ど は ご コキ プリ お よび コオロギ 類 て ある 。 


更に 此 き に お ける 有史 に つい て は 山口 ・ 
宮田 (1942) が ル 6zz77 の ZS の の Zs Meyer, 1938 に 
ア /y/ め 7oz222 ge772720 の を 使用 し , 形態 学 的 に 其 の 発生 
状況 を 5 期 に 分 け て お り Moore Af は 同様 , 446zz- 
7 の 7 が 2S の の Zs (ご eZ の /22e72 の 27677c の の 生 使 用 し て 主 
に 内 部 器官 の 発達 状況 より 5 段階 に 訪 け て いる 。 双 田中 
・ 緒 方 (1955) は 45zz/ が oz2s sp. の 自然 界 (に お ける 第 
1 中 間 宿 主として Cy/s ZZ772zs de Saussure と 
ozo2/ez72S の oe2z7 Stein の 体内 より , 胎仔 虫 期 を 除 
き , 略 々 2 者 と 同様 な 発育 過程 を 報告 し て いる 。 
第 2 中 間 宿 主 に 就 い て は 少数 の 報告 例 が ある が , 何れ 
ゃ 下級 の 礁 椎 動物 で あり ZzzcZzs の が Yamaguti, 1939 
効 昌 が 星 を 第 2 中 間 宿 主 と する 報告 が あり , 他 に 
Azz77272222S 7202277 の 0225 の 幼虫 が トカ ゲ , ヒキ ガエル 
の 腸管 内 に 見 出さ れ た 報告 が ある (Sandground, 1926)。 
Moore (1946) は 実験 的 に 6zz77oZ27S の の の es の 幼 息 
を 星 。 蛇 。 ヒキ ガエル に それ ぞ れ 経口 感染 させ た が 此 の 
中 ヒキ ガエル の み が 陽 管内 え の 寄 生 を 証明 し 得 た と 去 う 
報告 が ある 。 
更に いずれ の 中 間 宿 主 の 場合 に お いて も , 終末 宿主 と 
は 列 放 の 動物 で あ り , イタ チ に お いて 見 ちら れ た 如く 。 同 
属 の 動物 間 で 終末 宿主 と も な り , 中 間 宿 主 と も な る と い 
う 発育 形態 は 異例 で あり , イ ッ チ 属 か 3 共 喰い する と いう 
習性 が 大 ミ 光 原 因 を な す や の と と 思 わ れ る ン 
そ と で イタ チ に お ける 本 釣 頭 虫 の 発育 史 を 考察 する 
-。 先ず 一 般 釣 頭 虫 の 発育 史 と 同様 一 度 は 中 間 宿 主 を 必 
要 と する 通則 0 第 1 中 間 宿 主として の 発育 は , 
イタ チ 消 化 管 内 で 脱皮 し た 胎仔 虫 が , 腸管 長 を 宰 入 し て 


腹腔 内 に 入 り , 無生物 体内 と 同様 の 発育 過程 を 経 
被 可 幼虫 に 迄 達する も の と 思わ れる 。 次 いで 共 喰 い に 依 
り 他 の イタ チ ( 二 次 ) に 食 さ れ 其 の 消化 管内 に 入 つ た 被 
辻 効 虫 は 脱皮 流離 し , 叱 の うち , 消化 管内 で 発育 し 得 な 


(145 ) 
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い 幼 若 な 発育 段階 に 当る 幼虫 は , 再び 腸 壁 を 宰 通 し て 腹 
腔 内 に 入り , 第 2 中 間 宿 主 に お ける 発育 を 営み 不 完全 な 
成 部 を な す も の と 思わ れる 。 他 方 成 中 と な る 一 歩 前 迄 発 
痛 し て 居 た も の は 。 その まま 二 次 の イク ブ 清 化 管内 に 寄 
生 し , 成熟 昌 に 迄 達する も の と 思わ れる 。 即ち イタ チ 腹 
膝 内 に は 第 1 中 間 宿 主として 発育 する 被 要 効 昌 と , 第 2 
中 間 宿 主として , 他 の イタ チ よ り 進 入 し た 遊離 幼虫 , 更 に 
未熟 成 遇 等 が 同 ー イ タチ 腹腔 内 に 混在 し て いる も の と 考 
えら れる 。 そ し て 此 等 発育 の 特徴 は イタ チ 属 相互 間 の み 
で , 共 喰い 現象 を 唯 NM 生き と し, イタ チ が 中 間 宿 


E に も な り , 終末 宿主 に る と いう 発育 史 が と られ 
RS \ て , 遊離 幼 東 , 未熟 成虫 の 腹腔 側 
) 腸 壁 組織 内 へ 入 お よび 潜入 が 11 頭 の イタ チ に 見 


My 表 ), 又 同 5 eee の 大 網膜 寄生 , 腸管 組 
入 と 成虫 の 腸管 内 寄生 と が , 10 頭 の 腸 内 成 束 寄生 の 
イ PR (第 5 表 ), こ れ に 反し 腸管 内 より 腹 
膝 側 へ の 幼虫, 未熟 成虫 の 宰 入 は 1 人 も な く , 又 唯 1 頭 の 
イ タチ 騰 傘 内 に -, 4 匹 の 幼虫 寄生 が 見 られ た の みみ で 有 つ 
た 事 , お よび イタ チ が 中 間 , 終末 宿主 共に な り 得 る と い 
う 結果 より , イタ チ 腹 腔 内 に 進入 し た 幼虫 は , 次 第 に 発 
育 し し 牙 る 時 期 に 達する と 脱 肝 間 よ より 腸 0 腸管 
内 に 出 て 寄生 発育 する と い < 系 降 * 推定 され る が , 此 等 
に 就 い て は 商 実 験 確認 すべ き 問 題 が 有り , 今後 の 研究 に 
ゆず る と と と する 。 

M 成虫 の 寄生 状況 に つい て の 考察 

一 般 釣 頭 虫 で ト 終 宿 主 に お いて は 例外 な し Pc 
消化 管内 に 折 を 持つ て 固着 寄生 する が , 本 釣 頭 中 で は 
匹 の ほ ゞ 成熟 化し た 末 聞 6 成 下 が 妥 肝 時 aa 

ち 4 匹 が 夫々 腹 膝 側 よ り 腸 壁 に 交 を 容 入 し て いる の は 
ee 最も 進ん だ 発育 段階 に ある も の と 思わ れ 
る 。 こ と れ が 三次 的 に 他 の イタ チ に と 喰わ れる と 容易 に その 
腸管 内 ご 成 取 に か る と と が 想像 され る 。 


実験 方 法 及び 実験 成績 


[ 大 網膜 幼 昌 を 使用 し て の 感染 実験 

ィ タチ 腹腔 内 大 網膜 に 寄生 する 彼 衰 幼虫 及び 江 離 幼 息 
を マウ ス , ラッ テヒ 使 用 し 寄生 及び 発育 状況 を 観察 し 

。 実験 材料 は イタ チ 大 網膜 に 寄生 する 彼 裏 幼虫 及び 江 

区 上 ピン セッ ト で 圧力 損傷 せ ぬ 様 注 意 し 大 網膜 庁 の 
ー 部 を 附 着 し た ま ゝ 銃 で 切り 離し て 合用! し た 。 

1) 邊 本 茂 下 を ま ほ 口 投与 し た 実験 

マウ ス 5 頭 , ラッ テ 2 頭 に それ ぞ れ 4 20 ケ の 補 杜 幼 : 


織る 
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SKY 腹腔 内 , 腸 検 し た と と ろ 体 内 に は 全く 虫 卵 が 見 出さ れず 未 発育 の ま 
管 組織 内 , 及び 腸管 内 え の 寄生 有無 を 検査 し た 結果 マウ ゝ 体外 に 排 湯 さ れ た も の と 思わ れる 。 此 の 実験 の 結果 
ス 5 頭 中 1 頭 投 人 ウ 0 4 を zz7ozzz2s 属 の 第 1 中 間 宿 主として , し ば し ば 実験 的 
日 及び 583 日後 の 計 8 頭 に お いて 腹腔 内 ょ り 1 ヶ 宛 の 細 東 に 使用 まれ る チバ ネ ゴ キ ブ リ は 本 釣 頭 虫 で は 中 間 宿 主 に 
を 見 出し た 。 し か し 有 贈 管内, Pe な り 得 な いも の と 思わ れる 。 




































ルー 認 の! カ みか つか 


er SF 結 の 
2) 流離 幼虫 を 腹腔 内 に 投入 し た 実験 
マウ ス 3 頭 , ラッ テ 92 頭 の 腹腔 を 切開 し 。 と それぞれ に 1) 鹿児島 県 也 麻 郡 入 来 由 で 捕 cs れ た イタ チ 44s- 
2 20 匹 の 洪 離 幼虫 を 腹腔 内 に 投入 縫合 し 28 日 一 Y1 日 後 cg 2757 Z7275Z (Temminck) 132 頭 を 章 検 し , その 消化 
剖 ad し 7 se 果 投 与 28 日 後 の ラ テッ テ 1 頭 の 挫 内 ょ り 効 了 虫 管内 より Cozgo7 が ye726S ZS (Fukui1929) の 成虫 
た 。 し か し 区 昌 は 投 入 前 と 変 ら ず は 見 82 匹 を 得 た が , さら に 腹腔 内 大 網膜 に 幼 東 , 未熟 成虫 と 
し な メ 腸管 葉 , 腸管 内 へ の 寄生 も 見 られ な か つ 共に ほ で ゞ 化し た 9 り 区 頭 虫 の 寄生 が 見 られ 他 釣 豆 
た 虫 と 異 り その 寄生 発育 は 消化 管 の みな ら ず 腹腔 大 網膜 に 
此 等 の 実験 結果 か ら マ ウス , ラッ テ で は 実験 的 に 一 応 お いて る も 行なわ れる と と が 判明 し た 。 
2 の PPMS 中 (pe り 。 の 際 内 に 容 生 する 2) イタ チ 腹 膝 内 大 網 了 席 に 多数 の 宿主 組織 に 包 被 され 
ベ る 変化 は 認め ちら た 披 要 幼虫 及び 投 栓 より 流離 し た 幼虫 , さら に 発育 し た 
ず 単 な る 保有 宿主 に すぎ な いも の と 思わ れる 。 未熟 成虫 の 同時 寄生 が 見 られ , 此 等 は イタ チ の 共 喰 い に 
H 成熟 虫 卵 を 使用 し て の 感染 実験 より 二 次 的 に 腹腔 内 に 進入 寄生 し た も の で あり イタ チ が 
雌 体 腔 内 より 明らか に 3 層 を 形成 し た 成熟 虫 卵生 } 本 釣 頭 昌 の 第 2 中 間 宿 主 に な り 得る こと が 判明 し た 。 
塩水 中 に 浮 済 さ きせ マ ウス 及び ラッ テ に 次 の 様 な 実 肉 3) さら に イタ チ 腹 膝 内 大 網膜 に 無 奪 椎 動物 体内 の 人 
育 期 に 見 られ る ゲラ チン 様 井 子 に 包ま れ た 被 迷 幼虫 及び 
1) 成熟 卵 本 村 入 人 し た 実験 効 若 期 幼虫 の 一 部 が 元 出さ れ イ タチ は 更に 本 釣 頭 虫 の 作 


マウ ス 2 頭 ラ テッ テ 1 頭 に 注射 器 を 用 い , そ し や 和夫 重 中 間 宿 放 に も な りう る こ res 











S イ タチ に 見 られ た ど と 


いい ー で \ 








Fs 


で で 


浮 蓄 液 を 経口 注入 し 10 日後 除 内 及び 腸管 内 を 調 4) 此 等 の 結果 か ら イ タチ は 本 釣 頭 虫 に お いて 夫 喰 
人 査 し た が 下 卵 の 発育 幼虫 化 等 は 認め られ な か つた い 現 象 を 介 し て 同属 で ある イタ チ の み で 中 間 宿 主 と も 





ae ) 培 養 舟 化 実験 な り , また 終末 宿主 に も な り 得 る と v いら 穫 発育 史 が 
間 演 洲 培養 法 に 従 【 処 卵 の み 単 独 判明 し 釣 頭 虫 発育 史 に 新知 見 を 加え た 。 
に 塗 抹 し た も の 大 網 肌 組 織 庁 に 附 湊 きせ た 5) 実験 的 に マウ ス , ラッ テ が 共に 本 釣 頭 昌 の 第 2 中 
区 に 沙 朱 し : 部 卵 を 腸 内 容 に 混入 し 演 紙 | きる と と を 証明 し 得 た が イタ チ の 腹腔 内 の 
疹 球 し た も の 及び , $ 別 に ホー ル グ ラ くに 下 渡 2 ご とく 効 虫 の 発 育 『 は 見 ちら れず 半 な る 保有 宿主 に すぎ な い 
生理 的 食塩 永 を 入れ カバ ー グ ラス で 閉 い 其 の 周囲 を バラ た < 
の > ye た 4 種 の 材料 を 3 本 宛 朋 卵 器 に 入れ ,。 1 本 研究 の 要旨 は 第 9 回 日 本 寄生 虫 学会 南 日 本 支部 大 会 
週 毎 に 鏡 検 100 日 迄 観 窒 し た が 何れ も 和 化 発育 の 変化 は (昭和 31 年 10 月 22 日 ), 第 26 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 ( 昭 
認め られ な か っ た 。 和 32 年 4 月 8, 9 日 ), 第 10 回 日 本 寄生 虫 学会 南 日 本 支 
成熟 卵 の 遇 化 実験 は Moore(1942) が 数 種 に て 容 部 大 会 (昭和 32 年 10 月 22 日 ) で 発表 し た . 
験 し Cez み ozZyzcZzes Sp. で は 和 失敗 | る が 本 実験 で 拉 筆 する に 当り 終始 激励 と 御 指導 並び に 御 校 闘 を 戴 い 
も 同様 失 履 に 終 つた 。 た 教室 主任 北原 経 太 教授 に 厚く 感謝 し , 多数 の 標本 を 検 
思 チ ヤ バネ ゴキ ブリ を 使用 し た 実験 討 し て 戴き 又 再三 に わた る 貴重 な 御 意見 , 御 指導 及び 御 
成熟 虫 卵 を チャ バネ ゴキ ブリ 77z/2 gez727ZZ 校 関 を 戴 い た 岡山 大 学 医学 部 教授 山口 左 仲 博士 に 心から 
Linn6 3 匹 に 食べ させ 。 うち 1 匹 を 28 日 後 章 検 し た と と 感謝 の 意 を 表し ます . 文 貴重 な 御 意見 を 戴 い た 九州 大 学 

















ろ 明 ら か に 39": と we 医学 部 教授 宮崎 一 郎 博士 , 並び に 文献 を 種々 御 世話 戴き 
紫 等 の 虫 卵 は 投与 前 と 変化 な く 3 層 形 成 の ま ょ で まぁ 御 意 見 御 援助 を 戴 い た 東京 医科 歯科 大 学 田中 寛 氏 に 対し 


FR そ と で 2 日 後 残り の 3 匹 を 部 厚く 感謝 の 意 を 表し ます . 3 ヵ年 に わた り 貴 重 な 研究 材 
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昭和 33 年 10 月 (1958)〕 


料 を 提供 きれ た 入 来 町 坊 野 等 氏 に 対し て は 特に 感謝 の 
意 を 表し ます . 実験 及び 研究 に 種々 協力 され た 宮之城 保 
健 所 小原 光雄 , 外 越 悦 代 氏 並 びに 教室 助手 八 枝 款 哉 氏 に 
対し 併せ て 謝意 を 表し ます , また 国内 留学 の 便 を 与え ら 
れ た 衛生 部 長嶋 崎 両 三 博士 に 感謝 し ます . 
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Sunmmary 


The present studies were attempted to investigate 
the development of acanthocephalan worms, Coz の 7 の - 
27y2272S 7727S222S in their host, ル 7zzs7ez/2 2727S7 272/sz 
collected at Iriki pass in Kagoshima Prefecture。 

Results obtained were as follows : 

Of 132 weasels examined by dissection, 10 were 

found infected with 32 adult worms of Co70722C/6S 
27Z7szz2S in their digestive tracts and 4 with 9 adults 
in their greater omenta. Occurrence of 9 adults in 
greater omenta of weasels indicates the possibility 
that these acanthocephalan worms may infest and 
develop also in greater omentum as well as in 
the digestive tract of their final host, ルル se Z727sz 
2z が 2. The fact that encysted and liberated juveniles 
and immature adults were observed in greater 
omenta of weasels, may reasonably support the 
following assumptions : infection of weasels with 
these juvenlles in their abdominal cavities Was 
brought about secondarily by the penetration of 
Juveniles into the abdominal cavity through their 
cannibalism. It appears that weasels may Serve 
aS the second intermediate host of these parasites. 
Upon consideration of the presence of younger 
encySted juveniles in the cystes made of gelatine- 
jke substance and much younger ones in omenta 
of weasels, they serve also as the first intermediate 
host. Thus these acanthocephalan worms are, there- 
fore, proved to be able to establish their whole 
parasitic lives in a Species of ル zs7e2 ZZ7SZ 27275z 
by means of successive transport of their juveniles 
at di 括 erent stages from one to the other host of 
the same species by their cannibalism. Mouse and 
rats were proved to serve experimentaiiy as the 
Second intermediate host and no development of the 
wormSs waS observed in the greater omentum of 
these marmmals. 








7.8.9 同上 拡大 


10 成虫 $ 
11 成虫 


12 成虫 の 史 

13 成虫 の 了 釣 

14 映 成 虫 体腔 内 の 躍 卵 

15 圧 平 に 依り 3 層 に 分 れる . 

16 凌 の 生殖 玖 

17 同一 イ タチ 腹 内 に 寄生 する 幼虫 より 未來 成 下 


p Proboscis 

n 頸 部 Neck 

pS 物 団 Proboscis sheath 

g 神経 球 Ganglion 

jg 提 軌 帯 Suspensoryligament 
nr 頭 部 牽引 筋 Neck retractor 
1 垂 梶 Lemniscus 

gp 生殖 孔 Genital pore 

v 麻 Vagina 

od 輸 卵 芝 Oviduct 


vV. eff 輸 精 小 管 Vas efferens 


(1 目盛 1mm) . 


写真 説明 
1<2 腹腔 大 網膜 に 寄生 し た 未完 幸 成 下 18 
3 腹腔 側 よ り 腸 管 壁 容 入 の 未完 熟成 束 19 
4 大 網膜 寄生 幼虫 (目盛 上 部 単位 cm) 20 
5 同 拡大 (矢印 ) 21 
6 腹腔 側 よ ょ り 腸 管 壁 容 入 の 幼 忠 


22.23. 24.25 頭 部 , 尾部 共に 突出 し た 幼虫 (第 2 中 


26. 


28 


29 


sph 括約筋 Sphincter 


27 第 1 中間 宿主 被 寒 幼虫 Cystenstadium it 
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被 栓 内 放 幼 虫 (第 2 中間 宿主 ) 

尾 端 突 出 幼 昌 ( / ) 

胸部 突出 幼虫 ( / ) 

尾 端 突 出し 生殖 器 の 見 られ る 幼虫 (第 2 中間 
宿主 ) 


間 窒 主 ) 


eingestulpten Russel 

第 1 中 間 宿 主 幼 虫 Cystenstadium mit vorra- 
gerdem Russel 

第 1 中 間 宿 主 幼虫 Studium der Larvenbild- 
ung の 後期 (矢印 の 部 に 負 の 排列 が 見 える ) 


異 丸 Testis 

精 朗 Vesicula seminalis 

陰茎 Cirrus 

モメ ント 腺 Cement gland 

ゼ フ テ イ ゲ ン 氏 朗 SA 人 ftigens pouch 
E Bursa copulatrix 

Uterine bell 





子宮 鏡 
子宮 Uterus 


筋肉 峠 Muscle cap 
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暁 虫 卵 検査 に 関す る 研 


岡 幹 健 福 鳥 各 仔 
和 有川 貞 和 福 田 正 道 
大 阪 市 立 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 (主任 田中 英雄 教授 ) 
阪本 綾 子 
大 阪 市 立 助 松 学園 (朝山 京 一 園長 ) 
(昭和 33 年 7 月 16 日 ) 
特 別 掲載 


課題 で ある 。 我 ベ は 本 問題 に 関す る 一 連 の 研究 





緒 言 
双 虫 卵 検査 は 母 虫 の 産卵 習性 か ら , 糞便 を 検査 試料 と 
し た の で は 検出 率 が 極め て 低い 事 は 周知 の 事実 で ある 。 
ー こ の 人為 NN エ TH(National Institute of Health) 法 (Hall, 


1987), セ モロ テー ジ 法 has 1941) の 如き 特殊 な 方 


法 が 考案 され 広く 用 いら れ -~ 、 特に セロ テー プ 法 は 
夫 間 の 生 二 で 。 検出 率 が My な (に , 標準 的 双 虫 卵 検査 
法 と し て 世界 の 学会 か ら 認 め ら れ , 本 法 の 汎用 に よっ て 


購 虫 感染 の 実態 が 河 く 正しく 把握 され る よう 本 7 
新 く し て 本 法 に よる 最近 の 検査 結果 に よれ ば , その 感染 
率 は 極め て 高く , 例え ば 欧米 に お いて は 小 児 の 平均 0 一 
00 から 名 上 検 1 され て いる 。(CMcMullen, 1949 : 
Fayard, 1949 : Mouriquand ez g/ 1951 : Turpin et al, 
1952 : Cavier, 1953 : O"Brien, 1954 : White, 1954) 。 

セロ テー ブ ジ 法 の 普及 に つれ て , と れ ら 欧米 に 於 て は 
虫 に 対す る 関心 が 次 第 に 高まり , 双 虫 駆除 が 熱心 に 行わ 
れ 始 め た が , 我が国 に 於 て も , 最近 各所 に 於 いて モロ テ 
ー プ 光村 り 引 織 雪 の 素 細 を 彩 案 きれ 。 その 対策 の 居 
要 性 が 叫ば れる 様 に な っ て 来 た 。 

それ 等 の 報告 に よれ ば , 我が国 に 於 ける 獲 昌 感染 率 が 
前 記 欧 米 各 国 の それ に 比較 し て 決し て 少な いと は 考え ら 
れ な い 。 従っ か MP 本 
ら な い 重 要 問 題 で あっ て , こと れ が 為 に は モロ テー プ 法 の 
間 及 が すべ て に 免 行 する も の て あり , 本 法 に よる 時 虫 卵 

検査 成績 の 信 依 性 の 究明 は , この 際 に 於 ける 最 き 重要 な 





* ネ MASATAKE OKA, *]UNJI FUKUSHIMA, *SA- 
DAKAZU ISOKAWA, *MASAMICHI FUKUDA 鋼 
**AYAKO SAKAMOTO : Studies on the exami- 
nation of pinworm eggs (*Department of Medical 
Zoology, Osaka City University Medical School, 
** ま Sukematsu Gakuen, Osaka City) 


次 の 如き 成績 を 得 た 。 
実験 方 法 及び 材料 


NTIH Cellophane Swab 法 : 
米国 National Institute of Health(NT 耳 ) が 制定 し 
こ 原 法 に よっ た 。 即ち 経 約 5mm, 長 さ 約 10cm の ガラ 
ス 棒 の 一 端 を 丸め 更に 綿 で 包ん だ 上 を 約 8cm 平方 の セ 
ロフ ァ ン 紙 で 被覆 し , と の 部 分 で 肛門 周囲 を よく 拭き と 
ら 。 次 に セロ ファ ン 紙 の 頭 部 を ガラ テス 棒 か ら 少 し 引き 離 
し て 先端 約 1 cm 平方 を 切り 取り , これ を 載せ ガラ ス に 
一 滴 を 落し た 上 に ひろ ぱげ , 22x22mm の 被 い ガラ ス で 
従い セロ ファ ン 紙 の し わ を よく 伸 し て 鏡 検 する 。 
モロ テー ジ 法 : 
19mm 巾 の 市 販 セ ロ テ ー プ を 約 5cm の 長 さ に 切り ゴ 
る 背 面 を 肛門 を 中 心 と し て 箇 こ 沿っ て は り 付 け , 指 頭 
で 数 回 表面 を 摩擦 し て か ら 静 か に は が し , こと れ を その ま 
> 載せ ガラ ス に は り 付 け て 被 い ガラ ス を 用 し 00 
する 。 本 実験 の 対象 に は 主として 大 阪 市 立 助 松 学 園児 童 
(学園 内 収容 児 年 令 8 18 歳 ) を 用 い , Fi 
床 直後 に 行う よう に し た 。 
暁 虫 卵 検出 素 推 定 法 : 
1 日 に つき 1 枚 の セロ テー プ 標 本 を 作製 する 場合 。 1 
枚 の 標本 検査 た よっ て 獲 虫 感染 の 有無 に つき 正しい 判定 
を 行い 得る 確率 の 推定 値 P を 求め る に は , Neyman の 
B.A.N. 推定 CBest Asymptotically Normal Estimate ) 
0 より 導い た 杉山 ・ 守 屋 の 数 学 模型 に よっ た 。 即ち , 
各 標 本 に つい て 1 日 1 枚 宛 8 枚 の セロ テー プ 標 本 を 作 つ 
as を 行い , 3 枚 中 丁度 k 枚 に 暁 虫 卵 を 検出 し 
た 検体 数 を Ngk (但し , k=0,1,2,. 8 ) と する と , 


( 151 ) 








ai 王 9ds 
a。 ニー 2dqz 
a。 三 9qi 


ニー2qkak 一 き 
k=1 
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暁 虫 卵 陽性 者 か ら 先 づ N 1 理 法 に 従っ て 貝 卵 を 採取 し 
た 後 , 直ちに セロ テー プ ジ 法 に 従っ て 虫 卵 を 採取 し , 夫々 
の 標本 内 に 存在 する 全 暁 昌 卵 数 を 算定 し た 結果 , 第 1 表 
の 成績 を 即ち , 1 回 施行 に よる 平均 採卵 数 は , 
TH 法 0.8 個 に 対し て , セロ テー プ 法 115.7 個 で 役者 は 
前 者 の 約 145 倍 の 虫 卵 を 採取 し て いる 。 


得 た 
人 待た 。 


第 1 表 NIH 法 と セロ テー ジ 法 
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F* ニ 3qi qaーqz の 暁 虫 卵 採取 率 の 比較 
に よっ て , ほ . go F* を 求め た 上 で 採 卵 数 
で ) 」_ ak 一 8 症 例 と 5 SM 
k 王 dki 1 は NIH 法 セロ テー グ 法 
ょ り 包 の 値 を 得 , 1 1 33 
SR 2 0 2 
P, 十 P。 3 2 771 
更に 母 集団 に 於 ける 暁 虫 卵 陽性 率 の 推定 値 る は , 4 0 92 
。 ニ PP 十 )* 5 0 13 
Ps 6 0 24 
で 求め られ る 。 商 , 1 検体 に つい て 2 枚 の セロ テー プ 標 7 0 93 
「 NN P ザ 称 本 よっ て ⑧ め を 求 8 0 2 
め た 。 即ち , 2 枚 中 k 枚 に 獲 虫 卵 を 検出 し た 検体 数 を 9 0 2 
Nr (但し , k=0, 1, 2 ) と し , 10 5 125 
Ni 平均 値 0.8 115.7 
を あく と 2. セロ テー プ 上 に 於 ける 双 虫 卵 分 布 状 況 
4 ニ q 十 2 gz の * 3 時 間 後 (午後 11 時 ) 暁 虫 感染 女児 5 名 (7~8 
1 誠 ) に つき , セロ テー プ 法 に よっ て 災 虫 卵 採取 を 行い 。 
デー 本 3g セ ロ テ ー ン 上 に 於 ひる 皮 虫 卵 分 布 状況 を 調べ た 。 即 ち , 
ょ り @ 及 びる が 求め られ る 。 2 二 に あな っ 人生 2KbrN 衣 ee 
び 後 方 に c Bm 間隔 に 区 j C (第 1 図 ), 各 尋 内 に 存 
実験 成 練 在 す 00 雪 を 算定 し た 結果 第 ? 表 の 成績 得 た 
1。 NT 是 法 及び セロ テー プ 法 に よる 下 卵 採取 率 の 比 即ち , 貝 卵 数 の 分 布 は 肛門 部 分 に 於 て 最 も 向 で あ - 
鞍 に 。 採 Eo と 集中 0 
第 2 表 セロ テー プ 上 , 昧 中 卵 分 布 状況 
部 
人 二 寺本 迷 迷 六 を を ic が 
ES GE 人 EE EE 
2 0 1 0 1 0 8 8 6 0 0 0 0 紗 : 閑 0 24 
3 0 2 1 1 1 63 594 807 768 732 42 7 2 0 0 3.020 
きま 7 セ 生生 7 二 だ  C0 E COE も 和 
の か 生ま っ 拉 人 ま 3 本 旨 際 を 1. を ま 、 ま 0 5 靖 泊 較 
計 0 24 6 16 121 104 6951,292 930 752 60 23 27 6 1 
庄 : AA。 二 ・・A, 三 966 : Pi 二 P,+…・P, ニ 1,799 
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第 1 図 モロ テー ブ グ 分割 法 


肛門 より 前 部 と 後部 で は , 後部 の 方 に 前 部 の 約 2 倍 の 虫 
卵 が 採集 され , 又 虫 卵 は 肛門 部 分 より 前 和俊 共 , 大 体 3 
cm 以上 離れ た 克 部 に は 殆 ん ど 認め られ な い 。 採取 息 
卵 数 は 症例 に よっ て 大 差 が ある 。 
8. モロ テー プ ジ 法 の 信 依 性 
無 作 為 的 に 抽出 され た 男女 各々 10 名 の 学童 に つい て , 

セロ テー プ 法 に よっ て 1 週間 運 日 晃 虫 卵 検査 を 行っ た 結 
果 第 8 表 の 成績 を 得 た 。 前 述 の 実験 結果 に よる と , セロ 
テー プ 法 に よる 購 束 久 採取 素 は, NTH 法 の お よそ 135 


倍 で あっ て セロ テー プ 申 付 が 産卵 局所 に 行わ れ さ えす れ 
第 3 表 セロ テー プ 法 に ょ よる 暁 虫 卵 検出 状況 











被 検 者 検 査 日 
徐 年 齢 性 1 2 3 4 5 6@ 7 
1 7 @ 一 一 ーー デ 亡 一 
2 7 る 8 一 一 一 ーー エー 
3 7 $8 二 一 一 ササ ーー 一 
4 7 8 一 一 一 一 ーー 一 
5 7 8 一 一 一 ーー ニー 一 一 
6 7 83 ー 一 世 一 一 一 
7 7 @ 放 キ デー ーー 一 
8 7 $@3 一 枯 一 デー デーー 圭 
9 7 8 一 過 所 十 世 過 所 
10 8 8 一 一 一 一 ーー 一 世 
11 7 @ 十 一 一 一 一 一 一 
12 7 ? 植 二 填 サ 一 一 
IT 
14 7 9? 一 掛 一 二 二 填 填 
15 7 ? 一 キー 一 填 一 填 
16 8 %? - ーーーー ーー 
7 $ \ mm デー 十 。 抽 。- 和 を 
18 9 @ ぉ 一 一 一 一 一 一 
19 10 * 一 一 サーー 一 
20 11 ? 一 一 一 一 一 一 一 
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ば 皮 虫 卵 は 略 々 完全 に 採取 され る と 考え て も よい 。 従っ 
て 本 実験 成績 か ら 皮 虫 に よる 侵 舞 を 受け て いる 場合 で 
も , 産卵 が 毎日 確実 に 見 られ る 事 は 稀 ご あっ て , 明 息 卵 
陽性 14 例 中 7 Pe 中 連日 検出 され た も の は 皆 
無 で , 6 日 間 検 出 た の が 僅か 1 例 , 5 日 間 2 例 , 4 
日 間 1 例 , 3 er 開 2 日 間 2 例 , 1 日 の み が 6 例 で 
あり , や キャ 半数 近く を 占め て いる 。 本 母 集団 
(A) に 於 ける 時 虫 卵 に 関す る 値 , 即ち 1 回 の セロ テ 
ー プ 法 施行 に よる 明 虫 卵 検出 率 の 推定 値 を , 杉山 ・ 守 屋 
の 数 学 模型 に よっ て 求め る と , 平均 58% (男子 47, 女 
子 59%) で ある 。 本 母 集団 (A) は 過去 に 於 て 1 度 も 暁 
虫 駆除 を 行わ な か っ た の で ある が , 全員 小児 結核 患者 と 
し て 入院 中 の も の で あり , 従っ て 衛生 状態 極め て 良好 な 
も の で ある 為 , 多数 虫 体 寄生 に よる 所 調 重 篤 感染 者 が 比 
鞍 的 少く 双 虫 卵 検出 が 特に 困難 で あっ た 例 で ある 。 菩 境 
並 に 衛生 状態 の 」 Sd 小学 校 2 校 の 児童 ( 母 
集団 B 及 び C) に つい て る ? 値 を 求め た 結果 , 夫々 692%( 男 
子 Y422, 女子 64) 及び 6722 (男子 68, 女子 66%) を 
得 た 。 即 ち , 管 て 暁 虫 駆除 を 行っ た 経験 の な い 学 童 に 於 
ける 8 値 は 大 体 70% 前 後 と 考え られ る 。 こ とれ ら に 対し て 
例え ば 約 10 ヶ 月 前 Na 駆除 を 徹底 的 に 行っ な 
( 母 集団 D) に 関す る 5 を ae > た 処 , 平均 値 42 
っ た 。 新 様 に 母 集団 が 異 る て 蜂 虫 卵 検査 , Ma 
紗 抹 法 , 集 卵 法 に よる や PD 査 に 於 ける と 全く 同 
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第 2 図 母 集 団 に ょ る 暗 虫 卵 検出 の 難易 
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様 ご で あっ て , 暁 虫 卵 の 有無 に 関し て 確実 的 な 診断 (危険 
率 5 多 ) を 下す 迄 に は , 3 て 6 回 (日 ) の セロ テー プ 検 

査 を 反 覆 する 必要 が ある (第 2 図 )。 
暁 虫 感染 に 対し て 特別 な ye を 講じ た 事 の な : い 小学 校 
の 生み の 訂 科 ) 生還 の 間 の 間隔 を 置い モロ 
ー プ 法 に よる 独 昌 卵 検査 を omi 第 4 表 の 成 


第 4 表 も セロテープ 法 に よる 暁 虫 卵 検査 成績 


























母 第 験 者 セロテープ 法 暁 躍 太 陽 性 率 ( 
1 回 施 行 に よ ー ー wm 
集 年 る 書 叶 検 由 実測 値 
63 性 数 率 の 推定 値 vo 推定 値 
団 則 p) .() 1 回 2 回 ⑨ め 
2/ 検査 検査 
で es 68 44 59 65 
9 ? 165 66 50 75 85 
tb 近年 62 82 88 
12 9 。 8 64 69 84 96 
績 を 得 た 。 即 ちゃ ロ テ ー ン 法 に よる 暁 虫 卵 検査 を 1 回 の 


み 行 っ た の で は , 陽性 群 に 属す べき 相当 数 が 陰性 群 に 誤 

っ て 入れ られ る わけ で , 1 回 検査 成績 か ら 該 母 集団 に 於 
ける 時 虫 卵 陽 性 率 を 推測 する 為 に は , 実測 値 に 20~30 多 
を 加え る 必要 が ある 。 ダー 般 に , 男子 より 女子 に 於 ける 
方 が 暁 虫 卵 検出 が 策 々 困難 な 傾向 に ある 。 


考 察 


寄生 虫 卵 検査 は 従来 主 に 間 便 内 寄生 虫 卵 を 
行わ れ て 来 た が , セロテープ 法 の 普及 と 共 に 続 和 寄生 に ー 
対す る 関心 が 次 第 に 高まっ て 来 た 。 セ ロ テ ー プ 法 な 用 小 
が 極め て 簡単 な 上 に 暁 虫 卵 採取 能率 が 非常 に 優れ て い 
1 AiWeee と 従来 か ら 使用 され て 来 た NT 耳 法 の 約 1 

倍 で , 産卵 局所 に セロ テー プ 貼 付か 行わ れ > ば 鐵 虫 卵 
Noeram 事 を 

モ セロテープ 上 の 獲 虫 卵 採取 状況 か ら 判断 する と , 母 虫 
に よ ょ る 産卵 は 肛 囲 部 に 於 て 最も 多く , と れ よ り 辱 裂 に 沿 

て 離れ る に 従っ て 産卵 数 も 減少 する 。 耐 し て 産卵 数 の 
陸 ・ 98 は 肛門 を 中 心 と し て 前 後 夫々 1.5 2 cm 内 に 
発見 され , 肛 囲 部 告 列 の 前 方 より 後方 に 比較 的 多く 集 っ 
て いる 。 従っ て セロ テー プ は と の 部 分 に 貼付 する 様 に す 
れ ば 最も 能率 が 良い わけ で ある 。 


と 対象 と し ーー 


認め た 。 


れる 程 の 重 
者 ) は 比 
1 回 の セロ テー プ 検 査 成績 か ら 母 集団 に 於 
て 危険 で ある 。 


一 方 , 暁 昌 感染 者 に 於 て も 産卵 が 毎日 見 ら 
症 感染 者 (極め て 多数 の 母 虫 寄生 を 受け て いる 
較 的 少 い 為 , 
ける 色 昌 卵 陽性 率 を 推測 する 事 は 極め 
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母 集団 に 於 ける 獲 虫 卵 陽性 群 に つき 作製 し た 1 枚 の セ 
ロ テ ー プ 検査 に よっ て , 獲 虫 卵 陽性 と 判定 され る 確率 の 
推定 値 は 勿論 母 集団 に よっ て 異 る が 大 阪 市 近郊 の 小学 校 
児童 を 対象 と し た 著者 等 の 経験 に よれ ば , 皮 虫 に 対し て 
従来 特別 の 治療 を 行わ な か っ た 母 集団 で は 70% 前 後 で あ 
り , 双 定 期 的 由 虫 駆除 を 励行 し て いる 母 集団 で は 4022 前 
後 で ある 。 従っ て 前 者 の 如き 母 集団 に 於 ける 正確 な 暁 虫 
卵 検査 成績 を 得る に は , モロ テー ブ 検 査 3 回 反 覆 し て ( 1 
日 1 回 施行 する 為 , 3 日間 に 理 っ て 行わ ね ば な ら な い ) 

結果 を 合 する 必要 か あり 。 婦 後 者 の 如き 母 集団 て は 6 
まお SR 人 Ne こ 駆 虫 剤 投与 直後 で 
は 完全 駆虫 が 行わ れず 少数 の 母 虫 が 残存 し 面 も それ ら の 
産卵 能 が , ある 程度 低下 し て いる 場合 に は , 1 回 の セロ 
テー プ 検 査 に よっ て 鱗 玉 陽性 の 正しい 判定 を し 得る 確 
率 は 更に 低下 する 筐 で ある か ら , 薬剤 効果 を 正しく 判定 


する 為 に は 相当 慎重 で な け ae 
セロ テー プ 検 査 成績 の み を 目標 に し た の て は 当然 薬剤 効 


ほ を 過大 に 評価 する 事 に な る わけ で ある 。 然し , セロ テ 
プ 検 査 を 8 て 6 回 反 覆 する 事 は 特に 集団 検査 に 於 て は 


実行 不可 能 な 場合 2 の * *\ 多 ! Vo 従来 上 虫 感 染 に 特定 な メ 対 漆 を 
行っ た 事 の な い 我 国 小 学校 を 対象 と し た 場合 に は , 1 回 
の モロ テー プ 検 査 に よる 暁 虫 卵 陽性 率 に 20 て 802 を 加え 


た ゃ の が , 母 集 団 に 於 ける 暁 虫 卵 陽 性 率 の 大 略 を 現 わ し 
いる と 考え て よい 様 で ある 。 

一般 ( 子 より 女子 AH 方 が 明 虫 久 検 出 が 稽 々 困 
難 な 傾 向 に ある が , これ は 男子 より 女子 の 方 が 重複 感染 
の 機会 が 少く , 従っ て 寄生 虫 体 数 が 比較 的 少 : Mae 
チ ウ 和男 - 比 較 し て 湿潤 度 が 大 きい 傾向 が あ : 


パ ぴ 


テー プ の 炊 面 が 皮膚 に eK 
( つ に え られ る 。 
総 括 
(1) セロ テー プ 法 は 用 法 簡 単 且つ N 1 H 法 に 比較 し 
て 蜂 虫 卵 採取 率 約 145 倍 と いう 極め て 優秀 な も の で あ 


< ン 


(3) 暁 虫 母 虫 に よる 産卵 は 殆 ん ど 阜 裂 皮 膚 上 に 行わ 
れ , 肛 囲 部 に 於 いて 最も 舟 密 で 肛門 を 中 心 と し て 前 後 夫 
々 1.5 2 cm 内 に 総 卵 数 の 略 く 98 が 発見 され , 肛 囲 
部 か ら 遠 ざ : て 卵 数 分 布 は 粗 と な る 。 従っ て セ 
ロ テ ー プ 貼付 は 肛 囲 部 を 中 心 と し て 行わ な けれ ば な ら な 

(3) 母 集 団 に 於 ける 暁 昌 卵 陽 性 群 に つい て 作製 し た 
1 枚 の セロ テー ブ プ 検査 に よっ て 皮 虫 卵 陽 性 の 判定 を 下 し 


みか デイ 
作 やこ ディ 














































昭和 33 年 10 月 (1958)〕 
セ 
の 得る 確率 は , 母 集団 に よっ て 大 差 が ある と と は 勿論 で あ 
校 る が , 暁 虫 に 対し て 特別 な 処置 を 行っ て いな い 小 学校 児 
3 _ 童 を 対象 と し た 場合 に は , 大 体 70 多 程度 で あ ある 
M 魏 様 な 母 集団 に 関す る 蜂 虫 寄生 率 を 正確 ( 本 
9 ピロ テー ブ プ 検 を 回 て 』 日 回 見 行 する か ら , 3 日 層 
に 理 る と と に なる) 反 覆 し た 結果 を 合 する 必要 が あ 
1 *o ン O 
) 拉 等 する に 当り , 終始 御 指 導 を 賜り 且つ 本 女御 闘 の 
還 労 を 賜 つ た 皿 師 田中 英雄 教授 , 高田 季 久 講師 並び に 守屋 
2 何 二 博士 に 心から 深謝 の 意 を 表す る . 休 御 協力 を 戴 いた 
199 大 阪 市 立 助 松 学園 朝山 京 一 園長 及び 岡田 良子 , 大 村 美 喜 
“ に 子 両氏 に 厚く 感謝 する . 
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Surmmary 

1) The egg collection rate of pinworm obtained 
by means of cellulose tape method (Graham-Jacobs 
method) iS valued to be more 145 times than that 
of the NIH method. 

2) Pinworm spawning iS almost on the skin of 
perianal part, and fewer eggs are found besides of 
this area. The cellulose tape, therefore, must be 
annexed at a center of the perianal part. 

3) Proper detective rate for positive group Of Din- 
worm by one time cellulose tape examination iS 
valued to be about 70 
In order to obtain accurate infection rate on Such 
a population, the cellulose tape examination must 
be made more than three times. 





投 稿 規 定 


投稿 は 原著, 投稿 者 は 会 員 に 限る 。 著 者 及び 麺 名 は 
日 本 文 の 下 に 欧文 訳 を 附 する 事 。 
開陳 和 あら 
・… 式 ) の 本 組み と し , 当 用 漢字 を 用 いる の を 原 

間 と う する 。 促音 ・ 提 音 は クル 5。 ハン ジョ ツウ 」 の 
よう に 小さ < く 記す, 動植物 の 和 名 や か な 書 を 普通 と 
する 化合 物 , 薬品 名 は か た か な で 書く 。 
旬 読 点 に は ュ ン マ と 志 ( 。) を 主として 用 い , その 
他 必 要 に 應 じ - セミ コロ ン , ダッ シュ を 使 
つて も いい 。 
数 字 , 文字 , 名 詞 な ど を 並 記す る に は コン マ ま た は 
黒丸 (・) を 適当 に 用 いる 。 例 : 第 5, 8 図 45- 
cg77$。 77276,。 へ マト キシ リン , アセ トカ ー ミ ン , 
ポン プ ・ ュ ユ ッ ツク, 用 語 ・ 文 体 
数 字 , 単位 
ィ ) 25cm 5。3 kg 23.5?C pH 6.0 

( 量 位 に は 点 を 打 た め ぬ ) 
g) 5 個 9 人 第 5 表 昭和 28 年 7 月 
>) 一 見 し て 二 硫 化 災 素 数 十 人 
ィ ) 図 , 図版 , 表 に は 必ず 番号 , 説明 を 付け る 
we 図 , 図版 , 表 の 番号 に は アラ ビア 数 字 (1, 2 2, 
3, ・……) を 用 いる 。 図版 は 赤 イ ィ ン キ で 締 小 率 を 
指定 する こと 。 
へ ) 1 つの 番号 は 原則 と し て a. b. c. な ど と こま 
か く 分 け ぬ こと 。 
=) 図版 中 の 図 の 番号 は 
号 に する こと 。 
脚 二 に は 通し 番号 を 「・…・ 
付け る 。 
本 文中 の 女 献 著者 名 に は 必ず 年 号 を 括弧 に 入れ て 附 
記す る こと , 引用 女 献 は 著者 , (年 号 ) : 標 呈 . 雑誌, 
巻 ( 号 ), 頁 一 頁 . の 順序 に 文末 に まとめ て ABC 順 
に 並べ , 各 文 献 に は 必ず 表題 を も 附 記す る こと 
小 活字 や 特殊 活字 (ゴシック , イタ リッ ク な ど ) を 
使う べき 所 は 忘れ ず に 赤 イ ン キ で 明記 する こと , 文 
de Noem8Rie 

, 原稿 に は その 語 の 下 に 柄 線 を 1 本 ・ 赤 イン キ で 
6 て お く , た だ し , 各種 の 見 出し の 体 毅 ・ vs 
関す る こと は 編集 係 に 一 任 の こと 。 
原稿 の 本 文 ・ 9 ・ 図 説明 ・ 表 ・ 脚 往 は それ ぞ れ 別々 
に まとめ , 図 ・ 表 ・ 脚 庄 を 入れ る べき 本 婦中 の 場所 
に C4 - 赤 イン キ で 第 3 図 , 脚 生 5 の ょ うぅ 1 
示し , また 図 ・ 表 ・ 脚 計 の それ ぞ れ に は 「p. 25 に 
WPPS 


て ユ コロン , 


本 女 内 の 図 か ら の 続き 番 


で ある 。 3 」 の よう 


10. 表 の 形式 は 原則 と し て 下 表 の 如く する こと 。 


概 査 枚数 
6 枚 合 計 12 


11 . 


2. 投稿 は 必ず 欧文 抄録 を 附け る 


御 投稿 の 際 別 刷 の 必要 部 数 を 明記 
は 通常 白紙 の 素 紙 を つけ た ゞ さけ に し て あり ます が , 
に 標題 著者 名 雑誌 名 等 


Ss NR 





第 5 表 幣 抹 標本 区 散 だ 3 る 銅 虫 卵 概 出 府 


盟 性 陽性 ギ ( ) 
70.7 
65.0 
89.7 


陰性 同 信 癌 限界 5 多 


76.4>m ッ >64.2 
89.0>m ッ 78.4 
93.1 ラ m>83。.6 


104 
125 
132 


1 枚 43 


の ょ と 人 へき 
っ 槍 千 計 22 


原稿 は 400 字 詰 原 稿 用 紙 20 枚 以 内 と し , 掲載 料 1000 

円 と する 。 但し 。 夷 は 5 以内 と し て 右 の 人 良 内 に 

入 ま せる こと 。 図版 及び 超過 分 は 著者 負担 と する 。 

同一 号 に 同一 人 が 2 篇 を 同時 に 掲載 する 場合 に は 

篇 を 除い て 他 は 超過 頁 と 見 人 す 。 

こと 。 欧文 抄録 は タ ィ 
プラ イィ イター 用 紙 (28x21 cm 位 ) に 一 行 お き に 打ち 1 
枚 以 内 と する 。 但し 都合 に よ つ て は 和文 で 400 字 以 
内 の 欧文 抄録 用 原稿 を 送 附 され て も 良い 。 此 の 場合 
は 別に 誠 訳 料 500 円 を 添え て 申し こむ こと 。 

。 別 期 は 100 部 を 巣 位 と し て 別に 実 器 を 中 受け る 。 
原稿 は 原則 と し て 到 落 順に 掲載 する も る, その 探 否 掲 
載 順序 , 体 吉 等 は 編集 者 に 一 任 さ れ た い 。 

原稿 の 送り 先 は 東京 都 品川 区 上 大 時 長者 丸 國 立 予 防 
衛生 研究 所 内 日 本 寄生 虫 学会 事務 所 と する こと 。 

・ な お 論文 の 書き 方 に つい て は 冨田 軍 二 著 (朝倉 書店 ) 

「 科 学 論 女 の まとめ 方 と 書き 方 」 を 参照 の こと 。 





お し ら せ 

し て 下さ い 。 何 別 刷 
表紙 
印刷 御 希 望 の 方 は 実 器 で 申 受 け ま 


oO 
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